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勇者屋の発展







〝サトゥーです。事業拡張や改革というのはどんな業種でも大仕事です。単純に設備や資金の問題もありますが、何より人材の割り振りや育成が大変なんですよね。〟






「ロロ、いつものくれ」

「俺は面子豚ピツグポグの保存食三〇と臭くない虫むし除よけ一〇だけでいい」

　要よう塞さい都市アーカティアの冒険者向け雑貨店「勇者屋」は、今日も大盛況だ。

「サトゥーさん、ボーズホースさんのいつものと、ダッツさんに三番美食三〇、虫除け一〇を」

　カウンターで冒険者の相手をする店主のロロが振り返って言う。

　金髪ストレートの長い髪がふわりと舞い、傾けい城せいという表現がぴったりな美び貌ぼうを彩る。

　いつもは民族衣装のような露出の多い服を着ているのだが、今日はアリサがデザインしたメイド服サマーバージョンといった制服を着ている。メイドカフェのメイド服と水着を合体させたようなきわどい服装なのだが、人族が少ない要塞都市では性的な目で見られる事もほとんどない。

「ご主人様、こちらは体力回復薬三本と迷わずの蠟ろう燭そく五本です」

　ロロに少し遅れてオレに注文を伝えたのは、ロロとそっくりな美貌を持つ黒髪のルルだ。

　髪と瞳の色以外は双子のように似ている二人だが、実の姉妹ではなく先々代の勇者をしていた曽そう祖そ父ふのワタリ氏を共通のルーツに持つはとこで、偶然この要塞都市で出会うまでは互いの事を知らなかった。

　それにしても、これだけの奇跡の美貌を持つ二人が並ぶと、「美」が天元突破して傾城どころか星や時空まで傾けそうだ。

「むぅ、でれでれ」

　漫画だったらぷんすかという描かき文字が出そうな顔で、オレの耳を引っ張ったのはエルフの幼女ミーアだ。背伸びしているせいか、ツインテールに結った淡い青緑の髪の陰からエルフの特徴である少し尖とがった耳が覗のぞいている。

「デレデレなんてしてないよ」

　オレはミーアにそう答えながら、ロロとルルにリクエストされた商品をカウンターに並べる。

「そろそろ、保存食を取ってこないと、かな？」

　まだ少し残ってるけど、あと二、三人が買ったらなくなりそうだ。

「マスター、商品を補充しますと告げます」

　ナナが大きな箱をバックヤードから運んできてくれた。

　見た目は金髪巨乳の人族美女のナナだが、その正体は実年齢一歳のホムンクルスだ。

「ナナ、止まっちゃダメ」

「マしター、どこ置く」

「マしター、褒めて」

　ナナの後ろで箱を抱えているのは、勇者屋の子供店員で蹴鞠鼠ハム人のハムっ子達だ。

　オレは四人に礼を言って箱を受け取り、邪魔にならない場所に積んでおく。整理はもう少し客が引いてからやろう。

「幼生体は元気にしていますかと問います」

　ナナがそう問いかけたのはハムっ子達にではなく、棚の上で丸くなっている子こ狼おおかみのフェンにだ。

　フェンはちらっとナナを見て、興味をなくしたように目を閉じた。

　このクールな子狼の正体は山よりも大きな神獣フェンリルだ。今は上級魔族との戦いで消耗した身体からだを回復させる為ために子狼モードになっている。一応、短時間なら狼人モードに変われるそうだ。

「ゆっくり休むといいと告げます」

　ナナは気を悪くした様子もなく、フェンの頭をそっと撫なでた後、ハムっ子達を連れてバックヤードへと戻る。

「面接書類のチェックが終わったから、お店の方を手伝うわ」

　バックヤードから出てきたのは、皆みんなとお揃そろいのメイド服に着替えた幼女アリサだ。

　転生者の証あかしであり忌み嫌われる紫色の髪を金色のカツラに隠している。

「あれ？　リザさん達は？」

「納品に来た蠟燭屋の女将さんが腰を痛めちゃってね。家まで送っていったよ」

　ポチとタマは荷物の運搬係だ。

　そんな話をしながら客対応をしていると、獣娘達が裏口から戻ってきた。

　たぶん、店内がお客さんで一杯だから裏に回ったのだろう。

「たらりま～」

　そう言ってオレの足にペタッと張り付いたのは、猫耳猫尻しつ尾ぽの幼女タマだ。

　荷物だらけの廊下を足音も立てずに歩く彼女は、チーム「ペンドラゴン」の斥候役であり、独自忍術を使う猫忍者でもある。

「ただいまなさい、なのです！」

　ズドンッと勢いよく背中に飛びついてきたのは、犬耳犬尻尾の幼女ポチだ。

　ちょっと不器用なところのあるポチは、荷物を避よけて歩くのではなく空歩スキルで天井付近を飛び越えてきたらしい。

「ご主人様、ご婦人をお送りして参りました」

　二人の後ろから戻ってきたのは、朱色の髪をした橙とう鱗りん族のリザだ。

　意外に恥ずかしがり屋なところがある彼女は、メイド服ではなくいつもの軍服風の衣装を着ている。

「おかえり、帰ってきてすぐで悪いけど、手伝って」

　今は猫の手も借りたいほど忙しいのだ。

　もっとも、それも一時間ほどで落ち着く。

「やっほー、若様」

　まばらになった店内に、常連客のノナさんがやってきた。

　彼女は獣人が多い要塞都市では珍しい人族の女冒険者で、昔からロロを気に掛けてくれている良い人だ。

　ちょっとしたトラブルでパーティーを抜け、ソロで行動していた彼女だが、今日は珍しく連れがいた。

「なんだ、『毛なし』の店じゃないか」

　ノナさんが連れてきた鼠人の女性が、「毛なし」という人族の蔑べつ称しようを口にした瞬間、店内の常連客達から殺気だった視線が集まった。

　喧けん嘩かっ早ぱやい常連客が行動するよりも早く、ノナさんが連れの鼠人をパシンッと叩はたいた。

「いてーな、何すんだ！」

「ここでその蔑称を使うなって言っただろ！」

「『毛なし』を『毛なし』って言って何が──」

　──悪いと続けようとして、ようやく鼠人が店内の空気に気付いた。

「あー、なんだ。──悪かった」

　鼠人は周囲の視線に怯おびえながらも、虚勢を張って偉そうな態度でオレに詫わびる。

「気にしていませんよ。ですが、店内での蔑称は、どの種族に対したものでもご遠慮ください」

「ああ、分かった。気をつける」

　鼠人がそう言うと、ようやく周囲の空気が元に戻った。

「いやー、うちの相棒が悪かったね」

「相棒というと、新しくパーティーを組まれたのですか？」

「そうなんだ。この間の防衛戦で一緒に戦っている内に気が合ってね」

　にこやかに語るノナさんの向こうで、鼠人の方はフンッと鼻を鳴らしてそっぽを向いている。

「おめでとうございます、ノナさん」

「ありがとう、ロロ」

　ロロが休憩から戻ってきた。

「今日は何をご用意いたしましょう？」

「あたしはいつもの。こっちは──」

「あたいは魔力回復薬をくれ。二本でいい」

　ロロに相手を任せ、オレは手早く注文の品を用意する。

　ノナさんの言う防衛戦というのは、死霊術士ザンザサンサがアンデッドの軍団を率いて要塞都市に攻め入った一件の事だ。最後の方には上級魔族まで乱入して、なかなかハードな戦いだった。仲間達や大魔女アーカティアや神獣フェンリルだけでなく、冒険者達も大活躍したんだよね。

　もっとも、ザンザサンサの目的とか、上級魔族がどうして参戦したのかとか、謎なぞが多い。

　まだまだ騒動が潜んでいそうで、ちょっと嫌な感じだね。

「商品はこちらになります。ご確認ください」

「開封して確認していいか？」

「ええ、どうぞ」

　鼠人の言葉に首肯する。

　初見の店だと、品質が気になるよね。

「──いい品だ」

「あんたに分かるの？」

「お前と一緒にするな」

　どうやら商品はお眼鏡にかなったようだ。

「武器の整備はいりますか？」

「いいの？」

「この時間は余裕がありますから」

　ノナさんから受け取った金属製の剣を砥と石いしで軽く擦こすって、最後に油を薄く塗って切れ味を確認する。

「あんたもやってもらったら」

「あたいの杖つえはそこらの雑貨屋で整備できるようなもんじゃないんだよ」

　鼠人の持つ杖は軍用の火ひ杖づえなので、彼女の言は正しい。

「若様ならできそうだけど」

「いいったらいいの」

　オレには整備も新造もできるけど、本人にその気がないなら無理強いはしない。

「また気が向いたら、見せてくださいね」

　とりあえずリップサービスでそう言って、喧嘩寸前の乱暴な口調で遠慮なく言い合う仲良し二人組を見送る。

「あんな調子で大丈夫でしょうか？」

「大丈夫だよ」

　心配そうなロロにそう請け合う。

　けっこう気が合っているみたいだったしね。





◆






「お茶を淹いれました」

「ありがとう、ロロ」

　ロロがお茶と軽食を持ってきてくれた。

　客足が一段落したので、店番をリザに任せてオレ達はバックヤードに引っ込んで休憩中だ。

「後でリザにも持って行ってあげて」

「そちらはルルさんが持って行きました」

　さすがはルル。気配りが行き届いている。

「ロロ、面接する店員候補の説明をするから座って」

　アリサが応募してきた店員候補一覧を見せながら説明を始める。

「思ったよりも少ないんですね」

「問題がありそうなのは弾はじいたのよ」

　空間魔法を使った気配があったから、遠見クレアボヤンスや遠耳クレアヒアリスの魔法で応募者の身辺調査をしたのかもね。

「それでも全員面接するには多いから、もう少し絞りましょう」

　募集したのが人族のロロが経営する勇者屋なせいか、珍しく人族からの応募が多い。

「有望そうなのはこの辺。用心棒を兼ねたのが何人か欲しいから、元冒険者も入れておいたわ」

「サトゥーさん、サトゥーさんはどの人がいいと思いますか？」

「ストップ！　勇者屋の店長はロロなんだから、最初からご主人様に頼るんじゃなく、自分で選びなさい」

「……はい、ごめんなさい」

　アリサに叱しかられたロロが、四苦八苦しながら面接する応募者を選んだ。

「次は工場や工房との提携についてね」

　オレが作っている保存食やアイテム類を外注アウトソーシングする為だ。

　アリサの差し出したリストを見たロロが困惑顔になる。

「あ、あのアリサちゃん、お願いしていたルジブさんの工場やトンペリさんの工房が入ってません」

「あー、それなんだけどさ」

　アリサが言いにくそうだ。

「工場は潰つぶれて、工房は看板が変わってた。どっちも新しい人がやってて、今はゴルゴル商会ってトコの傘下みたい」

　ゴルゴル商会というのは、要よう塞さい都市アーカティアで一、二を争う大店だ。

「知り合いがやってたのかい？」

「はい、勇者屋の先々代──お祖ば母あ様が懇意にしていた方達で、先代の母さんがよくお世話になっていたんです」

「昔は手広くやってたの？」

「お祖母様が生きていた頃ころは大勢の人を雇って、幾つもの店舗をやっていたんです。母さんの代で色々あって、今の勇者屋に……」

　ロロの母親には商才がなかったか、私財を擲なげうって何かを成したかで規模を縮小したのだろう。

　今いる勇者屋の店舗は初代が最初に開いた記念店舗として、最後まで残っていたそうだ。

「ふーん？　それなら、ロロたんは昔の勇者屋みたいにしたいの？」

「簡単じゃないとは思いますけど……」

　ロロがちょっと俯うつむいた後、顔を上げた。

「あの頃みたいになったらいいなって思う事もあります」

　昔を懐かしむロロが淡く微笑ほほえむ。

「なら、そうしたらいいじゃない？」

「私にできるでしょうか？」

　ロロが期待を込めてアリサとオレを見る。

「できるわよ。ね、ご主人様」

「そうだね。幸い、客足も順調だし、今の売り上げなら人手さえ確保したら店舗を増やしても問題ないよ」

　むしろ、今の勇者屋の狭い店舗だと繁忙時間のお客さんを受け入れきれていないしね。

「規模を大きくするなら、店員を増やすだけじゃなくてロロの下で全体を統括する番頭みたいな人と会計を専門に担当する人が欲しいわね」

「それはサトゥーさんやアリサちゃんが──」

「わたし達はダメよ。いつまでここにいられるか分からないから」

「──そう、ですよね。皆さんは冒険者ですもんね……」

　アリサがきっぱり言うとロロが固まった。

「最初に言われていたのに、私ったら……いつまでも、一緒にいてくれるような気になっちゃってました」

　ロロがぎこちない笑みを浮かべて言う。

　今にも泣きそうだ。

「すぐいなくなるわけじゃないさ」

　落ち込んだロロを抱き寄せ、優しく慰める。

　アリサが口パクで「ス・ケ・コ・マ・シ」と言っていたが、そんな意図は全くない。ルルとそっくりだから、ついついルルを相手にするみたいに接してしまうだけだ。

「でも、いつかは行ってしまうんですよね」

「……そうだね」

　噓うそを言っても仕方ないので、正直に答えた。

「勇者屋の新しい中核メンバーは、オレ達がいる間に探せばいいよ」

「……はい」

　ロロがオレの胸に頭を預けながら頷うなずく。

「ご主人様──どうしたんですか、ロロさん？」

　店舗から戻ってきたルルがロロの様子に驚いて駆け寄ってくる。

「なんでもありません。大丈夫です」

　ルルに心配されたロロが精一杯の笑みを浮かべて空元気を見せた。

　アリサがパンッと手を打って雰囲気を強制的に変える。

「とりま、人材確保と規模拡大は追々進めるとして、外注先の選定をやっちゃいましょうか──」

　アリサが提携先のリストをテーブルに広げ、涙を拭ふいたロロがオレやアリサに助言を貰もらいながら外注先を選んだ。





◆






　リザと店番を交代し、趣味の工作をしながらお客を待っていると扉が開いた。

　やってきたのは大魔女の弟子と自称するティアさんだ。その正体は要塞都市を統べる大魔女アーカティアその人である。

　ティアさんはキョロキョロと店内を見回しながら忍び足でやってくる。

　いつもなら賑にぎやかに「ロロいる～？」って言いながら入ってくるのに珍しい。

「こんにちは、ティアさん。ロロを呼びましょうか？」

　オレがそう声を掛けると、唇に人差し指を立てて「しーっ」と注意する。

　どうやら、ロロに内緒の用事らしい。

「フェンさんの様子はどう？」

「ずっとあんな感じですよ」

　オレは棚の上で眠る子狼を指し示す。

「そっか、やっぱりしばらくは戦力に数えられないわね」

　ティアさんはフェンの正体が神獣フェンリルである事を知る数少ない一人だ。

「ちょっと内緒話があるの。場所を変えない？」

「分かりました」

　オレはバックヤードにいたナナに店番を頼み、ティアさんと一緒に彼女の隠れ家セーフハウスの一つへ移動した。

「──これで、良しっと。盗聴防止の術式を発動したから覗のぞき見みされる心配はないわよ」

　ティアさんが鍔つば広ひろの大きな帽子を帽子掛けに放ほうり投げ、ソファーに腰を落ち着ける。

　カチャカチャとリビングドールがお茶菓子とジュースを持ってきてくれた。ジュースに見えたのは勇者屋特製の栄養補給剤だ。

　ティアさんはそれをぐいっと呷あおって一気に飲み干す。

「くぅ、美お味いしい。もう最近はコレがないと一日が始まらないのよ」

「ご愛飲ありがとうございます。でも、用法用量はくれぐれも守ってくださいね」

「わ、分かってるわよ。リミからも言われているから、一日五杯までしか飲んでないってば」

「十分飲み過ぎです」

「もう、サトゥーさんまでリミみたいな事を言うんだから」

　リミさんというのは大魔女の筆頭弟子らしい。

「これを飲みながらじゃないと仕事にならないんだからいいじゃない」

「そんなにお忙しいんですか？」

　空になったカップを振るティアさんに尋ねる。

「通常業務だけで手一杯なのに、この間の一件で仕事がどっさりと増えたのよ。あと、騒動を起こして回る困ったヤツもいるしね」

「この間の一件というと、アンデッドの大群や上級魔族が攻めてきた件ですね」

「ええ、後始末が大変なのよ」

「ティアさんはあれで終わりだと？」

　オレの問いに、ティアさんは疲れた顔をして首を横に振った。

「ザンザサンサ──アンデッドを操っていた死霊術士が全すべてを企んだ黒幕だったら話は早かったんだけど、それはないから……」

「親しい方だったんですか？」

「まあね。ここしばらくは疎遠だったけど、友好的な間柄だった。要塞都市に死霊術士ギルドを作る時に一番頑張ってくれたのはザンザサンサだったの。──あんな事をするような人じゃなかったのに、一体何があったっていうのよ」

　ティアさんが後半の言葉を独り言のように呟つぶやいた。

　彼女はザンザサンサの事を信じているようだが、オレとしてはロロの幼なじみである少年死霊術士のシャーシ君を手て駒ごまにする為ため、彼の心を呪じゆ詛そで歪ゆがめたのを知っているだけに、いまひとつ同意できない。

　まあ、彼が善人かどうかは置いておいて、話を進めよう。

「ザンザサンサさんは魔族と何か関かかわりが？」

「聞いた事ないわね。魔王信奉者に親を殺されたとかで、むしろ嫌ってたんじゃないかしら？」

「つまり魔族を操っていた何者かが、ザンザサンサさんを操っていた、と？」

「そうは言わないけど、黒幕が別にいるとは思うわ」

　──黒幕か。

「まあ、どう見ても切り札っぽい上級魔族を倒されて、なお手を出してくるとは思えないけどね」

「魔族はあれから現れませんか？」

「ええ、下級魔族どころか、ちょろちょろと侵入していた小魔族インプも見かけなくなったわ」

　オレも暇な時にマップ検索をしているけど、ザンザサンサの一件以降は要塞都市付近や樹海迷宮で魔族を見かけていない。

「黒幕の狙ねらいが何か分かりますか？」

「ええ、たぶん──って、それは秘密よ。秘密は知る人が少ないほど安全だから」

　その意見には同感だ。

「一つだけ確認させてください。黒幕の狙いは魔王復活とかじゃないですよね？」

「ええ、違うわ。それだけは断言できる」

　ティアさんが確信を持った顔で言う。

　秘密と言ったわりに即答してくれた。もしかしたら、勇者ナナシの正体がオレだと気付いているのかもしれない。

「何かお手伝いできる事があったら言ってください」

「そうね。世界の危機が迫ったらお願いするわ」

　ティアさんが冗談を言う。

　──冗談だよね？

　この世界はわりと普通に世界の危機が転がっているから油断ならない。

　今のところ、各地で集めた情報でそういった噂うわさや伝説は聞かないから大丈夫だと思うけどさ。

「ところで、今日お招きいただいた用件はさっきの話ですか？」

「違うわよ。ロロとの仲が進展したか確認したかったの」

「進展も何も、そんな話はありませんよ」

　ティアさんが恋愛脳な事を言う。

　何歳になっても女性は恋バナが好きだよね。まあ、男も好きな人は好きだけどさ。

「誤ご魔ま化かさないで！　大事な事よ？　要塞都市はただでさえ人族が少ないんだから！」

　ティアさんが小声で「それとなく年頃の男の子を派遣してもずっと無反応だったんだから」とぶつぶつ言っている。

　ロロは勇者屋の切り盛りに必死で、恋愛に時間を割く余裕がなかっただけだと思う。

「ロロがあんな風に楽しそうに男の子と話すのは初めてなの！　サトゥーさんくらいお嫁さんが多かったら、もう一人くらい増えても大丈夫でしょ？　ワタリも故郷に身重の嫁さんがいるのに、こっちでミミと子供を作ったくらいだし」

　ワタリ──ああ、ロロとルルの曽そう祖そ父ふか。同じ勇者つながりで同列に置くのは止やめてほしい。

「待ってください。ルル達は嫁じゃありませんよ」

「え？　またまた～」

　ティアさんが信じてくれない。

「本当です」

「あんな何もかも知り尽くしたみたいな、熟年夫婦みたいな感じなのに？」

「誰だれとの関係を指しているのか分かりませんが、恋愛関係にはありませんよ。私が恋する相手は他ほかにいます」

　ボルエナンの森のハイエルフ、愛いとしのアーゼさん以外に恋する気はない。

「私の知っている人？」

「たぶん、全然知らない人ですよ」

「そっか……遊びじゃないなら、奥さんが複数でもいいと思ったんだけど、ダメか～」

　ティアさんが机に突っ伏した。

　期待に満ちた目で、ちらりとこちらを見るのは止めてください。

　ロロと浮気をする気はありません。

「あー、どうしよう。サトゥーさんがハードルを上げちゃったから、同じレベルの人を探すのが大変すぎるわ」

　レベル三一二もあるからね。

　冗談はさておき、ティアさんはロロの婚活に頭を悩ませている。

「そんなに思い詰めなくても、ロロはまだ一四歳じゃないですか」

　ルルと同い年かと思ってたけど、ロロはルルより一つ年下なんだよね。

「年齢の問題じゃないの。ロロにはいっぱい子供を産んで子孫繁栄してもらわないといけないんだから。それとも、私と浮気して子供を作ってくれる？」

「魅力的なご提案ですが、これでも一いち途ずなので」

　前半と後半がどう繫つながるのか分からないが、ティアさんと子供ができるような事をする気はない。

「歳としが気になる？」

「いいえ。私の想おもい人も年上ですから」

　なにせ一億歳だからね。

「はあ、どこかにいい男が落ちてないかしら」

　そんな冗談を言いながら、ティアさんが二杯目の栄養剤を呷る。

　なんだか変な雰囲気になってしまったので話を逸そらそう。

「ザンザサンサさんの一件で、彼に操られていた少年死霊術士なんですが──」

「シャーシね？　ロロの幼なじみの」

　オレが尋ねると、ティアさんが近況を教えてくれた。

　初心者区画に冒険者が避難できる砦とりでを建設中との事で、そこで死霊術士の技術を使って砦内の内装を手伝っているとの事だ。危険な屋外作業はベテランがやっているそうなので、それなりに配慮してくれているらしい。後で、シャーシの母親である蠟ろう燭そく屋の女将さんに伝えておこう。

「初級冒険者の死亡率を下げる為に砦の建設も大事だけど、都市の外壁修理はもっと大仕事なのよね～」

「手伝いましょうか？」

「それは嬉うれしいけど──やっぱりいいわ。防衛上の問題になる場所は先に済ませたし、貧困層に仕事を与える意味もあるから」

　なるほど、安全に問題ないなら公共事業を潰つぶしちゃダメだね。

　勇者屋の事業拡張で少し伝つ手てを借りたい旨を伝えると、思ったよりも簡単に快諾してくれた。

「いいんですか？」

「ロロの為なんでしょ？　それならいくらでも手を貸してあげるわ」

　ティアさんがロロに甘いのは知っていたけど、公的な立場でも便宜を図ってくれるとは思わなかった。

　これで勇者屋の新中核メンバーが揃えられそうだ。

「もしかして、ティアさんってロロの母親だったり？」

「──母親？　あははは、母親じゃないわよ。もちろん、祖母ってオチもないから！」

　ティアさんの年齢なら曽祖母とかいうパターンもありそうだけど、余計な事は言わないでおこう。

　血縁ってところは否定しなかったし、歳の離れたロロの叔母さんくらいに思っておけばいいだろう。

　ティアさんの隠れ家から勇者屋に帰ってきたところ──

「密会なんてギルティよ！」

「ん、ぎるてぃ」

「サトゥーさんが、う、浮気ですか?!」

　ミーアとアリサに浮気認定されて、ロロにまで誤解されてしまった。

「ティアさんとなら、私──」

「誤解だから」

「で、でも」

「大丈夫ですよ、ロロさん。ご主人様は誤解されやすいんです」

　ルルのお陰でなんとかロロの誤解は解けたけど、アリサとミーアには浮気した罰にゴシュジニウム補充の刑に処されてしまった。

　了承した途端、機嫌が直ったので、きっと最初から浮気じゃない事は分かっていたんだと思う。

　ここしばらくはロロや勇者屋に構ってばかりで、アリサ達を甘やかしていなかったから、ちょっと寂しかったのかもね。
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　今日は勇者屋の店員募集に応募してくれた人を、ロロと一緒に面接している。

　女の子の応募が多かったせいか、アリサとミーアがオブザーバー枠で参加中だ。

「ホーウ、人族一四歳です。何でもやります！　一生懸命働くので雇ってください！」

「ペペ、鼠人族一五歳、元冒険者、頑張る」

「シポ、犬人族一六歳、店長の言う事守る。冒険者してた」

　面接では名前、人種、年齢、一言アピールを聞く事にしているんだが──。

「ソシュ、人族一六歳、料理が得意。母ちゃんもお祖ば母あちゃんも五人以上子供を産んでいるから、あたしも期待していい。冒険者は向いてなかった」

「コナっていいます。人族一五歳です。家事は一通りできます。結納金はいらないから早く嫁げっていつも言われてます！」

　──こんな感じで、就活ではなく婚活と間違っている子が何人も来ている。

　特に人族で多い。出会いが少ない土地柄だからかもしれないけど、アリサとミーアの機嫌が悪くなるので止めてほしい。

「婚活と間違っているなら帰って」

「やだなー、ちゃんと仕事もするってば」

　公共の教育機関がないので、敬語を使えない子がほとんどだ。

　寺子屋みたいな私塾はあるけど、要よう塞さい都市の人族は概おおむね貧乏なので、そんな場所に通った経験があるのはロロのような一部の例外だけらしい。

　一通り質疑応答を行い、合否は後日通達として面接参加者を帰す。

「まともそうなのが少ないわね。ロロはどの子がいい？」

「えっと、ホーウさんとペペさんとシポさんとかが良いと思うんですけど」

　ロロが上目遣いでオレを見る。

「ご主人様の反応を見ない！　自分で決める！」

「は、はいぃ！　ホーウさんは採用でいいと思います！　ペペさんとシポさんは──」

「そっちの二人は迷っている感じかな？」

「はい。ペペさんはぼうっとした感じでしたし、シポさんは注意力散漫な感じでしたから」

　質疑応答の時はアリサに主導権を預けっぱなしで心配だったけど、ちゃんと見るべき所は見ていたらしい。

「それなら、ソシュやコナの方を雇う？」

　婚活と間違った感じなのは気になるけど、家事や料理ができるのはポイントが高い。

「ダメです！」

「ダメよ」

「ダメ」

　ロロ、アリサ、ミーアの三人が即座に否定する。

「ご主人様の周りに悪い虫を置いておけないわ」

「ん」

　アリサの発言に、ロロとミーアがこくこくと頷うなずく。

「それじゃ、今回の採用枠は二人だったけど、ホーウを本採用で、ペペとシポは仮採用で働きを見て決める？」

「待って、それなら三人とも仮採用にした方がいいわ。十分な働きをすると判断した時点で本採用に移行すればいいし、三ヶ月くらい働きを見てダメそうならその時点で契約を終了すればいいわ」

「どっちにする？」

　アリサの案でいい気もするけど、ロロの店長としての成長を促す為ために最後の決断はロロに振った。

「えっと……」

　ロロがオレの表情を盗み見する。

「オレの判断は気にしなくていいよ。店長としてロロの決断が一番重要だからね」

　意見はするけど、最終的な決定権は店長にある。

「分かりました。アリサちゃんの案で行きます」

「おっけー、それじゃ、採用通知の文面はコレね。不採用通知の方はわたしが書いてあげるから、そっちは任せたわよ」

　不採用通知は数が多いので、アリサには対象者の名前だけ頼んで、それ以外はオレが書写スキルでコピー機並みの速度で量産した。ちなみにアリサが決めた不採用通知の文面は、いわゆる「お祈りメール」の構文だ。「就活時を思い出すわ」なんて黄昏たそがれていたっけ。
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「拭ふき掃そう除じは一方向にするのがコツです」

「はい、ルルさん」

「幼生体の扱いは慎重にするべきと告げます」

「子こ狼おおかみ可愛かわいいー」

「ぞーきんで床を拭く時はぎゅーって絞るのですよ」

「うん、分かった」

　仲間達が仮採用された子達に通常業務を教えている。

　いや、ナナのは違うけど。

「品出しはロロ店長かサトゥーさんに聞けばいいんだね」

「そうよ。ご主人様に手出しは禁止だからね」

「はいはい、分かってる分かってる」

「先輩、可愛い。何がどこにあるの？」

「ここ、美お味いしい」

「ここ、良いい匂におい」

「ここ、サボれる」

　ハムっ子達はあまり参考にしないように。

「魔法薬はここの床下収納に入れる事。瓶は簡単に割れるから、取り扱いは丁寧にね」

「そうよ～、これ一本で何日か分の給料と同じ額だからね」

「ひえっ、ちゅ、注意する。厳重に注意する」

　アリサが脅かしたせいで、犬人のシポが尻しつ尾ぽを足の間に隠した。

「それじゃ、大丈夫そうだし、わたし達は迷宮に行ってくるわ」

「気をつけて行ってくるんだよ」

「「「はーい」」」「なのです！」

　仲間達を見送った後、仕事のローテーションをロロが説明する。

　オレは手が少し空くので、その間に商品の補充をしておこう。

　夕方が近付き、店にお客さんが増え始めたので店舗の方へ移動した。

「そろそろお客さんが増える時間です。次々にお客さんが来て焦るかもしれませんけど、落ち着いて一人ずつ丁寧に対応してください。間に合わない場合は、私かサトゥーさんが助けに入りますから、慌てないでくださいね」

　ロロが店員達にそう言っているのを聞き耳スキルが拾ってきた。

「それじゃ、オレはバックアップに専念するよ」

「はい、今日は新しく入った皆さんに経験を積んでもらおうと思っています」

　余裕のあるロロに対して、新人店員達は緊張でガチガチだ。

「サトゥーさん」

　ロロが耳打ちする。

「アリサちゃんが『新人が緊張しているようならお尻しりの一つも触って緊張を解ほぐしてやったんさい』って言っていたんですけど、やった方がいいでしょうか？」

「やらなくていい」

　まったく、アリサらしいといえばアリサらしいけど、セクハラはダメだよね。

　そんなやりとりをしていると、お客が入ってきた。

　常連客の狼人冒険者だ。

「おっ、新しい子か？　可愛い毛並みじゃねぇか。俺と付き合わね？」

「業務外、断る」

「つれないねぇ～。ロロちゃん、いつものを頼む。タウロス・ジャーキーも三枚くれ」

「はい、キココさん。二番美食二〇個と迷わずの蠟ろう燭そく一〇本と虫むし除よけ三束を用意してください」

　ロロに指示された新人達とハムっ子達が商品を用意する。

　会計はロロに教えられながらホーウが早見表と計算尺を使って計算し、おっかなびっくりで代金を受け取ってお釣りを返していた。

「はいよ、これは新人さんへの贈り物だ」

　狼人冒険者がそう言って、余分に買ったタウロス・ジャーキーを一枚ずつ新人の口に押し込んで去って行った。

「いい人。また来て」

「うまうま」

「獣人に親切にされたの初めて」

　シポとペペがジャーキーをもぐもぐと食べ、人族のホーウが何やらびっくりしている。

「この店のお客さんは人族を『毛なし』なんて蔑べつ称しようで呼ぶ人はほとんどいませんから」

　ロロがそう言って自慢する。

「ロロー、魔力回復薬と毒虫用の毒消し、あと美う味まい方の保存食を五食くれ。一番安いヤツでいい」

「若様、剣の手入れして、あといつものヤツも」

　さっきの狼人を皮切りに、常連客達が次々にやってくる。

　常連客は「いつもの」で済ます人が多いので、ロロが常連客の名前とどんな品をいつも買うのかを教えてあげている。

　さすがに名前と組み合わせをいきなり覚えられないだろうから、当面は名前を覚えるところからかな？

「ロロは教えるのが手慣れているね」

「いつもこの子達に教えてましたから」

「ロロ、偉い？」

「ロロ、任せて」

「ロロ、褒めて」

　ロロがハムっ子達の頭を撫なでながら理由を教えてくれた。

「店長ー！　サトゥーさんー！　助けてー！」

　おっと遊んでいる場合じゃなかった。

　夕方は朝ほどじゃないとはいえけっこう忙しいので、オレも頑張って三人分くらい働かないとね。

　仕事が終わる頃ころには新人三人がへろへろになっていたけど、ご馳ち走そうをいっぱい用意して歓迎会をすると言ったら途端に元気になった。

「タウロスの肉なんて初めて」

「ロロ店長もサトゥーさんもいい人」

「こんなに美味しい料理を食べられて幸せです」

　そんな感想が聞けたのも最初だけ。お代わり自由と聞いた三人が、怒ど濤とうの勢いで口の中に料理を詰めだしたので、フードファイト会場みたいな感じになってしまった。

　それでも、獣娘達の食欲に比べたら可愛いものだ。けっこう料理が余ってしまったので、容器に詰めてお土産に持って帰ってもらう事にした。

「一生店長についていく」

「明日あしたの朝もご馳走」

「ありがとうございます！　家族にも食べさせてあげられます」

　お土産を受け取った三人が、感激してくるくると踊る。

　よっぽど嬉うれしかったらしい。また、たくさん料理を作ったら分けてあげよう。
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　新人店員を雇ってから三日が経たち、忙しい時間帯以外は新人店員達だけで回せるくらいになった。

　これで少し趣味の工作ができるかと思ったのもつかの間、招いてもいないのにトラブルさんがやってきた。

「なんだとー！　この店は不良品を売りつけた上に、客に難癖付けやがるのか！」

　怒声に気付いて店舗に向かうと、新人店員のホーウを怒鳴りつける強こわ面もての獣人達がいた。

　いかにも「チンピラです」といいたげなファッションだ。来訪直後だったら判別できなかったかもしれないけど、今ならそれがよく分かる。

「言いがかりは止やめて」

　ペペが反論し、シポがホーウを背後に庇かばう。

　いつもは棚の上で寝ている子狼モードのフェンも、カウンターに移動して不動の姿勢で唸うなり声を上げている。

「何か問題でもございましたか？」

　一触即発の状態だったので、穏やかな声で割り込んだ。

「問題だと？　──大ありだぁあああ！」

　チンピラがカウンターの上に置かれた品を腕で払い除のけた。

「──おっと」

　オレはカウンターから飛び出した商品を、素早く空中で回収する。

　わざと壊させて官憲に突き出す事も考えたけど、せっかく作った商品をこんな奴やつらに壊されるのは業腹だからね。

「サトゥーさん、凄すごい」

「早業だ」

　シポとペペが褒めてくれた。

　オレは被害が増えないように、カウンターの外へ行く。

「先ほど不良品と聞こえましたが？」

「あー、その通りだ！　この魔法薬を飲んだが、全く効かなかったぞ！」

　男が居丈高に見せるのは、冒険者ギルドや他ほかの店舗で一般的に販売されている魔法薬の瓶で、勇者屋で売っている瓶じゃない。

「これは私どもが売っている魔法薬じゃありませんね」

「なんだと？　言い逃れする気か！」

　必死に叫ぶ余り唾つばが飛んでくるので、カウンターにあったお盆でガードする。後で消毒しよう。

「言い逃れじゃありません。こちらが勇者屋の魔法薬ですが、このように瓶の底に印がありますし、開封した事が分かる構造になっています」

　印はひらがなの「ゆ」を丸で囲んだヤツだ。封栓構造はペットボトルの栓を真ま似ねた。樹海迷宮の固有素材でわりと簡単にできたので、エチゴヤ商会でも広めようと思う。

「うるせぇええ！　いいから迷惑料を払え、くぉらああああああああ！」

　男が勢いで押し切ろうと怖い顔で叫びだした。

　新人店員達が怖がるから止めてほしい。

　フェンがぐるると唸り声に威圧スキルを篭こめた。

「──ひぇ」

　効果は絶大で、男達が怯おびえて後じさる。

「ア、アニキぃ」

「今日は止めときましょう」

「ば、馬ば鹿か野や郎ろう！　失敗したら明日から壁の掘っ立て小屋行きだぞ！」

　男達がぼそぼそと揉もめているのを聞き耳スキルが拾ってきた。

　──失敗？

　彼らは誰だれかに命令されて嫌がらせに来ているのか？

「うぉおお！　俺はやるぞぉおおおお！」

　自や棄けになったアニキと呼ばれた男が、拳こぶしを振り上げてカウンターに向かってくる。

「「きゃああ」」

「サトゥーさん！」

　新人達の悲鳴をＢＧＭに、男の拳がオレの頰ほおに迫る。

　見本のようなテレフォンパンチなので、ギリギリの位置で受け流して、そのまま手下二人の方に投げ飛ばした。手首の返しだけで投げ飛ばせるのは、格闘スキルと馬鹿げた筋力ＳＴＲ値のお陰だろう。

　ぐぇと蛙かえるの鳴き声みたいな悲鳴を上げて目を回した男達を、ポイポイポイと店外へ放ほうり出してやる。これで逃げ出してくれるだろう。

　男達が気になる事を言っていたので、マーカーを付けた上で空間魔法の「遠見」と「遠耳」をアニキと呼ばれた男に追従させる。しばらく仲間達の状況が見えなくなるのが心配だけど、子離れの為ためにも我慢するとしよう。

「サトゥーさん、ありがとう」

「サトゥーさん強いんだね」

「うん、冒険者みたい」

「オレはこれでも冒険者だよ」

　銀ぎん虎こ級の冒険者証を見せると、新人店員達から尊敬の目で見られてしまった。

　オレはカウンターの上で座る子こ狼おおかみモードのフェンを棚の上に戻しながら小声で礼を言う。

「さっきは新人達を守ってくれてありがとう」

『ロロの群れは守る。それだけだ』

　フェンが念話のようなモノでオレに答えた。なんとも狼らしい言い草だ。

　男達が散らかした店内の掃除と店番を新人店員達に任せ、オレはバックヤードに戻る。

　しばらく中断していた作業をしていると、男達がアジトらしき場所に戻って揉め始めた。

『帰ってきちまったけど、良かったんですかい？』

『んだ。ジゴコ親分の組の人が助けにくるまで嫌がらせしろって話だったのに』

『分かってる！　店番の小僧があんなに強いとは思わなかったんだよ！』

　人物名が出たので検索したら、裏町にある構成員三〇人ほどの反社組織のボスだと分かった。

　マップ検索したら、その構成員の一人が勇者屋の近くにいた。光点の動きを追っていると、勇者屋に入って戸惑うような動きを見せた後、すぐに店を出て通りを足早に去って行った。方向からして組織の拠点へ戻るのだろう。

　なるほど、マッチポンプで恩を売ろうとして失敗したのか。

『アニキぃ、俺達どうなるんだろ』

『なんとしてでも仕事を全うするんだよ！　嫁さんと子供に腹一杯喰くわせてやりたいんだろ！』

『そうだけどよー、あいつやたら強かったし、やたらと迫力のある子犬はいるし』

『気合いを入れろ！　子供達にちゃんとした服を着せてやりたいって言ってたじゃねぇか！』

『仕事さえあれば、こんな嫌がらせなんて……』

『仕方ねぇだろ！　俺達は冒険者にもなれなかったんだ』

『初日で大おお怪け我がして、死にかけたもんな……』

　彼らは冒険者くずれだったらしい。

　勇者屋が自前工場を持つようになったら、こういった元冒険者も雇用対象にして、犯罪に利用される人達を減らしていきたいね。

　そろそろさっきの構成員が組織の拠点に到着しそうなので、ジゴコという人物に「遠見」や「遠耳」のターゲットを変更する。

『親分、「毛なし」が戻ってきました』

『もう終わったのか？』

『いえ、どうも失敗したみたいで』

『やっぱり「毛なし」は「毛なし」だな。せっかく使ってやったのに、無能な野郎だ』

　さっき店に来たのは人族の構成員だったらしい。

　すぐにその人物が引っ立てられてきた。優男風のファッションだけど、それほどイケメンというわけでもない。

『お、親分！　待ってください！　勇者屋で騒ぎなんて起こってなかったんです』

『なんだとぉお？　ブブイの野郎、ばっくれやがったか。──おい』

『へい』

　控えていた一人が拠点を出て、どこかに行った。

　たぶん、さっき騒動を起こした三人を連行しに行ったのだろう。

『お前らはブブイの野郎が来るまで向こうで待ってろ』

　ジゴコ親分が側近以外の他の構成員を控えさせる。

『他の地上げは進んでいるか？』

『へい、脅してもうんと言わないヤツは、冒険者くずれに拉ら致ちらせてでもサインさせてやす』

　ご近所さんでそんな事が進行していたのか？

　挨あい拶さつはするけど、あんまり長話をしないから知らなかったよ。

　いや、オレ達が勇者屋に来た頃には両隣が空き家だったし、通りの住民自体が少なかったから、地上げは結構前から進められていたのかもしれないね。

『そうか。ゴルゴル商会からは矢の催促だからな』

　──ゴルゴル商会？

　どこかで聞いた名前──そうか、勇者屋の馬人錬金術師を引き抜いた商会だ。

　もしかしたら、引き抜きも地上げの一貫だったんだろうか？

『冒険者の常連が多い勇者屋は、力ちから尽ずくでやるのは割に合わねぇからな』

『以前の閑散とした頃と違って、今は銀虎級や金きん獅じ子し級の冒険者まで常連になっているようですから』

『まったく、馬野郎の後あと釜がまに入ったペンダラとかいう連中のせいで面倒な事だぜ』

　オレ達の事かな？

『大魔女の弟子も出入りしているようですし、慎重に進めましょう』

『仕方ねぇな。高位冒険者に攻め込まれたら、抵抗する間もなく殺やられちまうからな』

『やつらは化け物ですから、正面から戦うのは愚策です』

『そうだな。地上げが終わった後にできる歓楽街は、俺らに裏を仕切らせてくれるって契約だし、慎重に進めるぜ』

『へい、親分』

　なるほど、その為の地上げか。

　ここまでの会話は「録画ピクチヤー・レコーダー」と「録音サウンド・レコーダー」の魔法で記録しているので、後はゴルゴル商会の方の証拠を押さえてティアさんに届けよう。ロロの為なら喜んで骨を折ってくれるだろうしね。




　それから二日が過ぎた。

　あれから、この間の三人組が五回ほど嫌がらせに来たけど、すぐさまお帰りいただいたので、反社組織の企たくらみは進んでいない。

　あの三人組は悪党には不向きなようで、勇者屋の入口に置かれたタマ作のモニュメントを蹴け飛とばそうとして、途中で躊躇ためらって転ぶくらいだ。もし壊していたら酷ひどい事になっていたはずなので、運もいいのかもしれない。

「サトゥーさんとの買い物も久々ですね」

「最近のお使いは新人達に任せる事が多いから」

　今日はロロと一緒に市場へ買い物に来ている。

　店の守りはフェンがいるし、護衛用のゴーレム達もいる。ゴーレム達は剣を抜いたり、店員に危害を加えたりしない限り動かないので、今のところ出番はない。

「『毛なし』がうろうろしてんじゃねぇよ」

　そんな事を考えていたら、いきなり冒険者っぽい虎人に絡まれた。

「おい、あいつ若様に絡んだぞ」

「バカじゃねぇの？」

「余よ所そもんだろ。どっちが勝つか賭かけるか？」

「賭けになんねぇよ」

　周りにいる冒険者達や市場の人達が囁ささやく声を聞き耳スキルが拾ってきた。

　絡んできた虎人にも聞こえたみたいで、少し気にするそぶりを見せた後、オレに摑つかみかかってきた。

　──危機感知。

　前方の虎人ではなく後ろにいるロロの背後からだ。

　オレは突き出してきた虎人の手を摑むと同時に振り返り、ロロを背後に庇かばうようにして身体からだを入れ替え、老婆の格好をした麻ま痺ひ毒使いの鼠人に虎人を叩たたき付けた。

　鼠人の後ろにいた大きな麻袋を持つ犬人は、麻痺したロロを拉致する係だったに違いない。

　犬人はすぐに逃げ出そうとしたが、周囲の人達が即座に動いて捕縛してくれた。

「ロロちゃんを拉致しようなんざ、ふてえ野郎だ」

「全くだ。しかも若さんの前でなんて、呆あきれを通り越して憐あわれだぜ」

　オレは協力してくれた人達に礼を言って犯人を受け取り、露店の人がくれた綱で男達を縛り上げた。

　いつの間にか、ロロやオレ達に友好的な人が増えた気がする。

　巡回の衛兵達が通りかかったので、詐術スキルの助けを借りて「ジゴコの所で見かけた事がある」と伝えておいた。さっきの騒動も、ジゴコの部下が遠くから見守っていたし、冤えん罪ざいじゃないと思う。





◆






「ロロ！　大丈夫?!」

　その日の夜、ティアさんが駆け込んできた。

　昼間の騒動を耳にしたようだ。

「こんばんは、ティアさん。私は大丈夫です。サトゥーさんが守ってくれましたから」

「そう、良かったわ。あなたにもしもの事があったらどうしようかと」

　ティアさんが憔しよう悴すいした感じだったので、いつもの栄養ドリンクを差し出しておく。

　彼女はそれを受け取ると、中身も確認せずに飲み干した。

「でも、どうして狙ねらわれたりしたの？」

「ゴルゴル商会がこの一帯を地上げしようと企んでいるようで、彼らに依頼されたジゴコ一家に嫌がらせの一環で襲わせたようです」

「ゴルゴル商会？　セイコーを引き抜いた商会ね。──証拠はあるの？」

「残念ながら物証はありません。ジゴコが依頼されたと言っているのを、隠れて聞きましたが、ゴルゴル商会にしらを切られたら、そこまでですから」

「それもそうね。だったら──」

　ティアさんが凶暴な光を目に宿しながら微笑ほほえむ。




「──言い逃れできない証拠を作ればいいのよ」




　なんだかティアさんが怖い事を言い出した。

「リミ」

「──ここに」

　ティアさんが誰だれかの名前を呼ぶと、一瞬のうちにティアさんと同じような衣装を着た女性が現れた。彼女は大魔女アーカティアの筆頭弟子で、短距離転移シヨートレンジ・リープの先天性スキルギフトを持っている。

「ジゴコ一家を潰つぶしてきて。ジゴコだけは逃がしてね。ゴルゴル商会に逃げ込むまで、何度も襲撃するのよ？」

「承知いたしました」

　作戦を聞いたリミさんがその場から消える。

「これでいいわ。朝までには証拠ができるから、今晩はゆっくり寝ていいわよ」

「ティ、ティアさん？」

　ティアさんは戸惑うロロの頭を誤ご魔ま化かすように一ひと撫なでして勇者屋を出ていった。

　彼女が寄よ越こしてくれたらしき護衛が、勇者屋の周囲を見守ってくれているので、ジゴコ一家が勇者屋を襲撃しようとしても阻止してくれそうだ。

「サトゥーさん、どうしましょう？」

「大丈夫だよ。あとはティアさんに任せよう」

　オレはそう言って、足下で寝落ちしているハムっ子を抱えてロロ達の寝室へ運び込んだ。

　さて、今晩は趣味の工作をしながら、ジゴコ一家やゴルゴル商会の破滅を見物するとしよう。




『親分！　襲撃だ！』

　その日の夜半に、ティアさんが派遣した部隊の制圧が始まった。

『くそっ、どこのどいつだ！』

『分からねぇ。どいつもこいつも手て練だれだ。親分は抜け穴から早く逃げてくれ』

『くそっ、金獅子だ！　あいつ金獅子級の冒険者だ』

　制圧部隊の冒険者達は刃向かう構成員をサクサク始末していく。

　久々にこの世界の命の軽さを再認識してしまった。

『どうしてそんな高位冒険者がっ』

『お前らは手を出しちゃいけない所に手を突っ込んじまったんだよ』

　ロロを接触厳禁アンタツチヤブルみたいな扱いにしないでほしい。

　血みどろの制圧劇は精神ダメージがでかいので、逃げ出したジゴコの方に視線を移そう。

『親分、どこに逃げやすか』

『壁際の隠れ家の方だ』

　ジゴコ達が裏通りを駆け、目的の場所へと到着するが、そこは既に別の制圧部隊が占拠していた。

『くそっ、こっちもか』

『あそこにいるぞ！　追え！』

『やばい、ここは俺に任せて親分は女の所にでも』

『分かった。死ぬなよ』

　付き従ってくれていた手下を置いて、ジゴコが一人で逃げ出す。

『ミダミ、俺だ。入れてくれ』

『旦だん那な、早く逃げて。ここは奴やつらが──』

『誰かいるのか？　いたぞ！　ジゴコだ！』

　愛人の所にも手が回っており、追い詰められたジゴコは裏路地のゴミ溜ためを潜って逃げ出す。

『こうなったら、ゴルゴル商会に匿かくまってもらうしかねぇ』

　ティアさんの思惑通りに事が進みそうだ。

　ジゴコは後ろを気にしながら路地を進み、追っ手を撒まきながらゴルゴル商会の裏口に辿たどり着いた。

　もちろん、ティアさんの部下達は撒かれたフリをして遠巻きに監視している。

『俺だ、ジゴコだ。ゴルゴルの旦那に繫つないでくれ』

　裏口の目隠しからジゴコの言葉を聞いた使用人は、その場を離れ手代を呼んできた。

『旦那様はお忙しい。どこの馬の骨とも分からぬ者にお会いする事はない』

　やっぱり切り捨てたか。

『いいのか？　俺が素直に切り捨てられると思うか？　ゴルゴルが俺達にやらせた仕事の証拠はたんまりと残してある。俺を見捨てるなら、ゴルゴルも道連れにしてやるぜ』

『……少し、待て』

　手代が暗殺者のように酷薄な声でそう言って、ゴルゴルの下へ確認に向かった。

　オレはジゴコから手代に遠見や遠耳のフォーカスを移す。

『会頭、ジゴコが──』

　手代がさっきの話をゴルゴルに伝える。

『主人の手を嚙かむ犬はいらん。先生を倉庫に呼べ。ジゴコはそこで始末する』

　ゴルゴルは秘書の女性と一緒に倉庫へ移動し、手代に連れられたジゴコが遅れて現れた。

『──旦那』

『下手を打ったようだな、ジゴコ』

『すまねぇ、勇者屋の店主を攫さらおうとしただけで、あんな大人数を動員されるとは思わなかったんだ。だが、今度は上う手まくやる。今度は搦からめ手てで──』

『いらん』

『──え？』

『お前は用済みだ。地上げの続きは別の一家に任せる』

『俺を切り捨てるのか！　あんたに頼まれた地上げの為ために何人も殺しているんだぞ？』

『それがどうした。下民が何人死のうが構うか。歓楽街ができたら、片隅に無縁墓でも作って供養してやるさ』

　なかなかの悪党だ。

『ただでやられると思うなよ！』

　ジゴコが腰の短剣を抜いてゴルゴルに襲いかかったが、倉庫にいた冒険者くずれの剣士があっという間に短剣を弾はじいて無力化した。彼が「先生」だろう。

『お前はもう用なしだ。先生、後はよろしく』

　先生が無言で首肯して、逆手に持った剣をジゴコの背に掲げる。

『──そこまでよ！』

　どこかで聞いた声と同時に、足下から生えた土の棘とげが人々を拘束する。

　先生だけは初撃を逃れたものの、追跡してくる土の棘を捌さばききれなくなって捕縛されてしまった。

『お前はティア！　大魔女様の弟子がどうして善良な市民を拘束するのだ！』

『盗ぬす人つと猛たけ々だけしいわね』

　おっと、ティアさんが直接乗り込むとは思わなかった。

　てっきり他ほかの弟子に任せると思ったよ。

『あんた達の悪巧みは全部私が聞いたわ。ゴルゴル商会はお取り潰しのうえ財産没収。あんた達は広場で公開処刑。悪事に関かかわった商会員は罪の重さによって罰を決めるわ』

『なぜだ！　私は地上げを命じただけだ。直接悪事を働いたのは、そこのジゴコだ！』

『あんたバカ？　悪事を教唆したなら、悪事を働いたのと同じよ』

『証拠は?!　どこに私が教唆したという証拠がある』
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『私が聞いたわ。それが証拠よ』

『馬ば鹿かな！　そんな横暴な話は聞いた事がない！　大魔女様に訴えてやる』

『──訴える？　誰に対して言っているのかしら？』

　ティアさんが勇者屋では絶対に見せないような、酷薄な目でゴルゴルを見下ろす。

『ま、まさかお前──あなた様はっ！』

　ゴルゴルがティアさんの正体に気付いてしまったようだ。

『おしゃべりはそこまでよ。──連れて行きなさい』

　いつの間にか倉庫に現れていたティアさんの部下が、ゴルゴル達を連行していく。

『これにて一件落着、ね』

　ティアさんがこちらに向かってウィンクをした。

　どうやら、覗のぞき見みしていた事は早々にバレていたようだ。

　さすがは大魔女様だね。





◆






「──あ、あのっ。どうしてこうなっちゃったんでしょう？」

「迷惑料代わりだってさ」

　お取り潰しになったゴルゴル商会の商店や工場が、ぜんぶ勇者屋に流れ込んできた。

　ゴルゴル商会が地上げした土地もだ。希望者には返却されたが、既に新しい生活を始めている者達は対価に金銭を望み、そういったあぶれた土地の所有権が流れてきたわけだ。

　形式としては競売に掛けられた幾つもの商店や工場や倉庫を、勇者屋が落札したという形をとっている。落札に必要な資金は、オレが貸し付けた。さすがに銅貨が足りなかったので、ストレージに死蔵されていた銅インゴットで支払ってある。

『こういう大規模な取り引きだと面倒よね。どうして要よう塞さい都市は銅貨しかダメなのかしら？』

『銅以外が安定して手に入らないからよ』

　取り引きの時にアリサが漏らしたぼやきにティアさんが反応して教えてくれた。

　樹海迷宮に高純度の銅鉱石を落とす魔物がいる事と、要塞都市には古代の造幣システムがある事から、銅貨が通貨として運用されているらしい。

　件くだんの造幣システムは起動コストがやたら大きい代わりに、一回起動すると、もの凄すごい数の銅貨を一度に作れるそうで、効率を考えて銅貨オンリーになったとの事だった。それに、貨幣を外国から入手するのは、為政者として色々と都合が悪いからね。

「良かったじゃないですか、ロロさん」

「そーよね。先々代の頃ころに匹敵する規模になったんじゃない？」

　ルルやアリサが言うように、図らずしてロロの希望通りに勇者屋の規模が拡大した。

　当然ながら店主と店員四名で回せるはずもなく、仲間達の手を借りても手が回らないので、しばらくはティアさんの口利きで商業ギルドから人を借りてなんとか運営する形になる。

「サトゥーさん、今日からよろしくね」

「社員寮の扉は鍵かぎを開けておくから、いつでも夜よ這ばいに来てね。待ってる」

　前回の面接で弾いた子達を急きゆう遽きよ仮採用したのだが、ちょっと早まったかもしれない。

「ロロいる～？」

　追加の店員と挨あい拶さつしていると、ティアさんがいつもの口調で現れた。

　今日は後ろに何人か連れている。

「もしかして、頼んでいた人員ですか？」

「そうよ。ロロは──」

「ルジブさん！　トンペリさんも！」

　店先に姿を見せたロロが、ティアさんの後ろにいた老人達を見て喜びの声を上げた。

　名前に聞き覚えがある。確か、先々代──ロロのお祖ば母あさんが懇意にしていた工場主と工房主だったはず。

「あんなに小さかったロロちゃんが立派になって」

「馬鹿野郎。これから俺達の雇い主になるんだぞ、ロロちゃんじゃなくて、ロロ店長だろうが！」

「そうだった。つい懐かしくてな」

　二人とロロが旧交を温める。

「あの、そろそろ私達の事も──」

「そうだった、そうだった。ロロ店長、あんたの母さんのところを辞めて田舎に帰った番頭のトーヴァンもいるぜ。なんと嫁さん付きだ」

　元工場主のルジブ老が、後ろにいた中年ノームと幼女を前に出す。幼女に見えたのは家妖よう精せいのブラウニーだ。トーヴァン氏の事を外見から中年ノームと表現したが、実年齢は先の老人二人より高齢だったりする。

「お久しぶりです、ロロさん」

「トーヴァンおじさん！　わー、おじさんだ！」

　ロロが子供の口調で飛び跳ねて喜ぶ。

「こちらは妻のアエキキです」

「──つ、妻？　この子がですか？」

　ロロが幼女に見えるブラウニーを見て驚きの声を漏らした。

「初めまして、ロロ店長。これでも成人年齢を超えているので、ご安心ください」

　アエキキさんは自分の外見に驚きの声を漏らしたロロにそう補足した。なお、彼女の実年齢からすると「成人年齢を超えている」というのは控えめな表現なのだが、わざわざ言及する必要もないのでオレは口を閉ざした。

「以前いたブライヘイムの商会では会計処理を担当していましたので、少しはお役に立てると思います」

「ブライヘイムっていや、トーヴァンの故郷だろ？　なんかへまやって追い出されたのか？」

「違いますよ。頭の固い馬鹿親が、私とアエキキの仲を認めないので、飛び出てやったんです」

「なんでぇ、いい歳としして駆け落ちかよ」

「ほっといてください」

　旧友に弄いじられたノームが拗すねた声を出す。

　オレの記憶が確かなら、ノームとブラウニーの間には子供が作れないはずだから、保守的なノームの里では受け入れられない結婚だったんだと思う。人の命が儚はかない世界だから、現代日本なんかよりも、そのへんは厳しいのかもね。

「この四人の裏は取ってあるから安心して。ロロの祖母や母親とも上手くやってたみたいだし、大丈夫だと思うわ。トンペリは顔も広いし、職人関係は任せていいわよ」

「ありがとうございます、ティアさん」

　見ている限り、ロロとの仲も良好そうだ。

　オレの代わりにロロを支える番頭にトーヴァン氏、アリサの代わりに会計を見るアエキキさん、工場を任せられるルジブ老、職人達に顔が広いトンペリ老、ロロを頂点にこの四人が勇者屋の新体制を構築してくれる事だろう。

「サトゥーさん、なんだか人がいっぱい増えたね」

「そうだね。ホーウ達は先輩として新しく入った店員達に教えてあげるんだよ」

　緊張するホーウにそう言い、ロロの紹介で新幹部達と交流する。

　オレは仕事に慣れたホーウ達三人と協力して新店員達を教育し、トーヴァン氏を始めとした中核メンバーの献身的な協力を得て、勇者屋の新体制をオレや仲間達抜きで回せるくらいになる事を目指して走り出した。




　そして、新体制発足から半月後の今、勇者屋は長足の発展を遂げた。

　ティアさんの全面バックアップがあったのも大きいけど、福祉事業のつもりで工場に大量雇用した貧困層に、使える人材が何人もいたお陰で事業が急拡大できたんだよね。新店舗も完成して売り場面積も増え、外門近くに小規模な勇者屋二号店、三号店もオープンした。

　……うん、ちょっとやり過ぎたかもしれない。

　ロロの意向で始めた事業拡張とはいえ、急激な発展過ぎてロロが何度も現実逃避してたほどだ。

　今ではロロも少しずつ慣れて、増えすぎた店員を使うのも様になってきたように思う。

　既に仲間達のサポートは不要になったし、オレが担当していた業務もほとんど引き継ぎを終えた。




　──そろそろいいかな？

　ロロの独り立ちを進める為にも、オレはしばらく店を空けた方が良さそうだ。

　オレが傍そばにいると、ロロは新幹部達よりもオレを頼りにしてしまう傾向があるんだよね。

　シガ王国方面に出かけるのもいいけど、せっかくだし仲間達が次に計画している「城」攻略に同行しようかな？








「城」攻略！







〝サトゥーです。ネットゲームなら大抵は先駆者がいるので攻略サイトを調べればおおよその攻略方法が得られます。ですが、最前線を戦う者は自分でそれを切り開かなければならないのです。〟






「とーなのです！」

　黄金鎧よろいに黄色いマントを身につけたポチが、十数体の牛型魔物タウロスの集団に突撃した。

　ポチは小さい身体からだに見合わない豪快な剣技で、次々にタウロス達の腱けんを切り裂いて行動不能にしていく。

　樹海迷宮で最強種族に数えられるタウロスも、ポチの剛剣の前では倒されるのを待つ朽ち木のようだ。

「リュリュ！　今なのです！」

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　ポチに追従して飛行する白い幼竜のリュリュが閃せん光こうとともにレーザーのような極細のブレスを吐き、動きが止まったタウロス達の頭を次々と薙なぎ払った。

　尻しつ尾ぽを含んでも体長一メートルに満たない幼竜とはいえ、「竜の吐息ドラゴン・ブレス」の威力は凄すさまじく、薙ぎ払われたタウロス達の頭は炭化してボロボロと崩れていく。

　レベルに見合わない高い攻撃力のお陰で、リュリュは順調にレベルアップしている。レベルアップに必要な経験値は獣娘達の何倍もいるようだが、今のところレベル差が大きいのであまり問題にはなっていない。

「にゅ～、珍味が～」

　そう呟つぶやいたのは、黄金鎧にピンクマントを纏まとったタマだ。

　たぶん、タウロスの目玉が焼失したのが悲しかったのだろう。タマの猫耳と連動した頭部鎧の耳がぺたんと伏せて、もの悲しそうにタウロスの死し骸がいを覗き込んでいる。

「しょげていては、他ほかのタウロス達も消し炭になってしまいますよ」

　リザがタマに発破を掛ける。

　厳しい事を言いながらも、鎧に包まれたリザの尻尾はタマを激励するように背中を押す。

「あい。タマ、頑張る」

　タマが足下の影に消え、ポチ達が戦う主戦場の向こうに現れるのが見えた。

「にんにん～？」

　タウロスの背後を取ったタマが一瞬の早業で一体目の首を切り落とし、振り返ったタウロス達を足下から伸ばした影で拘束して、疾風迅雷の速さで残りのタウロス達の首を狩っていく。

　死骸はそのまま足下の影に吞のみ込まれて消えた。いずれも影を操った忍者タマの忍術だ。影の中に引き摺ずり込んだのは、死骸がリュリュのブレスに蹂じゆう躙りんされるのを防ぐ為ために違いない。

「あー！　ポチ達の獲物が奪われちゃったのです！」

　──ＬＹＵ？

「リュリュ！　タマと競争なのですよ！」

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　ポチとリュリュがタマに負けじと殲せん滅めつ速度を上げていく。

「ちみっ子達、頑張っているわね～、わたし達の出番がないわ」

「ん、元気」

　アリサが上から目線で評するのに、ミーアが年長者ムーブで頷うなずく。

「リザさんとナナさんは獲物の取り合いに参加しなくていいんですか？」

　ルルはそう問いかけながら、ポチやタマがタウロスに囲まれそうになるたびに、精密な射撃でフォローしている。

「イエス・ルル。弱い相手だと盾役の本領が発揮できないと告げます」

　ナナが大盾の先端を地面につきながら頷いた。

「ナナ、二時の方向からチャンピオンが三体よ！」

「イエス・アリサ。戦闘行動を開始します」

「ご主人様、私も迎撃に向かいます」

　ナナとリザが城じよう砦さいの陰から飛び出して来た強敵タウロス・チャンピオン達の迎撃に向かった。

「思ったよりも抵抗が少ないですね」

「わたし達が強くなっただけじゃない？」

　死霊術士ザンザサンサが率いる不死者アンデツドの軍勢が要よう塞さい都市アーカティアを襲った一件から、既に半月以上の時間が過ぎている。その時に戦った上級魔族に苦戦したのもあって、仲間達はあれから精力的にレベル上げに励んでいたのだ。

「慢心ダメ」

「わーてるってば。油断はしないわ」

　仲間達は今いる「城」周辺を始めとした樹海迷宮の難所のほとんどを攻略し、最後の締めくくりに城内部の攻略に挑んでいる。

　ここは要塞都市アーカティアの冒険者達から接触厳禁アンタツチヤブルな扱いをされているのだが、オレ達はアリサの空間魔法を使う事で城内に直接転移するという禁じ手で攻略を開始していた。

「ご主人様、タウロス達が『城』の外に飛び出した様子はない？」

「大丈夫だよ。城門だけじゃなく、城壁の外側にも分厚くて超えようがない高さの土壁を出してあるし、掘削できないように魔法で補強してあるからね」

　自分の魔法だけじゃなく、ミーアの使役する土の疑似精霊ゲノーモスにも協力を仰いだのでバッチリだ。

「備えあれば嬉しいなってやつね」

「それを言うなら『憂いなし』だろ？」

「そーとも言うわね」

　無駄口を叩たたきながらも、アリサは空間魔法の「隔絶壁デラシネーター」や「次元斬デイメンジヨン・スラツシヤー」で仲間達のサポートを続けている。

「むぅ、メイジ」

　ナナが魔法で攻撃されたみたいだ。

　もっとも、勇者や剣聖から学んだ魔法斬ぎりで切り払っていたので、ナナにダメージはない。

「私に魔法や飛び道具は通じないと告げます」

　キリッと告げるナナに小さく拍手を送る。

　ナナは危なげなく実践しているけど、けっこうコツがいるんだよね。

「狙そ撃げきできない場所に隠れてますね」

「任せて。ゲノーモス」

　遮しや蔽へい物の陰に隠れたタウロス・メイジ達の対応を命じられた土の疑似精霊が殲滅に向かう。

「アーチャー発見！　狙ねらい撃ちます！」

　遠くの楼閣にチラリと見えたタウロス・アーチャーを、ルルが輝炎銃で狙撃する。

　中距離向けの輝炎銃で狙撃するとは、さすがはスナイパー・ルルだ。

「ナナ！　注意して！　奥からキャプテン率いる精鋭部隊が来るわ！　砲兵もいるから油断しないで！」

「イエス・アリサ、城砦防御フオートレス発動に必要なチャージは完了していると告げます」

　ここは樹海迷宮の中でも最難関である「城」の奥地、タウロス城の内部なので、ひっきりなしにタウロス達が襲ってくる。

　砲兵の放つ腐食散弾をナナが黄金鎧のフォートレス機能で防ぎ、攻撃が止やんだ瞬間にリザが赤い光を曳ひきながら突撃し、魔ま槍そうドウマでタウロスの精兵を蹂躙する。

「今日は久々にご主人様が観戦してくれているから、みんな張り切っているわね」

「うふふ、そう言うアリサも、いつもより攻撃魔法を使う割合が多いじゃない」

　余裕を演出したアリサを、ルルが笑顔で暴露した。

「そ、それはアレよ！　指揮する必要がないくらい皆みんなが自分の取るべき行動を取ってくれているから、攻撃魔法を使う余裕があるのよ！」

「今日に限って？」

「──ううっ」

　言葉に詰まったアリサを見てルルが微笑ほほえむ。

　相変わらず仲の良い姉妹だ。

「ご主人様、最近は凄すごく忙しかったみたいだけど、勇者屋を留守にして大丈夫だったの？」

「大丈夫だよ。事業を拡張してからしばらくは忙しかったけど、今は人員も増強して店主のロロも人を使うのに慣れてきたからね」

　それに今回はロロの独り立ちを促す為のお試し期間でもある。

　この機会にロロが新幹部達との絆を深め、新勇者屋体制が盤石なものになるのを期待している。

「突入完了～？」

「門番のガーディアンも討伐完了なのです！」

　おっと、雑談している間に、タウロス城の本丸への突撃を開始してしまったようだ。

「リュリュもよくやったのですよ！」

　──ＬＹＵ……ＲＹＵ。

「リュリュ？」

　ポチの頭に着地した幼竜リュリュが頭こうべを垂れ、そのままポチの胸で揺れる秘宝アーテイフアクト「竜眠揺篭ドラゴン・クレイドル」に潜り込んでしまった。

「寝ちゃった～？」

「寝る子は育つのです」

　リュリュは生まれたばかりだし、疲れて眠ってしまったようだ。

　ポチが竜眠揺篭のペンダントを優しく撫なで「あとはポチ達に任せて、ゆっくり眠るのですよ」と母親みたいな事を言っている。

「皆、聞いて！　ここから先は強敵が犇ひしめいているわ──牛だけに！」

　アリサが変なダジャレを言って仲間達を困惑させた。

　漢字を知らない人間に「犇」と「牛」を掛けたダジャレは通じないだろう。

「さ、さあ！　さらに気合いを入れていくわよ！」

　アリサが咳せき払ばらいして誤ご魔ま化かし、気を取り直した仲間達が斥候のタマを先頭に進んでいく。

　タウロス・ロードが率いた精鋭のタウロス上位種達──タウロス・ナイト、タウロス・ウォーロック、タウロス・ビショップ、タウロス・キャプテンが次々と現れたが、仲間達は苦戦する事なくサクサクと倒していく。

「螺ら旋せん槍そう撃げき・雪崩──」

　リザが必殺技の螺旋槍撃を通常攻撃のように連発する技で、タウロス・キングスガード達を撃破してタウロス・キングが待つ謁見の間へ到着した。

「奥にいる金色のがボスね！」

　謁見の間には玉座に腰掛ける巨大なタウロス・キングの他、これまで見たタウロス上位種が一〇〇体近く犇めいており、その中には攻撃特化のタウロス・エクスキューショナーやタウロス・アベンジャー、防御特化のタウロス・キングスガードやタウロス・パラディンといった者達も含まれていた。

　支援魔法や支援スキルは使い終わっていたのか、どの個体もたっぷりと強化されている。

「プリンスやクィーンはなしかー、子供を連れて実家に帰ったのかしらね？」

　軽口を叩くアリサも、強敵そろい踏みな状況では緊張せずにはいられないようだ。

「でも、魔法使いを前に密集するなんてバカだわ」

　──ＢＺＵＵＭＺＯＯＯＯ。

　アリサが杖つえを掲げるのと同時に、タウロス・キングがメイスのような王おう笏しやくを振り下ろした。

　タウロス達が雪崩を打って襲いかかってくる。

「喰らえ──暴刃空滅ヴオーテツクス・ブレイドランページ！」

　アリサが杖を突き出しながら、上級空間魔法を放つ。

　次の瞬間、謁見の間を空間断層が乱れ舞った。

　タウロス達が単分子繊維より細い二次元の空間断層によって切り刻まれる。

「はっはー！　サイコロステーキ先輩も真っ青ね！」

「すぷらった～？」

「とっても痛そうなのです」

　高笑いするアリサの横で、タマとポチが両手で兜かぶとのバイザーを覆う。

「油断禁物」

「イエス・ミーア。敵の一部は存命だと告げます」

　ミーアやナナが言うように、キングをはじめとした最上位タウロスは何らかの秘宝によってアリサの魔法から身を守っていた。たぶん、身代わり系の秘宝だろう。

「ガルーダ──天嵐テンペスト」

　ミーアが呟くと、透明化で姿を隠していた疑似精霊ガルーダが黄金色の姿を現し、秘奥義的な「天嵐」を発動させて、謁見の間の壁や天井ごと微み塵じんに切り裂いた。

　秘奥義で魔力を使い果たしたガルーダが空中に溶けるように消える。

　全滅したかに見えたタウロス達だったが、アリサの空間魔法から逃れたのと同じ方法で、何体かが生き延びたようだ。

「むぅ」

「ガルーダの『天嵐』でも生き残るなんて、なかなかしぶといわね」

「でも、無傷じゃないみたいだよ」

　キングも血だらけだし、ロードやパラディンなんかは瀕ひん死しの重傷だ。キングスガードもなんとか生きているかな？

　──ＢＺＵＵＭＺＯＯＯＯ。

　キングが咆ほう哮こうとともに王笏でドンッと床を叩くと、空間魔法で転移してきたように無傷のタウロス部隊が出現した。キングの持つ眷けん属ぞく召喚スキルで城の外を巡回していたタウロス・キャプテンやタウロス・リーダーの部隊を呼び寄せたのだろう。

「さすがはキングね。あとはリザさん達に任せるわ」

「ええ、任せてください。ポチとタマは私に続いて道を切り広げなさい。ナナは後衛の守りを」

「にんにん～」

「らじゃなのです！　リュリュは寝ちゃっているけど、ポチはリュリュの分も働くのですよ」

「イエス・リザ」

　最後の勝利は皆で摑つかむ事にしたらしい。

　──ＢＺＵＵＭＺＯＯＯＯ。

「行きます！」

　リザの宣言とキングの咆哮が重なる。

　一斉に進軍を始めたタウロス軍団を前にして、リザの瞳ひとみが獰どう猛もうに輝いた。

「瞬動──螺旋槍撃・貫！」

　真っ赤な魔刃の渦を前面に生み出したリザが、瞬動の勢いのまま中央を吶とつ喊かんする。

　トラックに撥はねられる転生者のように、タウロス達が鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで吹き飛ばされていく。

「イアイバットー、魔刃旋風ヴアンキツシユ・スライサーなのです！」

　リザが切り開いた一本の道を、ポチが極小台風のような刃やいばの旋風で蹂じゆう躙りんする。

　タウロス達はその剛剣から逃れようとしたが、足首を縛り上げる黒い影がそれを阻む。

「忍法──影縛り」

「悪即ザザーンなのです！」

　タマの忍術で動きを止めたタウロス達を、魔力によって長さの変わるポチの聖剣が、青い光を曳きながら一刀両断にした。

　両断されたタウロスの上半身の陰から、タウロス・アサシンが現れ、死角からポチの背を狙った。

「させないよ～？」

　タマが投とう擲てきしたクナイがアサシンの凶刃を阻み、風ふう遁とんの術でアサシンを空に吹き飛ばす。

「えい！」

　無防備に舞うアサシンの額を、ルルが撃ち抜いた。

「ないすあしすと～」

　タマがぶんぶんとルルに手を振って、再び足下の影に消える。

「後ろは『迷路ラビリンス』で塞ふさいだし、ナナも前に行っていいわよ」

「ん、ゲノーモス」

　ミーアの指示を受け、土の疑似精霊ゲノーモスが強固な陣地を構築した。

「吶喊すると告げます」

　ナナが背中のスラスターを噴かせて、いつもより高速な瞬動でキングの前に突撃する。

　既に獣娘達の手によってキングの側近達は討伐されており、討ち漏らしていたタウロス軍団はアリサとルルによって一体残らず倒されていた。

　──ＢＺＵＵＭＺＯＯＯＯ。

　キングが咆哮を上げると、魔王「黄金の猪王」を彷ほう彿ふつとさせる多層障壁の鎧よろいを身に纏まとい、王笏に赤黒いオーラを宿した。レベル六〇もあると色々な芸を覚えるようだ。

「螺旋槍撃──重ね」

　動きの止まったキングに、リザが多段型の螺旋槍撃を叩たたき込んだが、それらの幾つかはキングの王笏で弾はじかれ、残りも多層障壁を削るだけで終わってしまった。

「思ったよりも守りが堅いようですね。──仕方ありません」

　一歩下がったリザが、魔槍ドウマを黄金鎧の収納へと戻す。

　それを隙すきと見たのか、キングが赤黒いオーラを纏った王笏を棍こん棒ぼうのように振り回してリザを狙ったが、タマの影縛りとルルの狙撃が王笏の一撃を防いだ。

「足下がお留守なのですよ！」

　ポチがキングのアキレス腱けんを狙った居合い斬りの構えを取る。

　──ＢＺＵＭＺＯ。

　キングが一声鳴いて、ズドンと足踏みをすると、足を守るように分厚い鉄壁を生み出した。

「うーっぷすなのです」

　ぎゃりぎゃりと音を立ててポチの聖剣が鉄壁の上を滑る。

　あれはたぶん、普通の鉄じゃない。もし、普通の鉄だったら、どんなに分厚くてもポチの一撃なら切断できていたはずだからだ。

　そんなポチの背中に、キングの王笏が打ち下ろされた。

「ふぁらんくすぅ～」

　影からにゅるんと現れたタマが、使い捨て型の防御盾ファランクスでキングの一撃を受け止めてみせる。

「シールド・バッシュからの『魔刃崩砦ブラスト・フオート』だと告げます」

　振り下ろしたキングの腕から肩を、スラスターで加速したナナが大盾をぶち当てながら、必殺技でキングの多層障壁を打ち砕く。

「まだ」

「イエス・ミーア！　『魔刃砕壁ブラスト・アーマー』ラッシュと告げます！」

　ヒビが入った多層障壁を、ナナが必殺技の連打で押し広げる。

「任せて～？　──魔刃双牙ボーパル・フアングぅ～」

　タマがナナの作った隙間から身体からだを捻ねじ込み、内側から双剣による必殺技で食い破る。

　二人の合わせ技によって、キングの多層障壁がガラスのように砕け散った。

　──ＢＺＵＵＭＺＯＯＯＯ。

「させません！」

　キングが咆哮を上げ、多層障壁を再生しようとしたが、障壁の基点となる場所をルルの輝炎銃が撃ち抜いて阻止した。

「ナイス、ルル！」

　アリサが称賛の声を上げ、キングの顔を火魔法で燃やして注意を逸そらした。

「瞬動──『魔刃突貫ヴアンキツシユ・ストライク』なのです！」

　がら空きとなったキングの腹を銃弾のような速さのポチの突きが襲う。

　──ＢＺＵＭＺＺＺＯ。

「あわわ、抜けないのです！」

　鍔つばまで貫かんとめり込んだポチの聖剣を、キングが腹筋で押さえつけて抜けないようにしたようだ。

　──ＢＺＵＵＭＺＯＯＯＯ。

　さらに、ポチを囲い込むように、幾つもの多層障壁が生まれた。

　ナナが先ほどの再現のように多層障壁を打ち砕いたが、全すべてを砕ききる事はできなかったらしい。アリサも空間魔法でサポートしていたが、それでも最後の一つがキングとポチをオレ達から隔離するように包み込んだ。

「ポチ、危ない！」

　キングが王笏を捨てて、ポチを両手で叩き潰つぶそうとする。

「なんくるないさ～？」

　タマの影縛りが、キングの腕に絡みついたが、既に十分な速度を得た両手を止めるには至らない。

　だが、それで十分だった。

　なぜならば──。

「閃せん光こう──魔槍竜退撃ドラグ・バスター！」

　瞬動の域を超えた速さで飛来したリザの一撃が、多層障壁を一瞬で抉えぐり、そのままキングの胸を貫いたのだ。

「全てを貫く」竜の牙きばを穂先に使った竜槍とリザの必殺技の相乗効果は凄すさまじい。

　──ＢＺＵＵＭＺＯＯＯＯ。

　心臓を貫かれてなお、キングの瞳には闘志が宿っている。

　標的をリザに変えたキングが、両手に赤黒いオーラを宿して爪そう撃げきを放つ。

　リザはそれを瞳に捉とらえつつ、心を乱す事なく最後の発動句を唱える。

「絶の技──魔刃爆裂マナブレード・ブラスター」

　次の瞬間、キングが内圧で膨れ上がり、身体の内側から飛び出した無数の魔刃がキングの身体を引き裂いた。

　──ＢＺＵＭ──ＺＺＺＯ。

　赤黒いオーラを宿した爪つめをリザの眼前まで伸ばしたところで、キングの膝ひざが折れた。

「あなたは強かった」

　──ＢＺＵＭＺＯ。

　リザに答えるように一つ呟つぶやき、満足した顔で逝った。

「魔物でも王様の風格があったわね」

「ええ、そうですね。──ご主人様」

　アリサに頷うなずいたリザがオレを振り返った。

「僭せん越えつな願いですが、この牛達の王を──」

「素材にせずに、丁重に葬ろうか？」

「申し訳ございません」

「謝らなくていいよ、リザ」

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」でキングの死し骸がいを玉座に座らせ、アリサに頼んで火魔法で火葬してもらった。

　皆みんなで黙もく禱とうし、戦利品の回収に移ろうとしたところで、タマが言った。

「隠し通路めっけ～？」

　タマが足下の壁をポコンッと蹴けると、玉座の後ろの壁が動いて下に降りる階段が出てきた。

「何が待っているのかしら？」

「きっと宝物がいっぱいなのです！」

「隠しボス」

　隠し階段を下りながら仲間達が予想を立てる。

　マップ情報によると、城の地下最奥の間へと通じており、レベル六六もあるタウロス・クィーンがいるので、ミーアの予想が正解だ。

「靄もや～？」

「白くけぶっていますね」

「靄の向こうに、おっきな牛さんがいるのです！」

「パンダ座りしている牛って、あんまり可愛かわいくないわね」

　体高五メートルくらいのタウロス・キングと違って、タウロス・クィーンは体高三〇メートルはある巨大さだ。

「それほど広い部屋じゃないし、さっくり倒しちゃいましょ」

　アリサがそう言ってルルの肩をポンと叩く。

「ごめん、アリサ。この広さだと、加速砲は跳弾が怖いかな？」

「そういえば跳弾ってあったわね。わたしの火魔法じゃ丸焦げにしちゃうし、ミーアがやる？」

「ん、任せて。■■……」

　ミーアが精霊魔法の詠唱を始めた。

　この詠唱は疑似精霊ベヒモスだろう。最後は怪獣大決戦──にはならないみたいだ。魔力の高まりを感知したのか、眠るように目を閉じていたクィーンが視線をこちらに向けた。

　──ＢＺＵＵＵＵＭＺＯ。

　眷けん属ぞく召喚系のスキルを使ったみたいだけど、既にキングが根こそぎ召喚した後なので何も現れない。

「気付かれちゃったのです」

「そのようですね。私達でミーアの詠唱時間を稼ぎましょう」

「あいあいさ～」

　リザを先頭に獣娘達が駆け出す。

　訝いぶかしげな顔をしていたクィーンだったが、駆け寄る獣娘達を見て構造物の中に収めていた六本の腕を引き抜いて、威圧するように広げた。

　──ＢＺＵＵＵＵＭＺＯ。

「皆、注意して！　そいつはアイテムボックス持ちよ！」

　アリサの警告と同時に、クィーンがアイテムボックスの中から巨大な武器を取り出して、六本全ての手に装備した。

「でかっ！　皆！　攻撃に備えて！」

　アリサの声と同時にクィーンが武器をデタラメに振り回した。

　巨大な岩塊や骨塊といった武器そのものは届かない距離だが、武器によって砕かれた床や壁の破片や床に落ちていた大量の瓦が礫れきが散弾のように飛んできた。

　避よけようのない面の攻撃だが、こんな攻撃が初めてなわけではない。

「──隔絶壁デラシネーター！」

「忍法、影遁の術～」

　アリサの空間魔法が散弾を防ぎ、その隙にタマが作った影のシェルターに、前衛陣が潜り込む。

　後衛の所にも散弾は飛んできたが、それはルルがファランクスを張って防いだ。

　土煙が緞どん帳ちようのように互いを隠す。

　──ＢＺＵＵＵＵＭＺＯ。

「……■■　魔獣王創造クリエート・ベヒモス」

　クィーンの咆ほう哮こうとミーアの詠唱が重なる。

「やって」

　──ＰＵＷＡＯＯＯＯＷＷＮＮＮ!!

　ベヒモスの力強い咆哮が轟とどろき、土煙の向こうにいるクィーン目がけて突撃する。

　空気が攪かく拌はんされ、土煙の向こうに障壁を砕かれて壁にめり込んだクィーンが見えた。

「うっひゃー、ベヒモスってば強いわね」

　土煙に邪魔されてよく見えないが、かなり優勢に戦っているようだ。

　やがて土煙が晴れ、戦場が見える。

　──ＰＵＷＡＯＯＯＯＷＷＮＮＮ!!

　四肢──というか三対の腕と二対の脚だから、十肢を砕かれたクィーンをベヒモスが足あし蹴げにして勝ち誇る姿があった。

「ベヒモス、とどめ」

　──ＰＵＷＡＯＯＯＯＷＷＮＮＮ!!

　ミーアに命じられたベヒモスが、頭部の角に紫電を纏わせる。

　その角がクィーンに突き立つ瞬間──。

「消えた？」

　クィーンの姿が搔かき消え、周囲に漂っていた土つち埃ぼこりが吸い込まれるようにクィーンがいたはずの場所に流れ込む。

「アリサが転移した時みたいな感じです」

「ご主人様、分かる？」

「少なくとも、『城』や隣接区画にはいないよ」

　すぐ倒すと思っていたから、マーカーを付けていなかったんだよね。

「クィーンに転移系のスキルとかなかったわよね？」

　問いかけるアリサに首肯する。

「見ていた感じだと、クィーンが自主的に転移したというより、何者かがクィーンを攫さらったように見えたよ。アリサの空間魔法で何か分からないか？」

「う～ん、もう追跡できそうな痕こん跡せきは残っていない感じね」

　アリサが空間魔法を使いながら周囲を見回す。

「あれれ～？」

「もう終わっちゃったのです？」

　前衛陣がタマの影から出てきた。

「ふぅ……二人とも、よくなんともありませんね」

「あの空間は演算回路に悪影響があると告げます」

　リザとナナは気分が悪そうだ。

　タマの影は、ゼンが影魔法で作った「影の牢獄シヤドウ・ジエイル」と同種の空間だから、適性のない人は乗り物酔いみたいな感じになっちゃうんだよね。

「──あ、これって」

　アリサがそう呟いてオレを見上げた。

「ダンマスの仕業かも」

「ダンマス──『迷宮主ダンジヨン・マスター』か！」

　詳しく聞くと、この場に残っていた痕跡が、樹海迷宮の空間歪わい曲きよくに酷似しているとの事だった。

　なるほど、迷宮全体に空間歪曲を施せるような存在なら、自分の支配下にある迷宮のモンスターを自在に移動させる事ができても不思議じゃない。

「まあ、それを立証する手段はないんだけどさ」

「いいさ。向こうの戦闘放棄みたいな感じになっちゃったけど、勝ちは勝ちだ」

　オレがそう言うと、仲間達が勝利の雄お叫たけびを上げた。
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「こっちに宝物庫あった～」

　タマに案内されて、壁の裂け目から宝物庫に入ると、体育館くらいの空間に乱雑に宝物が積み上げられていた。

　オーソドックスな金銀財宝に加え、セリビーラの迷宮で「階層の主フロア・マスター」を討伐した時に得たのと同等クラスの魔法の品や魔法薬が手に入った。

　魔法の品は武器防具が多かったがタウロスサイズの物が多く、人間サイズの装備品は呪のろわれた品が九割を占めている。

　いくら攻撃力が高くても、理性の箍たがが外れるような品はノーサンキューだ。

　ほどほどの品は要よう塞さい都市で売却するとしても、危なそうな品はストレージの封印用フォルダに死蔵しようと思う。

「ご主人様！　巻物を見つけました！」

　発見の報に、瞬間移動のような速さで駆け寄る。

「ありがとう、ルル」

　受け取った巻物を確認すると、「成膜メツキ」の巻物らしい。

　今までドロップした事がなかったけど、樹海迷宮でも巻物が出るようだ。

　さっそく、巻物を使ってメニューの魔法欄に登録し、適当な鉄剣と銀インゴットを取り出してメッキを施してみた。

「なかなか綺き麗れいにできるね」

　メッキに使う銀の量は任意に変えられるみたいで、使う量によってメッキの厚さが変わるらしい。

　なかなか使い勝手の良さそうな魔法だ。

「対アンデッド用の銀製武器が量産できそうね」

「エチゴヤ商会を通して販売しようか？」

　上位互換の魔剣があるとはいえ、こっちの銀製武器は遥はるかにリーズナブルな値段で販売できそうだし、需要はあると思う。銀製武器は魔を祓はらうっていうしね。

「ご主人様、それって金属しか無理なの？」

「そうじゃないか？　メッキって金属被膜を付ける事だろ？」

「紙にプラスチックコーティングするとかできない？　ラミネート加工みたいな感じで」

「被膜に使えそうなのは──アルアでいいか」

　固まると宝石のように綺麗になるアルア樹脂を使って、ストックしてある上質紙にラミネート加工してみた。

「……できた」

　メッキとは……。

　ちょっと魔法名に納得がいかないが、使い勝手は良さそうなので深く考えないようにしよう。

　これを使えば、偽造不能の会員証とかを簡単に作れそうだ。

「それじゃ、これをお願い！　柔らかくて防水の被膜で！」

　アリサが満面の笑みで取り出したのは、魔王シズカ作のＢＬ同人誌だった。
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「ペンドラゴンだ！　ペンドラゴン達が凱がい旋せんしてきたぞ！」

　要塞都市アーカティアに帰還すると、冒険者達や市民達が歓声を上げて出迎えてくれた。

「パレードの準備はできてるぜ」

　そう言って声を掛けてくれたのは、金きん獅じ子し級冒険者のティガー氏だった。

「これはティガーさんが？」

「おうよ！　『城』でガチンコの戦いをしてたのはあんたらだろ？　エルフの嬢ちゃんが城の外壁沿いにでっかい土壁を作ってたしな」

　なるほど、事前準備を見られていたのか。

　よく攻略実行前に止められなかったものだ。

「細かい事はいいから、馬車に乗りな！　ギルドの馬車に街の連中が装飾してくれたんだぜ！」

　ティガー氏が指し示す先には、迷宮素材でド派手に装飾された屋根なしの馬車があった。

「うっひゃー！　良い感じ！　ありがとう、ティガーさん！」

　サムズアップするアリサに、ティガー氏もノリ良く同じポーズを返す。

「さあ、英雄の凱旋だ！　音楽隊！　舞踏隊！　準備はいいか！」

「「「応！」」」

　サンバのような衣装の男女が、大陸南西発祥らしき打楽器や管楽器で楽しげなリズムを刻み、ちょっと扇情的で楽しげな踊りでパレードの馬車を先導する。

「ポチちゃーん！　こっち向いて～」

「はいなのです！　ポチはここなのですよ！」

「タマちゃーん！　また絵を描かいてねー」

「おっけ～」

　いつの間に仲良くなったのか、ポチとタマは市井の人達にも顔が売れているようだ。

　それは他ほかの子達も同じようで──。

「ナナー！　よーせーたいって言って～」

「ミーア様、今日もお美しい」

「ルル先生！　後でご馳ち走そうを持って行きますね～」

「黒くろ槍やりー！　今度こそ一本取ってやるぞー！」

「アリサー！　今日の遊びはカゲオーニやるぞ！　いつもの広場だからな！」

　沿道を占める人達から気安い声が掛かっている。

「若様ー！　ロロちゃんとお幸せにー！」

「若様ー！　美お味いしい新製品まってまーす！」

　一部誤解のある声援もあったが、特に気にせず手を振り返した。

「もう、『毛なし』なんてバカにできないぜ」

「まったくだ。あのちっこい子だって、わしらなんか一ひと捻ひねりだからな」

「見た目なんて関係ないって事さ。要塞都市では強さが一番重要だぜ」

　人族や類似する亜人種を「毛なし」と差別する人達も、仲間達の強さや偉業に一目置いてくれているようだ。

「ふんっ！　牙きばを抜かれた家畜野郎め！　どんなに強くなっても、『毛なし』は『毛なし』だ。俺は絶対に認めねぇ！」

「頭の固い野郎だぜ」

「そもそも犀さい人にも毛は生えてないだろ」

「うるせぇ！　俺様にはこの硬い皮がある！」

「その通りだ！　やわいツルツル肌の毛なしとは違うぜ！」

　犀人や猿人が肩を組んで、反対意見に対抗している。まだまだ差別は根強いらしい。

　まあ、長い歴史で培われた差別意識は、そうそう払ふつ拭しよくできないだろうけど、それでも何も変わらないよりはずっといい。

「あら？　勇者屋と方向が違わない？」

「大魔女の塔に向かっているようですね」

　アリサとリザが言うように、パレードの花道は大魔女の塔へと続いていた。

　勇者屋にも報しらせが行ったみたいで、ロロやハムっ子達も冒険者のノナさんに案内されて塔へと向かっている。

「ペンドラゴンが来たぞ！　祝砲上げぇええ！」

　老魔法使いが叫ぶと、塔前の広場でスタンバイしていた魔法使い達が上空に火球フアイア・ボールを放つ。

　ボカンボカンと派手な音が鳴り、空に爆煙が広がる。

　祝砲と言うには物騒だが、要塞都市の人々にはお馴な染じみらしく、広場を囲む人達から歓声が上がった。

「ご主人様、大魔女モードのティアさんよ」

「せめて、大魔女アーカティアって呼んでやりなよ」

　アリサが大魔女がお忍びで行動する時の名前で呼んだので、大魔女の本来の名前に訂正した。

「そういえば大魔女様って、いわゆる『毛なし』なのに、その事を指摘する人がいないのはどうしてかしら？」

「さあ？　彼らの中では別枠なんじゃないか？」

「いい加減ね～」

　肩を竦すくめるアリサに「同感だ」と返事をする。

「それに人前に出る時は鍔つば広ひろの魔女帽子を目深に被かぶっているし、高性能の認識阻害アイテムを装備しているから、普通の人だと少し離れたら認識が曖あい昧まいになるんじゃないかな？」

　それに普段はティアとして行動しているから、大魔女を近くで見た事がない人も多いのかも。

　広場の奥で馬車が止まり、大魔女のいる壇上へと促される。

　仲間達と一緒に壇上へ上がると、ここまでパレードに付き添ってくれていた楽団やダンサー達が演壇の周りに広がって、音楽と踊りで雰囲気を盛り上げる。

「よくぞ『城』の攻略という偉業を成し遂げた。冒険者『ペンドラゴン』達よ」

　大魔女の前に整列すると、大魔女が少し低い厳かな声を作って語りかけてきた。

「無茶しやがって！」

「攻略に失敗して『城』からタウロスの群れが襲ってきたらどうするつもりだったんだ！」

　さっきの犀人と猿人が空気を読まずにヤジを飛ばしてきたが、その周囲にいた獅子人や虎人に殴られて黙らされていた。なかなかバイオレンスだ。

「ふむ、事情を知らず、心配する者達に説明してやろう。この者達は攻略計画を立て、たとえ攻略が失敗しようとスタンピードが起きないように手配してから、私の許可を取って攻略に着手した。もし、スタンピードが起きたとしても、それは対策が十分だと判断して許可を出した私の責だ」

　実際は許可なんて取っていないので、大魔女が市民感情に配慮して泥を被ってくれたようだ。

「そして、スタンピードは起こらず、『ペンドラゴン』達は前人未踏の『城』の攻略を果たした。私はこの偉業を祝福したいと思う」

　大魔女が合図すると、ダダダダダと打楽器がドラムロールを始め、後ろに控えていた弟子達が盆に載せられた茨いばらの宝冠と冒険者証を運んでくる。八人の弟子達の運ぶ盆には、一セットずつ載っているようだ。

　大魔女がその一つを取ると、ダーンという強い音と同時にドラムロールが止まり、広場を静寂が包んだ。

「偉業を成した英雄には、魔を払う『茨の宝冠』を授け、『大魔女の騎士』の称号を与えるものとする」

　大魔女が跪ひざまずいたオレの頭に宝冠を被せ、弟子達が仲間達に宝冠を被せる。

「続いて、『ペンドラゴン』には新たな冒険者証を与える」

　大魔女が盆から冒険者証を取り、人々に見えるように掲げる。

　──おや？

　彼女が掲げたのは、金獅子級のじゃない？

「……光竜」

　演壇の近くに立つ老人が震える声で呟つぶやいた。

　その呟きを聞いた人達の間にざわめきが広がっていく。

「光竜証だ！」

「まさか幻の光竜証か！」

　そんな叫びの中、大魔女が僅わずかに口角を上げて、オレ達を見回す。

　どうやら、これは彼女のサプライズだったらしい。オレは無表情ポーカーフエイススキルをオフに切り替え、驚きを顔に浮かべる。

「長い間、与える事のなかった冒険者証よ」

　大魔女がティアさんの口調でオレに囁ささやく。

「新たな光竜級冒険者に祝福を！」

　閃せん光こうが瞬き、透明な光の竜がオレ達に宿ると、広場の人々から身体からだに響く爆音のような歓声が上がった。

　閃光や竜の幻影は、光魔法を使える弟子達による演出だろう。

　満面の笑みを浮かべた仲間達が広場の人々に手を振ると、さらに場が盛り上がった。

　ポチとタマはよっぽど嬉うれしかったのか、壇上を所狭しと駆け回り、手と尻しつ尾ぽをぶんぶんと振り回している。

　──ＬＹＵＲＹＵ！

　興奮したポチの気持ちに釣られたリュリュが竜眠揺篭から飛び出してきた。

「竜だ！　ちっこい竜だぞ！」

「光竜級冒険者の誕生を祝福してくれているんだ！」

　周りの人達がリュリュを見て騒ぎ、その熱気に当てられたリュリュが天に向かって歌うと、どこからともなく現れた花弁が空一杯に舞い散った。

「うっはー！　素敵、素敵！　わたしもいっちょ美声を披露してやりますか！」

「待って、アリサ」

「アリサ、もう少し後になさい」

　アリサはこのままリサイタルでも開きそうな勢いだったが、それをルルとリザが止めていた。

「ささやかながら酒と料理を振る舞おう！　要よう塞さい都市の人々よ！　ともに英雄の誕生を祝おう！」

　大魔女の言葉と同時に、広場の各所で酒さか樽だるが開封され、台車に載った料理が運び込まれる。

　大魔女が塔へ帰還するのと入れ替わりに、地元の名士達から挨あい拶さつラッシュを浴びせられたが、それもなんとか乗り切り、先に宴うたげへと参加していた仲間達に合流する。

「ご主人様、お疲れ様」

　アリサが渡してくれた果実水を飲み干して一息吐つく。

「サトゥーさん、ルルさん、皆さん、おめでとうございます！」

　澄んだ軽やかな声が人ひと混ごみの向こうから聞こえた。

　人垣を割って現れたのは、澄んだ声に相応ふさわしい清せい楚そな美貌をした勇者屋の店長ロロだった。

「ありがとう、ロロ」

「ロロさん、ありがとう」

　ルルとロロが抱き合って喜びを分かち合う。

「若様、おめでとう。この子達もいるよ」

「ありがとうございます、ノナさん」

　ロロの背後にいた勇者屋常連のノナさんが、引率してきた子達を前に出す。

「おめでと、マしター」

「おめでと、ナナ」

「おめでと、お腹なか減った」

　勇者屋の子供店員で蹴鞠鼠ハム人のハムっ子達が祝福を口にする。

「幼生体！」

　それを見つけたナナが、神速で捕獲して胸元に抱き締めた。

　ハムッ子達はよじよじと脱出しようとするが、ナナの抱擁からは逃げられない。

「嫌われる」

「イエス・ミーア。抱擁はまた後ですると告げます」

　ミーアに窘たしなめられたナナがハムっ子達を解放した。

「わんこの人も一緒なのです」

「にへへ～」

　ポチとタマが子こ狼おおかみモードのフェンを抱き上げる。

「主役がこんな場所で固まってるなよ。向こうに席を用意してあるから、冒険者達に攻略話を聞かせてやってくれ」

　金きん獅じ子し級冒険者のティガー氏が誘いに来てくれたので、ロロ達を伴って席に移動する。

　要塞都市は魔物肉が豊富なので、宴席には大量の肉料理が盛られていた。

「わお～えきせんとりっく～？」

「お肉がいっぱいで、ポチはどうにかなっちゃいそうなのです！」

「おう、食え食え！　今日の主役はお前達だ！」

　肉料理に目を輝かせるポチとタマの背を、ティガー氏が押してやる。

「びみびみ～？」

「肉は最強なのです！」

　──ＬＹＵ？

「リュリュも食べるのです！　食べる子は育つのですよ！」

　──ＬＹＵＲＹＵ！

　一口食べて美お味いしかったのか、リュリュもポチ達と一緒に肉料理を堪たん能のうし始めた。

　どうやら、食いしん坊が一人増えたようだ。

「そんなに慌てなくてもいっぱいあるのです。──ほら、零こぼさないように綺き麗れいに食べるのですよ」

　ポチが甲か斐い甲が斐いしくリュリュの世話をしてあげている。

　きっと、お姉さんっぽく振る舞えるのが嬉しいのだろう。

「あー！　あれ！　あの時、助けてくれた猫耳の子だ！」

「囲まれてた時に小竜と一緒に魔物を蹴け散ちらしてくれた犬耳の子もいるぜ」

　遠巻きに見る冒険者達がこちらを見て噂うわさしている。

　けっこう何度も救援しているから、いまひとつ覚えていない。

「おいっ、黒くろ槍やりがいるぜ」

「ほんとだ。一度でいいから、槍を教えてくれないかな？」

「ちっこい子達も強いけど、黒槍は別格だよな～」

「俺はミーア様と魔術について語り合いたい」

　若い冒険者達がリザやミーアを憧あこがれの目で見ている。

「ナナさんの作る人形って凄すごく可愛かわいいんだよ？」

「へー、そうなんだ。あたしも今度、見せてもらおうっと」

「ルルちゃん、また護身術の会をやってねー」

「料理教室も待ってるわよ～」

「アリサー！　タダ飯食ったら、いつもの場所で遊ぶぞ！」

　主婦層がルルに声を掛け、悪ガキ達がアリサを遊びに誘う。

　迷宮での狩りが主体だったわりに、要塞都市の人達に溶け込んでいるようだ。

「ロロもここにいたのね！」

　お嬢様っぽい妖よう精せいレプラコーン族の少女が現れた。

「あ！　ケリちゃん！」

「略すなっていつも言ってるでしょ！　私の名前はケリナグーレ！　ウッシャー商会の次期会頭なんだからね！」

　ケリ嬢とロロがいつもの会話をする。

「お嬢様、旧交を温めるのも宜よろしいですが、先にお仕事を」

　ケリ嬢の後ろから声を掛けたのは、彼女の秘書でお目付役のトマリトローレさんだ。恰かつ幅ぷくの良い壮年商人達を連れている。種族はバラバラだ。

「分かってるわよ。勇者屋の商品を扱いたいっていう外国の商会が来たから、顔つなぎしてあげようと思って連れてきたわ。店の方に行ったら、今日はこっちだって番頭のノームに言われたから出向いてあげたのよ」

　商人達の後ろには勇者屋の新幹部であるノームのトーヴァン氏もいた。人混みが凄くて、小柄な彼はこっちに来るのに四苦八苦している。

「ありがとう、ケリちゃ──ケリナグーレさん」

　ロロがいつもの呼び方をしかけて、仕事である事を思い出して言い直した。

「気にしなくていいわ。私とトマリは今やってる仕事が片付いたらブライブロガ王国に行くから、早めに会わせておきたかっただけだから」

　素直に礼を言われたケリ嬢が照れてそっぽを向く。

　そんなケリ嬢と入れ替わりに商人達がロロに挨拶を始めた。

　トーヴァン氏もようやく到着し、会釈してロロの斜め後ろに並ぶ。あくまで勇者屋の代表はロロだと態度で示してくれているのだろう。

「ラティルティ国のウチャ商会のミチャでございます。勇者屋の保存食についてお取り引きしたく参上いたしました」

「チプチャ国のモフ商会のラフです。勇者屋とは幅広い品を商いしたいと考えております」

　鼠人や蛙かえる人がロロに挨拶すると、次々に商人が我も我もとロロに声を掛ける。どの国も樹海に隣接していたはずだ。

　激しいアピール競争をトーヴァン氏がいなしながら、ロロの負荷を制御してくれている。

　それでもロロには激しかったようで──。

「サ、サトゥーさん、助けて」

　ロロが早々にギブアップして、オレに助けを求めてきた。

　少し前までは小さな商店を細々と切り盛りするだけだったロロには荷が勝ちすぎたらしい。

　それはいいんだけど、どうせならロロの傍らでフォローしていたトーヴァン氏に助けを求めてほしかった。彼は大人だから微笑ほほえましい顔で見守ってくれているけど、内心はちょっと寂しく感じているんじゃないかと思う。

「あらら？　ロロにはまだ早かったかしら？」

「すみません、一度に来られるとまだ捌さばききれないようです」

　呆あつ気けにとられる商人達に代わってケリ嬢が主導権を握ったので、オレもロロの代わりに答えて商人達に頭を下げた。

「どの商会もウッシャー商会と取り引きのある信用できる商会よ」

　ケリ嬢が太鼓判を押してくれる。

　一商会としてはそれだけで鵜う吞のみにするのは問題だが、勇者屋に信用調査するだけの人材が足りていないのも事実だ。致命傷になるような大口取り引きだけ避けて、それ以外はトラブルがあったとしても、ロロの成長の為ためのコストだと割り切ろう。

「なら安心ですね。具体的な商談は後日という事で。ロロも、それでいいかな？」

「はい！　サトゥーさんがそう言うなら、そうします！」

　ロロが信頼しきった顔で言う。

　オレを信頼してくれるのは嬉しいけど、トーヴァン氏達との距離を縮める為にも少し距離を取った方がいいかもしれない。

「じゃ、また後でね」

　ケリ嬢が商人達を連れて次の取り引き先の所へ向かう。

　周りから商談相手がいなくなったのを確認してからロロに注意する。

「さっきのはダメだよ。勇者屋はロロの店なんだから、意見を求めたり相談したりするのはいいけど、最終的な判断はロロがしなくっちゃ」

「──ご、ごめんなさい」

　ロロが深々と頭を下げて謝る。

「怒ってないから、そんなに謝らなくていい。他ほかの人から意見を貰もらうのは大切だけど、判断を人に委ゆだねたらダメだよ」

「……はい」

　ロロが親に叱しかられた小さな子供のようにしょげ返る。

「サトゥーさん、ロロ店長も反省していますし、そのあたりで──」

　それを見かねたのか、トーヴァン氏が間に入って取りなしてくれた。

　オレも少し言い過ぎたので、ロロに詫わびる。

　そんな気まずい空気を明るい声が払ふつ拭しよくした。

「──ロロ店長！」

　勇者屋で新たに雇った店員達が、大きく手を振りながら人垣の向こうからやってくる。

「ロロ店長！　見かけないと思ったら若様とラブラブだったんですね！」

「ち、違います！」

「もー、照れちゃって可愛い」

　ロロが店員の女の子達にからかわれて真っ赤になっている。

「店長！　若様やアリサちゃん達もいる！　みんなー！　こっちこっち！」

　他の店員達もロロを見つけて集まってくる。

　この間の地上げの一件やティアさんのバックアップもあって、勇者屋は急速に規模を拡大しつつある。店員も更に増えて、新しい子達は会話をした事のない者も少なくない。

「ご主人様、ちょっといい？」

　そんなロロ達を見守っていると、アリサが小声で耳打ちしてきた。

「いいよ、なんだい？」

「さっきのロロなんだけど──」

「判断を丸投げしてきた事？」

「──丸投げ？」

　アリサがキョトンとした後に、ジト目でオレを見てきた。

「……はあ、何言ってるのよ。鈍感系主人公じゃあるまいし」

「オレに依存するような態度の事を言いたかったんじゃ？」

「違うわよ！　あれはロロが──」

「ロロが？」

「甘え」

　アリサが口ごもったので先を促したら、ミーアが短文で割り込んできた。

「──甘え？」

「防衛行動」

　追加補足でようやくミーアやアリサの言いたい事が分かった。

「分かったみたいね」

「オレが勇者屋から距離を置こうとしていたのに気付いて、それを阻止する為にあんな行動を？」

　ロロがオレに好意を持ってくれているのには気付いていたけど、判断をオレに丸投げする傾向にあるのが、オレを引き留める為の行動だとは思わなかった。

「ロロは恋愛の駆け引きができるタイプじゃないから、本人が意識しての行動じゃないと思うけどね？」

　でも、だとしたら──。

「オレが勇者屋のロロの成長や新体制構築を邪魔しているって事か？」

　それはマズい。

「言い方は悪いけど、結果的にそんな感じになってるわね」

「ん、同感」

　アリサが重々しく首肯し、ミーアもそれに倣う。

　オレは熟慮した後、結論を出した。

「そろそろロロや勇者屋の経営から、少し距離を置いた方がいいのかもしれない」

「そうね。その方がいいと思うわ。ロロに伝えるのは──」

「オレがやるよ」

　それはオレの役目だと思うから。
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「サトゥーさん、考え事ですか？」

　ロロが地酒の入ったゴブレットをオレに渡して、オレの横に腰掛けた。少し近い。肩が触れあう距離だ。

　ロロも飲んだのか、雰囲気が色っぽい気がする。

「うん、ちょっとね」

　オレは少し迷った後、ロロに告げる事にした。

「そろそろ要よう塞さい都市を発たとうと思っている」

　俯うつむいたロロがオレの肩に顔を埋うずめる。

　僅わずかに嗚お咽えつのようなものが聞こえてきた。

　いつか彼女のもとを去る事は伝えてあったけど、ちょっと急すぎたかもしれない。

「ロロ？」

「……はい」

　彼女の髪を撫なで、小さく声を掛けると返事があった。

「分かっています。サトゥーさん達が勇者屋にいるのは少しの間だけだって事は」

　ロロが震える声で自分に言い聞かせるように言う。

「……でも。でも、私、まだサトゥーさんに何も返せてません」

　ロロがオレに腕を回して抱き着いてきた。

「私、私をサトゥーさんに……」

「ダメだよ、ロロ」

　勢いと雰囲気に吞のまれずに、自分を大切にしないとね。

「そう、ですよね。サトゥーさんにはルルさん達がいますもんね」

　俯いたままのロロがどんな表情をしているのか分からない。

　でも、傷付けてしまったのは鈍いオレでも分かる。

「今まで、ありがとう、ございました」

　顔を上げたロロが、涙を浮かべたまま精一杯の笑顔で今までの礼を言う。

　そんなロロを見かねたのか、物陰で見守っていたルルとアリサが駆け寄ってきた。

「大丈夫ですよ、ロロさん。もう二度と会えなくなるわけじゃありませんから」

「そうよ！　ロロのピンチには、世界のどこからでも駆けつけるわ」

「うぉん！」

　二人がロロを励ます。子こ狼おおかみのフェンもだ。

　ロロが子狼フェンを強く抱き締めながら、もう一度、頷うなずいた。
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　数日後──。

　諸もろ々もろの引き継ぎを終え、オレ達は旅支度を調えて勇者屋の前にいた。

「ナナ、ありがとー」

「ナナ、抱き上げる？」

「ナナ、おやつある？」

　ハムっ子達がナナと別れの挨あい拶さつを交わし、花束を持ったロロが前に出る。

「ルルさん、それに皆さん、今までありがとうございました」

　ロロが一人一人に花束を渡し、最後の花束を抱き締めてオレを見上げる。

「──サトゥーさん。今の勇者屋があるのはサトゥーさんのお陰です」

　涙を浮かべたロロが言葉に詰まる。

「店長！　ふぁいとー！」

「抱き着いちゃえ！」

　若い店員達がロロを焚たき付けた。

　抱き着けと唆した店員を、アリサとミーアの鉄壁ペアが鬼の形相で睨ねめ付ける。

「また、遊びに来るよ」

「絶対に、絶対ですよ」

　ロロが花束を渡し──オレの腕を引いて頰ほおに柔らかな感触を残した。

「えへへ、──お礼です」

　はにかみながら、流れそうな涙を手の甲で拭ぬぐう。

　ルルやハムっ子達が膝ひざを折るロロを慰める。

　そんなロロと入れ替わりで、常連客達がオレ達の方に来た。ノナさんと何人かの女性陣はロロの方に行ってくれたようだ。

「若様、本当に行っちゃうのか？」

「はい、元々そのつもりでしたから」

「ロロの事はあたしらに任せな」

「変な奴やつらが来ても守ってやるぜ」

　常連客達が胸を叩たたいて請け合ってくれた。

　そんな常連客に交ざって、勇者屋の取り引き先の人達も挨拶に来てくれた。もちろん、勇者屋の従業員達もだ。

「先を越されちゃったわね。これ餞せん別べつ」

「ありがとうございます、ケリナグーレさん。まだ出張されていなかったんですね」

「思ったより、仕事が難航してて……縄張り意識が強い連中を協力させるのは苦労するわ」

　それは大変そうだ。そんな大変な最さ中なかに見送りに来てくれたケリ嬢には感謝だね。

「なんだか、凄すごい人の数ね」

「ティアさんも来てくれたんですね」

「まーね。ザンザサンサの時は助けてもらったし、見送りくらいはね」

　弟子モードのティアさんがそう言って本や魔法薬を餞別にくれた。

　それを最後に、オレ達は勇者屋の前を去る。互いに見えなくなったところで、嗚咽が聞こえてきた。ロロや古参の従業員だろう。仲間達もしんみりムードだ。

「さ、気持ちを切り替えていきましょう！」

　ムードメーカーのアリサが皆を励ます。

「ご主人様も！　元気出して、ご主人様にはわたし達がいるでしょ」

　アリサに励まされて気がついたけど、オレも少し気落ちしていたようだ。

「そうだね。とりあえず、樹海に隣接した国を巡ろうか」

　そのくらいの距離なら、ロロや勇者屋に何かあった時に駆けつけやすいからね。








幕間：闇に蠢うごめく者






「上級魔族ともあろうものがふがいない」

　魔法使い風のローブを着た鼬イタチ人が巨大な水槽の中に浮かぶ肉塊を罵ば倒とうする。

　肉塊は罵倒を受けるたびに脈動し、かろうじて顔と分かる部分に樹皮のような肌が残っていた。

　彼の言葉と痕こん跡せきから、その肉塊がサトゥー達と戦った樹皮の上級魔族のなれの果てだと分かる。

「しぇしぇしぇ、首尾はどうかにぃ、悪魔召喚師ゾマムーゴーミ殿？」

　闇やみの向こうから、ねちゃりとした喋しやべり方で声を掛けてきたのは、正体を隠すようなフードを目深に被かぶった獣人の男性だった。

「御大がここに来るとは珍しい。計画は予定の範囲だ」

　フード男に悪魔召喚師と呼ばれた鼬人ゾマムーゴーミは、声と喋り方で相手が誰だれか分かったようだ。

「しぇしぇしぇ、さすがは皇弟殿下に見込まれた悪魔召喚師殿ですにぃ。しかし、私の耳には魔王の遺物を授けた死霊術士が失敗したと伝わっておりますが、それも予定の範囲ですかにぃ？」

「……知っていたか。もとよりあれは捨すて駒ごま。大魔女の戦力を量る為ためにぶつけたまで」

「しぇしぇしぇ、精神魔法で大魔女への思慕の念を執着に変えられ、敬愛の情を歪ゆがんだ愛情へとねじ曲げられた蛙かえる人もおかわいそうにぃ」

　彼らが話すのはアンデッドの軍勢で要塞都市アーカティアへと攻め込んだ死霊術士ザンザサンサの事のようだ。

「ふん、劣等な他種族が優等種たる我ら鼬人の役に立ったのだ。なんの問題もない」

「しぇしぇしぇ」

　優生思想を語るゾマムーゴーミに向けたフード男の瞳ひとみは冷たい。

「それで肝心の紫月核の存在は確認できたのですかにぃ？」

「送り込んだ使い魔も冒険者に憑ひよう依いさせた魔族も、全すべて大魔女の手の者に討伐された」

「つまり、まだ、という事ですかにぃ？」

　追及するフード男から、ゾマムーゴーミが視線を逸そらす。

「……困ったものですにぃ」

「切り札の上級魔族すら討たれたのだぞ！　なぜ、誰にも従わぬはずの神獣フェンリルが大魔女に協力する！　なぜ、勇者が現れる！　勇者はパリオン神国で魔王を討伐して、勇者の国に送還されたのではなかったのか！」

　呆あきれた様子のフード男の態度に、ゾマムーゴーミが激げき昂こうする。

「情報が古いですにぃ。当代の勇者は二人。サガ帝国の勇者ハヤトとシガ王国の勇者ナナシ。おそらく、樹海迷宮に現れたのは勇者ナナシの方ですにぃ」

「二人だと?!　だが、増殖していた上級魔族を一度に薙なぎ払うなど、勇者の範はん疇ちゆうを超え──」

「しぇしぇしぇ」

「何がおかしい！」

「勇者ナナシは『自由の光』の幹部がシガ王国で召喚した『魔神の落とし子』を滅ぼしてみせたのですにぃ」

「『落とし子』を？　神の化身を人の身で倒したのか？」

「しぇしぇしぇ、シガ王国にいた甥おいの話だと、守護天竜と力を合わせて倒したそうですにぃ」

「天竜が協力したのなら──いや、ありえん。『落とし子』の逸話はフルー帝国以前の遺跡にも残されているが、現代より優れた魔法文明を誇った国々ですら幾つも滅ぼすほどの存在だぞ？　シガ王国を灰にした程度では倒し切れまい」

「シガ王国の被害は軽微だったそうですにぃ」

　ゾマムーゴーミはもう一度「ありえん」と口にした後、雑念を振り払うようにぶるぶると頭を振った。

「そこまで非常識な相手がいるのなら、正攻法は難しい」

「しぇしぇしぇ、潜入工作員なら手配しても良いですにぃ」

「金で雇った連中などいらぬ。召喚した魔族の中には潜入に特化した連中もいる」

「大魔女に感知されるのではないですかにぃ？」

「分かっている。先に大魔女を無力化する」

「無力化できますかにぃ？」

「呪じゆ詛そを使う。魔王『死霊冥めい王おう』の残した遺物を使えば、大魔女を呪のろう事など些さ事じよ」

「しぇしぇしぇ、それは期待できそうですにぃ」

「……とはいえ、遺物を用いた呪詛など軽々には行えん。御大にも儀式に必要な品を融通してもらうぞ」

「しぇしぇしぇ、それで紫月核の存在が確認できるのであればお安いご用ですにぃ」

　フード男は品目は使い魔で送ってくれと言うと、暗闇の向こうに消えた。

「消えたか。だが、魔女を呪ったところで勇者が現れては行動ができぬ」

　ゾマムーゴーミは闇を見つめながら思案する。

「いかに超常的な力を持とうと、勇者とて人間。周辺諸国に禍わざわいの種を蒔まけば、対処に奔走し疲弊するはず」

　ゾマムーゴーミは周辺諸国の将軍や大貴族に魔族を憑依させて混乱を引き起こし、要よう塞さい都市を攻めさせる企たくらみを魔族達に命じた。
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　魔族召喚で魔力を使い果たしたゾマムーゴーミは、椅い子すに深く腰掛け、こぽこぽと音を立てる水槽を眺める。

「紫月核……。それさえあれば、愚神どもに隠された無敵の浮遊要塞を見つけ出し、手に入れる事ができる」

　ゾマムーゴーミが暗闇の中で誰に聞かせるともなく呟つぶやく。

「さすれば、至高なる皇弟陛下に献上し、カガクを信奉する偽りの皇帝を玉座から引き摺ずり下ろす事ができるのだ」

　哄こう笑しようを始めたゾマムーゴーミを、水槽の中の上級魔族は片方だけ再生させた目で、ただ見つめていた。








周辺国家の観光







〝サトゥーです。観光ガイドを読み込んで、どんな場所を訪問するのか決めてから旅行するのも楽しいですが、なんの予備知識もなく体当たりで旅行するのも楽しいものです。もっとも、相応のトラブルに遭遇する覚悟は必要ですけどね。〟






「ここは鼠人達の国なのね」

　アリサが土色のレンガでできた建物を見回しながら言う。

　要塞都市アーカティアを離れたオレ達は、樹海に隣接する周辺国家を観光している。

　今いるのはアーカティアの南西に位置する鼠人の国ラティルティだ。ここなら近いから、ロロになにかあった時にすぐに駆けつけられるからね。

「幼生体……」

「あれは成人」

　ふらふらとハムスター似の蹴鞠鼠ハム人やハツカネズミ似の白毛鼠人の方へ歩み寄ろうとするナナをミーアが止める。

「一口に鼠人と言っても色々な種類の方達がいるんですね」

「ええ、これほど多様な種族だとは思いませんでした」

　ルルやリザが見る先には、カピバラのような見た目の穏鼠人や長い毛をした毛長鼠人に尻しつ尾ぽの豊かな栗り鼠す人もいる。

　言葉は要塞都市アーカティアで使われていた南西諸国共通語と灰鼠人族語に近い南西鼠人族語が使われているようだ。後者はスキルをゲットしたが、南西諸国共通語で十分通じるので有効化アクテイベートはしていない。

「入口が小さい～？」

「建物もちっちゃかわいいのです！」

　表通りの大商会や役所以外の建物は入口が低く、大人の人族には入れないサイズだ。ポチやタマくらいの背丈でも鴨かも居いに頭をぶつけそうな感じかな。鴨居なんてないけど。

　そのせいか、お店は露店が中心のようだ。店舗を構えているのは大商会くらいかな。

「ご主人様、あれを見てください」

　ルルが指さした先の露店で売られていたのは勇者屋の商品だった。

「行商人に融通した先行輸出分だね。売れ行きも良さそうだ」

　商品の包装からして、前に勇者屋まで巻物を売りに来た行商人に売った分だと思う。

　輸送費が高く付いているはずだけど、虫むし除よけや保存食なんかは見ている内にも在庫が減っていっている。この調子で周辺諸国に定着してくれたら、輸出も本格化していくだろう。

　そうなったら、勇者屋も安泰だ。

「くんくん、パンケーキの匂においがするのです」

「にゅ～？　しないよ～？」

　ポチが確信を持った顔で断言するが、タマには分からないのか首を傾かしげている。

「こ、これは──」

　ポチに案内されて辿たどり着いた露店を見て、思わず絶句してしまった。

「コーンだわ！」

「コーン？　これは黄粒だぁ。そのままだと食えたもんじゃないが、麦みたいに粉にしたらそれなりに使えるんだぁ」

　露店の大きな籠かごで売られていたのはトウモロコシだ。軸から外されて粒の状態で売られている。

　ポチの言うパンケーキの香りというのはトウモロコシの匂いだったらしい。そういえばセリビーラの迷宮で歩玉蜀黍ウオーキング・コーンの巨大なトウモロコシの粒を粉にしてパンケーキを焼いたっけ。

「ちょっと試食させてくれないか？」

「ええだよ」

　売られていた五種類の黄粒を順番に口に運ぶ。乾燥させてあるみたいで思ったよりも固い。咀そ嚼しやくしても甘みは感じられなかった。食卓でよく見かけるスイートコーンじゃなく、飼料なんかに使われる事が多いデントコーンに近いようだ。

　それでも使い道は多い。

「買うよ。あるだけ欲しい」

「そいつぁ豪勢だなや。今日は店じまいだぁ」

　軸が付いたのもあったら欲しいと告げると、買い占めに気を良くした店主が畑まで行ってもいできてくれた。しかも籠二つ分に山盛りだ。もちろん、軸付きというか皮で覆われたままだ。

「こんなに買って何か作るの？」

「ちょっと試したい事があってね」

　オレは露店主と別れたあと人ひと気けのない場所に移動し、皮に覆われたままのトウモロコシを手に取り、反対の手にストレージから樹霊珠を取り出す。

「もしかして──」

　オレの目もく論ろ見みを察したアリサにニヤリと笑みを返し、樹霊珠に魔力と願いを流し込む。

「これでいいはずなんだけど……」

　オレは皮を剝むいたトウモロコシの粒を一つ外して口に運ぶ。

　──甘い。

「どう？」

「成功だ。ちゃんとスイートコーンになったよ」

　ダメ元だったけど、明確なイメージがあったせいか上う手まくいった。ダメだったら世代を重ねて甘くするつもりだったけど、樹霊珠のお陰で一回で行けた。

　このスイートコーンの半分はボルエナンの森のエルフ達に育ててもらうとして、残り半分は畑にトウモロコシを買い付けに行った時に提供して、トウモロコシの専門家に育ててもらおう。産地が増えたら、色んなバリエーションができるはずだしね。

　焼きトウモロコシにコーンの天ぷら、ピザやサラダに使うのもいいね。スイートコーンは使い道が多いから、料理のバリエーションがさらに広がりそうだ。

　その前に──。

「でりしゃすなのです！」

「うまうま～？」

「美味」

　人数分のスイートコーンを生成し、茹ゆでトウモロコシにして食べた。

　やっぱり、もぎたてのトウモロコシは茹でるのが一番美お味いしいね。
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　トウモロコシを完食したオレ達は、市場に戻ってショッピングの続きを始めた。

「このバックルがかっこいいと告げます」

「独特の意匠」

　鼠人達は手が小さく器用な者が多いので、緻ち密みつな細工物や織物が豊富だ。ミニマムサイズが多いけど、ちゃんと他ほかの種族用のサイズもあるので色々と買い求める。

　この辺りの国はノーマークだったので、クロとしてエチゴヤ商会に寄った時にサンプル商品として提供しよう。

「冒険者様！　そこの高位冒険者の方！」

「私ですか？」

　リザに声を掛けたのは、裕福そうな毛長鼠人の商人だった。

「はい、その身のこなし、布を巻いた魔ま槍そう！　あなた様はアーカティアの冒険者様ではありませんか？」

「確かにそうですが……あなたは？」

「ぶしつけに声を掛けてすみません。私はミゼヌ商会の番頭をしておりますソムと申します。もし宜よろしければ、私どもの店に足をお運びいただけませんでしょうか？」

　リザとナナが判断を委ゆだねるようにオレを見た。

　何か用事がありそうなので、彼の招きに応じようと思う。裕福な商人なら、この国の名産や名物に詳しそうだしね。

「──骨武器やタウロスの素材ですか？」

　大きな商会の応接間に案内され、甘い香りのするチャイのようなミルクティーを堪たん能のうしていると、番頭のソムさんが本題を切り出した。

「ええ、我が国でもアーカティアの骨武器が大人気でして」

　この国に接する樹海は迷宮化していないはずなのに、厄介者の「錆び蔦ラスト・アイビー」が猛威を振るっているそうだ。

「それなら手持ちがあるのでお譲りしましょう」

　多くは勇者屋の倉庫に置いてきたけど、遊びで作った骨武器はまだまだ大量にある。やらかし系のはそのまま死蔵するとして、各種素材の練習で作ったのはここで売却しても問題ないだろう。

「こ、これは！　どれも名匠の手によるものですね？　私はこれでも武器の目利きには自信があるのですよ。迷宮産でないのは一目で分かりますが、作者を見極めるのはなかなか骨が折れそうです。モートン殿、は違いますね。ザンザサンサ殿のものはもう少し禍まが々まがしいはず。ロッペ殿の系統に近いですが、それよりは何段も出来がいい。う～む」

　彼は骨武器マニアなのか死霊術士の名前を挙げながら唸うなっている。

　たぶん、正解には辿り着けないので、適当なタイミングで値付けに移行してもらう。

　ついでに未加工のタウロス素材も希望されたので提供した。タウロス素材は潤沢すぎるくらい潤沢だからね。

「名剣、名槍ばかりで値付けに苦労いたしました。評価額は色を付けさせていただいて──これでいかがでしょう？」

　なかなか巨額の提示だ。一〇〇本以上の準魔剣や準魔法武器があったとはいえ、シガ王国の金貨換算で金貨二万枚を超えるとは思わなかった。魔剣級の値段だね。

「この価格には朱氷剣と蒼そう炎えん剣は入っておりません。こちらはオークションに出すか、国王陛下に献上して爵位を得る事をお薦めします」

　剣二本で手に入るなんて、爵位が安い。特にいらないし、オークションが終わるまで滞在する気はないので、彼の値付けでそのまま売却した。

「サトゥー様、大変申し上げにくいのですが……」

　金額が膨大すぎて、現金を用意するのに一〇日ほど必要との事だ。

「なら、この店の商品を買って相殺しましょう。黄粒は扱っていますか？」

「それは助かります。黄粒はもちろん扱っております。粉にしたものから、飼料用の粒のままのものまで、馬車に何台分でもお買い求めいただけますよ」

　トウモロコシを買い集める手間が省けたので、空き倉庫を一つ借り受けて、そこに商品を運び入れてもらう事にした。ダメ元で加工前の皮付きトウモロコシを希望したら、そちらも明日の昼までに籠で一〇〇杯分ほど用意してくれるそうだ。さすがは大商会だけある。

　もちろん穀物で相殺しきれるわけはなく、仲間達と一緒にミゼヌ商会の商品を端から端まで見せてもらった。ブライブロガ産という宝石類や大量のシナモンで少しは購入額が増えたが、最終的に秘蔵の土晶珠や大量の土つち石いしで相殺できた。土晶珠は在庫が少ないから助かったよ。土石はタマの忍術でも使うしね。

「この国では土石が多く採れるのですか？」

「ええ、詳細は申せませんが、この国の数少ない名産品です」

　土石の値段がやたら安かったので尋ねたら、予想通りの答えが返ってきた。

　樹海と反対側の耕作地は土が瘦やせており、肥料代わりに土石を砕いて撒まいているほどらしい。土石の採掘所はマップ検索ですぐに分かったので、後でどんな場所で採れるのか遠見クレアボヤンスで視察しておこうと思う。

　取り引きを終え、商会で買い求めた現地風の衣装に着替えてから外に出る。もちろん、現地の細工物もセットだ。

「こうして訪れた国の衣装を着てると、なんだか気分が上がるわね！」

「いえす～？」

「しゃらしゃらしててとってもとっても楽しいのです！」

　年少組が現地衣装でくるくると舞う。

　ミーアは何も言わないが、表情から見てとても楽しそうだ。

「リュリュも楽しいって言ってるのです！」

　ポチの胸元で揺れる竜眠揺篭ドラゴン・クレイドルが白く明滅している。

　ねぼすけ白竜のリュリュも、微睡まどろみの中でポチの楽しい気持ちを感じているようだ。

　夕方まで蟻あり塚づかのような塔が連なるランドマークを見物し、地元の名物を食べ歩く。トウモロコシ粉を使った粉物がバリエーション豊富な上にリーズナブルで美う味まかった。これはぜひシガ王国でも広めよう。

「露店は鼠人以外の獣人達もやってるのね」

「外国からの行商人みたいだよ」

　この国に隣接する国に住む犬人や熊人や蛙かえる人が多いが、犀さい人や狐きつね人や鼬イタチ人といった雑多な種族もいるようだ。

　幾つもの露店を物色していると、ナナが不意に顔を上げた。

「マスター、軍隊が来ると告げます」

　ナナが言うように、外門の方から数百人規模の兵士達がやってくる。この国の正規軍のようだ。

　斥候らしき兵士がやってきて、大通りの人々を下がらせ、大通りの真ん中に軍隊が通れるスペースを確保した。

　人垣の向こうに将軍らしき鼠人や騎士達の姿が見える。将軍や騎士は犀のような騎乗生物に乗っていた。

「にゅにゅ」

「ご主人様──」

　タマとアリサに促されるまでもなく気付いた。

　将軍や主要メンバーに魔族が憑ひよう依いしている。

　この場で手を出すのは色々な意味で危ないから、その場は見逃して夜中にクロとして対応する事にした。
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「血迷ったか、ジバ将軍！」

　宵よいの口くちに訪れた王宮は修羅場の最中だった。

　将軍の肩から生えた魔族の腕が国王を締め上げている。国王は都市核シテイ・コアの力で抗あらがっているが、脱出するほどの余力はないようだ。

「助太刀する」

　オレは腹話術スキルで国王の耳元で囁ささやき、縮地で飛び込んで魔族の腕を自作の聖短剣で斬きり裂いて国王を解放し、将軍が身体からだの前面全すべてを口に変えて食い付いてきたので、即座に蹴けり飛ばす。

　将軍が壁面に激突すると同時に、入口を蹴破って血まみれの騎士達が乱入してきた。

「はよう、乱心者を成敗せよ！」

　味方の登場に国王が声に喜色をにじませるが、騎士達は一瞬で人間の姿を失って魔族へと変じた。

　魔族を引き剝はがして助けたかったが、既に遅かったようだ。

　オレは縮地で近寄り、聖短剣でサクサクと退治する。

　下級魔族ばかりだったようで、特に抵抗らしい抵抗も受けなかった。

「さて──」

　聖短剣をアイテムボックスに収納し、国王に歩み寄る。

「そ、そちは何者だ」

「勇者ナナシ様の従者クロ」

「勇者の従者?!　そうか！　助かったぞ、クロ殿！」

　なぜか怯おびえられていたが、勇者の従者だと告げると急に友好的になった。

　国王は部屋の片付けを侍従に命じ、オレを伴って豪華な応接間へと移動した。国王によると外国からの国賓をもてなす為ための部屋らしい。

「この国では魔族がよく現れるのか？」

「二〇年ぶりだ。結界が張ってある王城に入り込むなど、ありえぬ」

　シナモンの香りがする甘くない菓子を貪むさぼりながら国王が答える。

「もしや──」

　部屋で合流した宰相が口を開いた。

「近ちか頃ごろ多発している商隊の行方不明事件や辺境の村がまるごと壊滅したのも魔族のせいでは」

「ありえるな」

　念の為、事件現場をチェックしておこう。

　この国に到着した時に調べた限りでは、魔族も魔王信奉集団もいなかったけど、遠征から戻った将軍達が魔族に憑依されていたし、ちょっとは調べた方がいいだろう。

「将軍達が遠征していたのはどこだ？」

「樹海迷宮だ」

　なるほど、要よう塞さい都市アーカティアにも出没していたし、将軍達は樹海迷宮で憑依されたのだろう。

「──陛下」

「なんだとジョムジョが?!」

　慌てた様子で現れた侍従長が国王に耳打ちする。

　聞き耳スキルで盗み聞きしたところ、国王に忠実だった第二王子が都市核端末を使って、対魔族用の感知結界や排除結界を無効化してしまっていたらしい。前者は都市の外壁に沿って、後者は王城を守るように張られているはずだったそうだ。

「宰相、これからは魔族討伐に力を入れるぞ」

「御意」

　王国にはフルー帝国時代に作られたという魔族を感知する鈴が幾つもあるそうだ。

「クロ殿には今後も協力を願いたいのだが……」

「悪いが我は多忙だ。常に手伝うわけにはいかぬが、魔族討伐には協力しよう」

　魔族感知の鈴数個と引き換えに、小剣サイズの鋳造魔剣一〇本を渡す。鼠人には丁度いいサイズのはずだ。「英傑の剣」くらいの性能だけど、下級魔族を相手にするには十分だろう。

　爵位を与えて抱え込もうとする国王の勧誘を袖そでにし、国王の命を救った代わりに王女を妻にと言われたが、鼠人のお姫様に恋心を抱けるほど嗜し好こうが広くないので丁重にお断りした。

　命を救った謝礼は国王に貸し一つという事にしたので、いつか何かの機会に取り立てようと思う。
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「水の都」

「イエス・ミーア、蛙の国は水が豊かだと告げます」

　ゴンドラの行き交う水路を見下ろし、ミーアとナナが感想を口にした。

　鼠人の国ラティルティの次に訪れたのは、蛙人の国チプチャだ。この辺りはシガ王国周辺や西方諸国と違って小国の名前の末尾に「ォーク」が付かない。

「ゴンドラに乗るの？　なんだか、ベネチアにでも来た気分ね！」

　アリサがハイテンションだ。気持ちは分かる。

「にゅ～？」

　ゴンドラが水路を進み始めると、タマが水中を覗のぞき込んだ。

「どうしたのです？」

「おうちの玄関が水の下にある？」

「本当なのです！　あんな所にあったら溺おぼれちゃうのですよ！」

　タマとポチがわたわたしている。

　蛙人が暮らす家は水中に入口があるようだ。

「お魚～？」

「オタマジャクシの人なのです！」

　水中を巨大なオタマジャクシが泳いでいた。

「あれは幼生体だと告げます」

　水中に手を伸ばそうとしたタマとポチを、ナナが止める。

　蛙人の幼体は本物の蛙と同じように、オタマジャクシから蛙になるようだ。

「──わぁ」

　ゴンドラが大きな建物の陰を抜けると、視界に広大な湖が飛び込んできた。

「湖の中央にも街がありますね」

　リザが言うように、湖の中央に幾つもの建物があり、それらは水中から生えていた。

　あそこは蛙人達や魚さかな人びと系の種族だけの都市らしい。さっき見かけた水中に入口のある建物で構成されているようだ。

「中央にある白いのがお城かしら？」

「あれはぁ、行政区だケロ」

　ゴンドラの船頭が教えてくれた。

　少し訛なまりはあるけど、南西諸国共通語が使われているようだ。

「あれ、何？」

「あれはぁ、養殖マズナの生いけ簀すだけケロ」

「ナマズ？」

「違う違う、マズナだケロ」

　漁業も盛んみたいだけど、魚の養殖もしているらしい。

「ここの特産って、やっぱ魚とか？」

「魚も美う味めぇが、特産つぅたら『人魚の涙』だケロ」

　船頭によると、そう呼ばれる宝石が名産品らしい。

　実際に人魚──鰭ひれ人ひと族が泣いてできる宝石ではなく、昔の王様が「人魚の涙のように美しい」と言った事で「人魚の涙」と呼ばれるようになったそうだ。

「他ほかにも水みず石いしを使った魔法道具マジツク・アイテムも、外の人に人気だケロ」

　水に囲まれたチプチャの人達には必要ないだろうしね。

「おっきな口の人なのです！」

「カバかしら？　大きな筏いかだを曳ひいてるわ」

　水上都市の方から、たくさんの荷を載せた筏がやってきた。

　水運ではカバが馬の代わりをしているらしい。

「到着したケロ。外の人はここから入るんだケロ」

　ゴンドラが地上部に開いた建物に続く桟橋に止まる。

　ここは対外的な繁華街のようで、水中から入る居住区とは繫つながっていないようだ。

「珊さん瑚ごみたいな質感ね？」

「漆しつ喰くいやコンクリートじゃないだろうし、何でできているんだろう？」

「『マズナの涎よだれ』ケロ」

　露店を開いていた蛙人の店主が教えてくれた。

「マズナって養殖されているっていう？」

「そうだケロ。マズナの血を錬成したマズナ精水と湖底の泥を混ぜて建材にするんだケロ」

　蛙人はそう言って、泥の入った壺つぼとマズナ精水が入った陶器の瓶を露店台の下から取り出した。

「興味があるなら買うケロ？　泥は壺一つで大銅貨一〇枚、マズナ精水は一瓶で銀貨三枚だケロ」

「それは暴利だね。二つで大銅貨四枚くらいが相場じゃないかな？」

　いきなり相場の一〇倍で来たので、相場ぴったりの金額で切り返した。

「一いち見げんさんじゃなかったケロ？　騙だまされたケロ。傷付いたから大銅貨八枚は積んでくれないと立ち直れないケロ」

「大銅貨六枚なら買ってもいいけど、それ以上なら不要だ」

「ま、待ってケロ！　六枚！　六枚でいいから買ってケロォオオオ」

　大根役者な演技をする露店主をスルーして立ち去ろうとしたら、凄すごい速さで袖を摑つかまれて懇願されてしまった。よっぽど売れないのだろう。

　その後もいくつかの露店で土産物を物色しつつ、名物料理の店を探す。

「──なんだと！」

　通りの先で何か人垣ができている。

「もういっぺん言ってみやがれ！　俺様を誰だれだと思ってやがる！」

「うるせぇ！　アーカティアにも行った事がない冒険者もどきが！」

　売り言葉に買い言葉で、冒険者らしい獣人と荒っぽい地元の蛙かえる人が喧けん嘩かを始めてしまった。

　意外に蛙人が強く獣人を蹴り飛ばしたのだが──。

「げっ、あいつ喧嘩で剣を抜いたわよ」

「それはいけませんね」

　リザがオレの方を見たので首肯すると、瞬動で獣人の前に割り込んで、あっという間に剣を取り上げて組み伏せてしまった。槍やりを使わなくてもリザは優秀だね。

「姐あねさん、凄いケロ！　もしかしたら、アーカティアの冒険者ケロ？」

「ええ、最近まで要塞都市にいました」

　リザがそう言うとなぜか歓声が上がり、周りの人達から次々に握手を求められていた。

「どういう事？」

「この国ではアーカティアの冒険者は人気者なんだケロ」

「アーカティアの冒険者達が迷宮の奥で頑張ってくれているから、迷宮が押し寄せてこないんだケロ」

　首を傾かしげるアリサに、蛙人達が教えてくれた。

　なんでも何代か前の王様がそう言って、国民が冒険者になってアーカティアに遠征するのを推奨したそうで、その習慣が今でも続いているらしい。

「まったく、この国の平和はアーカティアのお陰だって言うのに、あのバカ蛙は困ったもんだケロ！」

「しかりしかり！　忘恩のザンザサンサめ！　よりにもよってアーカティアに反旗を翻すなんてとんでもないヤツだケロ！」

　聞いてみると、アンデッドの軍団を作って要塞都市に攻め込んだ死霊術士ザンザサンサの故郷はこの国との事で、地元の有名人だったらしく、最近は彼がアーカティアで騒動を起こした噂うわさで持ちきりだったそうだ。

　ひとしきりケロケロとザンザサンサの悪口や噂話に花を咲かす蛙人達だったが、すぐに湖の水が濁る最新の話題にシフトしてしまった。

　なんでも王宮にある浄水の魔法装置の調子が悪いそうだ。

　王宮サイドで難儀しているようなら手助けもアリかな？　なんて考えつつ、蛙人達と別れ名物料理の店を探しに通りを進む。




「──うわっ」

　アリサが露店で売られていた虫料理を見て引いている。ここの虫料理はリアルなサイズ感もあって余計に苦手みたいだ。

　オレも迷宮では色々食べたけど、見た目が虫そのものみたいな料理はあまり得意じゃない。海え老びやカニくらいのサイズなら普通に食べられるから、単なる偏見か苦手意識だと思うけどさ。

　シガ王国の王城で宰相との昼食会で食べたイモムシ料理は美お味いしかったしね。

「まさか、名物料理ってこれ？」

「露店のはマズナじゃないみたいだよ」

　マップ検索で調べた限りでは、白身の魚のはずだ。

「外の人に虫料理は無理だケロ」

　アリサの表情に気を悪くした様子もなく、蛙人の露店主が笑う。

「そうそう、外の人にはマズナ料理だケロ。うちの店が安くて量も一杯だからお勧めケロ！」

「お客さん、マズナ料理をお求めなら当店が一番美う味まいケロよ！」

　競合店が多いのかオレ達を見つけたマズナ料理店の呼び込みが駆け寄ってきた。

「うちの方が美味いケロ！」

「うちが元祖だケロ！　他の店とは違うケロ！」

「ふん！　うちが本家だケロ！　偽物は引っ込んでるケロ！」

　取っ組み合いが起きそうなほど、呼び込みが激しい。

　地元である蛙人の店が多いが、犬人や鼠人の店も散見される。数は少ないが犀さい人や鼬人の店もあるようだ。

「お客さん、早く来るケロ！」

「お客さん、うちは二割引きにするケロ！」

「それなら、うちは三割引きだケロ！」

　今度は値引き合戦が始まってしまった。

　どの店の呼び子も必死すぎて選びにくかったので、食事を終えて出てくるお客さんが一番満足そうな店を選んだ。

「へー、これがマズナなのね！　白焼きを見る限りだとウナギみたいな魚なのかしら？」

　空間魔法の「遠見」で覗いたところ、マズナはライギョを少しグロテスクにしたような魚だ。味は淡泊で柑かん橘きつ系のレモン塩っぽいので食べると非常に美味しい。

　白米が欲しくなったので、こっそりストレージからおにぎりを出して食べていたら、アリサからもリクエストされたので半分こにした。

「美味です。この透き通った干物が歯ごたえがよく、嚙かめば嚙むほど旨うまみが染み出します」

「ういうい～、貝や手長海老も美味しい～」

「ポチは白身の魚さんが好きなのです！」

　リザが言う透明な干物は、湖クラゲという淡水系のクラゲを干したモノらしい。

「レンコン、美味」

　ミーアが笑顔でレンコン料理に舌鼓を打つ。

　湖の底にある泥の中で育つという巨大レンコンはコリコリしていて非常に美味だ。

「イエス・ミーア、魚料理や干物以外の料理も美味だと同意します」

「こっちの『湖クラゲのツルツル』も美味しいですよ」

「湖クラゲのツルツル」は新鮮なモノをトコロテンのように三杯酢で食べるデザートのような料理だ。イカそうめんのように弾力があって美味しい。

「おい、女将おかみ！　ツルツルに苦みがあるケロ！」

「すみません、すぐ取り替えます」

　個室の外から客の苦情が聞こえた。

　聞き耳スキルに集中すると、女将さんと料理人の話が聞こえてくる。

「苦みがあるって、トノの旦だん那なさんが」

「下ごしらえが足りなかったか？」

「あの旦那は舌が肥えてるからねぇ」

「たぶん、湖の濁りのせいだとは思うんだが、もう少しやり方を考えてみるよ」

「頼んだよ、板さん」

　蛙人が全員ケロケロ言うわけじゃないのか、なんて余計な事が気になったが、さっき通りで聞いた浄水の魔法装置の不具合が名物料理にも影響し始めているようだ。

　美味しい料理を守る為ためにも、ちょっとお節介を焼いてみよう。





◆






　その日の晩、オレはクロの姿で王宮にお邪魔していた。

「装置に合う大きさの水晶珠はまだ届かんケロ！」

　国王の居室から怒声が聞こえてくる。

「『隠れ里』を発たったとの報告が届いてから三日。そろそろ王都に届くはずなのですケロ……」

「なら、なぜ来ないんだケロ！」

「そう仰おつしやいましても……」

　部屋をこっそり覗のぞき込むと、大臣らしき蛙人が王冠を頭に乗せた国王らしき蛙人に詰め寄られて困っている。

「陛下！　大変ケロ！　輸送隊が襲われたケロ！」

　蛙人の女騎士が血相を変えて飛び込んできた。

　水晶珠が重要みたいだから、それをターゲットにマップ検索してみると、特別大きな水晶珠が魔族に憑ひよう依いされた蝙蝠こうもり人に運ばれているのを発見した。

　念の為、空間魔法の「遠見」で確認したところ、返り血を浴びた覆面姿の男で明らかに怪しい感じだ。まあ、魔族が憑依している時点でアウトだろう。

　オレはその場を離れ、閃せん駆くで空を駆け抜けて蝙蝠人の眼前に移動する。

　蝙蝠人はオレに誰すい何かする事なく、飛行速度を落とさずに横を通り過ぎようとしたが、そうは問屋が卸さない。便利な「粘着網ステイツキー・ネツト」の魔法で蝙蝠人を拘束し、地上へ叩たたき落とす。

　柔らかな地面でバウンドした蝙蝠人に閃駆で接近し、衝撃で彼の姿からブレた魔族を摑んで引き剝はがした。

「霊体状態の魔族を摑むなんて不条理っプー」

　鼻に翼が生えた異形の魔族が不平を言う。

　口にあたる部分がないのに、どうやって喋しやべっているのかは不明だ。

「なんの為に水晶珠を奪った？」

「話すわけないっプー。嫌がらせに決まっているっプー」

　話さないと言いつつ、嫌がらせで水晶珠を奪ったと言う。

　魔族に論理的な会話は無理のようだ。

「その話し方は要よう塞さい都市に現れた上級魔族の眷けん属ぞくだな？」

「プックプー、主様は有名っプー」

　魔族は身体からだの中心にある鼻を蠢うごめかせ、鼻息荒く踊り狂う。

「水晶珠を奪ったのは、上位の魔族に命じられたのか？」

「問答は無用っプー！」

　魔族は話を逸そらすように鼻孔を膨らませると、一気に空気を吹きだして土つち埃ぼこりで姿を隠しながら空へと飛び上がる。

　逃がすまいと放った「粘着網」の魔法が着弾する寸前、魔族が空中で弾はじけて閃せん光こうと肉片を撒まき散ちらした。

「──自爆？」

　飛び散った肉片が黒い靄もやになって消えた。

　ログにも下級魔族を討伐したと表示されているし、今の爆発がフェイクでないのは間違いない。

「ということは、仲間への合図か？」

　マップで確認したが、他ほかに魔族や魔王信奉者はおらず、今の閃光を見て逃走を開始した者もいないようだ。

「水晶珠は──げっ、自爆はこの為だったか……」

　水晶珠のマップ検索で無数の欠片かけらがヒットした。

　どうやら、魔族は水晶珠を回収不能にする為に自爆したらしい。

「回収自体は簡単なんだけど──」

　マップ検索した情報を元にロックオンして、「理力の手マジツク・ハンド」を繫つないでストレージに回収するだけのお仕事だ。

　いくつかの大きな塊を除けば砂粒のように細かい。

　小さな粒は安定性が低いのか、掌てのひらの上で空中に溶けて消えてしまった。

　危ない危ない。素早くストレージに回収していなかったら、少なくない量が消滅してしまっているところだったよ。とはいえ、このままだとストレージの外に出せない。

　オレは少し思案し、詳しそうな人に相談するのが一番という結論に達した。

『こんばんは、アーゼさん』

『サトゥー！』

　ボルエナンの森にいる愛いとしのハイエルフ、アーゼさんに「遠話テレフオン」で声を掛ける。

　弾んだ声で答えてくれたアーゼさんに、砕けて粉になった水晶珠を再生する方法がないか尋ねてみたところ──。

『それなら、理力結界マナ・セクシヨンの魔法で覆った場所に、たっぷりの魔力を満たしてから取り出したら大丈夫。全すべての欠片に魔力を通して粘土を捏こねるみたいにゆっくりと珠たまにすればいいわ』

『ありがとうございます、アーゼさん。さっそく試してみます』

『サトゥーの役に立てたなら、私も嬉うれしいわ』

　オレ達は名残を惜しみつつ遠話を切り、アーゼさんから教わった方法を試してみる。

　水晶珠をいきなり試すのは怖かったので、理力結界を魔力で満たしてから、砕いた水石を珠に戻すのをやってみた。

　──難しい。

　急に魔力を注ぎすぎたら莫ばく大だいな水に変わって弾け飛んでしまう。

　ゆっくりと魔力を馴な染じませながら注いで、ギリギリのラインを見極める。





＞称号「水術師」を得た。

＞称号「水流の支配者」を得た。

＞「属性石加工」スキルを得た。






　便利そうな称号やスキルがゲットできたので、有効化してからもう一度やってみた。

　──おおっ。やりやすい。

　水石を一塊にした後は粘土のように成形できる。固まった後だと「石製構造物ストーン・オブジエクト」の魔法がいるけど、この状態だと普通に手や「理力の手」で加工できるようだ。

　──あれ？

　色々と遊んで──慣熟訓練をしていたら、手元の塊が水晶珠になっていた。

　もしかして、と思って時間を掛けて入念に魔力を過剰投入してみたら、水石が小さな水晶珠へと変わる。

　体積がだいぶ小さくなった。

　たぶん、水属性的なモノが足りなくて小さくなったのだろう。

「──賊はまだ見つからんのか！」

「探せ！　我が国の命運が掛かっているのだぞ！」

　聞き耳スキルが山狩りをする兵士達の声を拾ってきた。

　試行錯誤して遊んでいる場合ではないようだ。

　オレは本番の水晶珠の破片や粉を取り出して、一つの水晶珠にまとめ直す。

　魔族の自爆時に失われた部分もあるだろうから、元の水晶珠よりも小さくなっていると思うので、試行錯誤中にできた水晶珠を加えて少し嵩かさ増ししておいてやる。

「あそこだ！　あそこに誰だれかいるぞ！」

　オレは水晶珠を魔力遮断タイプの布袋に入れて、墜落して意識を失ったままの蝙蝠人の傍そばに転がしておく。

　これで万事解決だ。





◆






　──そう思うのは少し早計だったらしい。

「どうして、こうなったケロ！」

　水晶珠が到着したのを見計らって、クロの姿で再訪問した王宮では蛙かえる人の国王が頭を抱えていた。

「装置の鍵かぎの形に育つように一〇〇年掛けて作り上げた水晶珠が、なぜ丸いケロ！」

「もしや、賊が別の水晶珠に入れ替えたのでは？」

「なぜ、そのような事をする必要があるケロ！　少しは考えて喋るケロ！」

　国王が失言した大臣を足あし蹴げにする。

　まさか、自爆で砕ける前の水晶珠が特殊な形をしているとは思わなかったよ。

「このっ、このっ！」

「お、王様、お怒りをお鎮めください」

　おっと、このままパワハラを放置するのもかわいそうだ。

「ずいぶん荒れているな、国王」

「誰だケロ！」

「賊だ！　者ども出あえ！」

　国王と大臣の叫びを聞いた騎士達が飛び込んで来ようとしたので、「粘着網」の魔法で扉のあたりに磔はりつけにする。

「そう慌てるな。我は勇者ナナシ様の従者クロ。お前達に危害を加える気はない」

「勇者の従者ケロ?!」

　驚く国王の手から、水晶珠を取り上げる。

「す、水晶珠が！」

「──見ろ」

　オレは理力結界を張った後、魔法欄から発動した「石製構造物」の魔法で、自在に水晶珠の形状を変化させてみせる。

「変形したケロ！」

「我なら、これをお前達の望む形に変更できる」

「な、何が望みだケロ！」

「湖に穢けがれが広がっては困るのだ」

　せっかくの美お味いしい名物料理の味が落ちたら嫌だしね。

「戯ざれ言ごとを──」

「へ、陛下！」

　大臣が国王に耳打ちする。

　聞き耳スキルによると、理由はともかく、装置の鍵の形にさせるべきだと囁ささやいていた。

「分かったケロ。わしの役に立つケロ」

　蛙人の国王が顎あご髭ひげをしごきながらふんぞり返った。

　その態度はともかく、彼の気が変わらないうちに用事を済ませよう。

　大臣が浄化装置の鍵の形を抜いた型を持ってきてくれたので、それに水晶珠が嵌はまるように加工する。

　成形した水晶珠を受け取った大臣が、それを捧ささげ持って部屋を飛び出して行った。

　しばらくして、兵士達に抱え上げられた大臣が戻ってきて、浄水装置が無事に起動したと息も絶え絶えに報告した。どうやら、片道を走りきったところで体力が尽きたらしい。

「感謝するケロ、勇者の従者──」

「クロだ」

「クロ殿」

　浄水装置が動かない事がよっぽどストレスだったのか、報告を聞いた国王の眉み間けんにあった深い皺しわが消え、朗らかな顔になってオレにハグをして感謝を伝えてきた。

　そのまま宴うたげへと移行し、王族も大臣も兵士も侍女も一緒にケロケロと踊り、酒を酌み交わす。

　この国の名物だという真っ赤な卵酒は、マズナの卵を発酵させて作る独特の癖がある度数の低い酒だ。飲む人を選ぶ酒だが、侍女が運んできた「レンコンのマズナすり身のはさみ揚げ」と非常によく合った。

「我が友、クロよ。何か望みの褒美はないケロ？　そうだケロ！　わしの娘を嫁にやるケロ」

　先の鼠人の国ラティルティといい、国を救われた王様は娘を嫁にやるお約束でもあるというのだろうか？

　国王の横で、ドレスを着た蛙人がまんざらでもない顔でオレを見る。

　蛙人は懐深いようだが、オレの嗜し好こうから外れているので、ご遠慮しよう。

「姫にはもっと相応ふさわしい蛙人の騎士殿がいるはずだ」

　さっきから嫉しつ妬との視線で見る騎士が何人もいるし、蛙人の美醜は分からないけど周りの侍女の甲か斐い甲が斐いしさを見る限り、イケメン蛙人達みたいだしね。

「だが、何も礼をせんわけにもいかないケロ」

「──ふむ」

　正直なところ、湖の穢れが除去できたらそれで十分なんだけど。

「ならば、『人魚の涙』の交易権はどうだ？　我が配下の商会がシガ王国との交易を望むかもしれん」

「おお！　大国との交易は我が国としても望むところ！　ぜひとも交易を始めたいですな！　国王陛下！　ぜひともお受けくだされ！」

　大臣の一人が凄すごく乗り気で、猛烈な勢いで国王に働きかけた。

「う、うむ。大国との交易は確かに国益に適かなうケロ。交易権を進呈する事に異論はないケロ。だが、それは我が国にも利益のある事ケロ。クロへの礼にはならんケロ」

　それで十分なのだが、国王はなかなか折れてくれない。

「陛下、あまり困らせてはいけませんわ」

　蛙人の王妃様が国王に取りなしてくれているが、国王は頑かたくなだ。

　その王妃の胸元に珍しいモノを見つけた。

「そのネックレスの宝石は闇やみ石いしか？」

「まあ、お分かりになりますか？　闇晶珠を使った護身の魔法道具ですの」

「そうだケロ。我が国の湖の底にある洞どう窟くつで採れ──」

「──陛下！」

　国王が口を滑らせたのを、大臣達が慌てて止める。

　慌てすぎて国王が大臣達の下敷きになっているので、早めにどいてあげてほしい。

「我は何も聞いておらん。それより、王妃。そのペンダントを少し見せていただいてもいいだろうか？」

「これは国宝なのですけれど──救国の英雄にお見せするくらいは構いませんわね」

「感謝する」

　王妃の差し出すペンダントを受け取り、闇石に刻まれたルーン文字や台座に刻まれた魔法陣をつぶさに読み取る。

　これは闇系の障壁を出すタイプの魔法道具だ。攻撃魔法のみならず、炎や酸なんかの攻撃も防げるだろう。おおよその仕組みは分かったので、帰ったら闇石や闇晶珠を使って試作してみよう。

「素晴らしい護身具だ」

　オレはそう言って王妃にペンダントを返す。

　これで礼は十分だと国王に言ったのだが、彼はどうしても形に残る礼がしたかったらしく、王国の有名魔法道具師が作ったという水石の工芸品をプレゼントしてくれた。非常に見栄えのする品なので、エチゴヤ商会の本店ホールにでも飾らせてもらうとしよう。





◆






「これで五ヶ国目？」

「いや、六ヶ国目だよ」

　蛙人の王国を出たオレ達は三日おきくらいに樹海周辺の小国を巡り、ようやく最後の一国であるブライブロガ王国へとやってきていた。

　ここからさらに足を伸ばしたら、エルフ達のいるブライナン氏族の森があるんだけど、研究好きのエルフ達に捕まったら、何ヶ月も滞在する事になりそうなので、今回の訪問予定はない。

　このブライブロガ王国は妖よう精せいレプラコーンの国だけど、獣人や他ほかの妖精族も多い。さすがに引きこもり体質のエルフ達はいないようだ。

「ここにも魔族がいるのかしら？」

　アリサがうんざりした顔でぼやく。

　ここまでの五ヶ国ではどの国でも下級魔族が暗躍していたのだ。

「いや、ここは大丈夫みたいだ」

　マップ検索した限りでは魔族も魔王信奉者もいない。

「長い鼻～？」

「ゾウさんなのです！　キリンさんは見た事ないけど、ゾウさんは見た事があるのですよ！」

　この国では象が荷役に使われているようで、けっこうな数が飼われている。シガ王国でも、この国のスマーティット王子一行が使役していた。

　植物と建物が融合したような独特の建築が建ち並ぶメインストリートを進み、名産らしき多種多様な果物を味見しつつ大人買いしていく。粒の小さい果物が多いけど、どれも甘くて美味しい。

　もの凄く多様なハーブが売られており、ハーブの専門店まであるようだ。露店で売られている料理にも、ふんだんにハーブが使われていて味が多彩だ。

「この国も暑いわね。やっぱ樹海に隣接しているからかしら？」

「たぶんね」

　都市核の力で気候を調整できるとはいっても、国境に物理的な壁があるわけじゃないから、周辺国の気象に影響を受けてしまうのだ。

「綺き麗れい」

「イエス・ミーア。宝石や宝石細工が潤沢だと告げます」

　この国は宝石や銀の産出で大陸南西部一を誇り、シガ王国にも色々な種類の宝石を輸出している。

「安いわね」

「シガ王国の三分の一くらいかな？」

　価値の高いモノは店頭に並んでいないけど、見た感じだと凄すさまじくお買い得だ。

　宝石は魔法道具や錬成でよく使うし、加工中に出る屑くず石なんかは本当に二足三文なので、あとで大人買いしていこうと思う。

「くんくん、シオの香りがするのです」

　ポチが鼻をスンスンさせて潮の香りを嗅かぎ取った。

　このブライブロガ王国は海に面している。

「久々に海の幸もいいかもね」

「ポチが案内するのです！　シオの香りはこっちからするのですよ！」

　ポチに手を引かれ、港の方へと足を向ける。

「マスター、どこかで見た事のある船を発見したと報告します」

　ナナが見つけたのはオール付き帆船のような大型船だ。

「……イタチ」

　リザが憎々しげに呟つぶやくのを聞き耳スキルが拾ってきた。

　彼女が言うように、あれは鼬イタチ帝国の商船だ。甲板にも多くの鼬人の商人や船乗りが見える。これまでの国にも鼬人の行商人達が進出していたけど、上う手まい具合に接触していなかったんだよね。

　リザにどう声を掛けようか迷っていると、予期せぬ方向から姦かしましい声が聞こえた。

「あー！　あんた達！」

　振り返った先にいたのは、要よう塞さい都市アーカティアにいるはずのウッシャー商会のケリ嬢だった。

「奇遇じゃない、ケリ子たん」

「うん、偶然──じゃない！　ケリ子たん言うな！　私の名前はケリナグーレ！　略すのも、変な敬称を付けるのも禁止！」

　アリサの気安い言葉に笑顔で答えたケリ嬢だったが、すぐに自分の名前を変な風に言われたのに気付いて、ハイテンションで訂正させた。

「あんた達は故郷に帰ったんじゃなかったの？」

「帰る前に寄り道していたんですよ。要塞都市はいかがですか？」

　ケリ嬢からロロの様子を聞かせてもらう。

「ロロが心配なんでしょ？　あの子なら大丈夫よ。ティアさんもいるし、子犬やゴーレムが守っているから。もちろん、ハムの子達もね」

　分かっているわよと言いたげなケリ嬢が詳しい話を色々と聞かせてくれる。

「そなた、サトゥーではないか？」

　旧交を温めるオレ達に声を掛けたのは、この国のスマーティット王子だった。彼の横にはケリ嬢の秘書であるトマリトローレさんの姿もあった。

「ふむ、ウッシャー商会の娘と知り合いか？」

「はい、殿下。要塞都市アーカティアでは商売敵でした」

「──ちょっ」

　オレの冗談にケリ嬢が焦って、ぴょんぴょん跳ねてオレの口を塞ふさごうと騒ぐ。

「お嬢様、殿下の御前です」

「だ、だって、トマリ！」

　トマリトローレさんがケリ嬢をホールドして落ち着かせる。

「サトゥーさんは殿下とお知り合いだったのですか？」

「そうだ。サトゥーは余が巫山戯ふざけ卿きように任じた者なのだ！」

　彼女の問いに答えたのは、スマーティット王子だった。

「「巫山戯卿！」」

　ケリ譲とトマリトローレさんが同時に叫んだ。

　そういえばレプラコーンにとって、巫山戯卿はけっこうな地位なんだったっけ？

「ご無礼をお許しください。サトゥー様が巫山戯卿様とは知らず……」

　頭を下げたケリ嬢がスカートの裾すそを握りしめている。

「別に気にしなくていいですよ。無礼でも不快でもなかったですし」

　ケリ嬢が少しホッとした顔をし、なぜかスカートの裾を少し持ち上げた。

　カーテシーみたいな淑女の礼のブライブロガ王国版かな？

「どうぞ？」

「何？」

「スカートをめくるんでしょ？」

　──はあ？

「めくらないの？」

「めくりません」

　上目遣いで見るケリ嬢にきっぱりと言う。

　幼い少女に悪いた戯ずらする趣味はないし、何より冗談でもそんなそぶりを見せたら、鉄壁ペアにギルティ判定されちゃうからね。

「お嬢様でご不満でしたら、私のスカートを」

　今度はトマリトローレさんがタイトスカートをたくし上げながら色っぽい視線を向ける。

「ですから、しません」

「なんだと?!　巫山戯卿なら悪戯をするものだ！」

　スマーティット王子が憤慨する。

　どうやら、巫山戯卿は悪戯をするモノらしい。

　それでケリ嬢もトマリトローレさんもあんな素すっ頓とん狂きような事を言い出していたのか。

「そんな事より王子。少しお耳に入れたい事が──」

　話をうやむやにする為ために、スマーティット王子に周辺諸国で暗躍する魔族の事を伝えて注意するように警告した。

　その後はケリ嬢を道連れにして、王城でスマーティット王子や国王からの歓待を受けた。

　宴うたげのメイン料理はシガ王国の宰相との昼食会でも出た「ブライブロガ大芋虫の丸焼き」で、本場の実力を遺憾なく発揮した素晴らしい味だった。見た目で逃げ出そうとしたアリサだったが、切り分けて原形を失った後は素敵な香りと味に悔しそうな顔でお代わりをしていた。

　宴も後半になり、席を立って社交に励む時間になると、スマーティット王子の客であるオレ達の所に、ブライブロガ王国の官僚や大商人達が挨あい拶さつ回まわりにやってくる。

「大芋虫は嫌悪感を顕あらわにする外国の方も多いのですが、ペンドラゴン卿は最初から好意的に見てくださっていて嬉うれしかったですぞ」

「しかりしかり。さすがはエルフのミサナリーア様のお供を務めるほどのお方だ」

「スマーティット殿下が巫山戯卿の地位を与えたのも納得というもの」

　美お味いしい料理を堪たん能のうしただけで、最初から好感度マックスなのは嬉しいね。

　観光副大臣としての責務を果たすべく、ブライブロガ王国の名所や名物を色々と教えてもらい、一いち見げんさんお断りな格式の高いレストランの紹介までしてもらえた。

「しぇしぇしぇ。ペンドラゴン閣下は人気者ですにぃ」

　ねちゃっとした喋しやべり方で輪に入ってきたのは、鼬人の商人だ。この地方に合わない暑そうな服装だし、港にあった大型船の関係者だろう。

「初めまして、ペンドラゴン閣下。私は鼬帝国のデジマ島で店を構えます、スァーベ商会のトリミーソーリと申しますにぃ」

「スァーベ商会というとシガ王国にも店舗がある？」

「ええ、シガ王国支店はホミムードーリ殿が取り仕切っているですにぃ」

　やはり、王都で知り合った鼬人の商会と同じだったか。

「この国にも有人ゴーレムやゴーレムの部品を？」

「しぇしぇしぇ。他にも色々と工業製品や浄化装置を持ち込ませていただいておりますにぃ」

　語尾が気になる。魔族に憑ひよう依いされていないか、思わずＡＲ表示を確認してしまったよ。

　──というか工業製品？

「スァーベ商会のコギョー製品はどれも均一でどのように作っているか気になり申す」

　ブライブロガ王国の大臣が腕を組みながら難しい顔でイタチ商人を見る。

「申し訳ございませんにぃ。デジマ島までいらしていただいたとしても、工場の見学をするにはデジマ島を治める皇弟殿下のご許可が必要となりますにぃ」

「ふむ、やはり国家機密か……さすがは大陸東方に帝国を築くほどの国という事か」

　オレも見学してみたいけど、鼬人の国に行くのはリザが嫌がりそうだし、当分は見送りかな。

「そういえば、浄化装置というのは？」

「瘴しよう気きを浄化する装置ですにぃ」

「神聖魔法のような感じですか？」

「いえいえ、瘴気を秘密の方法で装置内に吸着させて、周囲の瘴気を除去するのですにぃ。溜たまった瘴気の除去や装置の整備は無料で行っておりますにぃ」

「樹海迷宮に隣接する国や要塞都市アーカティアで売れそうじゃな」

「しぇしぇしぇ。もちろん、一番の売り込み先ですにぃ」

　要塞都市は既に幾つもの浄化装置があるから必要とされるかは微妙だし、何より迷宮の奥地にあるからメンテナンスの負担が大きそうだ。

「ペンドラゴン閣下──」

　イタチ商人がオレに話しかけようとした時、ホールの照明が一斉に消えた。

　周囲から動揺したような声が聞こえるが、歓声を上げている人の方が多いから、何かのイベントだろう。

「諸君！　悪戯はしておるかぁあああ！」

　スポットライトが珍妙な格好をしたレプラコーンの男性を暗くら闇やみに浮かび上がらせる。

　──マジか。

　あのイケオジ風の男性はスマーティット王子の父親──この国の王様らしい。

「パイ投げの時間だぞぉおおおおおおお！」

「「「うぉおおおおおおおおおおお！」」」

　照明が復活し、いつの間にかあちこちのテーブルにクリームパイが積み上げられていた。

　右後方から飛んできたクリームパイを避よけると、目の前にいたイタチ商人の顔面に直撃する。飛び散るクリームを浴びないようにバックステップで回避し、お盆シールドや燭しよく台だいでクリームパイから仲間を守るナナの傍そばに移動する。

「食べ物で遊んじゃダメ～？」

「そうなのです！　お菓子は食べる為にあるのですよ！」

　ナナが打ち落としたクリームパイはタマとポチがキャッチし、リザが妖よう精せい鞄かばんに収納している。

　明日あしたのオヤツはクリームパイに決定のようだ。

「まったくです。食糧で遊ぶなど、レプラコーンの王には反省が必要ですね」

「ん」

　憤慨するリザにミーアが同意している。

「なかなか美味しいけど、ちょっとくどいわね」

「クリームに使っているバターのせいじゃないかしら？」

　アリサとルルはクリームパイの味見中だった。

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　クリームパイの甘い香りに誘われてリュリュがポチのペンダントから現れて、身体からだでキャッチした座布団サイズのクリームパイに頭を埋うずめるようにして堪能していた。

「甘みがちょっとくどいね。砂糖じゃなくて糖とう蜜みつを使っているんじゃないかな？」

「理力の手」でナナをアシストしながら、オレも一口味見してみた。

　クリームパイ合戦の後半は、全く被弾しないナナを集中砲火する感じだったが、ナナは最後まで一滴のクリームを浴びる事なく防ぎきった。

　感動した国王がナナに「防衛王」の称号と勲章をくれると言っていたが、ミーアと獣娘達から食べ物を悪戯に使うのはダメだと説教されていた。

　うん、不敬罪とか言い出す王様じゃなくて良かったよ。




　オレ達はブライブロガ王国で数日を観光して過ごし、たっぷりの宝石や銀を購入して用事を済ませた。スマーティット王子の紹介で知り合った商会から、名物の花茶の茶葉も極上のが手に入ったし、大満足の滞在だった。

「──ロロ達の様子はどう？」

　空間魔法で要塞都市の様子を見ていると、アリサが後ろから声を掛けてきた。

「今日も元気にしているよ」

　勇者屋は繁盛しているし、ロロも従業員達やハムっ子達と一緒にてんてこ舞いだけど、とても充実した日々を過ごしているようだ。

[image: ]

　たまに不心得なクレーマーも来るみたいだけど、子こ狼おおかみモードのフェンや元冒険者の店員達が追い払っている。権力を振りかざそうとする人はトーヴァン氏が対応しているし、彼が対応しきれない相手はティアさんが相談に乗ったり、力を貸したりしているみたいだから問題なさそうだ。

「……そろそろ、樹海周辺から離れようか」

「うん、頃ころ合あいよね」

　いつでもロロのフォローができるように樹海周辺の国にいたけど、もう過保護に見守っていなくても大丈夫そうだ。

　勇者屋やロロに何かあったら、ロロの影に潜ませたコウモリが教えてくれるし、そろそろシガ王国方面に戻るとしよう。








幕間：大魔女






　大魔女様の優雅な一日は、一杯の紅茶で始まる。

「さあ、今日もお仕事頑張りましょう」

　遠く下界の人々の生活を見下ろしながら、ゆったりと紅茶を置くと、業務開始のベルを鳴らす。

　それを待っていたかのように、大魔女の弟子達が書類を抱えて飛び込んできた。

「ティア様！　水源の赤化現象は収まりました」

「良かった。それで原因は？」

「迷宮の瘴気が主な原因でした。こちらに詳細をまとめてあります」

「ありがとう──瘴気浄化装置の経年劣化が激しいのが遠因か。確か、どこかの商会が売り込みに来ていたわね？」

「はい、スァーベ商会です。試験的に一台入れてみますか？」

「そうね。今の浄化装置が壊れる前に、試用しておいた方がいいわね」

　ティアは新しい装置の購入を弟子の一人に命じ、次の案件に移る。

「『城』内部の探索隊の編成が完了いたしました。隊長にはティガーさんを任命しています」

「それなら安心ね。罠わなはまだ残っているはずだから、特に注意するように伝えてね」

「ティア様、モロク司祭が死霊術士ギルドで揉もめているそうです」

「なんでまだいるのよ！　しばらく手が離せないから、警備兵を連れて仲裁に行って」

「分かりました。お任せください」

　その後も、ひっきりなしに弟子達が大魔女に報告と相談に訪れる。

　お昼をとうに過ぎても業務が尽きる事はなく、大魔女は空腹を感じる暇もなく業務に忙殺されていた。

「ティア様、そろそろ休憩をお取りください」

　軽食をテーブルに置いた筆頭弟子が大魔女に声を掛ける。

「ありがとう。もうそんな時間？」

「お昼どころか、もうおやつ時ですよ」

「あらら、気付かなかったわ」

　肉多めの軽食を口に運びながら、大魔女が軽口を叩たたく。

「ふむ、今日も魔族の気配はなしか……」

「魔族の侵入は一段落したようですね。何が目的だったのでしょうか？」

「さあ？　要よう塞さい都市は魔族が狙ねらいそうなモノが多いから」

　大魔女は肩を竦すくめて筆頭弟子の問いをけむに巻く。

「それより、頼んでおいた件は何か分かった？」

「ザンザサンサに遺物を渡したのは、餓狼級冒険者の鼠人でした。ここまでは目撃者もいて追うのが簡単だったのですが、件くだんの鼠人は既に迷宮で死亡しており、黒幕まで辿たどり着く事ができませんでした」

「そう、ありがとう」

　大魔女は軽食の残りを口に詰め込みながら思考する。

（たぶん、魔族をけしかけてきた奴やつらと同じよね？　わざわざザンザサンサを使った目的は何かしら？　邪神殿の魔王骸がいが目的なら、わざわざ要塞都市を狙う必要はないはずだし……。やっぱり、あの一件は攪かく乱らん目的だったと見るのが妥当ね。だとしたら、最終的な狙いは源泉から魔力を吸い上げる偽核フエイク・コアに違いないわね）

　大魔女は空になった皿の上で手を彷徨さまよわせる。

　筆頭助手は何も言わずにアイテムボックスから取り出した新しい皿と取り替えた。

（偽核の正体が紫月核だっていう事は、付き合いの長い筆頭弟子のリミにも教えていない。どうやって、知ったのやら……）

　軽食を摑つかんだ大魔女が、それを口に運びながら思考を重ねる。

（それよりも……私に何かあった時に、紫月核を引き継げるのは私の子孫であるロロだけ。この事をあの子に伝えなければいけないけれど──）

　大魔女は軽食を運ぶ手が止まるほど悩んだが、すぐに結論を出した。

（──まだ早いわ。せめて、恋人を作って結婚し、子供を作ってからでも遅くない）

「ティア様、いかがされましたか？」

「なんでもないわ」

　心配する弟子にそう告げ、最後の一切れを口に押し込んだ。

（ロロの伴はん侶りよとして相応ふさわしいのは、今のところサトゥーさんくらいかしら？　要塞都市は人族が少ないのがネックよね。彼をここに引き戻すにはどうすればいいかしら？　権力欲や色欲はなさそうだし、知識欲や好奇心を刺激するのがいいかしらね）

　大魔女は的確にサトゥーの嗜し好こうを把握していた。

（朴念仁と奥手じゃ恋愛は盛り上がりにくいし、特製の惚ほれ薬でお膳ぜん立だてしようかしら？　きっかけさえあれば若いんだし、あとは子供の一人や二人はぽこぽこ作ってくれるでしょ）

　食後の紅茶を傾けながら、そう結論付ける。

　当人にとっては余計なお世話だが、大魔女は真ま面じ目めにそう考えていた。

「さて、午後のお仕事も頑張らないと、ロロの顔を見に行く時間が作れないわ」

　腕まくりをした大魔女の前に、朝の倍はある書類が運び込まれてきた。

「──リミ？」

「これを片付けたら、明日は遊びに行く時間が作れます」

「分かった……」

　大魔女は口から魂が抜け出そうな顔で書類の束に取りかかった。

　今日も深夜まで執務室の明かりが消える事はなさそうだ。








碧領







〝サトゥーです。綺麗に整備されていた堤防に、夏場になると一気に雑草が生い茂るのを見ると自然の力強さを感じます。それが何十年も放置されている原野なら、畏怖すら感じるのです。〟






「ご主人様、一刻で移動できる範囲にいた大型の魔物は駆逐して参りました」

「ご苦労様。ルルがあっちで軽食を用意しているから休憩しておいで」

　オレは「石製構造物ストーン・オブジエクト」の魔法で作った塔の横に、兵舎用の建物を「家作製クリエート・ハウス」の魔法でポンポンポンと量産していく。

　ここはシガ王国の南西にある広大無辺な魔物の領域──碧へき領りようだ。

　オレの友人で元シガ八剣のゴウエン氏が、そろそろ碧領の外縁部に到着しそうだったので、廃はい墟きよとなっていた開拓拠点を少し整備している。

　掘っ立て小屋のような廃屋を解体し、緑に吞のまれていた狭い囲いの中を縦横数十倍くらいの範囲で森を切り払って整地をして広げ、そこにゴウエン氏や犯罪奴隷部隊ムラサキを収容できるだけの建物を用意し、ついでに自給自足できるように十分な広さの畑と井戸をいくつか、ついでに洗濯や排水の為ための水路を造って川の水を引き込んだ。

　川は少し遠くてピラニアも真っ青なくらい好戦的な魚が数多くいたが、食糧にもなりそうなので水路の端に付けた水門に強めの魔物避よけを設置するだけにしておいた。

「ほんと、ご主人様がやると開拓って言葉が、開拓ゲーム並みにイージーになるわよね」

　間違って水路に落ちないように一メートルくらいの柵さくを、土壁ウオールの魔法でサクサク造っていると、アリサが呆あきれたような声でぼやいた。

　そのアリサは空間魔法で、オレが伐採した木々の枝を払ってくれている。

　その横ではミーアが使役するゲノーモスが枝を運び、小シルフが葉っぱやゴミを掃除してくれていた。

「ご主人様、獲物なのです！」

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　ポチと白竜のリュリュが巨大な蛇の魔物を引き摺ずって戻ってきた。

　観光中はポチの竜眠揺篭ドラゴン・クレイドルに潜り込んで眠ってばかりだった白竜も、戦闘の気配を感じてすぐに目覚め、ポチと一緒に狩りを楽しんでいる。まったく、戦闘生物らしい習性だ。

「ごしゅ～」

　偵察に行っていたタマが戻ってきた。

「もうそろそろ来る～？」

「思ったよりも早かったね」

　ゴウエン氏達の一行が山一つ向こうに到着したようだ。

　まだ兵舎の内装ができていないけど、簡易トイレと風ふ呂ろ場ばと厨ちゆう房ぼうなんかの水回りや人数分の簡易ベッドは用意したから、あとは積み上げた丸太の山から自分達で造ってもらおう。

　ここは碧領の端で近くの小源泉から離れているから魔力供給源は旧型の魔力炉だけだけど、このくらいの規模なら問題ないだろう。元からあった拠点用の魔力障壁発生装置も旧型だったけど、魔力炉と一緒に整備してあるから新品同然の使い心地のはずだしね。

「皆みんな、集まって。撤収するよ」

　斥候らしき先遣隊が山を越える直前に、オレ達はとりあえずの開拓基地の設営を終え、かなり離れた場所にある碧領の森に埋もれた都市跡へと撤収した。





◆






「今日は北にいた帝王蛇エンペラー・サーペントの巣を攻略して参ります」

「腕が鳴る～？」

「ポチの腕もりんりん鳴っているのです！」

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　獣娘達が白竜と一緒に黄金鎧よろいのフル装備で気勢を上げる。

　ここは碧領の中心にある都市跡の一つだ。南西諸国を観光していた頃に、黄金装備用の強化外装を試作したので、その性能評価と試運転を兼ねて解放してみた。

「ご主人様は今日も都市跡の改造？」

「整地が終わったし、今日は農地を作るよ」

　旅の間にゲットしたキャッサバやトウモロコシの畑を作ろうと思う。主に自分達の消費用だ。

　たぶん、魔法ですぐ終わってしまうから、その後は都市核シテイ・コアの様子を見に行くとしよう。

　都市核を掌握してから、都市防衛機能を有効化アクテイベートする命令だけして放置していたんだよね。

「傾注。飛空小艇の準備ができたと告げます」

　ホバークラフトみたいな外見の超小型飛空艇からナナが皆を呼ぶ。

　この自動車サイズの飛空小艇は、狩り場への送迎用に余りパーツと魔物素材でちゃちゃっと造ってみた。

「お弁当は持ったかい？　怪け我がをしないように行くんだよ」

「ん、ばっちり」

「ご主人様のお昼ご飯は保温庫に入れてありますから、後で食べてくださいね」

「ありがとう、ルル」

　飛空小艇に乗り込んだ仲間達が、レベル六〇超えのボス級の魔物を狩りに向かった。

　この碧領はあちこちにレベル五〇超えの魔物が多数生息しているので、仲間達の修行の為に少し寄り道している。

　オレは碧領の中に残り六つほどある都市跡を順番に解放していこうと思う。

　そんな事を考えながら、「農地耕作カルテイベーシヨン」の魔法で広大な畑を作り、キャッサバの苗やトウモロコシの粒をミニチュアサイズのゴーレム達に植えさせていく。掌てのひらサイズのゴーレムがわちゃわちゃと農作業する姿はなかなか和む。

　目視しながらの植え付けには使えるけど、農作業を完全に委託するにはエルフ達の魔法装置でコア部分を作る必要がありそうだ。魔法で造ったゴーレムは戦闘や単純労働ならできるけど、状況に応じて臨機応変に行動するのは苦手だからね。

「畑はこれで良しっと。サトウキビも栽培したいし、次はもう少し気温の高い南側の都市跡を解放しようかな？」

　そんな独り言を呟つぶやきながら都市核の間へ向かう。

　仲間達がいないと、つい独り言を言ってしまうね。





◆






『ご主人様、拠点にいないみたいだけど、どこにいるの？』

　アリサから「無限遠話ワールド・フオン」が届いた。

　遠話テレフオン用に目印の刻印板を持っていたお陰で、相手の場所が遠くても上う手まく通信できたようだ。

「他ほかの都市跡だよ。ちょっと必要な物があったから、回収に来てたんだ」

　碧領拠点の都市核を調べたら、この都市跡の地下に軽作業用の「生ける彫像リビング・スタチユー」のストックと生産・調整施設がある事が分かったので確認に来ていたのだ。

　アリサに都市の一つを解放して、地下施設を復活させていた事を伝えると──。

『えー！　そんな楽しい事をするなら、わたし達も呼んでくれないと！』

「ごめんごめん、ちょっと回収するだけのつもりだったんだよ」

　一〇〇〇体近くストックしてあるはずのスタチューの大多数は天井の崩落に巻き込まれ、長期保存用の固定化の魔法が解けて壊れていたけど、土砂や瓦が礫れきを回収して確認したところ七〇体ほどはそのまま使えるくらい良好な状態で発見できた。

　残りの過半数もボディーが損傷しているものの修理すれば使えるし、それ以外もコア部分は再利用できる。生産システムは壊れていたけど、エルフ師匠達に相談したら修理できないか確認してくれる事になった。たぶん大丈夫との事なので期待している。

　調整システムはちょっと修理したら動くようになったので、無事だった五〇体に農作業用のプログラムを、残り二〇体に清掃用のプログラムをダウンロードしているところにアリサから通話があったのだ。

『夕方までずっとやってて？』

「もう夕方だったのか……」

　熱中しすぎて時間を忘れていた。

「悪い悪い、すぐに戻るよ」

　アリサに詫わびて、スタチュー達の再プログラムを調整システムに委託して「帰還転移リターン」で拠点へと帰った。

　もちろん、魔物に再支配されないよう都市跡の防衛システムは再起動してある。

　他の都市跡の地下には魚の養殖システムや保存食生産工場などもあるみたいだし、明日以降は仲間達と一緒に都市跡の解放をして回ろうと思う。

「ただいま」

「おかり～」

「お帰りなさいなのです！」

　拠点に戻るとタマとポチがすぐに飛びついてきた。

　出遅れたミーアや他の子達も駆けてくる。

「お土産がいっぱいあるのです！」

「影石もあるる～？」

　タマが大きな影石を掲げる。

「ずいぶん大きいね。どうしたんだい？」

　他の属性石は魔物から採れる事もあるけど、影石が採れた事は一度もない。

「移動中の谷間で見つけました」

「谷間が真まつ闇くらですぐに気付いたと報告します」

「石炭の鉱脈か闇やみ石いしかと思って調べたら、影石だったのよ」

「いっぱいあった～」

　タマが妖よう精せい鞄かばんからざらざらと影石を取り出してきた。

「行きと帰りで見た感じ、影石ができていたのは一日中、影が落ちる場所みたい」

　それなら洞どう窟くつでいくらでも採れそうだけど、そっちでは見た事がない。

　他にも何か条件があるのだろう。

「忍術に使うし、タマが持っておくか？」

「にゅ～、タマはこれだけあればいい～？」

　タマが礫つぶてサイズの影石を十数個と拳こぶしサイズの影石を一個だけ手に取った。

「全部持っていてもいいんだよ？」

「にゅ？　これだけあれば十分～？」

「分かった。オレが保管しておくから必要になったら言うんだよ」

「あい」

　属性石は保管が難しいそうだし、ストレージに保管しておこう。

　──そうだ。

　水みず石いしを水晶珠にした時の要領で、影石を影晶珠にアップグレードしてから、タマの黄金鎧に組み込んでおいてやろう。

　そうしたら影魔法──じゃなかった、影系の忍術をいつでも使えて便利だよね。

　そんな事を思いついてしまった為に、この日も結局徹夜で黄金鎧のバージョンアップに勤いそしむ事になってしまった。

　疲れがすぐ取れて睡眠が短くても平気な身体からだだと、ついつい趣味を優先しちゃうよね。





◆






「ベヒモス、──天変地異デイザスター」

　ミーアの命令を受けたベヒモスが大地を割り、轟ごう雷らいの雨を降らせる。

　巨大なボス級の魔物やその眷けん属ぞくが地割れに吞のまれ、地の底から吹きだしたマグマに焼かれてその生涯を終えていく。

　タマの黄金鎧を改造してから三日が過ぎ、残り五つの都市跡も解放を終え、故障した地下設備の修理をエルフ達に任せ、今日はミーアと出かけていた。

　なお、地下設備の修理はオレも一緒にするはずだったのだが、予定していたボルエナン氏族のエルフ達だけでなく、なぜか研究好きなブライナン氏族とベリウナン氏族まで来訪してしまい、オレの参加余地がないほど楽しそうに修理や魔改造をしている。

　指を咥くわえて眺めているところにミーアがやってきて、一人だけ必要経験値が多くて他の子達とレベル差が開いてしまっている彼女のレベルを調整する為ために手伝ってほしいとお願いされたので、こうして二人でお出かけしているのだ。

「勝利」

　ミーアがＶサインをベヒモスに送る。

　狩りは基本的にミーアが召喚したベヒモスが蹂じゆう躙りんする感じだ。

　ベヒモスもパーティーメンバーとしてカウントされるらしく、ミーアにも順調に経験値が入っているので問題ない。

「次に行こうか」

「ん、待って」

　ミーアを抱えて天駆で移動しようとしたら、何かを見つけたミーアが待ったをかけた。

　どうやら、美お味いしそうな茸きのこを見つけたようだ。

「サトゥー、手」

　ミーアのリクエストに応じて、手を繫つないで一緒に茸の群生地に歩み寄る。

　──え？

　急に視界が変わった。

　前方に今まで存在しなかった遺跡が現れたのだ。

　素早くマップに視線を走らせると、碧領のマップではなく「異界：切り取られた大地」に変わっていた。

「サトゥー？」

「ミーア、ゆっくり後ろに下がるよ」

「ん」

　ミーアがぎゅっと手を握り、ゆっくりと後ずさる。

「戻った」

　一歩後ろに下がっただけで元の空間に戻った。

　目を凝らして見たが、歪わい曲きよく空間みたいな次元の裂け目や転移罠わなのようなモノは見えない。

　マップの現在位置にマーカーを付け、刻印板を設置する。

　今度はオレ一人で異空間に入り、帰還転移で戻れる事を確認してみた。

「脱出は問題ないか──」

　オレは少し思案した後でミーアに尋ねる。

「──探検してみる？」

「ん、行く」

　オレと一緒ならどんな状況でも守ってやれるし、疑似精霊の護衛もいるから万が一引き離されても大丈夫だ。いざという時にはリスクを承知でユニット配置を使えば、どんな場所からでも脱出できるしね。

　オレはミーアと手を繫いで異空間に入る。

　さっきまでいた碧領の森や地形とそっくりだけど、遺跡以外も微妙に異なっている。

　間違い探しのような微妙な差異で、まるで大昔にコピーした地形をそのまま維持している為に発生したかのような小さな違いだ。

「広さはどのくらいだろう」

　マップが使えないので、適当な石を全力で投げて試してみたが壁に当たる様子はない。空に浮かんで「光線レーザー」の魔法で計測したが何かに命中した手て応ごたえはなく、少なくとも数十キロ以上の広さはあるようだ。少なくともオレが使う「蜃気楼デザート・ミラージユ」内の空間よりは広い。

「遺跡、行く？」

「そうだね」

　ララキエ様式ともフルー帝国様式とも違う遺跡だ。

　手持ちの資料を検索してみたら、「叡えい智ちの塔」で得た資料に類似するモノが載っていた。資料によるとララキエ王朝の後に興った文明の様式に近いようだ。

　ミーアに判明した情報を話しながら進む。

　巨大なベヒモスは一緒に来られなかったので、ミーアが改めて召喚し直したシルフと行動を共にしている。

「ゴーレム？」

「いや、ただの石像のはずだよ」

　遺跡の正門へと続く上り階段の前には、高さ一〇メートルもある柱が立っており、その柱の根元には半分ほどの背丈をした門番の石像が置かれてある。

「精霊」

　ミーアが銀色の瞳ひとみで門番を指さす。

　オレも精霊視を有効にして見ると、門番の周囲に精霊が渦巻いているのが分かった。

　次の瞬間には、どこからともなく現れた黄金色の包帯が石像に巻き付き、黄金のミイラ男のようになった石像の表面がガラスのような質感に変わる。詳細は分からないけど、あれはオリハルコン合金の一種だ。
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　どういう原理か知らないけれど、この包帯オリハルコンは応用できそうなので、ぜひともサンプルをゲットしておきたい。

「動いた」

　石像が滑らかに立ち上がる。

　さっきまで石像だったのに、今は守護者という魔創生物コンストラクターに変わっていた。

　ガラスのような質感なのに、石像の動きに合わせて衣服のような部分やマントの部分が繊維のように柔らかく波打つ。

『侵入者ハ排除スル』

　石像が古代語で不穏な事を呟つぶやいた。

　動き出した時点で、レーダーに光点が映っていたんだけど、白かった光点が今は赤く変わっている。

「消えた」

　──危機感知。

　オレはミーアを抱え上げ、縮地でその場を離れる。

　次の瞬間、オレ達がいた場所が陥没し、拳を振り下ろした姿勢の石像が一瞬だけ土つち埃ぼこりの中に見えた。

　どうやら、あの石像は光学迷彩的な機能を持っているらしい。

　まあ、どんなに迷彩しようとオレは透明な相手でもうっすらと見えるし、レーダーには赤い光点として表示されているからバレバレだ。

「それに──」

　高速で移動しているけど、捉とらえられないほど速くもない。

　レベルは五〇くらいだけど、ミーアに相手をさせるには少し俊敏すぎるので、縮地で距離を取って「爆縮インプロージヨン」の魔法でサックリと瞬殺した。

　驚いた事に、石像を覆っていたガラス質のオリハルコン合金は原形を保っていた。

　脆もろそうな見た目に反して、頑丈さは普通のオリハルコンと同一らしい。

　普通に武器で戦っていたら、意外と手間取ったかもしれないね。

「安全な場所ってわけじゃないみたいだ」

「ん、警戒」

　ミーアは引き返す気がなさそうなので、そのまま探検を続ける事にした。

　動き出す直前にはレーダーに映るみたいだし、油断しなければ大丈夫だろう。

「外は石造りみたいだったのに、中は違うみたいだね」

「ん、荘厳」

　やたらと高い天井といい壁や柱の表面に施された精せい緻ちなレリーフといい宗教施設のような厳かな雰囲気がある。

　入口と同じような石像が、そこかしこに設置されていたので、動き出す前に「理力の手マジツク・ハンド」で摑つかんでストレージ送りの刑に処した。動き出す前は普通に石像らしい。

　台座には予備らしき黄金色の包帯オリハルコンが収納してあったので、装着用の魔法装置とセットでストレージへと回収した。色々と使えそうだし、これだけでも大収穫だ。

「サトゥー」

　ミーアが指さした先には壁画があった。

　壁画の左右に巨大な陸地が宙に浮かび、その間を飛ひ翔しようする鯨や城が光線を撃ち合って互いの障壁を砕こうとしている絵が描かれている。離れていると分からなかったけど、魔族らしきモノや飛空艇らしきものも戦闘に参加しているようだ。

「ララキエ？」

「似てるね」

　陸地の片方はララキエによく似ている。

　ララキエ側の浮遊城は海龍諸島にあった都市岩や魔導王国ララギにあった城とよく似ていた。

「ここ、見て」

「何か書いてあるね」

　古代語で「愚神に支配された邪帝国ララキエに抗あらがう解放軍」と書いてある。たぶん、壁画のタイトルだろう。この書き方からすると、ここはララキエ王朝と戦っていた「狗く頭とうの魔王」側の軍勢が残した遺跡らしい。彼らは自分達を「解放軍」と呼んでいたようだ。

　愚神うんぬんの横には、絵の解説的なモノが書かれてある。

「読んで」

　ミーアからリクエストされたので、解説を読み上げる。

　神の浮島ララキエの対岸に描かれているのは、浮遊要よう塞さいアルカディアというらしい。

「アーカティア？」

「違うよ、ミーア。浮遊要塞アルカディアだ」

　ミーアが要塞都市の名前と聞き間違えたので訂正する。

　アルカディアは理想郷の名前だったかな？　自由の旗を掲げた宇宙海賊の船も連想したけど、転生者が命名したとしたらどっちでもありそうだ。

「黒煙島」

「侍大将達がいた島の事？」

「ん」

　突然その名前が出た理由を聞きたかったんだけど、それを尋ねる前に思い出した。

　そういえば黒煙島を攻めた賊が求めていたのが、「浮遊要塞」だったはず。あの時はアルカディアという名前は出てこなかったけど、たぶんコレの事だったんじゃないかと思う。

　ミーアと一緒に石像を回収しながら遺跡の探検を続ける。

　他ほかにも当時の様子を描いた壁画をたくさん見つけた。ララキエと敵対していた側の残したモノだから当たり前かもしれないけれど、ララキエの圧政の様子を描いたモノや解放軍に身を投じた人々の故郷での酷ひどい暮らしぶりを描いたモノが多い。

「絵画」

「ここからは描かれた時代が違うのかな？」

　後世の人達が描いたのか、絵の具の種類やキャンバスの種類が違うようだ。固定化の術式が死にかけているらしく、絵画の劣化が激しい。

　解放軍の有名人を描いたモノだと思うけど、ちゃんと顔が分かるのは狗頭くらいだ。

「魔王」

　ミーアの呟きに首肯する。

　彼はこの絵が描かれた頃ころから、セリビーラの迷宮で出会った時のような格好をしていたらしい。

「子供？」

「親子かな──」

　狗頭の横に飾られた絵は、黒いスーツの男性と三人の幼女が描かれている。男性の方は顔の上半分が劣化して剝はがれ落ちており、下半分も髭ひげを生やしている事とすっきりとした顎あごの輪郭をしている事くらいしか分からない。

　だが、言葉を詰まらせたのは男性ではなく、幼女の髪色が気になったからだ。幼女の髪がルモォーク王国のメネア王女のようなピンク色をしている。偶然の一致か、何かルモォーク王国の王族と関係があるのか気になるところだ。

　むしろ、アリサのような紫髪だった方が違和感を抱かなかったと思う。

「読んで」

「えっと──『自由を尊ぶ解放神と使徒達』って書かれてあるね」

　絵の飾ってある順番や傾向から考えて、解放軍的に一番偉い人のはずだ。邪神とも呼ばれた狗頭よりも上位の存在。狗頭が「我が君」と呼んでいた人物だろう。

「魔神？」

　オレを見上げるミーアの言葉に、ゆっくりと頷うなずいた。短絡的に決めつけるのは良くないが、手持ちの情報だと他に該当する存在がいない。

「それにしても『自由』か──」

　魔王信奉集団の名称が「自由の」で始まるのはこの辺の時代の言葉が関係しているのかもしれない。

　東方に観光へ行く時はルモォーク王国に寄って、「解放神」や「使徒達」との関係を調べてみよう。

「この先に行くか迷うね」

「むぅ？」

「この絵の裏側に隠し通路というか隠し転移陣があるんだよ」

　起動方法がちょっと分からないけど、転移陣の先に重要な何かが隠されていそうだ。

「そう」

　ミーアが周囲をキョロキョロと見回す。

「サトゥー、何か書いてある」

　ミーアが銀色の瞳で、少し長めの言葉を紡ぐ。

「本当だ──日本語？」

　精霊視を有効にすると文字が見えてきた。

　ひらがなや漢字が並んでいるけど、不自然に飛び飛びで意味が分からない。

　試しに他の瘴しよう気き視しや魔力視を順番に試してみると、精霊視で見えたのとは別の文字が浮かび上がった。まだ欠けがあるけど、なんとなく分かる──って寿じゆ限げ無むか、これ。

　試しに寿限無を読み上げてみると、絵の裏側の転移陣が明滅し、それと対になった魔法陣が足下に浮かび上がった。

　予想通り転移系なので、ミーアを抱え上げてはぐれないようにして、転移を待った。

「さっきの場所の地下みたいだね」

　オレの言葉に少し遅れて、暗かった地下空間に照明が点灯していく。

「浮き岩」

　オレ達の少し向こうに巨大な岩塊が浮かんでいる。

　遠くの方が霞かすみそうなほど巨大なあれは、「神の浮島」ララキエにも匹敵するほど巨大な浮遊島──いや、あれこそが浮遊要塞アルカディアのようだ。

　浮遊する都市だったララキエと違って、こっちは純軍事用といった無骨な佇たたずまいをしている。

「……脅威」

「そうだね」

　どんな超兵器が搭載されているのか分からないけど、こんな危険物が魔王信奉集団の手に渡ったらそれこそ世界の危機だ。

　オレは天駆で浮遊要塞の底面に触れ、ストレージへと収納した。

　それと同時に強い風が地下空洞の中心に向かって吹く。

　──げっ、ヤバッ。

　小さな浮き岩が巨大質量の消失で発生した暴風に乗って飛んでくる。

　それらは素早く設置した「防御壁シエルター」の魔法で防いだ。

「むぅ」

「ごめんごめん」

　オレは詫わびながら、風に煽あおられて乱れたミーアの髪を優しく撫なで付けてやる。

　しばらくしたら暴風も治まったので、地下空間の中心に吸い集められた浮遊岩をストレージに回収した。これはエチゴヤ商会で「浮遊岩」を研究している博士へのお土産だ。

「サトゥー、通路」

　ミーアが指さした通路の先には格納庫のような場所があり、そこには浮遊要塞の備品や搭載兵器的なモノが所狭しと並べられていたので、そっちも順番に回収しておいた。

　地下には資料的なモノや研究書的なモノが見当たらなかったので、ミーアと二人でさっきの転移陣で遺跡に戻り、石像を収納しつつ残りの場所を巡った。

　紙の類たぐいは風化していて砂のようになっていたが、当時の記録らしき粘土板や石碑が色々と残っていたので記録していく。

　なお、さっきの絵以外に解放神の痕こん跡せきはない。

「──綺き麗れい」

　遺跡を抜けた先で、ガラスのように透明な柱が林立する庭園に出た。

　一見、無色透明なガラスのように見えるが、ＡＲ表示によると石像を包んだ特殊なオリハルコン合金と同種の物質みたいだ。

「魔法陣？」

「魔法のコードみたいなのもあるね」

　一番手前に置かれたモニュメントには、古代語で「愚神に一矢報いる為ために」と大きく書かれてあり、その後方に林立する柱には魔法陣や複雑怪奇な魔法理論のようなモノが刻まれている。

「分かる？」

「すぐには無理だね」

　今の魔法理論では知られていないような原理やルーンが散見される。

　なかなか難解そうだけど、最初のモニュメントに書かれてあった文言からして、対神魔法的なモノの可能性が高いし、神々の禁忌に触れる危険もあるから、誰だれかに相談する前にできるだけ自分一人で調べる事にしよう。

　なお、拠点に帰還後、ミーアと二人だけで探索した事がバレてアリサに怒られた。

　今度からは皆みんなを集めてから探検するとしよう。





◆






　ミーアとの遺跡探検の翌々日、オレは仲間達と一緒に拠点から離れた碧領の三番都市跡に来ていた。ここは海から近く、潮の香りが強い。

　ここに来たのは朝早くだったのだが、近くの海岸に飛び地のような街跡があるのを見つけたアリサ達の頼みで、そこにプライベート・ビーチや保養施設なんかも作っていた為、ここに来た本来の用事──新装備のテストをするのが昼からになってしまった。

「どうだい？」

「視界良好～？」

「これは素晴らしいですね」

「はいなのです！　とってもとってもグレイトなのですよ！」

　異空間の庭園で見つけたガラスのように透明なオリハルコン合金を黄金鎧よろいの兜かぶとに流用してみた。この素材のレシピは回収した資料の中にあったのだ。残念ながら、包帯オリハルコンの資料は見つからなかったので、サンプルを元に研究する事になる。

「へー、透明度を変えられるのね」

　後衛陣の黄金鎧は頭部がベールだったので、バイザータイプに変えてみた。

　アリサが初見で「セーラ服で戦う美少女戦士の水星の人みたい」と言っていたけど、そんなに似ていないと思う。

「圧迫感がほとんどないから、付けているのを忘れそうですね」

　透明な兜は黄金色に戻したり、マジックミラーのように内側からだけ透明にしたりする事もできる。状態の変化には複雑な魔力信号が必要になるので、うっかり魔力を流して視界が失われるような事もないので安心だ。

　何より、修行中に仲間達の表情を確認できるので、疲れすぎていないか体調が悪くなっていないかに早く気付けるようになった。これはオレ的にポイントが高い。

「マスター、透明な盾は割れそうで怖いと告げます」

「分かった。盾は今まで通りにしよう」

　透明なのはそのままナナの妖よう精せい鞄かばんに予備として保管してもらう。

「でも、ご主人様。これを見せるだけなら、わざわざ拠点から移動しなくても良かったんじゃない？」

「いや、ここに来た目的はこれからだよ」

　オレはストレージから黄金装備の強化オプションパーツを取り出して、防水シートの上に並べていく。

「おお！　かっこいい！　強化外装ね！」

　アリサがパーツの数々を見て声を上げる。

「この宇宙世紀で黒いロボ三台が一列に並んで移動しそうな足パーツは？」

「見ての通り、ホバー移動用のオプションだよ」

　裾すそを小さくすると安定しなくて、転びそうだったんだよね。

「こっちは飛行パーツ。移動用だから空中戦は無理かな」

　獣娘達の空歩だと高度の限界があるので、狩り場の移動用に作ってみた。常時装備するには折りたたみ式の翼が邪魔になる。

「これは空力機関だと告げます」

「それも飛行パーツだよ。空力機関を使ったヤツで、翼が小さい分、小回りが利く」

　浮き輪みたいな形状をしている。

「二種類？」

「評価試験だから、色々と作ってみたんだよ」

　ミーアの問いに答える。

「こっちは銃撃オプション。前衛陣用とルル用の二種類だ」

　小口径化した輝炎銃をガトリング砲のように配置して連射できるようにした。

　二種類に分けてあるのは両者の黄金装備の形状が違うからだ。それにルルの装備には照準補助が付いていない。

「重装備版の砲撃オプションはタウロス城みたいな拠点攻撃用で、大量の砲身や自動誘導型の小型の噴進弾ミサイルを搭載したポッドを──」

「うっはー！　フルアーマーね！　フルアーマーしちゃうのね！」

「ノー・アリサ。装甲度は変わらないと告げます」

「違うのよ！　こういうのはフルアーマーなんちゃらって命名するモノなの！」

「お約束～？」

「そうよ！　分かってるじゃない、タマ！」

「ポチも分かっていたのです！　お約束は重要なのですよ！」

「イエス・ポチ。お約束リストを更新します」

　アリサの文化ハザードを軽くスルーして、他ほかの装備を説明していく。

　ナナのキャッスル発動を外部魔力で補助し、ファランクス的な防御障壁を気軽に使える重装甲オプション、ポチ用の斬ざん撃げき強化オプション、タマ用の隠おん密みつ用オプション、リザ用の突撃補助ブースターオプション、突撃補助用には加速門アクセラレーシヨン・ゲートを出すタイプも用意してみた。

　アリサやミーア用の護身結界オプション、アリサがリクエストした漏斗型や放熱板型の自動で浮遊して雑魚を迎撃する自動迎撃オプションなんかを豊富に用意してみた。これは上級の術理魔法で同じような機能を持つのがあったので、その仕組みを流用してある。

　また、樹皮の上級魔族戦で単体のファランクスが力不足だったので、ファランクスを三連続で設置する連装ファランクスを用意してみた。従来型よりも装そう塡てん数が大幅に減るので、標準装備にするか迷っている。

　これを作る時に腕輪型のファランクス起動装置を作ってみたが、外部魔力なしで使えるのがオレとミーアの二人だけ──アリサですら無理だったので、まだまだ改良が必要そうだ。

「ご主人様、実験する為にここに来たのは分かったけどさ」

　テストの順番を決めているとアリサがそう声を掛けてきた。

「せっかく耕した農地が荒れるけど、いいの？」

「まだ植え付けもしてないから大丈夫だよ」

　今なら小石もなくて土がふかふかだから転んでも怪け我がをしないし、荒れてももう一度魔法で整えれば大丈夫だ。

「それじゃ最初はホバー・オプションから行こう」

　これは前衛の黄金鎧用のパーツなので、体重の軽いタマからテストしてもらう。

　鎧のアタッチメントに近付けると、磁石のように吸い付いてピタリと装着される。空間魔法を応用したシステムなので、専用の斥力場を働かさない限り外れない。動作不良時の為に強制破棄パージ機構が付いている。

「わお～」

　最初はふらふらしていたタマだが、すぐにホバー移動のコツを摑つかんで高速移動できるようになった。

「凄すごいのです！　ポチもやるので──」

「──あ」

　勇んで飛び出したポチだったが、気がはやりすぎて顔から地面に突っ込んで一回転して止まった。

「びっくりしたのです。ポチに二度の失敗はないので──」

　今度は腰が引けすぎて足を先にして宙返りして後頭部から地面に突っ込んでいた。

　黄金鎧の耐衝撃性が優秀とはいえ、柔らかい農地でテストして本当に良かった。

「大丈夫かい？」

「大丈夫なのです。ポチはねばぎばっぷなのですよ！」

　三回目はタマのアシストがあったので、ポチも無事にホバー移動ができた。リザやナナもポチほどじゃないけど、少し手間取った後にホバー移動をモノにしていた。

「どうだい？」

「移動にはとても便利です。ですが、常に装備するのは内側の裾の出っ張りが、戦闘で邪魔になりそうです」

「なら、当面は長距離移動用かな？」

　移動後は任意に強制破棄パージできるようにすればいいだろう。

「飛行パーツはジェットよりも空力機関の方に軍配が上がるかな？」

「そうね。ジェットだと速いけど空中に静止できないもんね」

「それもあるけど、航空力学をある程度分かってないとジェットは危ないよ」

　ジェットの方が速いけど、空力機関の方が安定性が高い。両方搭載して高速移動をする時だけジェットを使うように改良しよう。

「砲撃オプションは標的を狙ねらう感じで頼む」

「イエス・マスター、順番に兵装チェックを行うと告げます」

　右腕のガトリング砲から炎弾の雨を降らし、接近しようとした小鬼型のゴーレムを次々に破壊する。小鬼型ゴーレムの背後から来る大鬼型ゴーレムには左腕の大口径砲が唸うなり、一撃で胴体に大きな穴を空けた。速射砲は一発あたり輝炎銃の半分、大口径砲は輝炎銃の二倍ほどの攻撃力がある。

「反動はどうだい？」

「左は普通、右は少し手が痺しびれると告げます」

　連射機構のせいかな？

「次は背中ので頼む」

「イエス・マスター、拡散弾で巨獣級のゴーレムを狙うと告げます」

　ドウンッと重い音を立てて背中の巨砲から光弾が撃ち出され、巨獣級の眼前で弾はじけた。拡散した火弾が巨獣級の表皮を焼き、随伴する小鬼型ゴーレムを薙なぎ払はらった。

「巨獣級の健在を確認。徹甲弾を使用すると宣言します」

　再び背中の巨砲が唸り、撃ち出された光弾が螺ら旋せんを描きながら巨獣級の額に突き刺さった。

　次の瞬間に巨獣級の頭が後ろに揺れ、頭部から頸けい部ぶが炎を撒まき散らしながら砕け散る。

「──撃破と告げます」

　背中の巨砲はルルの輝炎銃を大口径大威力化したモノで、徹甲弾タイプは輝炎銃の五倍もの威力がある。

「最後は噴進弾で頼む」

「イエス・マスター。安全装置解除、保護カバー・パージ──」

　ナナの肩や膝ひざのカバーが吹き飛び、小瓶サイズの小型噴進弾が顔を覗のぞかせる。

「──視線同調照準システムを噴進弾に切り替え──照準完了、発射と告げます」

　小型噴進弾の先端にあるレンズ部分がキラリと光り、照準完了を示し、ナナの発射指令と同時にプシュプシュと空気の抜けるような音とともにポッドから飛び出し、すぐに噴煙を吐き出して加速しながら標的に向かって飛来する。

　逃げる標的を追いかけ、迎撃の攻撃を回避しながら標的へと激突して炎の花を咲かせた。

「これよ！　このサーカス感溢あふれる軌道がたまんないわ！　やっぱ、ミサイルの一斉発射はこうじゃないと！」

　アリサがやたらとハイだ。まあ、気持ちは分かる。

　ナナに続いて、今度はルルが砲撃オプションをテストする。

「どうだい？」

「威力は凄いんですけど、重くて嵩かさ張ばるから敵に接近されたら辛つらそうです。この背中の巨砲だけ、輝炎銃みたいな携行兵器にしてほしいです」

「ルル的にミサイルはどうなの？」

「噴射煙で射線が隠れるから、銃を連射する方がいいかな？」

　ナナは楽しそうだったけど、ルルには少々不評だ。

　ルルには巨砲を携行兵器化して重輝炎銃として用意すると約束した。

「でも、それだと雑魚狩りに使えないんじゃない？」

「うーん、だったら、右手の回転速射砲を両手に装備したら、殲せん滅めつ速度は上がると思う」

「イエス・ルル。その提案に賛成だと告げます」

　ふむ、拠点攻略だとアリサやミーアの魔法や疑似精霊の方が効率的だし、ガトリング砲を左右に装備した面制圧を重視したタイプに絞った方がいいかもしれない。

「それじゃ、次にいってみよー！」

　ノリノリのアリサの号令で次々とテストを続ける。

　色々なオプション装備を試したが、半分くらいは実用性がなくお蔵入りで、採用となった装備もそのまま採用ではなく、さらなる改良が必要という結果で終わった。

　いや、リザ用の突撃補助のブースターや加速門は改良ではなく、他の前衛陣にも欲しいというリクエストだったっけ。前衛の強化外装は共通化した方がいいのかな？

「──魔刃暴風ヴアンキツシユ・サイクロンなのです！」

　ポチが強化外装を使って、「魔刃旋風ヴアンキツシユ・スライサー」を発展させた必殺技を編み出そうとしていたが上う手まくいかないようだ。

「はらほろはろひれ～なのです」

「ぽち～」

　目を回したポチの下にタマが駆けていく。

　何回転もしながら魔刃旋風の斬撃を放つ技のようだが、途中でバランスを崩して刃やいばが地面に触れて吹き飛んだり、空中に浮かんでしまったりしていた。

「ご主人様、ポチの事は私とタマにお任せください」

　心配でテスト作業を中断して見ていたら、リザからそんな風に言われた。

　練習用の刃引きした聖剣を使っているみたいだし、ここはリザ達を信頼して任せよう。

「どこまでやってたっけ？」

「護衛装備のテストが終わったトコよ。護衛装備もロマンだけど、やっぱ強化外装は禁きん呪じゆとかの補助のがいいわね」

「ん、一撃必殺」

「外部魔力で威力アップな感じか？」

「うん、それがいいと思う」

　オレはヒアリングした内容をメモ帳に記録する。

「それと、禁呪用や長距離砲撃用の杖つえが欲しいわ」

「晶枝エメラルド・ブランチの杖じゃ力不足だった？」

「もうちょい長いのが欲しいのよ」

「ん、魔力渦」

「禁呪は発動時に魔力が渦巻くから、その影響を受けないように自分から離れた場所を基点にしたいのよ」

　なるほど、そういう事か。

「分かった。単に長い杖だと重いし取り回しが不便だから何か考えないとね」

「浮遊盾に使っているようなシステムは？」

「あれだと杖を使う時に余計な影響を受けると思うよ」

「あー、長いとそっちも考えないといけないのかー」

「三脚」

　ミーアが木の枝を組んで作った三脚に、自分の長ちよう杖じようを乗せて構えるポーズをする。

「シンプルだけど、最良な感じ？」

「そうだね。支えるだけなら一脚でも行けそうだから、両方作って使いやすい方を選ぼう」

　世界樹の晶枝はクラゲ事件の時に回収したのが大量にあるから、長さ一キロくらいまでは余裕でいける。まあ、それは過剰として、三メートルから五メートルくらいを上限に考えればいいかな。

「それと……魔力回復の助けになる装備とかないかしら？　あとさ、上級の攻撃魔法や禁呪を使った時に出る無駄な余剰魔力を回収できたらけっこう嬉うれしいんだけど」

「余剰魔力？」

「うん、ほら白い悪魔の人が得意なのがあるじゃない」

　アリサがアニメらしきネタでイメージの共有を図る。

　魔法関係の話だから連邦じゃなくて、管理局の方だろう。

　余剰魔力を集めて、次の攻撃に使いたいという解釈で合っているはずだ。

「何がしたいのかは分かったけど、そんなに余剰魔力が出てたっけ？」

「やってみる？」

　アリサが指を空に向けて言う。

　魔力は余っているし、試しに「火炎地獄インフエルノ」を上空に撃ってもらった。

　オレは魔力視を発動してその様子を観察する。

「──確かに余剰魔力が渦巻いているね」

　オレはアリサに「魔力譲渡マナ・トランスフアー」をして魔力ＭＰゲージに空きを作ってから、余剰魔力の渦巻いている辺りに手を伸ばしてみる。

　──いけそう？

　なんとなくそんな感じがしたので、アイテムから魔力を吸い取る要領で集めてみたら、いけた。

「げっ、マジで？」

「不条理」

　アリサとミーアが驚いた顔でこっちを見ている。

　まあ、アイテムから吸えるんだから、空中に渦巻く高濃度な余剰魔力からでもいけるよね。

「とりあえず、要領は分かったから、今のを実現するようなアイテムを開発してみるよ」

「お願いね」

「ん、期待」

　魔力を吸い取る魔物の素材を順番に当たってみようかな？

　後衛陣だけじゃなく、ナナの魔法斬ぎりの武器素材にもいいかもしれない。魔法を斬って、弾けた魔力を回収とかロマンがあるよね。

「ポチもイアイバットー用のカタナが欲しいのです！」

「ポチ、贅ぜい沢たくは敵ですよ」

「リザだっていっぱい槍やりを貰もらっているのですよ？」

　ポチに痛いところを突かれたリザが、居心地悪そうに咳せき払ばらいをして「それはそれ、これはこれです」と苦しい言い訳をした。

「別にいいよ、リザ。前に黒煙島であげた刀じゃダメだったのか？」

　侍大将の下で修行していた時に、脇わき差ざしくらいの短い打刀をプレゼントしていた。前の刀は長すぎて居合いでは抜けなかったらしいからね。

「もっと実戦でぷるーんできるすっごいカタナが欲しいのです！」

「実戦でぷるーん？」

「『実戦における証明コンバツト・プルーブン』の事じゃない？」

「そう！　それなのです！　ポチはそう言いたかったのですよ！」

　アリサが翻訳すると、ポチは我が意を得たりと頷うなずいた。

「ポチはどんな感じのカタナがいいんだい？」

「どんなモノでもズンバラリンと斬れて、おっきな敵と戦う時はズババーンと伸びるのがいいのです！」

　オレが鍛えたポチ専用の聖剣や魔剣と同じ仕様でいいわけか。

　それなら簡単だ。武器の形状が違うから、少し調整が必要だけど今日中にできる。

　タマからもリクエストを聞いて、忍者刀の方もメインウェポンの双剣と同等レベルで用意するとしよう。

「マスター、評価試験は以上ですかと問います」

「もう一つあるんだ。むしろ、こっちが本命かな？」

　オレは分解した黄金鎧よろいと白銀鎧と新しい鎧下インナーを取り出す。

「インナーが一着って事は、これは共通なの？」

「そうだよ。──ナナ、テストに協力して」

「イエス・マスター」

　ナナがいきなり脱ぎ始めたので後ろを向いておく。

「インナーがつなぎになってるの？　足先から首まで一体のレオタードっぽくて、なんだか未来っぽいわね」

　ナナが着終わったというので振り返る。

　身体からだのラインが露あらわで、ちょっと色っぽい感じだ。

「レオタードにしては、ちょっと生地が分厚い感じ？」

「まあ、鎧下だからね」

　生命維持装置的な魔法回路サーキツトや快適な状態を保つ魔法陣なんかが色々と仕込んである。単純な手間で言うと、白銀鎧と変わらないくらいだ。コストはそれ以上かけた。

「黄金鎧はいつものと分割が違うのね？　ちょっと衝撃に弱そうだわ」

「その弱点はちゃんと解消するよ」

　遺跡で手に入れた包帯オリハルコンの一体化技術を応用すれば接合部の弱点も解消できるはず。

　まあ、今の状態でも強度低下は一割くらいで、新インナーで補強できる程度なんだけど、たとえ僅わずかでも仲間達の安全性は犠牲にしたくないからね。

「今の黄金鎧と何が違うの？」

　アリサの問いにニヤリとした笑みを返す。

「ナナ、両手を横に広げたままで『黄金鎧、除装』と言ってみてくれ」

「──まさか！」

「イエス・マスター。『黄金鎧、除装』」

　ハッとした顔で振り返るアリサの向こうで、ナナの黄金鎧が自動で分解されインナーに組み込まれた亜空間収納に吸い込まれた。

　──よしよし、第一段階成功だ。

　オレは逸はやる心を抑え、ナナに次のコマンドを伝える。

「ナナ、次は両手を横に広げて『黄金鎧、装着』だ！」

「イエス・マスター。『黄金鎧、装着』」

　インナーに吸い込まれていた黄金鎧が宙を舞ってナナの身体に装着された。

　両手を横に広げさせたのは、黄金鎧の除装や装着の邪魔にならないようにと、定位置の方がプログラムしやすかったからだ。インナーの装着箇所に目印を付けておけば、もう少し融通が利きそうだ。

「ご主人様、最高ー！」

「もっと褒めていいぞ、アリサ」

　テンションの高いアリサとハイタッチし、テストに協力してくれたナナに確認する。

「ナナは違和感や窮屈なところはないか？」

「装着感は万全だと告げます」

　この除装、装着システムはエチゴヤ商会で出資している博士達の研究成果を使わせてもらった。白銀鎧から黄金鎧への変更や緊急時の鎧装着時間を短縮する為ために応用してみたのだ。

　この結果は博士達にフィードバックして、さらなる改良を彼らに期待したい。

「ねぇねぇ、ポーズを付けながら変身とかできないの？」

「デフォルトのポーズは変えられるけど、動きながらの装着はまだ無理だよ。パーツが装着できるだけの空間がどうしても必要になるからね」

　興奮した様子のアリサに答える。

　包帯オリハルコンの原理を完全に解明すれば、走りながら装着したり、インナー不要で腕輪やベルトを基点に装着したりする事ができるかもしれない。まあ、それはもっと研究が必要だから、早くても一年以上は先の話だね。

　ナナに白銀鎧への換装をテストしてもらい、全すべてのチェック項目をクリアした。

　今回テストに使った黄金鎧と白銀鎧は、魔法回路を組み込む前のモックなので、もう少し改良してからアリサとミーアに魔法回路の組み込みを手伝ってもらうとしよう。
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「ご主人様、これらの実戦テストを行っても宜よろしいでしょうか？」

「構わないけど、さっきのテストで見つからなかった不具合があるかもしれないから、格下の敵を選んで無理をしないようにね」

　オレはそう釘くぎを刺した後、シガ王国へ出かけた。

　さっきの新装備評価テスト中に起きた不具合で、博士から貰った論文が間違っていないか確認したかったのだ。








幕間：闇に溺れし者






「──失敗した？」

『そうだっプー』

　悪魔召喚師ゾマムーゴーミの下に現れた魔族が企たくらみの失敗を報告する。

　鼠人の国ラティルティで、将軍や騎士達に魔族を憑ひよう依いさせてクーデターを起こす計画が阻止されたというのだ。

「馬ば鹿かな……辺境の村や街道で騒ぎを起こして、王都の戦力は丸裸になっていたはず。馬鹿な王子に野望を吹き込んで、王都の結界まで解除させたのだぞ？」

　ゾマムーゴーミは手近の机に拳こぶしを振り下ろして怒りを発散させる。

「どうやったら、失敗できるというのだ！」

『勇者の従者が現れたっプー』

「──なんだと？　もう釣れたのか？　いや、偶然通りかかったと見るべきか。できれば馬鹿王子を即位させ、隣国に戦争を仕掛けさせて混乱を増したかったが、まあいい。勇者の耳目が蛙かえるどもの国に向いていれば、計画通りとも言えるしな。他ほかの陽動作戦を進めて勇者を振り回してやる」

　ゾマムーゴーミはぶつぶつと呟つぶやいて自分を納得させる。

　まだ余裕のあったゾマムーゴーミだったが、数日後に別の作戦の失敗を聞かされて取り乱す事になる。




「また、失敗した、だと？」

『そうだっプー』

「笑い事ではないわ！」

　悪びれる事なく告げる下級魔族を杖つえで殴りつけ、蛙人の国チプチャで仕掛けた計画を思い出す。

「確か、奴やつらの大切にしている湖を穢けがす為、浄水装置の鍵かぎ型水晶珠を砕き、新しい水晶珠の輸送を妨害させたはずだ。最初の破壊工作は成功していたはず。輸送の阻止を失敗したという事は──偽の輸送計画で謀られたか？」

『違うっプー』

「違う？　奪取に失敗したのか？」

『勇者の従者に奪い返されたっプー』

　魔族は先ほど殴られた事など意にも介さず、奇妙な踊りをしながら告げる。

「奪い損なっても確実に砕けと命じたであろうが！　この無能めっ！」

『ちゃんと砕いたと報告があったっプー』

「言い訳は無用だ！　鍵型の水晶珠は作るのに一〇〇年は掛かる特別製。ちゃんと砕いたのなら、そうそう代わりなど用意できるモノか！」

『それは知らないっプー』

　ゾマムーゴーミは杖で魔族を滅多打ちにするが、魔族は痛みなど感じないかのように嗤わらっている。

『怒りと憎悪が気持ちいいっプー』

「くそっ、こうなったら数で圧倒してくれるわ。勇者の従者が何人いようと、追い切れぬほどにな！」

　ゾマムーゴーミは自や棄けになったように叫び、魔族達に準備していた計画を全て実行するように命じた。

　だが、その計画は勇者ナナシの従者や、腕の立つ光竜級冒険者達──ペンドラゴン一行に次々に阻止される事となる。





◆






「……ありえん、奴らは全てを見通す目を持つとでも言うのか」

　全ての計画を未然に防がれたゾマムーゴーミは、無力感に打ちひしがれていた。

「こうなれば、計画を前倒しにして、地脈経由で大魔女を呪のろうしかない」

　地の底から響くような声で呟く。

「まだ手を出していないブライブロガ王国で魔族の存在をチラつかせれば勇者の耳目が集まるはずだ。いや、それでは今までの国々と同じ。魔族遭遇の噂うわさだけを撒まいて、魔族自体を派遣しなければ、そこで事件が起きるまで足止めできるに違いない！」

　ゾマムーゴーミは一いち縷るの希望にすがって奮起する。

「あそこは御大の拠点がある。噂をばら撒くくらいの事はやってもらおう」

「しぇしぇしぇ、呼びましたかにぃ？」

「──御大？」

　暗くら闇やみから現れたのは、フードを目深に被かぶった男だった。

　僅かに覗のぞいた鼻先から、フード男の正体もゾマムーゴーミと同じ鼬イタチ人だと分かる。

「計画は順調に進んでおりますかにぃ？」

「──ちっ」

　明らかに順調でない事を知った顔で言うフード男の態度に、ゾマムーゴーミが舌打ちした。

「計画を前倒しにする。呪じゆ詛その儀式に必要な素材を早く集めてくれ。それとブライブロガ王国で魔族の噂を流してほしい」

「しぇしぇしぇ、要求ばかりですにぃ」

「全ては皇弟陛下の為、協力するのは同志として当然だ」

「しぇしぇしぇ、皇弟殿下の名を挙げられては否いやとは言えませんにぃ」

　皇弟の敬称を言い直したフード男に、ゾマムーゴーミは鋭い目を向けた。

「それに本国でも西征の準備が進んでいますからにぃ。こちらで先に騒ぎを起こしてシガ王国の勇者を留め置く事は本国への支援にもなりますにぃ」

「西征？　マキワ王国か東方小国群かは知らんが、そんな事をすればシガ王国が黙っておるまい」

「シガ王国内でも騒動を起こす計画は進んでおりますにぃ」

「──騒動？　援軍を出す余裕がないくらいの騒動だと？」

「詳しくは話せませんにぃ。過去の遺物と廃王子を使うリサイクル作戦だと軍師殿が言っておられたそうですにぃ」

「皇帝はまだあの得体の知れないハゲを重用しているのか」

　呆あきれた様子のゾマムーゴーミだったが、何に思い当たったのか表情を改めた。

「いや待て、過去の遺物だと？　まさか、聖せい骸がい動どう甲かつ──」

「悪魔召喚師殿、古来より壁に影ありと申しますにぃ。うかつな事は仰おつしやらないでいただきたいですにぃ」

　フード男がゾマムーゴーミの言葉を強い口調で遮る。

「それらの作戦を成功させる為にも、シガ王国の勇者を引き付けるのは重要ですにぃ」

「こちらの作戦が失敗しても構わんと？」

「そうは言わないですにぃ。大陸南西に勇者を引き付けつつ、アーカティアの紫月核の真偽を調査する事はどちらも大切ですにぃ。その為の協力は惜しみませんにぃ」

「ならば、ブライブロガ王国で魔族の噂を流して引き付けよ」

「しぇしぇしぇ、呪詛の儀式の準備も急がせるといたしましょうかにぃ」

　フード男はそう言って闇の向こうに消えた。

「影歩きシヤドウ・ウオーカーか……便利な秘宝アーテイフアクトだ」

　ゾマムーゴーミが肉塊を浮かべた水槽の前に向かう。

「作戦を成功させる為にも、こやつの再生を促進させねば。■■……■　下級魔族召喚サモン・レツサー・デーモン」

　ゾマムーゴーミの足下に魔法陣が生まれ、その外側に幾体もの下級魔族が召喚される。

「お前達の主あるじを再生させる為に犠牲になれ」

『分かったっプー』

『主様の下に戻れるっプー』

『我が血肉を主様に捧ささげるっプー』

　下級魔族達は自死を命じるゾマムーゴーミの言葉に反発するどころか、進んで水槽の中に浮かぶ肉塊に喰くらわれる事を承諾した。

　下級魔族を喰らうたびに、肉塊が樹皮の上級魔族の姿へと再生していく。

「この調子なら一小月もせぬうちに復活できそうだ」

　ゾマムーゴーミは魔力の続く限り召喚を続け、上級魔族の再生を促した。

　魔力を使い果たしたゾマムーゴーミは、鉛のように重くなった身体からだを長なが椅い子すに投げ出し、サイドテーブルに置かれていた魔力回復薬を乱暴に呷あおった。

「──だが、これだけで勇者を抑えられるか？」

　ゾマムーゴーミは独りごちる。

『まお……ふか……プー』

　ごぼごぼと気泡を上げ、水槽の中の肉塊が喋しやべる。

　肉塊──上級魔族が言わんとしていたのは『魔王様を復活させればいい』という言葉だった。

「魔王『死霊冥めい王おう』の復活を望むか、魔族」

『プー』

　ゾマムーゴーミの言葉に、肉塊に生えた唇が肯定する。

「愚かな。魔王など、古くさい愚神達の仕組みではないか」

『いだい、プー』

「偉大？　魔王がか？」

　ゾマムーゴーミが嘲あざけりを隠そうともせずに肉塊を見る。

『ゆ、しゃ、プー』

「勇者にぶつけろと？」

『プー』

　──勇者と魔王は相反する存在なれど、互いに引かれ合う運命にある。

　ゾマムーゴーミは勇者物語に書かれた有名な一節を思い出していた。

「よかろう。要よう塞さい都市に使えそうな司祭がいる。お前の眷けん属ぞくを貸せ。その者の心を操り、魔王の復活を成し遂げさせてやろう」

『プー』

　魔族が呟くと、暗闇の中に一体の中級魔族が現れた。

　かつて、ザンザサンサを操った精神魔法を得意とする魔族だ。

『仕事だっプー？』

「そうだ。要塞都市にいるモロクという名の司祭を惑わせろ。邪神殿に眠る魔王の魂を浄化すると偽って、魔王を復活させるのだ」

『楽しそうなお仕事だっプー』

　魔族は踊りながら、闇に消えようとする。

「──待て！　仕事は大魔女を呪うのと同時だ。今、行けば討伐されるぞ！」

『分かったっプー』

　魔族は微妙な返事をして闇へと消える。

　ゾマムーゴーミは独り言を呟きながら、私室へと向かう。

「これだけお膳ぜん立だてをすれば、勇者や大魔女を出し抜いて紫月核を手に入れられる」

　いつの間にか、ゾマムーゴーミの中で「紫月核の存在の有無を調べる」という目的が、「紫月核を手に入れる」という風に変質していた。

「さすれば浮遊要塞を手に入れ、皇弟陛下を正当な地位にお戻し差しあげる事も容易」

　しゃしゃしゃと掠かすれた声で嗤うゾマムーゴーミの背後で、樹皮の上級魔族と闇に消えたはずの中級魔族が彼と同じ形に笑みを作っていた。

　まるで、彼の妄執が、魔族達によって植え付けられたものだと言わんばかりに。








インターミッション







〝サトゥーです。大学のサークル活動だと、メンバーに見知らぬ人が交ざっている事がよくありました。特に新歓コンパやイベントの時期に増えるんですよね。どうせなら、準備の時に増えてほしいものです。〟






「これが大陸南西の国家群で手に入れた商品サンプルだ」

　エチゴヤ商会の幹部部屋で、観光中にゲットした商品を紹介していた。

　本当はすぐにでも博士達に論文の質問に行きたかったが、先にエチゴヤ商会で溜たまっている仕事を片付けに来たのだ。社会人なんだから、趣味の前に仕事をしないとね。

「これは立派なオブジェですね。どこの国の品ですか？」

「水みず石いしを使った蛙かえる人の国チプチャの工芸品だ」

　支配人も気に入ってくれたようなので、エチゴヤ商会の本店ホールに飾る事になった。

　そのままだと排水の問題があるので、そういった工事をしてからになるそうだ。

「この『人魚の涙』はいいですね。『天てん涙るいの雫しずく』に手が出ない中堅以下の貴族婦人や令嬢に気に入られそうです」

「ブライブロガ王国の宝石に手を出すのはお止やめになった方がいいと思います。門閥貴族が交易の利権を独占していて、ゴォークツ商会が売買を一手に引き受けています。ここに割り込むのは難しいかと──」

「心配はいらぬ。ペンドラゴンの小僧がブライブロガ王国の王子に交易を承諾させたそうだ」

「ペンドラゴン卿きようですか？　大陸南西部にいらしたのですね」

　支配人が意外そうな顔をする。

「根無し草のようにふらふらしているようだ」

「クロ様ったら……」

　ふふふと笑われてしまった。

「それよりも、ブライブロガ王国の利権が手に入るのは大きいですよ！　うちは非魔法道具系の宝石関係が弱かったですから！」

　宝飾品担当の幹部娘が拳こぶしに力を入れて主張する。

　そういえばイシュラリエの「天涙の雫」は筆ふで槍やり竜りゆう商会でしか扱っていなかったっけ。

　筆槍竜商会を任せているアシネン侯爵次男には長らく会ってないけど、商業ギルドに預託されている配当金は順当に増えまくっている。これもサトゥーとして王都に戻ってきたら、何かに投資しないとね。

「ペンドラゴン閣下には何かお礼をしないといけませんね」

「無用だ。小僧の面倒事に骨折りをしてやった謝礼代わりだ。それでも気になるなら、小僧が趣味にしている巻物集めにでも協力してやれ」

「はい、そちらは順調に集まっています。繁魔迷宮の巻物が多いですが、最近はサガ帝国の血吸い迷宮から出た巻物も何本か入ってきていますね」

　──ほほう？　今すぐ巻物リストを見たい衝動に駆られたけど、それは後のお楽しみにとっておこう。

「社交界ではペンドラゴン卿は失しつ踪そう説も出ているようですが、ご健勝なようで安心いたしました」

　──失踪説？

　ムーノ伯爵や宰相宛あての手紙はアーカティアを出発する時や南西諸国を観光している時に出したはずだけど、まだ届いていなかったらしい。

　まあ、どっちも船便だし、魔物や海賊に襲われて届かない事もよくあるみたいだしね。

「ペンドラゴン閣下は目立つのがお嫌いでしたから、王都に戻ったら驚かれるでしょうね」

「どういう事だ？」

「魔王殺しの噂うわさが市井にも広まって、ペンドラゴン閣下のお屋敷は連日お祭りのようなありさまになっているんです」

　古参幹部娘の一人に先を促したら、とんでもない答えが返ってきた。

　嫌な予感がして空間魔法の「遠見クレアボヤンス」で確認すると、王都邸の前の通りが物見高い人々で埋まっている。よく見たら、幾つもの露店まで出ていた。

「近隣に屋敷を構える貴族から不満の声が上がっていそうだな」

「いえ、それが……『魔王殺し』のお屋敷が見えるお庭という事で、近くのお屋敷の方のお茶会や夜会は大人気とかで」

　王都には暇人しかいないのか……。

　そろそろ王都に帰ろうと思っていたけど、もう少し碧へき領りようで遊んでからにしよう。

「小僧の話はもういい」

　続けて幹部達から事業報告を聞き、相談に乗っていく。

　相変わらず儲もうけが莫ばく大だいで、利益分配や社会貢献も兼ねて慈善事業を拡大し、従業員も日々増加しているようだ。従業員の数だけならば、既に王国随一の商会であるゴォークツ商会を超える規模らしい。

　気になる事業としては──。

「以前から計画を進めていたムーノ伯爵領への移民ですが、来月初めに第一弾が出発する事になりました」

　なんでも、南方の飛行系魔物が活発だった為ため、護衛の飛竜騎士ワイバーン・ライダー隊が確保できずに出発計画が遅れていたそうだ。

　第一弾は過疎が進むムーノ市で受け入れ、その後にブライトン市やその周辺の集落跡に送られるらしい。

「なら、それらの集落やブライトン市の整備は月末までにやればいいわけだな？」

「「「──え？」」」

　当たり前の確認をしたつもりだったのだが、なぜか担当幹部だけでなく支配人やティファリーザにまで驚かれた。

「月末では遅すぎたか？」

「──い、いいえ。ムーノ伯爵領の開拓地は伯爵側にお任せするものと思っておりましたので」

　なるほど、それで驚いたのか。

「王都の開拓村を作ったのと同じ事をやるだけだ」

　もともと開拓関係の莫大な量の物資や難民達に配る食糧の手配は、エチゴヤ商会で一手に引き受けているし、ムーノ市の一等地にエチゴヤ商会の商館を用意させたり、倉庫や工場用地を無償で提供してもらったりしてるんだから対価としては十分だ。ブライトン市の開拓が進めば、そちらにもムーノ市と同規模の土地を確保できる契約になっているらしい。

「ムーノ伯爵領で利権を得るのも構わんが、民に影響が出ない程度にしろ」

「承知しております。ロットル執政官からは何か裏があるのではないかと散々疑われましたけど……」

　支配人が苦笑した。

　まあ、ニナさんの立場だったら、王都の新興商会が大した利権も求めずにこんな大計画を持ち込んだら疑うよね。

「次に薬品関係ですが──」

　オレが作っていた「毛生え薬」を商会の錬金術師も作れるようになったそうなので、オレが作る数を減らそうとしたら本気で待ったがかかった。

　高品質なのはまだ作れないので、一定数の納品は続けてほしいそうだ。なんでも、戦略物資もかくやというほど、一部貴族との交渉で便利だとか。まあ、育毛剤や養毛剤は地球でも大人気だったからね。

　他ほかにも鋳造魔剣やルーン内包宝石なんかの追加も依頼されたので、今度来る時までに用意しておこう。

　そんな風に報告やリクエストを受けているうちにお昼を回ったので、エチゴヤ商会の社員食堂で支配人達と一緒に人気の日替わり定食を食べる事にした。

「あー！　クロ様っす！」

　食堂でオレをめざとく見つけたネルが叫んだ事で、食事をしていた従業員がオレに気付いてもの凄すごい騒ぎになってしまった。まるでアイドルか有名人みたいな扱いだ。

　オレがここで食事をするのが初めてだったから、周りが驚くのも仕方ないのかもね。

　隣のテーブルにいた赤毛のネルの同僚達は、緊張して食事の味も分からないような顔をしていたので、ちょっと悪い事をしてしまった気分だ。後でフォローの焼き菓子を食堂宛に送っておこう。

　なお、騒ぎの切っ掛けになったネル本人は終始楽しそうだった。
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　昼食後、オレはエチゴヤ商会の研究所へやってきていた。

「──あれは？」

　なぜか博士達の輪の中にシスティーナ王女がいる。

「シガ王国のシスティーナ第六王女殿下です」

「それは分かっている。なぜ、王女がここに？」

「こんにちはクロ様！」

　ティファリーザに質問しているところに、研究所の潤滑剤というか実質的なまとめ役であるアオイ少年が駆け寄ってきた。

「アオイ、あれは？」

「ティナ様ですね」

　気安い感じに王女を呼ぶアオイ少年によると、システィーナ王女は自分の研究に行き詰まり、変な研究をしていると一部で有名なここを訪れ、気分転換に参加してハマったそうだ。

「邪魔になっていないか？」

「いいえ、とんでもない。ティナ様も博士達と同類ですね。まだお若いのに、知識が凄いから博士達から可愛かわいがられていますよ」

「現場の研究に支障が出るようならば言え。代わりに追い払ってやる」

「あはは、大丈夫ですよ」

　博士達の様子を見る限りそんな心配はなさそうだけど、アオイ少年の立場だと言いにくいはずなので、そう伝えておく。

「今日は進しん捗ちよくの確認ですか？」

「それもあるが、この論文の質問に来た」

　論文を見せるとアオイ少年が執筆者の博士を呼んだ。

「おお、クロ殿。わしの論文に質問があるとは嬉うれしいのう。どこじゃ？」

　しわしわ顔の博士に論文を見せ、問題の箇所を指す。

「ああ、すまん。それは間違いじゃ。書く時に肯定と否定を間違えておったわい」

　博士が悪びれた風もなく、万年筆型の魔法道具マジツク・アイテムでちょちょいと論文を訂正する。

「根幹の部分が逆とすると、思うように動かなかったのではないかのう？」

　──その通り。

　オレはクロのキャラが壊れないように自制しつつ、内心で「そりゃないよぉおおお」とヒカルのような叫びを上げていた。

　もちろん、そんな内面は顔には出さない。無表情ポーカーフエイススキル先生は有能だ。

　オレは気を取り直し、それ以外の箇所もいくつか質問し、論文の疑問点や不明点を払ふつ拭しよくする。

「初めまして、クロ殿。第六王女のシスティーナです」

　博士に礼を言っていると、オレに気付いた他の博士達と一緒にシスティーナ王女がやってきた。

「ジャハド博士に誘われて、研究所にお邪魔させていただいています」

「王女の専門とは違うようだが？」

「ええ、少し行き詰まってしまって……」

「王立学院や王立研究所に質問できる者はいないのか？」

　専門外の博士達に交ざるよりは、研究が進みそうだと思って聞いてみた。

「どちらでも門前払いでした」

　マジか。王立の研究機関で王女を門前払いにするとは、なかなか勇気がある。

　それだけ彼女の研究が異端だという事かもしれないけど。

「以前は相談できる先生や友人がいたのですが、今はお仕事で大陸西方へ行っていらして……」

「クロ様はペンドラゴン子爵様の行方をご存じありませんか？」

　もしかして、王女が言っているのはオレ達の事かなと思っていたら、アオイ少年が続けて質問した事でほぼ確定となった。

「小僧の行方？　王女の教師や友人は小僧の関係者か？　まあいい、小僧ならブライブロガ王国で会ったぞ」

「ありがとうございま──」

「──小僧？」

　アオイ少年のお礼を不機嫌そうなシスティーナ王女の声が遮った。

「もしかして、それはサトゥー先生の事かしら？　その呼び方は失礼でしてよ？」

　システィーナ王女が柳りゆう眉びを逆立てる。

　いつもは「サトゥー様」呼びだけど、今回はクロに立場を明確にする為に敬称を先生に変えたようだ。

「本人も了承している事だ。他人にとやかく言われる謂いわれはない」

「まあ！　なんていう方かしら！」

　プンプン怒る王女をスルーして、博士達に研究の進捗を尋ねに向かう。

「飛空艇は完成したんじゃが……」

「何か問題が？」

「普通の人間には乗れん」

「加速で潰つぶれてしまう」

　今はアオイ少年の提案で耐Ｇスーツのようなモノを開発しているらしい。

「身体強化が使える元騎士の方にお願いしているんですが、レベル三〇級の方じゃないと加速の途中で気絶しちゃって……」

　どんな加速か気になったので、資料を見せてもらう。

「……お前達は虚空にでも飛び出すつもりか？」

「おう！　それはいいのう！　ぜひとも飛び出してみたいわい！」

「馬ば鹿かもん！　まずは水平飛行からだと、いつも言うておろうが！」

　馬鹿みたいに巨大な加速用ブースターを連結して超高速を実現しているらしい。

　資料を見る限りだと、音速の壁を超える時の衝撃で機材が故障し、搭乗員も意識を失っているようだ。

「それにしても、これだけの出力をよく出せたものだな」

「よくぞ、聞いてくれた！　これを見よ！」

「これがわしらの成果じゃ！」

　博士達が魔力炉らしき設計図を突きつけてきた。

　逸はやる彼らを抑えつつ、設計図に目を通す。

「……これはっ」

　蒼そう貨かを使った聖樹石炉と魔力炉のハイブリッドシステムを試作したらしい。

　理論値だと同規模の聖樹石炉を超える出力を得られるようだ。始動実験の計測表を見る限りだと、炉の強度が足りなくて理論値ほどの出力を得られていない事が分かる。それでも──。

「──この出力か」

　博士達に言って、ハイブリッド炉──設計図によると双炉を起動してもらう。

　青い光と赤い光が漏れ、紫色の光となって周囲に漏れ出す。

「初めは紫炎炉と名付けようとしたんじゃが──」

「そんな縁起の悪い名前にして爆発したらどうするんじゃ！」

「──と言われて変えたんじゃ」

　そういえば紫は忌み色だっけ。

「理論値には遠いな」

「王都の技術者じゃこれが限界なんじゃ。今はオーユゴック公爵領のボルエハルト自治領に依頼をかけとる」

　なるほど、ドハル老達ドワーフなら高精度の炉だって作れそうだ。

　オレも碧領に戻ったら作ってみよう。いや、ボルエナンの森で借りてるトラザユーヤ氏の研究施設を使った方が精度が出るか。

「リミッターを解除したら倍はいけるぞ」

　不穏な発言の直後に、安定していた紫色の輝きが揺らぎ始め、アオイ少年がリミッターを戻す為ために駆け寄る前に双炉が爆発した。

　危機感知スキルが警告してくれていたので、爆発の寸前にはアオイ少年を「理力の手マジツク・ハンド」で引き寄せ、王女や博士達を「自在盾フレキシブル・シールド」と「防御壁シエルター」の魔法で守れた。

　双炉は跡形もなく吹き飛び、かなり離れた場所にある工場の壁にも破片が刺さっている。

　マップ検索で見た限り、今回の爆発で怪け我が人はいないようだ。

「何事ですか！」

　爆発を見て駆けつけたポリナ工場長にアオイ少年とリミッターを解除した爆発博士が平謝りする。

　近くの駐屯地から駆けつけた騎士達や衛兵達の対応はポリナ達に任せればいいだろう。

　とはいえ──。

「もう少し安全対策をした方が良さそうだな」

　地下は危ないし、研究所の周囲を「土壁ウオール」で覆い、「泥土硬化ハード・クレイ」と「漆喰硬化ハード・スタコ」で補強しよう。爆風が上に逃げやすいように、土壁に傾斜を付けておけば侵入対策にも使えるかな。

　博士達の安全を守る為に、ファランクスシステムを搭載したアダマンタイトゴーレムを何体か配備するとしよう。助手タイプのリビングドールに偽装すれば博士達からも文句は出ないだろう。

　爆発で失われた機材の代わりをストレージから補充し、ブースターに使える素材を何種類か提供してやる。

「搭乗者用にこれを使ってみるか？」

「これは？」

「衝撃吸収に優れた鎧よろい下しただ」

　新型黄金鎧のインナーを設計した時に作ったサンプルだ。

　オレの体形で作ったけど、プラマイ二〇パーセントくらいは自動で補正されるから、小柄な騎士なら普通に着られると思う。

「なんだかレオタードかＳＦモノに出てくる薄手の宇宙服みたいですね」

　アオイ少年の的確な描写を「そうか」と素っ気なく流し、サンプルを手渡しておく。

　これで超高速飛空艇も安全に試運転ができるだろう。予備はいっぱいあるから、一〇着くらい渡しておこう。色々と実験する為にたくさん造ったんだけど、あまり消費しなかったんだよね。

「ジャハド博士、空力機関の改良はどうなった？」

「そっちは完成しておるぞ。用途別に三種類あるから、あとで設計図を渡す」

　ジャハド博士が設計図を取り出しに戻ると、他の博士達も完成した論文や図面を次々に提出した。前回からそんなに時間も経たっていないのに、大した成果だ。やはり、天才が集まると相乗効果が高まるらしい。

「──ん？　アオイもか？」

「はい、ボクは博士達みたいに才能はないので、日本にいた頃ころの家電を魔法道具で再現したモノを設計してみました」

「これとこれは既にあったはずだ。これは止やめておけ。他ほかは問題ない。試作品を作ってコストを計算したら、後は支配人かティファリーザに相談しろ」

　アオイ少年が家電風の魔法道具開発を提案してきたので、ヤバそうなのを除いて採用した。

　採算が取れるかどうかは、支配人達にジャッジしてもらえばいいだろう。

　そうだ──。

「頼まれていた品を入手したぞ」

　帰り際に博士の一人から頼まれていた浮遊石の事を思い出したので、倉庫の一つに大小様々な浮遊石を取り出してやる。受け取った博士が狂喜乱舞したのは言うまでもないだろう。

　なお、鼠人の国ラティルティで入手した「魔族を感知する鈴」は支配人達に渡しておいた。
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「──浮遊要よう塞さい？　あの伝説の？」

　エチゴヤ商会での用事を済ませたオレは、アキンドーの姿になって寮の管理人さん業を楽しむヒカルの下を訪れていた。

「ああ、碧領に隠されていたんだ」

「本当に実在したんだね～。シャロリック君は信じてたけど、メルボン君やリッ君なんて『絶対に存在しません！』って力説してたんだよ」

　彼女の時代には既に実在も危ぶまれるほどの伝説になっていたらしい。

「それで浮遊要塞は動くの？」

「心臓部が抜き取られているから動かないと思うよ」

　ストレージに収納したまま調べたけど、コンピューターに相当する中枢部──紫月核と呼ばれるコアパーツがまるごと抜け落ちていたんだよね。動力源らしき魔力炉っぽいのがあるから、全く動かないわけじゃないと思うけど。

「そっか、なら安心だね」

　たぶん、浮遊要塞を異空間に隠した何者かが持ち去ったんだと思う。

「シズカは元気にしているかい？」

「うん、熱心に執筆活動してるよ。今は熱烈な読者がいるから気合いが入りすぎるくらい入ってて、ちょっと心配かな」

　シズカの本はヒカルがお茶会で紹介した結果、リットン伯爵夫人を始めとした一部の貴婦人達に大人気との事だ。

　この世界には印刷がないはずだから──。

「原本を？」

「私が魔法でコピペしたヤツだよ」

「そんな魔法があるのか？」

「うん、知り合いから禁忌だって言われたから秘匿しているけどね」

　過去に術理魔法で編み出した転生者がいたらしい。

　言われてみたら、光魔法で映像として表示できるんだし、印刷する方法さえあれば普通にできそうだ。

「そうそう、社交界でイチロー兄ぃ達の失しつ踪そう説が広まっているらしいよ」

　そういえばエチゴヤ商会でも似た話を聞いたっけ。

「そんなに広まっているのか？」

「うん、大陸西方に派遣した特使が消息を追えなかったんだって」

　要塞都市アーカティアまでは、ちょっと特殊な方法でショートカットしたから。

「手紙を預けていいか？」

　心配させたら悪いので、宰相や知人に手紙を書いてヒカルに託した。ペンドラゴン家の御用商人アキンドーが寮に出入りしているのは宰相も知っているだろうから不自然さはないはずだ。

　要塞都市アーカティアに到着した頃の日付にしておけば、船便で送った手紙より先に届いても問題ないだろう。

「この後、作り置きのおかずと夕飯を届けに行くけど、イチロー兄ぃも来る？」

「いや、他に寄る所もあるしお暇いとまするよ」

　シズカの顔も見たいけど、予告なく訪問したら前みたいなラッキースケベに遭遇しそうな予感がするんだよね。

　帰り際に、ヒカルとシズカの二人に、蛙かえる人の国チプチャで手に入れた「人魚の涙」を加工した装飾品をプレゼントしておいた。
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「マスター・サトゥー！」

　農作業をしていたユーネイアが大きく手を振る。

　王都での用事を済ませたオレは、ボルエナンの森に行く途中でラクエン島に寄っていた。

「姉様、マスター・サトゥーが来たわ」

「ユ、ユーネイア、引っ張らないで」

　レイは土で汚れた顔を見せまいと手で隠す。そんなに真っ赤になるほど恥ずかしがらなくてもいいのに。

　オレは勝手知ったる感じで先に家の中にお邪魔して、二人の為に冷たい麦茶とオヤツの焼きトウモロコシを用意してみた。

「お待たせ！　わあ、見た事ないオヤツだー！」

　ユーネイアが一息で麦茶を飲み干した後、焼きトウモロコシに飛びついた。

「どうやって食べるの？」

「こういう風に持って、表面の粒を食べるんだよ」

「香ばしい匂におい──醬しよう油ゆかしら？」

「そうだよ。今日のお土産はトウモロコシだ」

　栽培用のコーン粒を入れた巾きん着ちやくと、栽培の仕方を書いた紙をテーブルに置く。

「美お味いしい！　姉様、とっても美味しいよ！」

　ユーネイアは口の周りが醬油で汚れるのも構わず、大きな口でトウモロコシにかぶりついている。

　レイはトウモロコシにかぶりつくのに抵抗がある感じだったので、術理魔法の「万能工具マルチプル・ツール」で粒をカットして皿に盛ってスプーンを添えてやった。

「甘くて美味しい。これは野菜？　それとも果物？」

「野菜だよ。甘いのは品種改良してあるからさ」

　樹霊珠頼りのチート品種改良だけどね。

　レイに改めて「天てん護ご光こう蓋がい」の小型化レポートの礼を告げ、その技術を使って無事にキャッスル機能を完成する事ができたと報告した。

「役に立って良かったわ」

　レイが満足そうに微笑ほほえむ。

　仲間達の近況を話し、南西諸国の観光地の映像を光魔法で投影しながら、旅の土産話に花を咲かせる。もちろん、色々と買い込んだお土産もテーブルに広げてだ。




　話が碧領での事に変わった際に、浮遊要塞の件に触れてみた。

「──浮遊要塞？」

「レイは知らない？」

　ララキエ時代に現役だったはずだし、噂うわさくらいは知らないかと思ったんだけど。

「アルカディアって名前──」

「──悪魔要塞アルカディア！」

　名前を出した瞬間、レイが青い顔で叫んだ。

　ララキエと敵対していた勢力の要塞だったとはいえ、ここまで激しい反応があるとは思わなかった。

「姉様、知っているの？」

「ええ、悪魔要塞アルカディアは魔王の尖せん兵ぺい。天護光蓋を打ち破る破天腐ふ槍そうで、知り合いの浮遊城が幾つも墜おとされたわ」

　悪印象が強いのか、レイはあまり詳しくは語りたがらない。

「ごめんね、レイ。嫌な思い出があるなら言わなくていいよ」

　天護光蓋を上回る「破天腐槍」とやらには興味があったが、彼女に不快な思いをさせてまで知りたい事じゃない。実物がストレージにある事だし、あとで現物を調べればいい。浮遊要塞をゲットした遺跡にも資料があったしね。

　オレはユーネイアとタッグを組んで道化を演じ、レイも自分を想おもうユーネイアの心を汲くんで、外見上はいつも通りのレイに戻ってくれた。
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「──頼んでいい？」

「はい、お任せください、アーゼさん」

　ラクエン島の次に訪れたボルエナンの森では、アーゼさんから妖よう精せい蜂ばちという幻想生物の巣箱の素材調達を頼まれた。

「ありがとう、サトゥー。嬉うれしい！」

　──おおっ。

　よっぽど困っていたのか、感激したアーゼさんがひしっと抱き着いてきたので、そのまま優しく抱き締め返す。

　棚ボタ的に訪れた至福の時間をたっぷりと享受しよう。

「──あの？　そろそろ終わりにしませんか？」

　巫女みこルーアさんにくいくいと服を引っ張られて、現実に引き戻されてしまった。

　なんて酷ひどいと思ったが、ＡＲ表示される時間を確認すると、抱き着かれてから一〇分以上も経過していた。視線を降ろすと真っ赤なアーゼさんがこちらを見上げている。

　オレはコホンと軽く咳せき払ばらいをして、アーゼさんを抱き締めていた手を解ほどく。

「それじゃ、巣箱の材料を確保してきます」

「待って、サトゥー。何か用事があって来たんじゃないの？」

　アーゼさんに抱き締められた幸福さに負けて、本来の用事をすっかり忘れていた。

「そうそう、今日はこれの相談をしようと思って」

「透明なオリハルコン？」

　オレはアイテムボックスからガラス質になったのと変化前の包帯オリハルコンを取り出す。

「へー、こんな風にもなるのね」

　アーゼさんが興味深そうにガラス化した包帯オリハルコンを陽ひの光に翳かざした。

「アーゼさんもご存じないのですか？」

「うーん、記憶庫にはあるかもしれないけど、今は知らないかな」

　一緒にいた巫女ルーアさんも知らないらしいので、物知りの古老に尋ねる事にした。

「ほうほう、これは珍しい」

「どんな錬成をすればできるのか見当もつかん」

　古老達が包帯オリハルコンを手にあーでもないこーでもないと議論を交わす。

　いつの間にか噂を聞きつけた研究好きエルフ達が集まってしまい、広いホールが人でいっぱいになってしまった。

「何か知ってる？」

「はい、アーゼ様。昔の資料で、そういったオリハルコンがあると読んだ記憶があります」

　さっき「珍しい」と言った最長老のエルフがアーゼさんに答える。

「それを見せていただけませんか？」

「すまんが、手元にはない」

　その資料は他ほかのハイエルフに預けたっきりになっていて、件くだんのハイエルフが睡眠槽で眠りに就いている為ため、今現在どこにあるのかは分からないらしい。タイトルが分かればマップ検索で見つけられるんだけど、昔の事過ぎて覚えていないそうだ。

「サトゥー、記憶庫に行ってみる？」

　よほど残念そうな顔をしていたのか、アーゼさんがそんな事を言い出した。

　久々に亜神モードのアーゼさんに会ってみたいし、彼女の申し出に甘えさせてもらおう。

　包帯オリハルコンをエルフ達に預けたまま、オレはアーゼさんとともに世界樹の深部にある記憶庫へと移動した。

『──ララキエが空にあった頃ころ、魔神様がそのようなオリハルコンを作り出したと聞いた事があります』

　亜神モードのアーゼさんが神代の言葉で語る。

　いつものふわふわしたアーゼさんもいいけど、亜神モードのキリリとしたアーゼさんも素敵だ。

『サトゥー、聞いていますか？』

『──すみません、アーゼさんに見み蕩とれていました』
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　素直に謝ったら、なぜか亜神モードのアーゼさんが顔をほんのりと赤らめていて、改めていつものアーゼさんと根っ子は一緒なんだなーと嬉しくなった。

『先ほどの件ですが、詳細はご存じありませんか？』

『私は知りません。ブライナンのリーゼ──いえ、ブライナンのケーゼかベリウナンのサーゼに問いなさい』

　オレの記憶が確かなら、現在のブライナン氏族にリーゼさんはいないはずだ。

『私に問いたい事は以上ですか？』

　久々の亜神アーゼさんとの会話を終わらせるのが勿もつ体たいなかったので、ついでに浮遊要よう塞さいについて尋ねてみた。

『直接は知りません。外に出かけるのが好きなイーゼが見聞きした事の伝聞で構いませんか？』

　彼女の言うイーゼとは世界樹の睡眠槽で眠るハイエルフの一人だろう。

『浮遊要塞は魔神様が設計し、その使徒達が作ったと噂されていたそうです。完成後はララキエ王朝に反抗するレジスタンスが使っていたとの事ですが、凄すごく強かったというイーゼの感想だけで詳細は知りません』

　最初のところ以外はラクエン島でレイから聞いた内容の方が詳しかった。

『そろそろ聞きたい事は終わりのようですね。あとは今の私に任せます』

　亜神アーゼさんはそう言うと脱力し、オレの方に倒れてきた。役得の感触に浸っていたいが、記憶庫との接続はそれなりに疲れるはずだから、外で待機している巫女ルーアさんを呼んでベッドへと寝かせておいた。

　その後、サーゼさんとケーゼさんにも尋ねたけど、包帯オリハルコンも浮遊要塞も入手した資料以上の情報はなかった。

　サーゼさんからは年始に到達した岩石帯が想像以上に広すぎて驚いたと愚痴を聞かされた。初めはなんの話か分からなかったが、すぐに岩石帯がアステロイドベルトの事だと気付いて、クラゲ調査用の深宇宙探査ゴーレム「サテライト・ワン」の話だと思い当たった。

『岩石帯で何匹かのクラゲを発見したぞ。やはり、サトゥーの予想通り、やつらはあの辺りから来たようだ』

　サテライト・ワンは何度かデブリに激突されて壊れてしまい、その都度送り直しているとの事だった。

『次はベルト内に入らずに、外側を周回して調査予定だ』

「それなら複数機を送ってはいかがでしょう？」

『そうだな、合理的な提案だ。サトゥーの提案を採用しよう』

　ついでに親機と子機に分けて、子機を隕いん石せきの密度が高いアステロイドベルトに進入させて、親機は安全な場所から子機の情報を待つようにする方法も提案しておいた。こっちは従来機から大きく改造する必要があるので、今後の課題にするとの事だ。

　次にケーゼさんからの話だが──。

『サトゥー、アーゼから件のオリハルコンが届いた。私の心がどれほど好奇心に浮かれているか君に伝える言葉を持たない。今、君がここにいたら抱き締めて踊り出しただろう──おっと、アーゼが怖いから、この辺で通信を切るよ。サーゼより先に解明してみせる。楽しみにしていたまえ』

　もの凄い笑顔でケーゼさんからの通信が切れた。

　振り返ると、早くもベッドから復帰したアーゼさんが、可愛かわいくほっぺを膨らませていた。

　あー、もう可愛いな。この人。

　そのままお持ち帰りしたい衝動に駆られたが、巫女ルーアさんや純真無む垢くな顔でこっちを見る家妖精達の視線があるので自重した。

「アーゼさん、サンプルの転送ありがとうございます」

　つーん、というオノマトペが見えそうなアーゼさんのレアな横顔を堪たん能のうしつつ、彼女の耳元に口を寄せる。

「私が抱き締めたいと思うのも、踊りたいと思うのも、恋しいと思うのもアーゼさんだけですよ」

　そう囁ささやくと、アーゼさんは顔を真っ赤にさせて縮地もかくやという速度で飛び退のき、形のいい唇やたおやかな指をわなわなと震わせながら、何かを言おうとして言葉にならなかったのか、そのまま走り去ってしまった。

　巫女ルーアさんがアーゼさんをダッシュで追いかけていったので、あとのフォローは彼女に任せよう。オレが追いかけていっても逆効果だろうしね。

「そんなに恥ずかしいセリフだったかな？」

　キャーッと嬉しそうにしている家妖精達に尋ねると、グッとサムズアップで評価された。




　アーゼさんへのお土産を家妖精達に託し、オレは碧領へと帰還する。

　なお、手に入れた包帯オリハルコンのサンプルと情報はサーゼさんだけでなく、ケーゼさんやボルエナンの研究エルフ達に渡してある。

　彼らが研究してくれたら、オレ以上の成果を出してくれるに違いないからね。
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　碧領へ戻ったオレは、移動前に考えていた改造も忘れて仲間達と「妖精蜂の巣箱」の素材集めに奔走し、ゼナさんやカリナ嬢まで巻き込んで揃そろえきった。

　その後、碧領で黄金鎧よろいや白銀鎧に着脱機構を組み込みつつ、強化外装やオプション装備の実用化に努めた。試行錯誤の末、正式装備として前衛共通の強化外装「アタッカー」、銃撃支援用の強化外装「ガンスリンガー」、魔法増幅用の強化外装「キャスター」の三種を用意できた。

　その甲か斐いあってか、碧領の都市跡周辺に溢あふれる魔物達を狩り尽くす勢いで狩りまくったせいかは分からないが、仲間達が全員レベル六五に到達し、今日は盛大にお祝いをする事になった。

　ゼナさん達と会った時はアキンドーの姿だったし、そろそろサトゥーの姿でシガ王国に帰還する頃合いかもしれない。

　そんな事を考えていると──キイキイとコウモリの鳴く声が聞こえた。

「ご主人様、どうしたの？」

「ロロがピンチみたいだ」

　さっきの声はロロの影に潜ませた使い魔からの報しらせだ。

「大変」

「ご主人様、ロロさんに何かあったんですか？」

「ごめん、それはまだ分からない」

　ロロの身を案じるルルに「大丈夫だよ」と囁く。

　マップのマーカー情報を見た限りでは、ロロの身に危険が及んだ後ではないからね。

「ポチ、タマ！　集まりなさい！」

　食材狩りに行っていたポチとタマが、改良版白銀鎧のスラスター全開で戻ってくる。

「マスター、出発準備完了だと告げます」

「よし、行こう！」

　要塞都市アーカティアにいるロロ達の下へ！








アーカティア再び







〝サトゥーです。トラブルというのは忘れた頃にやってきます。レポートを提出する日の前日や仕事の納期間際に限って訪れるのです。もしかしたら、パソコンの陰に「悪戯好きの妖精グレムリン」でも隠れているのかもしれませんね。〟






「ロロさん！」

　勇者屋の裏庭へと帰還転移リターンするなり、ルルがロロを心配して店内へと駆け込んだ。

「待って、ルル。ロロはここにいないよ」

　ロロは大魔女の塔にいる。

　オレ達はダッシュで塔へと向かった。

　移動しながらマップ情報を見た限りだと、ティアさんが呪のろわれ状態で、ロロが付き添っている感じのようだ。アリサに「戦術輪話タクテイカル・トーク」を発動してもらって、情報を共有する。走りながら話して、第三者に知られるとマズそうだしね。

「ご主人様、『遠見クレアボヤンス』がキャンセルされたわ」

「こっちもだ」

　空間魔法で確認しようとしたのだが、阻害されていて上う手まく実行できなかった。

　もっとも、強引に力押ししたら行けそうなんだけど、それをすると何かを壊しそうだったので止やめた。状況的に考えて、ティアさんの呪いをなんとかする結界とかだろうしね。

「──ご主人様」

　リザが短く注意を促す。

　目の前に見えた大魔女の塔の入口に立つ門番達が、駆け寄るオレ達を見て警戒態勢だ。

「止まれ！」

「ここは大魔女アーカティア様がおわす塔だぞ！」

　生き真ま面じ目めそうな狼おおかみ人と熊人の門番に入口で止められる。

「オレ達は光竜級冒険者のペンドラゴン、『大魔女の騎士』だ！」

　獣娘達以外は普段着だったので、冒険者証と騎士章を掲げて叫ぶ。

　門番はオレ達の顔は覚えていなかったようだが、先日のパレードは覚えていたらしく、腰が引けた感じに「ど、どうぞ」と言って通してくれた。

「こっちだ」

　マップ情報を頼りに、塔の階段を駆け上がる。

　途中で何度か呼び止められたが、構わず駆け抜けた。

「サトゥー、瘴しよう気き」

　ミーアが言うように、塔の中は尋常じゃないほど瘴気が濃い。

　直ちに健康を害するほどじゃないけど、あまり長くいたら体調が悪くなるのは間違いないだろう。

　きっとティアさんが呪われている件と同じ理由に違いない。

「魔力も～？」

「ぎゅんぎゅん飛んでくるのです」

「イエス・ポチ。強大な魔力が波紋のように感じられると告げます」

「何か大きな──きっと、儀式魔法を使ってるんだと思うわ。ご主人様のさっきの話なら、ティアさんの──」

　呪じゆ詛そ解除の為ための儀式魔法だろう。

「そこにロロさんもいるんですよね？　大丈夫でしょうか？」

　ルルが不安そうに言う。

　オレも心配だけど、ティアさんがロロを害するとは思えない。

「呪詛を逸そらす為とかじゃないわよね？」

「それはないよ」

　アリサの発言を即座に否定する。

「ティアさんの事だから、ロロを守る為とかじゃないかな？」

　その理由は分からないけどね。

「──ご主人様」

　先頭を駆けていたリザが警告する。

　前方の扉が開いて、大魔女の筆頭弟子のリミさんが飛び出して来た。

「お待ちなさい！　ここから先は通しません」

　筆頭弟子が術理魔法系の壁で通路を塞ふさいだ。ティアさんとロロは彼女が出てきた扉の向こうにいる。

「ティアさんからの救援要請を受けて参上しました」

　詐術スキルの助けを借りて筆頭弟子に告げる。

「──ティア様の？」

　一瞬だけ信じそうになった筆頭弟子だったが、すぐに首を横に振ってこちらをキッと睨にらみ付けた。

「噓うそをおっしゃい！　今のティア様──ティアに人を呼ぶ事などできるはずがありません」

　なかなか手て強ごわい。詐術スキルを応援する為に、交渉スキルや説得スキルも動員してみた。

「いいえ、今ではありません。ティアさんが呪詛を受けた直後に報せてくれたのです」

　オレはそうでっち上げながら、さっき門番にも見せた「大魔女の騎士」の証あかしを掲げる。

「ティアさん──いいえ、大魔女様はこんな時の為に、これに魔法を篭こめてくださっていたのですよ」

　もちろん、真っ赤な噓だ。

「それであなたを呼んだと？　なんの為に？」

　──なんの為？　なんの為だろう？　そうだ！

「もちろん、呪詛を祓はらう為です」

　オレはストレージに用意してあった手袋を懐経由で取り出して手に嵌はめる。

　これはパリオン神国で勇者の呪詛を祓った時に重宝した手袋のバージョンアップ品で、手の甲に魔法陣が青い聖光で浮き上がる。前のは本当に余興用だったけど、今回はちゃんと聖碑回路を刺し繡しゆうで組み込んだ本物の魔法道具マジツク・アイテムだ。

　オレなら素手でも同じなんだけど、周りへの説得力アップと言い訳を省略する為に用意しておいたのだ。

　手袋の魔法陣を青く輝かせながら、真しん摯しな表情で筆頭弟子に訴える。

「『大魔女の騎士』の称号において要請します──大魔女様にお目通りを」

「……分かりました。通っていいのはあなただけです。他ほかの方は控え室でお待ちください」

　しばらく睨み合った後、筆頭弟子が折れてくれた。

「こちらに。結界が乱れないように素早く入ってください」

　よく見ると、扉前の床に魔ま除よけの茨いばらを使った結界が張ってある。

　オレは結界を砕かないように注意して室内へと入った。広い室内には大きな天てん蓋がい付きのベッドがあり、心配そうな顔をしたロロがその傍そばに置いてある椅い子すに腰掛けていた。

　──良かった。

　ロロ自身には問題ないようだ。

　マップ情報で分かっていても、こうして目視で確認すると一安心だ。ロロは魔女の弟子達が着るのとお揃いのローブを着込み、頭に茨の宝冠を着けているのは瘴気や呪詛から身を守る為だろう。

『ご主人様、どうだった？』

　アリサから戦術輪話が届いた。

　塔の内側に入ったから、阻害される事なく繫つなげたようだ。

　オレは仲間達に『ロロは無事だ』と告げ、部屋の中を見回す。

　西洋風の家具が置かれた寝室には、ベッドを中心に幾重にも魔除けの結界が張られており、床の上には複雑な魔法陣が描かれている。呪詛祓いの魔法陣だ。

　その魔法陣を囲むように立つ魔女の弟子達が唱えているのも、アリサ達の予想通り呪詛祓いの儀式魔法で間違いない。

「儀式魔法の最中です。大魔女様に近寄る時に、床の魔法陣や呪具を踏まないように注意してください」

「いいんですか？」

「構いません。一度で終わる魔法ではありませんから」

　儀式魔法が終わるまで待たされるかと思ったけど、ティアさんの傍に行っても構わないらしい。

　まあ、ロロがいるのも魔法陣の最内円の内側だしね。

「サトゥーさん！」

　オレに気付いて叫んだロロが、すぐに手で口を押さえて声を落とした。

「大──ティアさんが、ティアさんが大変なんです」

　ティアさんの事を大魔女って言おうとして失言に気付いて言い直した感じだ。ロロもティアさんの正体が大魔女だと知ってしまったらしい。

「分かってる。任せて」

　オレはそう言ってロロを椅子に座らせて、天蓋から垂れるレースの幕の向こう側へ行く。

　──瘴気が濃い。

　ベッドの上には瘴気を吸い取る香炉のような魔法道具が幾つも置いてあるのに、迷宮深部のような瘴気の濃さだ。

　しかも、その瘴気はベッドで苦しそうにするティアさんの身体からだから溢あふれ出ている。

　オレは瘴気を少しでも減らそうと普段は抑えている精霊光を全開にし、聖光を放つ手袋の聖碑を彼女の額に翳かざす。

　それが功を奏したのか、苦しみにきつく目を閉じていたティアさんが、ゆっくりと目を開いた。

「──ようこそ、私の騎士様？」

　ベッドの横に腰掛けたオレに、ティアさんが無理に笑顔を作る。

「ロロには、黙ってくれて、いたのね」

　ティアさんの正体が大魔女って事かな？

　内緒にしてほしそうだったし、黙っている事でロロに不利益もなかったしね。

「無理に話さなくても大丈夫です。はいなら人差し指を、いいえなら親指を動かしてください」

　オレはそう言ってティアさんの手を取る。

「犯人は前に言っていたヤツですか？」

　人差し指が動く──イエスだ。

「犯人はロロも狙ねらっているんですか？」

　親指が動く──ノーだ。

「有効な対抗策はありますか？」

　人差し指と親指が動いた。イエスでありノーでもある。つまり、対抗策はあるが有効かどうかは分からないといった感じだろう。

「「「……■　呪詛除去リムーブ・カース」」」

　会話の最中に、弟子達の呪詛祓いが発動した。

　瘴気視を有効にしたオレの視界に、大魔女に掛けられた十重二十重の呪詛が次々と打ち祓われるのが見えた。

　──あれ？　オレが何もしなくても終わりそう？

　一瞬だけ拍子抜けしたオレだったが、すぐに大魔女の内側から溢れる瘴気が動画の逆再生のように呪詛へと変わり、幾重にもティアさんの身体を覆った。

「珍しい、スキルを、持っているのね」

　苦しそうな声でティアさんが言う。

　オレが瘴気視を使っているのに気付いたようだ。

「見ての、通り、相手が、根負け、するまで──」

　呪詛を祓い続けるのだと続けようとしたティアさんの口を人差し指で塞ぐ。

「状況は把握しました。私も協力します」

　これでも呪詛祓い自体はラクエン島のレイ達や勇者ハヤトの件で慣れている。

　オレは手の甲に聖碑回路を刺繡した手袋をティアさんに見せる。刺繡には青液ブルーに浸したミスリルの糸を使ってあるので、なかなか霊験あらたかに見えるんだよね。

「青い光──聖なる神器？」

　そんな大層なモノじゃありません。

「力を抜いてください」

　ティアさんの言葉には答えず、彼女の身体を苛さいなむ呪詛を丁寧に剝はがしていく。

　呪詛解除スキルがあるのでサクサクと剝がしていける。呪詛返しスキルがあるので、剝がした呪詛は呪のろった相手へと返却してやろう。人を呪わば穴二つって言うしね。アリサあたりなら「呪っていいのは呪われる覚悟のあるヤツだけよ」なんて言いそうだ。

　ティアさんの呼吸が少し穏やかになってきた。

「少し楽になったわ。その道具は凄すごいわね」

　喋しやべる声にも力が戻った。横向きに寝返りを打ったティアさんが水を求めたので身体を支えて飲ませてやる。

　あともう少し──ん？

　細くて気付かなかったけど、起こした背に呪詛のラインのようなモノが見えた。

「ちょっと失礼──」

　オレはベッドに上がってティアさんを抱え上げる。

「え？　何？」

　青い顔で頰ほおを染めるティアさんをスルーして、彼女の背から伸びる呪詛のラインを確認する。

　抱き上げたお陰で、はっきり見える。

　──これだな。

　オレは指をはさみの形にして、ちょきんと呪詛のラインを切ってみた。

「──うそ？　身体が軽い？」

　呪詛のラインを切ったと同時に、彼女を蝕むしばんでいた瘴しよう気きがオレの精霊光に負けて駆逐されていく。

「これなら──■■……■　神威呪詛蹂躙デイバイン・デストロイ・カース」

　オレに抱き上げられたまま詠唱を行ったティアさんが、自分で残りの呪詛を打ち祓ってみせた。

　さすがは大魔女。なかなか鮮やかな魔法だ。

「やばっ──ロロ！」

　ティアさんの打ち祓った呪詛の残ざん滓しがロロに向かうのが見えた。

　──させないよ？

　オレは残滓の尻しつ尾ぽともいうべきモノを摑つかみ、ぐいっと強引に引き寄せ、手の中で暴れる呪詛の残滓を泥団子のようにまとめて、掌てのひらの内側に出した聖刃で完全に滅した。

　まったく、ロロを呪おうなんて不届きにもほどがある。

「なんていうか……でたらめね」

　ティアさんが笑う。

「この手袋のお陰ですよ」

　彼女にはバレている気もするが、そう言い訳しておく。

「──ティア様！」

　筆頭弟子がレースの垂れ幕をめくって入ってきた。ロロもだ。

「ティア様？」

「サ、サトゥーさんっ」

　──あれ？

　二人の様子が変だ。

　ティアさんと示し合わせたかのように、その視線を辿たどるとオレ達の姿勢に気がついた。

　ロロに向かった呪じゆ詛そを丸めるのに両手の掌を使ったから、抱き上げていたティアさんを抱き締めるみたいな格好になってしまったようだ。

「ちょ、これは違っ」

　ティアさんが動揺している。

　ベッドの上っていうのがアレだけど、治療行為をしていただけなんだし、そんなに焦らなくてもいいと思う。むしろ、焦った方が後ろめたい事を隠しているように見えるしね。

　頰を膨らませてむくれるロロも可愛かわいい。

「ティア様、そんな事よりも呪詛は？」

「祓はらったわ。サトゥーさんとあなた達のお陰よ──ありがとう」

　ティアさんが真顔に戻って、オレや弟子達に礼を言う。





◆






「リミ、ケージに入れてある鴉からすを連れてきて、使い魔を用意するわ」

　ティアさんに命じられて筆頭弟子が垂れ幕の外に行く。

「もしかして──」

「ええ」

　オレの問いかけに頷うなずきながら、ティアさんが自分のアイテムボックスから取り出した勇者屋印の栄養剤を呷あおる。

「まだ、終わってないわ」

　そう告げるのと同時に、足下から瘴気──いや、呪詛の触手がわさわさと生えてきて、ティアさんとロロに向かって伸びる。

　オレは手袋の魔法陣を青く輝かせながら、呪詛の触手を全すべて祓った。

「──サトゥーさん？」

　呪詛や瘴気が見えないロロにはオレの動きが唐突に見えたらしい。

「さすがね。もう少しお願いするわ」

　栄養剤に続いて魔力回復薬を飲み干したティアさんが言う。

「鴉をお持ちしました」

　筆頭弟子が連れてきた鴉というのは、巨大なケージに入った魔物だった。しかも、五羽もいる。

「使い魔の儀式をする。手伝いなさい」

「大魔女様の御み心こころのままに」

　長い詠唱の末、「使い魔契約エンゲージ・フアミリーア」の魔法が発動し、鴉の魔物達がティアさんの使い魔になる。

「悪いけれど、あなた達の仕事は過酷なの。恨んでくれていいわ」

　──ＫＷＺＡＡＡ。

　使い魔達は任せておけと言うように翼を広げ、勝ちどきのような咆ほう哮こうを上げた。

　ティアさんがロロとお揃そろいの茨いばらの宝冠を被かぶり、宝冠を触媒に呪詛耐性アップ系のエンチャントを掛ける。

「サトゥーさん、もういいわ」

　呪詛を祓うのを止やめると、さんざん散らされて勢いを弱めた呪詛の触手が少し迷うそぶりをしてから使い魔に向かって伸びる。

　──ＫＷＺＡＡＡ。

　呪詛は鴉達の一羽を縛り上げようとするが、鴉が鳴くたびに呪詛が身体から浮きあがり、それを別の鴉が啄ついばむ事で無効化しているようだ。

　オレも手伝おうとしたのだが、彼らはプライドが高いらしく、拒絶の威嚇をされてしまった。

「この子達は種族的に呪詛に強いの。あまり時間は稼げないと思うけど、この子達が頑張ってくれているうちに対策を立てるわ」

　ティアさんによると鴉から離れすぎると呪詛を逸そらす事ができないので、彼女の寝室で作戦会議となった。犯人に直接狙われている彼女はともかく、ロロは少しくらい離れても大丈夫らしい。

　筆頭弟子を含む弟子達は、不眠不休で儀式魔法を使っていたので、ティアさんが強制的に仮眠を命じていた。

「ティアさん、私の仲間達を呼んでもいいですか？」

　状況は「戦術輪話」で伝えてあるけど、きっとやきもきしているはずだからね。

「ええ、構わないわ」

「ありがとうございます。ロロ、悪いけどルル達を呼んできてくれるかい？」

「はい、分かりました」

　仲間達を呼びにロロが出て行ったタイミングで、さっき聞けなかった事をティアさんに教えてもらう。

「ティアさん、さっきはどうして呪詛の矛先がロロに？」

「──言わなきゃダメ？」

「はい、教えてください」

　ロロを守る為ためにも。

「ロロはね。私の子孫なの」

「子孫？　ひ孫や姪めいじゃなくて？」

　ティアさんが微笑を浮かべて首肯する。

　彼女の人族らしからぬ三〇〇歳超えという年齢からしたら不思議じゃない。確か叡えい智ちの塔の塔主ラーマさんも同じくらいの年齢だったかな？

「何世代目か分からないけど、血が繫つながっているのは分かるの。今残っている私の血族はロロだけ」

　ロロだけ？　ルルは──そう考えたが、すぐにロロとルルの共通のルーツが先々代の勇者ワタリだと気付いた。要よう塞さい都市でのワタリ氏の伴はん侶りよとなった女性がティアさんの子孫だったのだろう。

　いや、本題はそこじゃない。

「子孫だから狙われたのですか？」

　呪詛を送ってきた犯人は「末代まで祟たたってやる」って感じなのかな？

「恨まれてますね……」

「違うわよ。私の血族にしか継承できない秘宝アーテイフアクトがあるの。犯人の狙いはたぶん、そっち」

「それが直接狙われたりしないんですか？」

「それは大丈夫。私や私の血族がいる限り、誰だれも秘宝に触れられないわ」

　ちょっと不用心な気もするけど、大丈夫なのかな？

「そういえば姿が見えませんが、フェンは？」

「──フェンさんは地下にいるわ。この都市を支える中枢の守りをしてもらっているの」

　ティアさんは少し口ごもった後にそう教えてくれた。

　神獣フェンリルは塔の地下にある空白地帯にいるらしい。たぶん、都市核シテイ・コアか「蔦つたの館やかた」にある偽核フエイク・コアのようなモノがあるのだろう。

　いや、もしかしたら、フェンが守る中枢っていうのが、ティアさんの言う秘宝そのものかもしれない。

「フェンの方に応援はいりませんか？」

「あそこは魔力が潤沢だから、フェンさんだけで大丈夫よ。それに地脈に近いから、フェンさん以外だと呪詛の余波を受けちゃうかもしれないわ」

　なるほど、フェンを送り込んだのは明確な理由があったわけか。

　──ん？

「地脈に近いと呪われるんですか？」

「そうよ。今回の呪詛は地脈経由で送り込まれてきたの」

「──地脈から？　そんな事ができるのですか？」

　もしそんな事ができるなら、色々な源泉や都市核を支配しているオレなんかも危ない事になる。

　まあ、呪詛を送ってこられても返せばいいんだけどさ。

「普通はできないわ。たぶん、迷宮主ダンジヨン・マスターが犯人に力を貸したんだと思う」

　そういえばここは樹海迷宮の中に割り込むようにして作られた都市だし、樹海迷宮を支配下に収める迷宮主なら、色々と無理筋の介入ができても不思議ではない。




「サトゥーさん、ルルさん達を呼んできました」

　ロロと仲間達が入ってきた。控え室で準備をしてきたのか、全員が白銀鎧よろいを装備済みだ。

　一緒に待機していたハムっ子達はナナに抱っこされてジタバタしている。

「良かった、大丈夫そうね。呪のろいを掛けられたって聞いて心配したんだから」

「ふふふ、ありがとう。サトゥーさんのでたらめさに救われたわ」

　アリサの軽口に、ティアさんが肩を竦すくめた。

　でたらめなんて失礼な。

「う～っぷす～？」

「鴉の人が倒れたのです！」

　ポチとタマの声に振り向くと、檻おりの中の鴉が一羽、ケージの底に倒れて、呪詛が別の鴉に移っている。なるほど、捌さばききれなくなったら別の鴉に肩代わりさせるシステムなのか。

「死んでない」

「次の個体にスイッチしたと推測します」

　ミーアとナナが鴉の入った檻を覗のぞき込んで呟つぶやく。

　ＡＲ表示によると鴉は死んでいないものの衰弱状態のようだ。一羽あたり三分ほどと考えると、対策の準備に使えるのはあと一二分ほど──いや、数が減っていけば呪詛を祓う力が減るだろうから、一〇分弱と考えた方が良さそうだ。

　呪詛のターゲットが切り替わる際に、万が一にもロロに飛び火しないように檻とベッドの間に移動し、いつでも対処できるように呪詛のラインを注視する。

　そうだ──。

「ミーア、呪詛に対抗できる精霊はいるかい？」

「ん、光。ルフ」

　ミーアがそう言って詠唱を始める。光の疑似精霊ルフを呼ぶようだ。

　これで鴉の支援ができれば、もう少し余裕ができるはず。

「でも大魔女様──の弟子を呪うなんて、相手は何者なの？」

「大魔女でいいわよ。ロロには教えちゃったから」

　アリサが「そうなの」と尋ねられてロロが頷いている。

「相手に心当たりはないわ。たぶん、要塞都市に魔族を送り込んだり、ザンザサンサを心変わりさせたりしたヤツだと思う」

「上級魔族も出てきたくらいだし、魔王信奉集団の仕業かしら？」

「それはないと思うわよ。もしそうなら、ザンザサンサを使うなんて回りくどい事をせずに、上級魔族に奇襲させるわよ。今回も私を呪詛で弱らそうとしていたし、魔王信奉集団の仕業なら目的が意味不明すぎるわ」

「要塞都市の人達を魔王復活の生いけ贄にえにしようとしていたとか？」

「そっか、そんな考えもあるわね。私を弱らせている間に──待って、魔族を侵入させたみたい」

　アリサと話す途中で、ティアさんが警告する。

　──その直後。

　遠くの方で爆発音がした。

　マップを確認すると、都市外縁部で魔族に憑ひよう依いされた魔法使い系の冒険者が暴れているようだ。

　他ほかにも、潜入が得意そうなスキル構成をした魔族が一〇体ほど侵入している。

「ちょっと行ってきます」

　ここを離れるのは少し心配だけど、この程度の数なら三分もあれば殲せん滅めつできる。

「待って、ご主人様。ご主人様はここにいて、雑魚退治はわたし達がやるわ」

　アリサが戦術輪話で仲間達に指示を出す。

『リザさんとポチとタマは都市に侵入した魔族の排除、魔族のいる場所へはご主人様が誘導してくれるわ。ナナは塔の入口を守って。ルルはバルコニーで接近する魔族を撃破して。わたしは索敵と遊撃。ミーアはそのまま詠唱を続けて』

「承知──タマ、ポチ、行きますよ」

「あいあいさ～」

「ラジャなのです！」

　獣娘達が飛び出していく。

「少しこの場を離れると告げます」

「ナナ、頑張って」

「ナナ、怪け我がしないで」

「ナナ、行てら」

　ハムっ子達に見送られたナナが続く。

「私はバルコニーに行きますね」

「ルルさん、風が強いですからこれを」

「ありがとうございます、ロロさん」

　ロロが風かざ除よけをルルに手渡す。

『リザはそのまま通りを前進。ポチは次の通りを右に折れてくれ、タマは左の建物の屋上に』

　オレは戦術輪話で獣娘達を誘導する。

　タマは地形を考慮せずに移動できるので指示が楽だ。

「あなた達、凄すごいわね。もう一体目の魔族が消えたわ」

　ティアさんが驚いた声を漏らす。大魔女として張り巡らせた感知網でそれを知ったのだろう。

「あっちは任せておいて大丈夫よ。これで魔王信奉集団が犯人で確定かしら？」

「可能性は上がったけど、呪じゆ詛そを使うなんて回りくどい事をするのが分からないわ。この前の上級魔族が奇襲すれば要塞都市だってもっと被害は出たはずだもの」

「それだけ大魔女様や神獣フェンリルを警戒していたんじゃない？」

「そうだったらいいんだけど……」

　たぶん、ティアさんがさっき言っていた秘宝をゲットするのが主目的だから、上級魔族による奇襲を行わなかったのだろう。

　そう考えると、魔王の復活よりも秘宝の方がウエイトが高い事になる。

「ティアさん、さっきの件をアリサ達に話しても？」

「向こうの狙ねらいが秘宝って事？」

　ティアさんに首肯すると、彼女自身がさっきの話をアリサ達にしてくれた。

「なるほど、秘宝が狙いって事は、必ずしも魔王信奉集団が犯人とは限らないわけか……」

「そういう事。今のところ思い当たる相手はいないから、犯人捜しよりも侵入した魔族の討伐と呪詛を完全にシャットアウトする方が優先ってわけ」

　ティアさんがそう結論付ける。

　呪詛による疲労が残っているのかティアさんがふらつき、それをロロが甲か斐い甲が斐いしく支える。

「防御を固める？　それとも反撃を優先する？」

「呪詛が地脈から来るから防御を固めるのは、今のやり方が限界ね」

「地脈を断つのは？」

「それはダメ。一度断ったら、迷宮主に支配権を完全に奪い取られてしまうわ」

　要塞都市は樹海迷宮の成長を阻害しているそうだし、迷宮主はそれを狙って犯人に協力しているのかもね。

「なら、反撃するしかないわね。相手が呪詛を送ってくるラインを逆手にとって、こちらから呪詛を送る事はできないの？」

「たぶん、効果は期待できないわ。相手は呪詛の専門家だもの。呪詛返し対策は十分にしているでしょ」

「『返しの風』対策は完かん璧ぺきってわけね」

　ティアさんの言う通りだ。オレもティアさんの呪詛を剝はがす時に呪詛返しをしたけど、暖の簾れんに腕押しというか糠ぬかに釘くぎというか、手て応ごたえというものがなかった。

「とはいえ何もしないわけにもいかないのよ」

　──ＫＷＺＡＢ。

　ティアさんの視線の先で二羽目の鴉からすが倒れた。呪詛の勢いが増している。

　この調子だと一〇分どころか残り五分も持たない。

「──まずいわ。潜入している魔族が分裂した。リザ達に危機感を持ったみたいね」

　マップ情報によると、レベル一の小さな鼠ねずみ型魔族に分裂したらしい。

　全部で一〇〇〇体を超えるもの凄い数だ。

「ご主人様」

「ダメだ。下水路や建物に潜られた」

　これだと危なくて誘導矢リモート・アローで一網打尽にできない。

　オレが直接出向いて、閃せん駆くや縮地を駆使して虱しらみ潰つぶしに倒していくしかない──だが。

　──ＫＷＺＡＢ。

　目の前で三羽目の鴉が倒れた。早すぎる。

　このままココを離れたら、最後の鴉が倒れた後に呪詛を祓はらう者がいなくなる。

　時間内に鼠魔族を狩り尽くす賭かけに出るか、安全策を採ってここを動かずにいるか、オレは僅わずかに逡しゆん巡じゆんしてしまった。

「大丈夫よ」

　その声に俯うつむき加か減げんになっていた顔を上げる。

「ここは冒険者の街、要よう塞さい都市アーカティアよ。相手が分裂して雑魚になったのなら、いくらでも手はあるわ」

　大魔女モードになったティアさんが頼もしい発言をした。

「リミ！」

「──ここに」

　呼び鈴を振って筆頭弟子の名を呼ぶと、休憩していたはずの彼女が瞬間移動で現れた。

「冒険者ギルドに緊急依頼発注よ！　都市内の鼠に化けた魔族を狩らせなさい」

「承知いたしました」

　筆頭弟子が部屋から消え、中央冒険者ギルドのホールに移動したのがマップで分かった。

『大魔女様より緊急依頼発令！　全冒険者に告ぐ！　都市内に侵入した鼠型の魔族を退治せよ！』

　ギルドにいる筆頭弟子の声がここまで聞こえて来た。

　たぶん、拡声の魔法装置を使っているのだろう。

　ここから見えるギルドの入口から、冒険者が雪崩を打って駆け出すのが見えた。要塞都市の冒険者達にとって、大魔女様からの緊急依頼というのは何よりも優先されるモノらしい。

「魔族の鼠なんて分かるのかしら？」

「ふふん、私を誰だれだと思っているのかしら？　要塞都市にいる限り、私は万能よ」

　呪われた事を棚に上げて、ティアさんがドヤ顔になった。

「■　目印ターゲツテイング」

　ティアさんが都市核のコマンドワードのような詠唱を行った。

「何をしたの？」

「魔族の位置を分かりやすくしたのよ」

　空間魔法の「遠見」で確認すると、鼠魔族がピカピカと派手に光っている。地下に潜ったヤツや建物の陰に隠れたヤツには意味がない──そう思う間もなく、壁を破って現れた熊人の冒険者が骨ほね鎚づちで鼠魔族を粉砕した。

　魔族には普通の武器は効かないはずだが、要塞都市の冒険者は呪われた骨製武器を所持している確率が高いので、問題なく退治できるようだ。

『──ご主人様、冒険者達が次々にピカピカ魔族を始末しているわ。あの人達には魔族の位置が分かるみたい』

　アリサが戦術輪話越しに声を掛けてきた。

　どうやら、オレが見た光景はそこかしこで行われているようだ。

『いえすぅ～？』

『なんとなく壁の向こうや地面の下にいるのが分かるのです！』

『ええ、どういう理屈かは分かりませんが──便利です！』

　獣娘達も他の冒険者に負けじと鼠魔族達を狩っている。

「魔族はこれでいいわ。後は時間ね」

　──ＫＷＺＡＢ。

　目の前で四羽目の鴉が倒れた。残り一羽だけだ。

「……■　光精霊創造クリエート・ルフ」

　詠唱を続けていたミーアの呪文が完成した。

　ミーアが光り輝く乙女の姿をした疑似精霊ルフを召喚する。

「ルフ、呪詛を」

　──ＲＵＲＵＲＵＲＵ。

　幾つもの風鈴が鳴るような音と閃せん光こうが瞬いて周囲の瘴しよう気きを祓う。

「ロロ、まぶし」

「ロロ、目痛い」

「ロロ、助けて」

　びっくりしたハムっ子達がロロに抱き着く。

「げっ、鴉が輝いている……」

　光精霊ルフが掛けたエンチャントのようなものだろう。

　よく見ると、微小サイズの魔法陣がリングメイルのように鴉の全身を覆っている。

　パシンパシンという音がして魔法陣が散る。呪詛の触手と相殺しているようだ。

　呪詛の勢いが弱まったものの消えたわけではないらしい。

「むぅ、手て強ごわい」

　ミーアが不満そうに呟つぶやいた。

「ありがとう、ミサナリーアさん。呪詛の勢いが減じたから、これで十分よ」

「ん」

　──ＫＷＺＡＡＡ。

　光り輝く鴉がまだまだ行けるぜ、とばかりに翼を広げて高らかに鳴く。

　これなら後二〇分はいけそうだ。

「サトゥー」

　執しつ拗ように鴉を襲っていた呪詛の触手が引いていく。

「勝った、のかしら？」

「そうみたい──」

　──違う。

「ミーア！　光精霊ルフに対呪詛を使わせろ！」

「ロロ！　こっちに！」

　オレがミーアに指示を出すのと同時に、同じ事を悟ったティアさんがロロを抱き寄せた。

　置き去りになったハムっ子達とベランダのルルを「理力の手マジツク・ハンド」で引き寄せる。

「ん、ルフ！」

　──ＲＵＲＵＲＵＲＵ。

　光精霊ルフが生み出した光を、足下から噴きだした濃い瘴気が吞のみ込んだ。

『たかが魔女風情が！』

　おどろおどろしい醜く歪ゆがんだ声が、瘴気の奥から響いてきた。

「どうやら、向こうが先に根負けしたみたいね」

　ティアさんが不敵に笑う。

　闇やみは広がりオレ達を吞み込もうとするが──。

「させないわよ！」

　アリサの空間魔法がそれを押しとどめる。

「ルフ、がんば」

　──ＲＵＲＵＲＵＲＵ。

　ルフの光が闇を押し戻す。

『魔女どもめ、抵抗するか！』

　黒幕の瘴気とルフの光がせめぎ合い、闇の向こうに渦のようなゲートが見えた。




　──あれだ。




　オレは直感のようなモノに従って闇に飛び込み、渦を摑んでグイッと押し広げる。

　その瞬間、何かを引き裂いたような感触があった。たぶん、空間魔法を阻害していたティアさんの結界を引きちぎってしまったに違いない。もっと繊細にやるんだった。

　そんな反省をするオレの視界に渦の向こうが見えた。

　歪んだ空間の向こうに誰かいる。汚れの目立つローブを着た不健康そうな顔をした獣人だ。空間が歪んでいて獣人の種族が特定できないけど、顔の半分くらいが爛ただれて酷ひどい事になっている。まだ、こっちには気付いていない。

「あれが真犯人？」

「そうみたいだけど──知らない顔ね」

　ベッドの上のティアさん達が、後ろから覗のぞき込んでいた。

　ルルは輝炎銃を獣人の顔に向けている。

「死霊冥めい王おうの呪じゆ物ぶつを用いた呪じゆ詛そが効かぬだと?!　──ぬっ！」

　独り言を呟いていた獣人が、ようやくこちらに気付いた。

　渦を押し広げたせいか、さっきよりも明めい瞭りように聞こえる。

「呪詛の経路を繫つないだか！　小僧！　貴様がわしに呪詛を返した張本人かっ！」

　獣人が爛れた顔を手で押さえながら、憤ふん怒ぬの形相でオレを睨にらみ付ける。

　なるほど、あの顔の爛れは呪詛返しの影響か。手応えがなかったけど、ちゃんと効いていたみたいだ。

「空間が繫がったなら、搦からめ手てを使うまでもない！」

　獣人の眼前に幾つもの赤黒い渦が巻き出した。

　なんとなく不穏な感じだ。

「悪魔召喚師の神髄を見せてくれるわ！」

　──悪魔召喚師？

　気になる単語だが追及する必要はなかった。

　幾つも浮かぶ赤黒い渦から樹皮系の魔族達が湧わき出て、オレが広げる歪わい曲きよく空間の向こうからこっちに飛び込んできたからだ。

「──ルル」

「乱れ撃ちます！」

　ルルの輝炎銃が次々と火を噴き、渦の境界を越える前に魔族達を殲せん滅めつする。

　マシンガンのような銃撃を搔かい潜くぐって、小さな蝶ちようのような魔族がすり抜けてきた。

　──精神魔法。

　小さいがやっかいなスキルを持つ中級魔族だ。

　オレはつま先に出した魔刃を伸ばし、中級魔族を切り裂く。

　──ＹＭＴＴＴＴＨＹＵＭＥＥＥ。





＞「精神混乱コンフユージヨン」の魔法に抵抗した。






　視界の片隅に移るログウィンドウにそんな表示が出た。

　倒す寸前に魔法を使われてしまったようだ。

「くははは！　互いに殺し合え！　穢けがらわしい魔女に相応ふさわしい最期だ！」

　歪曲空間の向こうで、獣人が醜く嗤わらう。

　彼には悪いが、精神魔法の影響を受けたのはハムっ子達だけ。オレは言うに及ばず、仲間達は黄金鎧よろい準拠の対精神魔法対策機構で無事だし、ティアさんとロロは大魔女謹製の装備──おそらくは茨いばらの宝冠で無事だ。

「ロロ、たいへん」

「ロロ、おいしそう」

「ロロ、ぶろっこりー」

「皆みんな、どうしたの？」

　背後で花瓶が割れるような音がした。

　どうやら、混乱したハムっ子達が花瓶をブロッコリーと間違えて割ってしまったようだ。

　あっちはロロ達に任せよう。今は黒幕の相手が優先だ。

「なぜだ！　なぜ混乱せん？　中級魔族の精神魔法だぞ?!」

　無力なハムっ子達以外が平然としているのを見て、獣人が憤然と叫んだ。

『ご主人様、歪曲空間を掌握したわ！　一瞬だけなら、向こうへ移動できるゲートが開ける』

　さすがアリサ。向こうの闇を退けるついでに、反撃の準備をしてくれていたらしい。

「ティアさん、今なら相手の術を逆手にとって攻め込めそうです。こちらは任せて大丈夫ですか？」

　オレは「腹話術」スキルを使って、ティアさんの耳元で囁ささやく。

「無茶よ！」

　ティアさんが小声で囁き返した。

　このくらいの声量なら、向こうに届く事はないだろう。

「相手の支配領域に飛び込むなんて無茶すぎるわ」

「サトゥーさん、ダメです！　ルルさんもサトゥーさんを止めてください！」

　ロロが大きい声でオレを止める。

「いいえ、ロロさん。ご主人様は大丈夫です。私や皆が力を合わせれば、絶対に大丈夫です」

「……ルルさん」

　ルルが絶対の信頼とともにロロを説得する。

　こっちは大丈夫そうなので、戦術輪話で鼠ねずみ魔族を虱しらみ潰つぶしに退治している仲間達を呼び戻す。

「焼き菓子」

「美お味いしそう」

「食べる」

　真後ろにいて見えないけど、こんな状況でもハムっ子達は平常運転だ。

　──平常運転？

　ハムっ子達は混乱していたはず。

「あ！　ダメ！」

「ロロ、取っちゃダメ」

「ロロ、独り占め」

「ロロ、返して」

「ダメです！」

　ロロの焦った声に釣られて振り向こうとするオレの耳に、「ご主人様、前！」という切羽詰まったアリサの警告が届いた。

　戻した視線の先で、獣人が切り株のようなモノをぐにょぐにょ変形させて大砲のようなモノを作り出す。大きさこそ違うが、樹皮の上級魔族が使っていたあの大砲そっくりだ。

「まずいな──」

　大砲に光が集い、あっという間に発射状態になる。

「──ファランクス」

　オレは碧へき領りようで試作した腕輪型のファランクス起動装置を早着替えスキルで装着し、歪曲空間の中にファランクスを展開する。

　これだけだと突破される恐れがあるので、ファランクスの前に最大数三二枚の自在盾フレキシブル・シールドを重ねてフォローした。

　閃せん光こうと轟ごう音おんが歪曲空間を満たす。

　思ったよりも余裕で防ぎ切れたようだ。見た目と違って、上級魔族の大砲よりもかなり劣る威力しかなかったらしい。

　轟音の向こうで獣人の悲鳴が聞こえたような気がするが、たぶん気のせいだろう。

「──ロロさん！」

「ロロ！」

　ルルとティアさんの悲鳴が聞こえた。

　振り返った視界に、血まみれのロロとおろおろと泣きわめくハムっ子達がいた。

　ロロの頰ほおが切れている。けっこう深い。このままだと傷跡が残ってしまう。

「アリサ！」

　オレはアリサの胸元に、ストレージから上級魔法薬を取り出す。

「ロロ、飲んで！」

　アリサは躊躇ためらう事なく栓を抜き、上級魔法薬でロロの傷口を洗った後、その口に押しつける。

　ロロが口に含む前に、彼女の傷は跡形もなく消え去った。年とし頃ごろの女の子だし、傷跡が残りそうなら、あとでエリクサーを使おうと思ってたけど必要なさそうだ。

「ロロ、ごめん」

「ロロ、許して」

「ロロ、痛い？」

「大丈夫よ、皆」

　ロロを傷付けてしまったショックで、ハムっ子達の混乱状態が解けたようだ。

　今気付いたけど、ハムっ子達の足下に血の付いた花瓶の欠片かけらが落ちている。混乱状態のハムっ子達が焼き菓子だと勘違いした欠片を、ロロが取り上げようとして誤って怪け我がをさせたに違いない。

「サトゥーさん、後ろ！」

　オレが広げたままにしている歪曲空間の向こうから、蔦つたの槍やりがオレの心臓を狙ねらって襲ってきていた。砲撃と相殺された自在盾の隙すき間まを狙ったようだ。

　両手が塞ふさがった状態だけど問題はない。

　なぜならば──。

「瞬動──螺ら旋せん槍そう撃げき、重ね」

　窓から飛び込んできたリザが、オレの後ろから多段型の螺旋槍撃を蔦に叩たたき込んで止めたからだ。

「ありがとう、リザ」

「いえ、間に合って良かったです」

　リザが誇らしげな顔で歪曲空間の向こうを睨み付ける。

「出遅れたのです！」

「残念～」

　ポチが窓から帰還し、タマがベッドの影から姿を現した。

「幼生体！」

　いつもと違うナナの声だ。

「幼生体を泣かせたのは誰だれですかと問い詰めます」

　珍しく怒っている。

「犯人は事件の黒幕よ」

「マスター、黒幕の討伐を希望します」

　アリサが教えると、いつもは無表情なナナが双そう眸ぼうに怒りを漲みなぎらせてオレに訴えた。

「ティアさん、そういう事なので、ちょっと行ってきます」

「分かったわ。ロロ達の事は任せて」

「サトゥーさん……」

　ロロがオレを見つめる。

「大丈夫だよ、ロロ。ティアさん、少しの間、この渦を固定できますか？」

「ええ、それくらいお安いご用よ」

　ティアさんが聞き覚えのない詠唱で渦を固定してくれた。

　なんでも、樹海迷宮の中に要よう塞さい都市を構築した根幹を支える呪文らしい。

「行ってくる」

　もう一度、ロロにそう告げる。

　行かないで、とは言わなかったが、心配そうな顔のままだ。

「ロロ、サトゥーさん達なら大丈夫よ。ね、サトゥーさん？」

「ええ、もちろんです」

　ティアさんの言葉に首肯する。

「分かり、ました。怪我をしないで帰ってきてください」

「もちろんだ。オレ達は『傷知らず』のペンドラゴンだからね」

　だから、絶対に無傷で帰って来るよ。
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悪魔召喚師







〝サトゥーです。「策士策に溺おぼれる」と言いますが、自分で頭が良いと思っている人ほど、つまらない罠わなに嵌はまってしまう気がします。合理的な行動を取るが故に、そこに誘導されちゃうそうなんですよね。〟






「オレが入ったら維持を解除してください」

　ティアさんにそう告げて、彼女に維持を頼んだ歪わい曲きよく空間の向こうへ飛び込む。

　出口が正面──主観水平方向に見えるのに、なぜか自由落下している。

「とーなのです！」

　その声に振り向くと、ポチを先頭に仲間達が全員ついてきていた。

「お供いたします」

「とぅぎゃざ～」

「一緒」

「マスター、幼生体の仇かたき討うちは私の任務でもあると主張します」

　リザ、タマ、ミーアがそう主張し、ナナが闘志に燃える瞳ひとみで主張した。

「皆……」

「わたし達も一緒に行くに決まっているでしょ！　──ね、ルル」

　少し呆あきれ顔を向けると、アリサがそう告げ、ルルが「はい」と目が笑っていない笑顔で答えた。

　ロロやハムっ子達を傷付けた黒幕に、ルルも怒っていたようだ。

　皆の背後で入口が閉じる。

　今の仲間達なら、そうそう危険な事にはならないはずだ。

「分かった。一緒に行こう」

　けっこう落下速度が出ていたので、「理力の手マジツク・ハンド」で皆を支えて天駆で着地できる場所を探す。

　マップの存在しない空間らしく、地形がよく分からない。空間把握スキルが伝えてくる地形は不安定で、刻々と変化する壁は生き物の内臓に吞のみ込まれたような錯覚を覚える。

「二ふた股またなのです！」

「げっ、マジだわ」

　落下先の通路が二股に分岐している。

　オレは二股の上に着地し、それぞれの通路を確認した。

「こっち」

「やな感じする～」

　ミーアとタマが示した方の通路からは濃い瘴しよう気きを感じる。

「じゃ、そっちね」

「──待って」

　アリサが「行きましょ」と言いたげな顔でオレを見たが、オレはそれを制止した。

「この先に何が待っているか分からないから、黄金鎧よろいに換装しよう」

　少しでも生存率は高い方がいい。

　敵拠点の広さが分からないから継戦能力重視で、必要魔力の多い強化外装はなしにした方がいいだろう。オレも早着替えスキルで勇者ナナシの衣装に着替えた。

「分かったわ！　──《真装》！」

　アリサが最初に登録した変なポーズで黄金鎧に変身する。

　高速着脱機能がさっそく活躍したようだ。ちなみにキーワードはアリサ自身が決めた。仲間達もめいめいの決めた合い言葉で黄金鎧に変わる。

　観察していたけど、キャストオフした白銀鎧の回収も、収納から出現した黄金鎧の装着もスムーズで問題ない。

　今のところ、最初に決めたポーズとキーワードの組み合わせでしか実行できないけど、そのあたりは追々バージョンアップしていきたいと思う。いずれは名作漫画のように、背後の空間が割れて装備が出てくるような演出が欲しいなんてアリサが言っていた。

「ちょっと地味だったかしら？　やっぱ、『キューティーアップ！』とか『カモン、ゴールデン！』みたいな横文字の方が良かったかしらね？」

　アリサがそんな事を気にしていたが、それは後だ。

「飛空艇を出すにはちょっと狭いから、このまま行くよ」

　オレは「理力の手」で皆を持ち上げ、タマとミーアが示す通路へと飛び降りる。

　その後も何度か分岐があったが、瘴気視で見ればすぐに経路が分かったので、問題なく終点へと辿たどり着けた。

「壁～？」

「足下にあるから床だと告げます」

「おう、みすていくぅ～」

　ナナに指摘されたタマが自分の額をぴしゃりと叩たたくおっさん臭いジェスチャーをする。

「着地するよ」

　皆を持ち上げたまま、自分の足で着地──幻覚だったかのように足が床をすり抜けた。

　次の瞬間、広々とした空間に出た。黄金鎧のフィルターを通して入ってくる新鮮な空気が心地ここち好よい。

「わお～」

「上空？」

「横に落ちているのです！」

　足下方向が水平方向に変わっている。

　いや、床を通り抜けた途端、垂直方向に変わったようだ。

　オレは重力を感じる鉛直方向に天駆で姿勢を正す。自然と皆の姿勢も通常に戻った。

　地上までは五〇〇メートルほど、周囲に飛行物体はない。

　どうやら、通常空間に戻ったようだ。

「落ち着きなさい。慌ててはいけません」

　そう言うリザだったが、高所が怖かったのか近くに浮かんでいたオレにしがみ付いている。

　さっきまでも落下していたのだが、地面が遥はるか遠くに見える空中になんの支えもなく浮かんでいるのが怖かったのかもしれない。ガルーダや飛空艇だと普通にしているしね。

「きゃあ、こわいぃ～」

「ん、恐怖──■　風ウインド」

　しがみ付くチャンスだと思ったアリサが、わざわざ短距離転移シヨートレンジ・リープでオレに抱き着いてきた。

　ミーアもわざわざ精霊魔法で風を吹かせてそれに続く。

「ポチも、ポチもくっつきたいのです」

　ポチが空中でシャカシャカ動くが、そんな事で近付く事はできない。

「なんくるないさ～」

　タマが忍術でポチと自分をオレの方に向かって移動させた。

　ナナとルルが目で訴えていたので、二人も「理力の手」で近くへ引き寄せてやる。

「さてと──」

　状況を確認しようとマップを開いたら、先ほどとは表示が変わり、マップ名が表示されていた。

　マップには「異界：切り取られた樹海」と書かれてあり、全マップ探査の魔法を使って詳細を調べたところ、半径一キロほどの球形に樹海迷宮のあるジャングルの一部が切り取られた異空間だと分かった。

　異空間の中央に建造物がある。

「よりによって邪神殿か──」

　本物ではないと思うが、魔王「死霊冥めい王おう」の骸むくろが封印される邪神殿が異空間の中央にあるというのは、なかなか嫌な感じだ。

「──黒幕はあそこにいるみたいだな」

　偽邪神殿の地下は空白地帯──別マップになっているので断言はできないけど、呪じゆ詛その経路を遡さかのぼってきたこの異空間にいる確率は極めて高い。

　地上でチカチカと光が瞬いた。

「にゅ」

　──危機感知。

「何か来るのです！」

　オレは天駆で皆を連れて移動する。

　そこに地上から放たれた光弾が次々に飛来した。

「地上から、飛行型の魔物が上がってきます！」

　ルルが警告した。

　ジェット噴射で飛んでくる樹木──噴進樹ロケツト・ツリーを先頭に、鳥っぽいシルエットの魔物、茸きのこやクラゲみたいなシルエットのふわふわした魔物が順番に上がってくる。

　ＡＲ表示によると、どれも魔族が憑ひよう依いしているようだ。

「よっしゃー！　ここはアリサちゃんが火魔法で──」

「ノー・アリサ。ここは新装備のお披露目がいいと主張します」

　ナナがキリリとした顔でそう言った後、オレを見た。

「マスター、許可を」

「分かった。いいよ」

「強化外装『ガンスリンガー』を装着。殲せん滅めつを開始すると告げます」

　ナナが黄金鎧に銃撃支援強化外装を召喚し、両手の外側に装着されたガトリング砲のような形をした輝炎銃の銃身が音もなく回転を始める。

　チカッと火花が散り、それに少し遅れて回転式銃身から次々と炎弾が撃ち出され、一番に上がってきたミサイルのような噴進樹を蜂の巣にする。

　一発一発の威力はルルの輝炎銃よりも弱いが、連射速度が桁けた違ちがいなのでこういう高速移動する敵を相手にするのに向いている。

　あっという間に五体の噴進樹を全すべて落としたが、第二波の鳥形魔物は数が多い。

　しかも小回りが利くので、ナナの連射をギリギリで回避するモノまでいる。

「ナナ一人じゃ厳しそうね。少し援護した方がいいかしら？」

「いいえ、アリサ。ここは私が──『ガンスリンガー』モード」

　ルルもナナと同じ強化外装を装着し、ナナの射撃を支援した。

　ハードウェアはほぼ同じだが、ナナが弾丸を撒まき散らし弾幕を作るのに対し、ルルは同じ間隔で射出される弾丸で確実に魔物の急所を撃ち抜いている。なかなかデタラメだ。

「ポチだってやれるのです！」

「タマも～」

　ポチが剣を抜いて魔刃砲を充じゆう塡てんし、タマが手裏剣を構える。

　ガンスリンガーの撒き散らす炎弾の雨に触発されたらしい。

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　ポチの胸元から、小さな白竜がにゅるんと現れた。

　興奮したポチに釣られて目覚めたのだろう。

「リュリュなのです！　ここは敵地だから注意なのですよ！」

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　リュリュがキリリとした顔で長い首を縦に振る。

「私達の出番は地上に降りてからです。今は力を温存しなさい」

「あい」

「はいなのです」

　リザに諭されて、ポチとタマがこくりと頷うなずく。ポチが頷くのを見て、リュリュもそれに倣う。

　ほどなくして、ナナとルルの活躍で飛行型の魔物が全て撃墜された。

　飛行型が掃討されると同時に、最初にあった地上からの攻撃が再開されたので、砲撃型の魔物をロックオンしてから「光線レーザー」の魔法でピンポイントに狙そ撃げきして沈黙させる。

「この距離で百発百中とか……そのうち衛星軌道上から狙撃できるようになるんじゃない？」

「そんな漫画みたいな──」

　呆れたように言うアリサに反論しかけて、マップでロックオンしてからだったら普通にできそうだと気付いて口ごもってしまった。

「もう飛行型は上がってこないみたいですね。『ガンスリンガー』除装します」

「状況終了──『ガンスリンガー』解除と告げます」

　ルルとナナの強化外装が格納される。

　収納前に確認したけど、どちらも回転砲身が焼き切れる寸前だ。戦場での砲身の換装機能も追加した方が良さそうだ。

「ご主人様、地上には魔物がわんさかいるみたいだわ」

「この距離で分かるのか？」

「ええ、碧へき領りようで特訓したもの！」

　アリサが言うように、地上には数千体の魔物がいる。

　魔物達は最初こそ偽邪神殿を守るような配置だったが、今は定位置を離れてオレ達を包囲するように移動を開始した。

「ご主人様！　巻き込みそうな人はいないわよね？」

「少なくとも地上部分にはいないよ」

　わざわざ確認するという事は、そこまで精度は高くないようだ。

「なら、一気に殲滅しちゃいましょ。──ミーア、やる？」

「ん、任せて。『キャスター』」

　ミーアが魔法増幅用の強化外装を呼び出した。

　杖つえの延長なので「スタッフ」にしようと思ったのだが、アリサからの強い要望でこの名称になった。

「遠距離砲撃モード」

　ミーアの命令を受け、強化外装が晶枝エメラルド・ブランチとオリハルコンで編んだ翼を広げる。

「■■■……」

　ミーアが朗々と詠唱するのに合わせて翼が変形し、ミーアを中心とした大砲のような形状に変わった。

　そして、ミーアの魔力を呼び水に強化外装の聖樹石炉で生み出された膨大な魔力が、ミーアへと流れ込んだ。

　幼い身体からだには負担が大きいのか、ミーアの額に玉の汗が浮かぶ。

　仲間達が見守る中、ついに詠唱が終わった。

「……■　海竜白閃リヴアイアサン・ブレス！」

　莫ばく大だいな魔力が魔法へと変換され、レーザーのような超高圧の渦巻く水流が強化外装の翼が作り出す砲身から放たれた。

　かつてパリオン神国の魔ま窟くつで、魔王「砂さ塵じん王」に放たれた禁呪だが、あの時の何倍もの規模だ。

　超高圧の水流が大地に打ち付けられ、密集する樹木を軽々と蹴け散ちらし、その下の大地を深く抉えぐり取った。半径数十メートルが一瞬にして消失し、勢いが減じる事なくそのまま偽邪神殿までの大地を一直線に破壊し尽くす。もちろん、そこにいたであろう魔物達もろともだ。

「テストでも見たけど、『キャスター』のブースト効果すっごいわね」

　アリサが興奮した声で言う。

「今まで作った魔法ブースト系の集大成だからね」

　自重なしで作ったとはいえ、オレもここまでの増幅効果があるとは思わなかった。

　射程は一〇倍近いし、威力も数倍にはなっていると思う。

　だけど──。

「疲れた」

　ミーアが呟つぶやくのと同時に、役目を終えた強化外装が強制除装されて収納された。

　たった一発で聖樹石炉に使う蒼そう貨かを三枚消費し尽くしてしまう燃費の悪さは、今後の課題だろう。

　ミーア自身の魔力消費は同程度だったので、装備で消費された魔力は威力アップと射程アップに費やされた感じだ。

「降りるよ」

　オレは仲間達と一緒にミーアの魔法が抉り取って作った谷間沿いに高度を下げ、遺跡の前へと辿たどり着いた。





◆






「出迎えなし？」

　偽邪神殿の中は静寂に満ちていた。

　入口付近は今までのマップと共通らしい。

「ちょっとここで待ってて」

　オレは別マップになっている場所に一足先に移動し、全マップ探査の魔法を使う。

「それにしても、本当に邪教の神殿って感じの場所ね」

　アリサが周囲を見回しながら言う。

「にゅ！」

　──危機感知。

「ナナ！　キャッスルだ！」

「──『不落城キヤツスル』緊急展開と告げます」

　オレは叫ぶと同時に縮地でナナの傍そばに移動する。

　ナナの合い言葉コマンドワードと同時に黄金鎧よろいが変形し、朱色と紅色の光がフラッシュのように瞬いた。パタパタパタと障壁が生まれ、強きよう靱じんなドーム型の積層障壁を作り上げる。

　──閃せん光こう。

　床を突き破った閃光が周囲を満たす。

　少し遅れて耳に痛い轟ごう音おんが響いた。黄金鎧の遮光システムと光量調整スキルがすぐに視界を取り戻してくれる。

　偽邪神殿の構造物は大半が吹き飛び、足下には奈な落らくのような漆黒があった。

　どうやら、地下からの砲撃で吹き飛んだようだ。キャッスルの強靱な積層障壁のお陰で振動すら感じなかったので違和感がある。

「にゅ～」

「びっくりしたのです」

　──ＬＹＵＲＹＵ。

「ご主人様、あれは上級魔族の砲撃です」

「前に倒したはずなのに。再生怪人なんてやーね」

　リザが警告し、アリサがぼやく。

「連射はできなかったはずだから、今のうちに接近しよう。アリサ、戦術輪話タクテイカル・トークを頼む」

『おっけー』

　ナナにキャッスルを解除させ、オレは仲間達を「理力の手」で支えて天駆で急降下する。

　五階層ほどの地下構造を貫通した巨大な穴を下り、敵の首しゆ魁かいが待つ最下層へと至る。

　最下層と言っても、土煙と熱蒸気に満ちた床の周囲は深い亀き裂れつとなっており、亀裂の底からは棘とげのように鋭く黒い結晶が剣山のように生えていた。

　崩落した天井らしき瓦が礫れきが散乱する床に着地する。

　学校の体育館ほどの広さで、磨かれた石畳の中央に細長い絨じゆう毯たんが敷かれており、謁見の間のようだ。その絨毯の左右には等間隔で神殿にあるような柱が並んでいる。照明は柱の燭しよく台だいで燃える人ひと魂だまのような青白い炎だけだ。

　敵の首魁がいるのはこの絨毯の先──。

　オレは「風圧ブロウ」の魔法で視界を塞ふさぐ蒸気を押し退のける。

　風で弱まった炎が勢いを取り戻すと、闇やみの中に怪しい人影が浮かび上がった。




「……まさか、上級魔族の放った滅びの光を浴びても死ななかったのか？」

　邪教の神殿に相応ふさわしい祭壇に立つのは、薄汚れた外がい套とうを身に纏まとった男だった。

　フードを目深に被っていてよく見えないが、獣人系の鼻先だけがフードから飛び出している。さっき、呪じゆ詛そ越しに見た獣人に違いない。

「──お前達は一体何者だ」

　男は先端に異形の頭ず蓋がい骨こつが嵌はまった杖をオレ達に突きつけ誰すい何かする。その背後には先ほど奇襲砲撃した樹皮の上級魔族の姿もあった。

　他ほかに魔族の姿はない。先ほどの迎撃に全て出払ったのだろう。

「我らは勇者ナナシとその従者──」

　発言してからナナシ口調になっていなかった事に気付いたが、今さらなのでそのまま押し通す事にした。

「「「黄金騎士団、見参！」」」「なのです！」

　アリサ達がオレを中心にポーズを取る。

　まるで練習をしていたかのように一糸乱れぬ動きだ。

　もしかして、練習したのだろうか？

「そうか！　貴様らが勇者一行か！　偉大なる悪魔召喚師ゾマムーゴーミ様の計画を邪魔しに現れたのだな！」

　いやいや、君が大魔女を呪のろわなかったら、ここに来る事もなかったよ。

「悪魔召喚師ゾマムーゴーミ！　お前の野望は潰ついえた！　悔い改めて投降なさい！」

　アリサがノリノリで悪魔召喚師を指さす。キレッキレだ。

　悪魔召喚師という自称通り、ゾマムーゴーミは「召喚魔法：悪魔」というスキルを持つ。

「潰えた、だと？　──否！　既に計画は最終段階！　もはや何者にも止める事はできぬ！」

　悪魔召喚師が外套をバッと脱ぎ捨てた。

　悪趣味な装飾品をゴテゴテと身につけた鼬イタチ人の姿が露あらわになる。「いかにも悪役」と言わんばかりの衣装なのは別に構わないが、干し首を並べたネックレスはやり過ぎだと思う。

「……イタチ」

　リザがゾマムーゴーミの種族を知って顔を顰しかめた。

　そういえば、リザは鼬人族と因縁があったっけ。

「勇者ナナシと黄金騎士団ある限り、悪は潰える定めなのよ！」

　アリサがノリノリで、ゾマムーゴーミに反論する。

「では大言壮語ではない事をその身で証明してみせよ！」

　ゾマムーゴーミが杖を持っていない方の手を振ると、袖そで口ぐちから紫色の小石が無数に撒まき散らされた。

　全すべての小石が空中で変形して魔族へと変わる。

　なるほど、召喚アイテムだったのか。

「──火炎地獄インフエルノ！」

　アリサが無詠唱で発動した業火の渦が、空中の魔族達を一瞬で消し炭に変えた。

　延焼しそうな物や天井がないからとはいえ、屋内で無茶をする。

「馬ば鹿かな?!」

「障壁を張る前の魔族なんて、ただの的よ！」

　アリサが世界樹製の杖を振りながら勝ち誇る。

「ぐぬぬぬ、──何をしておる！　やれぇええい！」

　ゾマムーゴーミが背後に立つ上級魔族に命じる。

　大砲の充じゆう塡てんは終わっていないらしく、身体の各部から宝玉のような結晶を露出させ、そこに光を集わせる。

「フォートレス発動と告げます」

　ナナが黄金鎧に搭載された「城砦防御フオートレス」機能を発動した。

　幾重にも展開した障壁に、上級魔族の放った光線の雨が降り注ぐ。

　閃光が瞬き、ゲリラ豪雨のようなバチバチと激しい音が障壁の表面で響く。

「上級魔族の攻撃を防ぎきっただと？　先ほどの砲撃も、運良く範囲外にいたというわけではなかったのか?!」

　ゾマムーゴーミが驚いた。

「このままでは、皇弟陛下を相応しき地位にお戻しする崇高な役目が果たせぬ」

　皇弟って事は鼬帝国あたりのお家騒動関係かな？

「あんたは皇弟殿下に要よう塞さい都市の秘宝アーテイフアクトを捧ささげる為ために、大魔女を呪ったのか？」

「──違う！」

　違うのか。

「間違えるな！　皇弟陛下だ！」

　なんだ、敬称の事か。皇帝の弟なら、敬称は殿下だと思うんだけど、彼には深いこだわりがありそうだ。

「その主人の為に、大魔女を呪ったのか？」

　激げき昂こうしてぺらぺら喋しやべってくれそうな雰囲気なので、もう一度質問を重ねてみた。

「大魔女を呪ったのはタダの目め眩くらまし！　我らの目的はアーカティアの紫月核を手中に収め──」

　喋りすぎた事を悟ったゾマムーゴーミが口ごもる。

　なるほど、彼の言う「紫月核」が、ティアさんの言う秘宝に違いない。

　……待てよ。紫月核って確か──。

「その紫月核とやらを売って大金をせしめるわけか」

　オレがふむふむと納得してみせると、ゾマムーゴーミは「そのような俗物と一緒にするな！」と激昂した。彼は煽あおられ耐性が低いらしい。

　いや、尋問スキルあたりが効果を発揮しているのかな？

「紫月核の力を用いれば、大陸のいずこかに隠された伝説の『浮遊要塞』を見つけ出せる事すら知らぬのか！」

　やっぱり、その紫月核か。

　残念だけど、浮遊要塞ならオレのストレージの中だ。

　それに紫月核は浮遊要塞のコアパーツである前に、見つける為のキーアイテムでもあるようだ。

「かつて世界の大半を統べた愚神の浮島ララキエ、それと互角以上に戦った浮遊要塞の力があれば、偽りの皇帝に歪ゆがめられた帝国を、本来の持ち主に返す事も容易！」

　ゾマムーゴーミが己に酔ったかのように天を仰ぐ。

　期せずしてヤツの狙ねらいと動機が分かってしまった。

『悪党が追い詰められてべらべらと悪事を白状するのはお約束よね！』

　アリサが凄すごく嬉うれしそうに戦術輪話で話してきた。

　オレはそれを礼儀正しく黙殺し、ゾマムーゴーミに最後の質問を行う。

「先ほど、計画は最終段階にあり、何者にも止める事はできないと言っていたが、貴様が要塞都市に送り込んだ魔族達は、大魔女や冒険者達によって排除済みだ」

「ほう？　送り込んだ魔族達は潰つぶされたか」

　ゾマムーゴーミがニンマリと笑みを深くする。

　どうやら、魔族以外も送り込んだらしい。

『ご主人様──』

『大丈夫だよ。フェンが最終防衛ラインに控えている』

『でも、今のフェンリルは子こ狼おおかみじゃない！』

『一瞬なら、狼人モードに変われるらしいよ』

　その一瞬があれば、大魔女がフォローしてくれるだろう。

　聞きたい事は終わった。そろそろフォートレスの効果時間も切れるだろうし、上級魔族を退治してゾマムーゴーミを捕縛しよう。





◆






「プー、ここはプーに任せて、あっちを進めるっプー」

　上級魔族が喋った。

　こいつ喋れたのか……もっと寡黙なヤツだと思ってたよ。

「私に命令するな！　私がお前の主人だぞ！」

「プー、分かっているっプー。主あるじの悲願の成就には魔王様を復活させるのが一番っプー」

　──魔王？

　こいつらは魔王の復活も企たくらんでいたのか？

「悪魔召喚師たるこの私に、勇者ごときに背を向けろと言うのか！」

「プー！　プーの砲が通じない相手を倒したいなら、魔王様を復活させるのが一番っプー」

　上級魔族はやたらと魔王の復活を推している。

　対するゾマムーゴーミは、それほど乗り気ではないようだ。

「ぐぬう、背に腹はかえられぬ」

　ゾマムーゴーミが踵きびすを返して、背後の壁に掛けられた地獄絵のタペストリーに向かって駆け出した。

「あー！　逃げちゃうのです！」

　オレはストレージから取り出したクナイを投げる。

　クナイは内側からフォートレスの障壁を突き抜けて飛ひ翔しようし、狙い通りゾマムーゴーミの足を貫いた。

　足をもつれさせて転がるゾマムーゴーミが、懐から現れた異形の手で己を摑つかんでタペストリーに投げ飛ばさせた。あの手は魔族だ。

　ゾマムーゴーミがタペストリーに吞のみ込まれて消える。

　あれは何らかの転移ゲートらしい。おそらくは異空間の外に繫つながっているのだろう。

「ご主人様、こっちはわたし達に任せて、ゾマムーゴーミを追って」

「でも──」

「平気よ。城や碧領での再訓練の成果を見せたいの」

「ご主人様、この槍やりに掛けてご主人様に勝利を」

　一瞬だけ逡しゆん巡じゆんしたが、仲間達の自信ありげな瞳ひとみがオレの背を押した。

　今の仲間達なら、オレやフェンリルの助けがなくても互角以上に戦えるはずだ。

「それに再生怪人は弱いって決まってるでしょ」

　アリサがオレを安心させるように、おどけた顔で下手なウィンクをする。

「分かった！　怪け我がをしないようにね」

　オレはタペストリーの地獄絵に飛び込んだゾマムーゴーミを追って駆け出す。

「ここは通さないっプー」

　──桜花一いつ閃せん。

　発動の速い突進系の必殺技で行く手を塞ぐ樹皮の上級魔族を斬きり裂き、そのまま足を止めずにタペストリーへと飛び込んだ。
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「──ここは？」

　飛び込んだ先にあったのは、先ほどと同じような見た目の祭壇だ。

　違うのは天井がある事だろう。マップ情報によると、ここは樹海迷宮の邪神殿の最下層らしい。

　背後のタペストリーにあったゲートは消失していた。たぶん、上級魔族がオレに斬られながらゲートを閉じたに違いない。

　オレは仲間達の現状を確認する為に「遠見クレアボヤンス」と「遠耳クレアヒアリス」を発動する。

　桜花一閃で倒せていると良かったのだが、上級魔族は砕け散った身体からだの奥から新芽を出して再生してしまったらしい。

『プー、とっておきの奥の手を使わされてしまったっプー。やはり、勇者は侮れないっプー』

『侮れないのは勇者だけじゃないわよ』

　アリサとの戦術輪話は途切れてしまったが、オレの空間魔法は問題なく繫がるようなので、皆みんなの戦闘状況を見守ろう。

　オレの方から向こうに戻る手段はないけど、ユニット配置で皆を呼び寄せる事は可能だ。

　方針を決めたオレはゾマムーゴーミを追う為に踵を返す。

　そのオレの鼻に異臭が届いた。

「酷ひどい臭においだ」

　思わず顔を顰しかめる。

　その異臭の正体を暗視スキルが教えてくれた。背筋に氷柱を突っ込まれたような怖おぞ気けを感じる。

　床と壁の間の亀き裂れつから生えた剣山のような岩に、無数の腐乱死体が刺さっている。冒険者が多いがそれ以外の遺体も少なくない。

　身体には尊厳を傷付ける事に主眼を置いたような凄せい惨さんな傷跡が幾つも残されていた。

「すまん、今はこれが精一杯だ」

　オレは「理力の手」を網状に広げ、全ての遺体をストレージへと回収する。あとでしかるべき方法で弔おう。

　心の中に怒りが沸き起こるのを感じる。高すぎる精神ＭＮＤ値であっても抑えきれない。

　オレは怒りに背を押されるように、ゾマムーゴーミの後を追って階段を上る。

　ヤツが配置したらしき魔族達が次々に襲いかかってきたが、オレは足を止める事なく斬り捨てて進む。オレに敵かなわないと見た魔族が、天井や床を崩落させて行く手を塞ふさいだが、魔法とスキルを駆使して切り抜ける。

「──まずい」

　ゾマムーゴーミの向かう先に、多くの冒険者と数人の聖職者がいた。

　一度崩落した形跡のある隠し通路を進んだ先に彼らはいるようだ。

　オレは縮地でその部屋に飛び込んだ。




「ふはははは、全すべては終わった！　もう、誰だれにも魔王の復活を止められん！」

　そう叫んだのはゾマムーゴーミではない。

　ヘラルオン神殿の司祭服を着たボサボサした毛の鼠人の男だ。

　確か、怨おん霊りよう退治の為にティアさんが隣国から招しよう聘へいした司祭だったはず。魔族に憑ひよう依いされているのかと思ったけど、そんな事実はない。

　司祭の足下には冒険者達や神官達が生気を失った顔で昏こん倒とうしている。その中には勇者屋常連のノナさんを始め見知った顔が幾つもある。

　起きているのは司祭とゾマムーゴーミの二人だけだ。

　そのゾマムーゴーミも、司祭とは距離を取って対たい峙じしている。仲間だとは思うのだが、いまひとつ協力的な関係にも見えない。

「──司祭がなぜ？」

「分からぬか！　奇妙な仮面の者よ！」

　今は会話で注意を引き、その間に「理力の手」でノナさん達の身体を安全圏に移動させねば。

「全ては天啓だ！　要塞都市で眠る私の夢にヘラルオン神の使徒が現れ、私に使命を授けたのだ！」

　預言じゃなく、使命か。ムーノ男爵領で魔族によって偽勇者に仕立て上げられたハウト君の逸話を思い出す。

「魔王を討伐する為に、魔王を復活させよ、と！」

「自分で無茶苦茶な事を言っている自覚はある？」

　こっそりと位置を変えようとするゾマムーゴーミの足下に礫つぶてを投げつけて牽けん制せいする。

　彼が向かおうとした先には玉座があり、その上に首や手足のない骸むくろが置かれていた。そこには普通に見て分かるほど瘴しよう気きが淀よどんでいる。ＡＲ表示によると、あれは「魔王骸がい」、魔王「死霊冥めい王おう」の骸だ。

「無茶苦茶とは無礼な！　敬けい虔けんな神のしもべを愚ぐ弄ろうするか！」

「敬虔な神のしもべは魔王なんて復活させようとしないだろう？」

「馬ば鹿か者ものめ！　復活させた上で、二度と復活できぬように滅するのだ！」

「司祭が？　どうやって？」

　勇者ハヤトでも優秀な仲間達と挑んでギリギリだったのに、レベル三〇程度の司祭が単独でどうにかできるほど、魔王は簡単な存在ではない。

「凡愚には分からぬか！　この聖印を見よ！　この聖印には魔王を滅する神の御み業わざが宿っておるのだ！」

　とてもそうは思えない。

　カリオン神やウリオン神と一緒にいた事があるからこそ分かる。

　あの聖印には神の力は宿っていない。

「魔族に誑たぶらかされたか……」

　オレの呟つぶやきを耳にした司祭が激げき昂こうしたが、これ以上聞いても意味はなさそうなので聞き流す。

　無駄話をしている間に、冒険者達は可能な限り遠ざけ終わった。

　魔王の復活が終わるのはもう少し掛かりそうだ。

「それで──」

　オレは視線をゾマムーゴーミに向けた。

「お前はこの司祭を焚たき付けて何がしたかったんだ？」

「くっくっく、決まっておろう！　魔王が蘇よみがえれば──」

　ゾマムーゴーミが口ごもる。

「どうした？」

　とりあえず、司祭を焚き付けたのはゾマムーゴーミが使役した魔族という事で間違いなさそうだ。

「魔王を蘇らせて、勇者にぶつけるのだ！　さすれば、紫月核の奪取計画も憂いなく実行できる！」

「奪取計画は既に実行しているんじゃないのか？」

「それは──」

　再びゾマムーゴーミが口ごもった。

　その目はキョロキョロと落ち着きなく動き、剛毛に覆われた額には脂汗が滴る。

　なんだか、様子がおかしい。

「そうだ。魔王復活など奪取計画が進む今、わざわざ実行する意味はない──」

　ゾマムーゴーミが早口で呟く。

　その背後で魔王骸に集った瘴気が腕と頭の形を形成し終わった。

「──謀ったな、魔族！」

　悪魔召喚師として魔族を使役しているつもりが、魔族に使われていたらしい。精神魔法や魅了で操られていたのだろう。

　激昂するゾマムーゴーミの背後で、魔王骸が目を開いた。




「──魔王が目覚めたか」

　見ているだけで魂を引き摺ずり出されそうな、気持ち悪い瞳だ。

「蘇ったな魔王！　神の威光の前にひれ伏せ！」

　司祭が怯おびえを虚勢で振り払い、聖印を魔王に翳かざした。

　もちろん、何も起こるはずがない。

「ひれ伏せ！　ひれ伏すのだ！」

　パニックを起こし、駄々っ子のように地団駄を踏みながら聖印を魔王に翳す。

「眠イ」

　耳にしただけで背筋がぞわぞわする不気味な声だ。

「我ガ、眠リヲ、妨ゲルナ」

　魔王が瘴気でできた手を振ると、黒い靄もやが広がり、小さな魔ま蟲ちゆうとなって司祭を押し包む。

　さすがに憐あわれなので、「理力の手」で司祭を摑んで入口方向に投げ飛ばす。

　勢いよく投げすぎてダメージを負っていたけど、あんなのに集たかられて貪むさぼり殺されるよりはマシだろう。魔蟲は小火弾フアイア・シヨツトでまとめて焼き払っておく。

　追撃が来るかと思って身構えたのだが、魔王は司祭の存在に拘泥せず、その場に佇たたずんでいる。

「こうなれば是非もない。■■■■■　悪魔支配ドミネイト・デーモン！」

　ゾマムーゴーミの杖つえから放たれた幾本もの黒い輪が魔王の身体に掛けられる。

「悪魔召喚師ゾマムーゴーミが命じる。魔王『死霊冥王』よ、我が軍門に降くだれ！」

　杖を振り下ろすと、魔王の身体を通していた輪が一斉に閉じて、その身体を縛いましめた。

　唸うなる魔王を黒い輪が完全に拘束したかに見えた。だが──。

「ヌヌヌ、我ガ、眠リヲ、妨ゲルカ」

　魔王の両手が輪郭を失い、元の瘴気となって抜け、外側から輪を摑つかんで引き裂いた。

「さすがは魔王！　私の支配を破るか！　ならば、■■……」

　ゾマムーゴーミが次の詠唱に移る。

「慮外モノ、メ」

　瘴気の渦が詠唱するゾマムーゴーミを撥はね飛ばした。

　今度は魔蟲に変わらず、瘴気だけだ。

「ぐぅおおおおおおおお」

　高濃度の瘴気を浴びたゾマムーゴーミが地面をのたうち回る。

　ゴワゴワした表皮から毛がごそっと抜け、瘴気の直撃を受けた場所が醜く爛ただれていた。

　よほど痛いのか、途切れた詠唱を再開する気力もないようだ。

　魔王は先ほどの司祭と同様に、隙すきだらけのゾマムーゴーミへ追撃する様子はない。

「死霊冥王さん？」

「知ラヌ。我ハ、名モ無キ、亡霊」

　もしかしたら、魔王じゃないのか？

　ＡＲ表示でも名前が「死霊冥王」となっているものの、「魔王」の称号を持っていない。

　さっきまでの様子を見る限り、彼は眠りに就きたいだけのようだ。

「あいつらが無理矢理目覚めさせて悪かったね。もう邪魔はしないからゆっくり眠ってくれ。なんなら、昇天を手伝うけど？」

　オレは腰の聖剣を抜き、魔力を流して青い輝きを纏まとわせる。

　瘴気を充じゆう塡てんして起こされたのなら、瘴気を失えば眠るのではないかと考えたのだ。

「眩まぶシイ。身体ヲ、焼キ尽クス、光」

　死霊冥王が初めて玉座から立ち上がった。

　眩しさを避けるように片手で顔を隠しつつ、もう片方の手を焦がれる相手を求めるように伸ばす。

「アア、聖ナル、カナ」

　聖剣に触れた瘴気が一瞬で浄化されていき、最後に残った胴体が翳した聖剣に突き刺さって黒い靄となって消えた。

　眠らせるつもりが、成仏させてしまったようだ。

「魔王が、あんな、一瞬で」

　ゾマムーゴーミが死霊冥王みたいに言葉を切って呟いた。

　どうやら、ショックだったらしい。ゾマムーゴーミが意気消沈している間に、「魔力強奪マナドレイン」で全ての魔力を奪い、魔封蔦づたで縛り上げた。もちろん、武装解除だけでなく、身につけていたアイテム類は没収してある。自殺されても困るしね。

　ついでに廊下で気絶していた司祭も同じ扱いにする。こっちは目が覚めたらうるさそうだから、猿さる轡ぐつわもしておこう。

　あとは安全圏に避難させていたノナさん達を回復させつつ、仲間達と上級魔族の戦いを見守る事にした。





◆






　オレが死霊冥王を成仏させていた頃ころ、仲間達は樹皮の上級魔族と激闘中だった。

　いつの間にか、戦場が地下から異界地上の樹海に移っている。

『リュリュ！　ブレスなのですよ！』

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　閃せん光こうがして上級魔族が木々を砕きながら樹海を転がっていく。

　リュリュのブレスは防がれたようで、身体の各所を光らせた上級魔族が小口径レーザーで反撃した。

『隔絶壁デラシネーター！』

『アリサ、ありがとなのです！』

　木の根に躓つまずいたポチの危機をアリサがフォローする。

『樹木なら静かに陽ひの光を浴びているべきと告げます！』

　ナナが挑発スキルを篭こめた叫びで上級魔族の注意を引き、その隙に回り込んだ獣娘達が接近戦を仕掛ける。

　ときおり上級魔族が召喚した眷けん属ぞくらしき下級魔族はルルが狙そ撃げきした。

　ミーアは精霊魔法の詠唱を続けており、おそらくはベヒモスを召喚しようとしているようだ。

『──隔絶壁デラシネーター！　くぅ、デカい図ずう体たいしているくせに速いわね！』

　仲間達の戦いは砲撃戦から接近戦に移行しており、瞬動さながらの速さで樹木を蹴け散ちらしながら位置を変える上級魔族に苦戦しているようだ。

　しかも、蹴散らした樹木が、上級魔族の眷属に変わるので、その対処も必要となるらしい。

『螺ら旋せん槍そう撃げき・雪崩』

『乱れ──撃ちます！』

　リザやルルが手早く眷属を排除するも、その時には次の樹木が眷属に変わっている。

『こうなったら、森ごと──』

『アリサ、短気は損気だと忠告します』

　炎を背負う姿が見えるほど熱くなったアリサを、ナナが声を掛けて頭を冷やさせる。

『土ど遁とんの術～』

『イアイバットー・アキレスハンターなのです！』

　上級魔族はタマが忍術で作った土塁を蹴り砕き、ポチの居合いで斬きられた足を瞬時に復元している。しかも斬られた破片が眷属に変わる凶悪さだ。

『……■■　魔獣王創造クリエート・ベヒモス』

　──ＰＵＷＡＯＯＯＯＷＷＮＮＮ!!

　ミーアの詠唱が終わり、ベヒモスの巨体が現実世界に具現した。

『行って』

　──ＰＵＷＡＯＯＯＯＷＷＮＮＮ!!

　ベヒモスが突進するも、上級魔族は正面から組み合う事なく移動する。

『むぅ』

　地面から生えた植物がベヒモスを捉とらえようとするが、それはベヒモスの足踏み一つで解除されてしまった。

　大地への干渉力はベヒモスの方が上らしい。

『瞬動──螺旋槍撃・貫！』

　死角から迫ったリザの必殺技が上級魔族に叩たたき込まれたが、強固な障壁と真っ黒なアメーバーのような魔族を盾に使って受け流された。

　全すべてを貫く「竜の牙きば」を用いた竜槍でも、勢いを殺されてしまえば無力になるらしい。

　アリサの火魔法やポチの必殺技も同じように相殺されていた。

『こなくそっ！　手を休めず叩き込むわよ！』

『承知！　螺旋槍撃・雪崩！』

　ベヒモスとナナの連携で動きを制限し、仲間達が飽和攻撃をする事で上級魔族を釘くぎ付づけにする。

　仲間達が協力して作り上げた状況を活いかすのは──。

『アクセラレーション、オーバードライブ』

『狙ねらい、撃ちます！』

『イグニッション』

　──ルルの加速砲だ。

　ルルが引き金を引くと同時に、腹に響く爆音を残して聖なる砲弾が撃ち出された。

　音速を遥はるかに超える砲弾は、レーザーのような青い光跡を残して上級魔族に直撃し、上半身を大きく抉えぐり取った。

『隙ありなのです！』

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　ポチとリュリュが人竜一体となって上級魔族に肉薄する。

『イアイバットー、魔刃旋ヴアンキツシユ・スライ──』

　必殺技を放とうとしたポチを、リュリュが体当たりで弾はじき飛ばす。

　反動で空いた空間を、魔力と瘴しよう気きを帯びた根の槍やりが貫いた。

『リュリュありがとなのです！』

　──ＬＹＵＲＹＵ。

　微笑ほほえましいポチとリュリュの交流を、上級魔族の肩に現れた新しい顔が見つめる。

「──ポチ！」

　嫌な予感がして思わずポチの名を呼んでしまったが、向こうに聞こえるわけがない。

　次々に地面を突き破って現れた根の槍を、ポチとリュリュが避よける。

　──ＬＺＵ。

『リュリュ！』

　根の槍に意識を奪われていたのか、上級魔族が振り回した尻しつ尾ぽ代わりの蔦の鞭むちにリュリュが打ち落とされた。

　地面を抉りながらリュリュが転がっていく。

　ポチがリュリュに駆け寄り、その空くう隙げきをタマがフォローした。

『リュリュ、大丈夫なのです？』

　横たわるリュリュの頭をポチが持ち上げて魔法薬を飲ませた。

　戦場で動きの止まったポチを、上級魔族が小口径レーザーで狙うが、ナナが素早く割り込んでそれを受け止める。

『うどの大木はこっちを見るべきと告げます！』

　ナナが挑発スキルを重ね、理術で「魔法の矢マジツク・アロー」や「理槍ジヤベリン」を作り出して上級魔族の注意を引く。

　……ＬＹＵ。

『ポチのペンダントに入るのです』

　魔法薬で回復しても、リュリュは息も絶え絶えな感じだ。

　肉体的なダメージよりも精神的なダメージが大きいのかもしれない。高い攻撃力と生来の防御力のお陰でポチと行動を共にしていたけど、リュリュはまだ生まれて間もない幼竜なのだから。

　……ＬＹＵ。

『大丈夫、後の事はポチ達に任せるのですよ』

　そう言ってリュリュを秘宝「竜眠揺篭ドラゴン・クレイドル」へと収容する。

　ポチはペンダントを大事そうに両手で包み、黄金鎧よろいの内側に戻してから無言で立ち上がる。




『もう、許さないのです』




　俯うつむいていたポチが顔を上げ、キリッとした顔で上級魔族を睨にらむ。

『鎧のヒト、強化外装「アタッカー」装着なのです』

『アイアイ、マム。イクイップメント、アタッカーオプション』

　ポチの宣言に黄金鎧のサポートＡＩが答える。

　機能が増えたので、ルルの加速砲に搭載したのと同じＡＩを試験的にポチの黄金鎧に搭載してみたのだ。

　ポチが専用ポーズを取ると、突撃用ブースターと筋力増強を兼ねた強化外装──魔術的パワードスーツが自動装着された。

『鎧のヒト、カタナを出してほしいのです』

『アイアイ、マム。イクイップメント、カタナブレード』

　ポチの腰にあるアタッチメントの武器が、聖剣から聖刀に交換される。

　見た目以外は同じ性能なので、わりと簡単に作れた。

『全力全開なのです』

『イエス、マム。ジェネレーター、フルパワー』

『もっと！　もっとなのです！』

　ポチがサポートＡＩに訴える。

『このくらいじゃ、リュリュの仇かたき討うちはできないのです！』

　ポチ、リュリュは死んでないから。仇討ちっていうのはちょっと違う。

『ノー、マム。リスク、オブ、オーバーフロー』

『ダメなのです！　限界を超えるのですよ！　リュリュの為ためなのです！』

　ポチが無茶な事を言っている。

『イエス、マム。リミッターカット』

　──え？　そんなプログラムはしてないけど？

『ジェネレーター、オーバーロード』

　黄金鎧の周囲に膨大な魔力が渦巻く。

『きたきたきたーなのです！』

　その魔力がポチを通して聖刀に流れ、いつもの何倍にも巨大化した。

　上級魔族を斬り倒せるほどのサイズだ。

『キョメーシスイ──』

　ポチ、明鏡止水だ。

『──なのです』

　ポチの周囲で荒れ狂っていた魔力の奔流が刃やいばへと集束していく。

　身体からだから溢あふれた魔力が紫電と火花となって散り、強加速に耐えられるよう地面に額が着くほど前傾する。

『アクセラレート、カタパルト・オープン』

　集中するポチに変わって、サポートＡＩが準備を進める。

　ポチの前に、加速門アクセラレーシヨン・ゲートが幾つも展開された。

　そして、刃への魔力集束が完了した時──。

『瞬動』

　ポチが加速門に踏み込む。

　あまりの加速に、ポチの姿が搔かき消えた。

『魔刃暴風ヴアンキツシユ・サイクロン──』

[image: ]

　聖刀を振り抜いた姿勢でポチが現れ、ゆっくりとその刃を鞘さやへと戻す。

『──なのです』

　鞘に収めた聖刀がパチンッと音を立てると同時に、無数の斬ざん撃げきでなます斬りにされた上級魔族がバラバラと崩れ、斬撃の余波で起こった竜巻に吞のまれて翻ほん弄ろうされる。

　魔族が展開していた防御障壁やアメーバー魔族による盾もまとめて砕かれたらしい。

『ポチ！　まだです！』

　リザが叫んだ。

　そう、上級魔族はまだ黒い靄もやに還元されていない。

『ファランクスなのです！』

　だが、ポチの前にファランクスは現れない。

　さっきの必殺技で魔力を使いすぎて発動できなかったらしい。

　上級魔族は嵐あらしに吞まれバラバラの姿になったまま、各部位から小口径レーザーの雨をポチに浴びせた。

『にんにん～』

　光に吞まれたかに見えたポチだったが、少し離れた場所にある影からタマと一緒に現れた。

　とっさにポチをユニット配置のターゲットにしたけど、必要なかったようだ。

『ベヒモス』

　──ＰＵＷＡＯＯＯＯＷＷＮＮＮ!!

　ミーアに命じられたベヒモスが咆ほう哮こうとともに前足を振り上げ、勢いよく打ち下ろすと、地面から木の根に連なった上級魔族の株が空中に打ち上げられた。

『アリサ』

『おっけー！　火炎地獄インフエルノ！』

　アリサの放った業火が空中を舞う上級魔族の欠片かけらや株、一切合切を吞み込んで焼き尽くす。

　マップから上級魔族が消えた。最後はあっさりしたものだ。

　まあ、あれが本当に最後の一体だったらいいんだけどね。








大魔女







〝サトゥーです。後継者問題というのはどこの業界でも深刻ですが、一子相伝の業界だと後継者の有無が死活問題に直結するそうです。やっぱり裾すそ野のを広くした方が繁栄しやすいようですね。〟






「上級魔族との魔パ脈スが解けた、だと？　勇者の従者どもに敗れたのか……」

　オレの横でゾマムーゴーミが愕がく然ぜんとした顔で呟つぶやいた。

　どうやら、樹皮の上級魔族が敗れた事が相当ショックだったらしい。

「このまま偽りの皇帝に歪ゆがめられた帝国を、本来の持ち主に返す事もできずに終わるのか……」

　どこの国も現政権に恨みを持つ人っているよね。

「いや、魔術は……胡う乱ろんな『カガク』などに負けぬ。魔術こそが民草を導くのだ」

　前後のつながりが分からない支離滅裂な事を言い出した。

　それにしても、カガク──科学か。現皇帝は魔法よりも科学技術の方に重きを置く人なのかな？

　それよりも──。

「あとは大魔女に突き出せば終わりか」

　そう口にした途端、地面を見つめてブツブツ言っていたゾマムーゴーミが、顔を上げて叫びだした。

「まだ、終わらぬ。終わってなるものか！」

「終わりだよ。お前は殺した人達に償うべきだ」

　オレの脳裏に地下で見た凄せい惨さんな遺体の姿が過よぎった。

「殺した人達？　劣等種の命が、我ら優等種たる鼬イタチ人の役に立ったのだ！　誇りこそすれ、償う必要などない！」

　こいつは優生思想に傾倒しているようだ。

「人種に優劣なんてない」

「劣等種の戯ざれ言ごとか！」

　オレの言葉は届かないらしい。

「もう黙れ、聞くに堪えない」

　ストレージから猿さる轡ぐつわを取り出す。

　それを見たゾマムーゴーミが激しく暴れ出した。

「■……」

　詠唱を始めようとしたゾマムーゴーミだったが、手加減抜きの威圧を叩たたき込んで硬直させ、その隙すきに猿轡を固定した。

　かなり激しく暴れたせいで、周囲に転がっていたこいつの杖つえが壊れている。

「──なるほど、これを使いたかったのか」

　杖の先端に付けられた頭ず蓋がい骨こつが割れ、その下に漆黒の宝石みたいな魔法道具マジツク・アイテムが見えていた。

　ＡＲ表示によると、自分の命を対価に致死の呪のろいを無差別に撒まき散らすテロ御ご用よう達たしみたいな品らしい。自爆テロは一人でやってほしいね。




『ご主人様、聞こえる？』

　アリサから「無限遠話ワールド・フオン」が届いた。

『聞こえるよ。こっちも今終わったところだ』

『わたし達も上級魔族を討伐したわ！』

『うん、見ていたよ。皆みんな、強くなったね』

　アリサが皆に伝え、「遠耳クレアヒアリス」から皆の歓声がした。

『ゲートは閉じたけど、戻ってこられそうかい？』

『ええ、それは大丈夫！　最初の祭壇の間に異界の手引書みたいなのがあったから、もうちょい時間を掛ければ別の場所にゲートを開き直せるわ』

　アリサによると、異界の核ともいうべき場所があり、そこに干渉する事で任意のゲートを開く事ができるそうだ。

『なら、待っているよ。一緒に帰ろう』

　オレはそう言って通信を切る。

　廊下の向こうで、生気を失って倒れている冒険者達を回復させよう。

　でも、その前に事件の黒幕を捕縛した事を伝えてティアさんとロロを安心させてあげないとね。

　──あれ？

　繫つながりにくい。

　冒険者達の治療をしながら、ティアさんに「遠話テレフオン」を繫ごうとしたのだが、何か変な抵抗があって繫がらない。

「おかしいな？　空間魔法を阻害するティアさんの結界は壊しちゃったはずなんだけど……」

　思わず呟いてしまったオレの声が呼び水になったのか、気を失っていた冒険者達が目を醒さましだした。

「……う、ううん」

　最初に目を醒ましたのは、一番に治療したノナさんだ。

「やあ、おはよう」

　ナナシ口調を意識して声を掛ける。

「え？　誰だれ？　仮面？」

「他ほかの冒険者達の治療を頼めるかな？」

　戸惑うノナさんに魔法薬の入った袋を押しつける。

「あたし達は確か、奥の部屋で──」

　ノナさんには悪いけど、今はロロ達の方が気になる。

　オレは気合いを入れてティアさんに「遠話」を使った。

『──誰？』

　絞り出すような声だ。

『サトゥーです。こちらは片付きました』

『こっちはマズいわ。怨おん念ねんの集合体みたいなのに襲われてる』

『──すぐ、行きます』

「ねぇ、お姉さん。奥の部屋に犯人を捕まえてあるから、要よう塞さい都市まで連行よろしくぅ～」

　オレはノナさんにそう依頼して、返事も聞かずに要塞都市へと帰還転移リターンする。

　勇者屋の裏庭に現れた途端、無数の赤い光点がレーダーに移った。

　見上げた視界に、凶悪な顔で笑う人ひと魂だまみたいなモノが移った。ＡＲ表示によると「暴走霊魂スタンピード・ゴースト」というアンデッドの一種らしい。濃い瘴しよう気きで変調をきたした本来は無害なゴーストとの事だ。

　オレは勇者ナナシの姿のまま飛び立ち、精霊光を全開にする。

　そのまま暴走霊魂達を癒いやしつつ、大魔女の塔に向かう。

「きゃああ」

　通りのあちこちから悲鳴が聞こえる。

　だが、暴走霊魂達は人々を怖がらせるばかりで、直接的な危害を加える気はないようだ。

「──なんだ、あれは？」

　黒い輪郭をした透明な粘液が大魔女の塔を覆っている。ＡＲ表示によると「混沌粘液カオス・ソウル」というアンデッドの一種らしい。

「大魔女様を救え！」

　地上で魔女の弟子らしき人に率いられた火ひ杖づえ隊が混沌粘液に攻撃するのが見えた。

　魔法を受けた混沌粘液が爆発的に増殖し、彼らを吞み込もうとしたので、オレは閃せん駆くで近寄って全員を安全圏に引っ張り出した。

　うかつな攻撃は相手の増殖を誘うらしい。

　混沌粘液は刺激に反応するだけのようで、距離を取った弟子達に追撃しようとはしない。

『ティアさん、要塞都市に到着しました。外部から混沌粘液を削ればいいですか？』

『こっちはまだ大丈夫！　それよりも、混沌粘液に力を与えている根っ子を潰つぶして！　瘴気が濃い場所よ！』

『先にティアさん達を救出してから──』

『ダメよ。私がここを離れたら、混沌粘液は目標を見失って、手近な人々を喰くらい始めるわ』

　それはマズい。

『分かりました。一刻も早く根っ子を潰してきます！』

　オレは通話を切り、瘴気視で瘴気の濃い場所を探す。

　──あった。

　結構多い、七箇所ほど濃い場所がある。近い順に回っていこう。

　オレは念の為ため、空間魔法の「遠見クレアボヤンス」と「遠耳」でティアさん達の状態をモニターしておく。

『こなくそぉおおおお！』

　ティアさんが杖を盾にするようにして、天井から垂れ下がる混沌粘液を押し戻している。

　杖で押し返しているのではなく、杖に纏まとわせた紫色の光で抗あらがっているようだ。

　踏ん張るティアさんの足下にはハムっ子達を抱き寄せたロロがいる。良かった。怪け我がはしていないようだ。

　混沌粘液は脈動するように一いつ旦たん引いては、また押し潰そうとする動きを繰り返しているらしい。

『くぅうううう』

　ティアさんの苦く悶もんの声が聞こえた。

　呪じゆ詛そで体力を消耗したティアさんには辛つらそうだ。

　ここは手早く、混沌粘液に力を与えている根っ子とやらを潰そう。




「ここか？」

　一つ目の場所は食用の肉から瘴気を抜く為の浄化装置がある場所だった。

　装置から混沌粘液が生えている。正しくは浄化装置の瘴気を貯留する場所に刺さった黒い結晶から混沌粘液が生えているようだ。

　オレは黒い結晶から生える混沌粘液を聖剣で切り払い、混沌粘液が再び結晶に結合しようとする前にストレージへと回収した。

　目標を失った混沌粘液は本体の方へと戻っていく。

　この場の浄化の為に、魔力をチャージした聖碑を置いて次の場所に向かう。




『ティアさん！』

　繫ぎっぱなしの「遠耳」からロロの叫びが聞こえた。

　混沌粘液に力負けしそうなティアさんをロロが支えている。

『私も手伝います』

　ロロがティアさんの杖に手を添える。

　ハムっ子達も混沌粘液に怯おびえながらも、ティアさんの足に抱き着いて支えた。

『ありがとう、ロロ。君達もありがとうね』

　ティアさんが空元気を出しながら、混沌粘液を押し戻す。

　あまり余裕はなさそうだ。

　もっとペースアップせねば。




　二つ目と三つ目は浄水塔に設置された瘴気の浄化装置だった。

　ここにもさっきと同じ黒い結晶が刺さっていたので、ストレージに回収してある。

　途中で鼠ねずみ魔族を見かけたので魔刃砲で倒しておいた。

　鼠魔族を倒した時に黒い結晶を落としたので、今回の騒動はゾマムーゴーミが仕掛けていた事件の一つと考えて良さそうだ。




『ティアさん！　ティアさん、しっかりしてください！』

『ごめん、ロロ。ちょっと気を失ってた』

　──やばい。

　黒い結晶の回収は後回しにしてティアさん達を先に救出した方が──いや、ダメだ。それで市民に犠牲が出たら、ティアさんも優しいロロも一生負い目を背負って生きていかないといけない。

『ティアさん、私にできる事はありませんか？　どんな事でもします』

『それは──いえ、大丈夫。大魔女様を信じなさい』

　ティアさんが懐から取り出した魔法薬を嚙かみ砕き、凄惨な笑みを浮かべる。




　今は彼女を信じよう。

　最適コースをマップで調べ、閃駆で四つ目と五つ目のポイントを回る。

　ここにも浄化装置に刺さった黒い結晶があった。




『ティアさん、そんなに無茶をしたら死んじゃいます！』

『大丈夫よ、ロロ。このくらい何でもないわ』

　そう嘯うそぶくティアさんだったが、ついに混沌粘液に押し負けて膝ひざを突いた。

　ロロはティアさんを後ろから抱き留め、両手で杖を押し返す。

　杖を纏っていた紫色の光がロロを包んだ。

『杖つえがロロを選んだ？』

　ティアさんが唇を嚙みしめる。

『……ごめん、ロロ』

『ティアさん？』

『本当になんでもする？』

『はい！　ティアさんや要塞都市を守る為ならなんでもします！』

　即答するロロを見たティアさんが眩まぶしいモノを見たかのように目を細める。




　六つ目はすぐに見つかったが、七つ目は浄化装置に黒い結晶が刺さっていなかった。

　混沌粘液は七つ目のゴミ処理場全体を覆っていて、どこが根っ子か一目では判断できない。

　オレはマップ検索で黒い結晶を探す。




『ただの人としての人生は歩めないかもしれないわよ』

『構いません。それで救えるなら、私は』

『サトゥーさんと普通の家庭を築けなくなっても？』

『……サトゥーさんと一緒に、普通の家庭を築けなくなっても、です』

　ロロは少しだけ逡しゆん巡じゆんした後、そう断言した。

『分かったわ。復唱して──』

　ティアさんがなけなしの魔力で混沌粘液を押し戻し、杖を持つロロの手に自分の手を添えた。

『契約者アーカティアの血族たるロロはここに誓約する』

『契約者アーカティアの血族たるロロはここに誓約する』

　ティアさんの声にロロの声が続く。




　──あった。

　大量のゴミに埋まるように幾つもの結晶があるようだ。

　ストレージでゴミを回収しようと試みるが、粘液が取り込んだゴミが邪魔で上う手まく回収できない。

「くそっ」

　上手くいかない現状に悪態が口を衝いて出る。

　──焦るな、サトゥー。冷静になれ。

「そうだ！」

　オレはゴミの山に手をついて、銀インゴットを手に魔法を発動する。

　──成膜メツキ。

　ゴミが一気に銀色に染まっていく。

　粘液が悲鳴を上げてゴミから離れた。

　ダメ元だったけど、思った以上に効果があった。

　オレは粘液のいなくなった隙すきに、邪魔者のいないゴミごと黒い結晶を回収し尽くした。
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『紫月核の主あるじとして』

『紫月核の主として』

　ティアさんとロロの身体からだを淡い紫色の光が包む。




　オレは閃駆で大魔女の塔へ向かう。

　地上では混沌粘液が瘴気源を失って、大魔女の塔へと集まるのが見えた。




『大魔女の称号を受け継ぐ』

『大魔女の称号を受け継ぐ』

　ティアさんの胸から溢あふれた紫色の輝きが、ロロの胸へと吸い込まれた。




　紫色の閃せん光こうが大魔女の塔の天てつ辺ぺんで輝く。

　混沌粘液がその輝きに怯えるように塔から剝はがれた。




『我ここに宣言する』

『我ここに宣言する』

　ティアさんから輝きが失われ、それに反比例するようにロロの身体が強く光を帯びる。

　紫電が散り、ロロの長い髪が静電気で広がった。




『命尽きるまで、この地を脅かす全すべてのモノから守護しよう』

『命尽きるまで、この地を脅かす全てのモノから守護しよう』




　大魔女の塔がさらに強く輝く。




『我こそは大魔女ロロ、紫月核の主なり』

『我こそは大魔女ロロ、紫月核の主なり』




　紫色の光が塔を離れ、天へと昇っていく。

　混沌粘液が光を追うように縦に伸びる。




『今ここに、新たなる契約を結ばん！』

『今ここに、新たなる契約を結ばん！』




　紫色の光が弾はじけた。

　無数の光が混沌粘液へと降り注ぎ、シャボン玉のような膜の内側に混沌粘液を包み込んで空に浮かべた。

『サトゥーさん！　上に投げるから後は宜よろしく』

　ティアさんがそう叫んでロロを見る。

『ロロ、やって！』

『はい！　ティアさん！』

　ロロが下げた杖を勢いよく撥はね上げると、それに同期したかのように混沌粘液を包んだ球が要よう塞さい都市の上空へと打ち上げられた。

「──チェックメイトだ」

　オレは魔法欄から選んだ中級攻撃魔法──爆縮インプロージヨン、火炎嵐フアイア・ストーム、電撃嵐サンダー・ストームを連続で叩たたき込んで、塵ちり一つ残さず完全に滅した。








エピローグ







〝サトゥーです。大きな出来事が起きると、その後はしばらく退屈な日々が続くと思いがちです。でも、その出来事が呼び水になって、次々とハプニングが起きる事もままあるようです。〟






「まさか、ロロが大魔女になっちゃうなんてねぇ」

　異界から帰還したアリサ達と合流し、大魔女の塔までティアさんの見舞いに来ていた。

「このアリサちゃんの目をもってしても見抜けなかったわ！」

　アリサが世紀末覇者な名作漫画の登場人物みたいな顔を作って言う。

　もちろん、オレ以外に通じる相手がいないので、周りは困惑顔だ。

「それは当分の間、秘密にしていてね」

「ええ、もちろんです」

　ティアさんは冗談めかした雰囲気で言っているけど、目がマジだ。

　こちらも勇者としての姿を秘密にしてもらっているしね。

「凄すごいです、ロロさん」

「そんな！　私なんて、まだまだ見習いみたいなものです」

　ルルに褒められてロロが照れている。

　ロロの胸元に、子こ狼おおかみモードのフェンが抱きかかえられていた。紫月核の前で孤軍奮闘していたからか、憔しよう悴すいした顔で眠りに就いている。

「ナナ、苦しい」

「ナナ、優しく」

「ナナ、お腹なか減った」

　ハムっ子達がナナに抱き締められてジタバタしている。

「ポチもお腹ペコペコなのです」

「タマもはらへり～」

「食事の用意をいたしましょう。食堂へおいでください」

「リザ、悪いけど連れていってあげて」

「承知いたしました」

　筆頭弟子のリミさんに案内されて、獣娘達とナナ、それからハムっ子達が食堂へ向かった。

「それでロロたんは勇者屋は辞めて、大魔女の修行に専念するの？」

「それは──」

「ロロ、当分は兼業でいいわよ」

　口ごもるロロを見たティアさんがそう助言する。

「大魔女の修行なんてすぐに終わるわけじゃないし、店長業の傍らにちょっとずつ学んでいけばいいわ」

　先は長いしね、とティアさんが続ける。

　きっと一〇年、二〇年単位で考えているのだろう。

「はい！　どっちも頑張ります！」

「ロロさんなら、きっとできます！」

「ありがとう、ルルさん」

　ロロとルルが顔を見合わせて微笑ほほえんだ。

　本当に、この二人は仲がいいね。

「ロロもお腹が減ったでしょ？　食堂で何か食べてきなさい」

「はい、ティアさん。行きましょう、ルルさん」

　ティアさんに促されてロロとルルが部屋を出た。

　それを見送っていたティアさんが、二人の姿が見えなくなった途端、ベッドにばたりと倒れ込んだ。

「ちょっと大丈夫？」

「へーき、へーき。ちょっと目め眩まいがしただけよ。寄る年波には勝てないわね」

　心配するアリサに、ティアさんはパタパタと手を振って答えた。

「生命力」

　ミーアがぽそりと呟つぶやいた。

　ティアさんがミーアの方を見る。

「使い過ぎ」

「やっぱり、エルフは誤ご魔ま化かせないわね」

「混沌粘液カオス・ソウルの撃退の時ですか？」

「それもあるけど、呪じゆ詛そで結構削れてたのよ。サトゥーさんが来るのが一日遅れてたらヤバかったわ」

　ＡＲ表示されるティアさんの状態は「衰弱」だ。

「治せないの？」

「さすがにすぐは無理よ。魂の力をアレに注いで無理矢理に魔力を絞り出してたから」

　アレというのは紫月核だろう。

「エリクサーでもあったら別だけど、あれはそうそうお目にかかれるものじゃないから」

「良かったら、どうぞ」

　最近補充できたから、一本くらい提供しても問題ない。

「ありがとう、美お味いしいわね、コレ」

　受け取ったティアさんが、ラベルも確認せずに飲み干した。

　魔法陣が彼女の身体を中心に幾つも生まれ、ＣＴスキャンのセンサーのように上下する。

「え？　ええ？」

　ティアさんが戸惑いの声を漏らす。

　やがてその魔法陣がティアさんの身体に吸い込まれ、その身体を完膚なきまでに癒いやした。

「……凄い。身体の奥にあった、重たい痼しこりみたいなのがなくなってるわ」

　ティアさんが自分の身体を確認する。

　それはいいんだけど、予兆なく胸元をガバッとはだけるのは止やめてください。

　アリサとミーアの鉄壁ペアが神速でガードしたので、大事な箇所は全く見えてないけどさ。

「あははは」

　ティアさんが満面の笑みでバンバンとオレの背中を叩く。それなりに痛いのでほどほどにしてほしい。

「本当に、あなたはデタラメね」

　ティアさんが目め尻じりの涙を拭ぬぐって言う。

「これでロロが一人前になるまで、何十年でも一緒にいてあげられるわ」

　それは何より。

　オレも安心してロロの傍そばを離れられる。





◆






「二日ほどは泊まっていってね」

　そろそろ引き上げようかと考えていたら、ティアさんからそんな事を言われた。

「ティアさん、私、お店の様子を見に行きたいんですけど……」

「ごめんね、ロロ。契約が終わったばかりだから、しばらくは塔から離れない方がいいのよ」

「……はい」

　ロロが心配そうに俯うつむく。

「大丈夫だよ、ロロ。トーヴァンさんもいるし、何よりロロが鍛えたあの子達なら、少しの不在ぐらい支えてくれるさ」

「サトゥーさんの言う通りよ。心配なら、使いを出してあげるから、それで我慢して」

「はい、分かりました」

　ロロが納得したところで、ティアさんの従者に当たり障りのない伝言を伝えてもらう。

　オレ達も不慣れなロロの安心の為ために塔に滞在する事になった。アリサとミーアは大魔女の書庫に入り浸っていたが、オレは立場的にルルと一緒にロロのケアをする役割だったので、深夜にロロが寝静まった後に書庫を使わせてもらった。

　お陰でかなり寝不足だったが、それに見合う蔵書だったと断言できる。

　ゾマムーゴーミから押収したという古代語の魔法書は、魔族召喚や呪詛といったジャンルのものが多かったので、その系統はストレージの映像文字列化機能ＯＣＲを用いた写本だけにして、「異界創造ジエネレート・アナザーワールド」や「迷い家デイメンジヨン・ホーム」などの空間魔法系は現代語に翻訳してアリサ行きとなった。

　たぶん、この「異界創造」っていう儀式魔法で創られたのが、ゾマムーゴーミが潜伏していた「異界」だと思う。一つの呪文で分厚い本一冊分なので、詠唱中に心が折れそうだとアリサがぼやいていた。補助者用の呪文も含まれているから、実際に術者が詠唱するのはもう少し短いと思うけどさ。

　さすがに見せてもらってばかりだと悪いので、オレの持つ公開しても構わない書物の中からティアさんが興味を持ちそうなモノを何冊か貸し出した。




　そんな充実した日々の中、問題が起きた。

「ゾマムーゴーミが死んだ？」

　ノナさん達に連行され、塔の地ち下か牢ろうに閉じ込められていたゾマムーゴーミが今朝早く変死したそうだ。

「原因は分かっているんですか？」

「毒物だっていうのは分かるんだけど、鑑定じゃなんの毒か分からなかったのよ」

「見せていただいても？」

「ええ、どうぞ」

　ティアさんの許可が貰もらえたので、ゾマムーゴーミの死体を検分する。

　目立った外傷はない。絞殺の痕あともなし。「透視スルーアイ」の魔法を使ったところ、胃に半分溶けたカプセルが浮かんでいた。

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」でそれに触れ、ストレージ経由で取り出す。

「──カプセル？」

　それを見たアリサが呟いた。

　日本でよく見る水溶性の薬用カプセルだと分かった。

　しかも、溶け残ったカプセルには微かすかにアルファベットっぽい文字が印刷されている。いや、よく見るとアルファベットじゃなく、ロシアのキリル文字だ。

　黒幕から取り上げた服には類似のカプセルや空き瓶はなかった。

「……どうしてこんなモノが？」

　アリサの問いに首を横に振る。

「それ、見覚えがあるわ」

　オレとアリサがティアさんの方を見る。

「ゾマムーゴーミのアジトを調べさせた子達が見つけた品の中にあったはず」

　押収品の中に、胃の中から見つけたのと同じようなカプセルの入った瓶が二つあった。

「こっちが毒薬、こっちが解毒薬ね」

　アリサが瓶に書かれていた文字を読む。

「見た事ない文字だけど、読めるの？　シガ王国の字じゃないわよね？」

「ええ、違うわ。勇者の国の文字よ」

　その瓶には北日本人民共和国製、製造元はミョスノギ製薬と印刷してあった。

「昔の勇者が持ち込んだのかしら？」

「その可能性は高いね」

　もっとも、それ以外にそれらしき品がないのでよく分からない。

「仲間に消されたのかしら？」

「最初から飲んでいたのかもしれませんね」

　テーブルの上に出した同じ種類の毒薬カプセルにお湯を垂らしてみたが溶ける様子がない。

　たぶんだけど、溶けにくい難溶性のカプセルだと思う。その証拠に、同時にお湯を垂らした解毒薬の方はカプセルが溶けてしまった。

「一定時間以内に解毒薬を飲まないと死ぬって事？」

　ティアさんの言葉に首肯する。

「ええ、おそらくは敵に捕まった時に、拷問されて情報を吐かないようにでしょう」

「スパイ物語の登場人物みたいね」

　オレの推理を聞いたアリサが肩を竦すくめて嘆息した。

　ティアさんは暗殺者が侵入した可能性や間者がいる可能性を捨てていないようだけど、これだけ証拠があればその可能性は考慮しなくていいと思う。

　予想外の結末だったが、とりあえずこれで要よう塞さい都市を狙ねらったゾマムーゴーミの野望は潰ついえたと考えていいだろう。

　できれば、鼬イタチ帝国側の協力者なんかを知りたかったけど、今はロロの傍からトラブルが去った事を喜ぼうと思う。まだ、鼬帝国と何かあるかもしれないけれど、これだけ大がかりな事をして失敗したんだから、リベンジを考えるとしても準備に年単位の時間がかかるはずだしね。
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「ロロ店長お帰りなさい！」

「あー！　サトゥーさんだ！　戻ってきてくれたんですか?!」

　ロロ達と一緒に勇者屋へ戻ると、店員達が出迎えてくれた。

「ただいま、皆さん」

　奥から新幹部のトーヴァン氏と幹部候補のホーウが連れだって出てきた。

「お帰りなさい、ロロ店長。お身体からだの調子は問題ありませんか？」

「はい、大丈夫です。お店の方は大丈夫でしたか？」

「ええ、もちろんです。店長の薫陶が行き届いていますから」

　暢のん気きに会話するトーヴァン氏の後ろから、書類を持ったホーウが割り込んできた。

「ロロ店長！　ウッシャー商会から、こんな提案が来ているんですけど」

「ケリちゃんが言っていた件ね。えーっと、これなら……」

　ホーウが持ってきた書類を見てロロが思い悩む。

　そんなロロを見て、ホーウが助言を求めるようにオレを見たが、オレは首を横に振った。オレが口出しするべきじゃない。

「うん、ここだけ再検討してもらって、このままだと利益が出ないから、三割──いいえ、四割で話を持って行って、三割半くらいで決着する感じがいいかしら？」

　ロロが迷いに迷った後、そう結論した。

「それでいいわね？　トーヴァン」

「はい、それで宜よろしいかと」

「それじゃ、ホーウ。さっき言った方針で進めてね」

　最後に幹部のトーヴァン氏に意見を聞いてＧＯサインを出した。

　以前だったら、オレに頼ったはずのシチュエーションだったのに、ちゃんとトーヴァン氏に意見を聞いて自分で決断した。

　荒療治だったけど、あの時、ロロと距離を取ったのは間違ってなかったみたいだね。

「ロロ店長！　さっき帽子屋さんが新製品を扱ってくれないかって来てました」

「帽子屋さん？　防具になるのかしら？」

　ロロと一緒にバックヤードに向かうと、幾つもの帽子が並べてあった。

　半分くらいは簡易型の兜かぶとになりそうな分厚い生地の帽子だったが、残り半分は単にファッション用の帽子に見える。

「ロロさん、こっちは防具には使えませんよね？」

「でも、冒険者さん達が好きそうな感じじゃありませんか？　住宅街に近い二号店に置いたら売れそうな気がします」

　ルルとロロの二人が見ているのは南国の花みたいな極彩色をした帽子だ。

「これとかロロとルルに似合うんじゃない？」

　アリサが様々な色の付け毛が付いた鍔つば広ひろの帽子を掲げる。

「本当ですね。これを被かぶったらルルさんみたいです」

「こっちはロロさんみたいです」

　ロロとルルが互いの髪色の付け毛が付いた帽子を被る。

「こうしたら、もっとそっくりよ」

　アリサが髪の毛を編んで帽子の中にしまってみせる。

　確かにそっくりだ。双子の入れ替わりみたいで、ちょっと楽しい。

「ちょっと！　ウッシャー商会の次期会頭のケリナグーレ様が来たっていうのに出迎えはないの？」

　お店の方から賑にぎやかな声が聞こえてきた。

　どうやらケリ嬢が遊びに来たようだ。

「ちょっとロロ！　四割はないでしょ、四割は！」

　ケリ嬢が書類を片手に詰め寄ってくる。

「あ、あの」

「何よ？」

「ケリちゃん、私はこっちだよ？」

　ルルに詰め寄るケリ嬢の肩を、ロロが楽しそうに叩たたいた。

「え？　ああっ！　瞳ひとみの色！　あんたがロロね！」

「えへへ～、正解！　私がロロでした～」

　幼なじみのケリ嬢と話すとロロの口調が気安い感じになるね。

「それじゃ、こっちは──」

「私はルルです」

　ルルが付け毛付きの帽子を脱ぎながら訂正する。

「なんで、そんな紛らわしい帽子を被ってるのよ！」

「帽子屋さんから試作の帽子が届いていたの。住宅街に近い二号店に置いてみようかなと思って」

「へー、手広くやるのはいいけど、自分で把握できる範囲にしておくのよ」

「うん、分かった。ありがとう、ケリちゃん」

「まー、先輩商人としての忠告──って！　略すなっていつも言ってるでしょ！　私はケリナグーレ！　ウッシャー商会のケリナグーレよ！」

　さっきから散々ケリちゃん呼ばわりされていたのに、やっと気付いたようだ。




　──ウゥウウウウウウウウウウウ！

　弛し緩かんした空気の中を警報が鳴った。

「ちょっと！　また、新しいトラブル？」

　ぼやくアリサと一緒に店の外に飛び出て、空を見上げる。

「あれは──」

　見覚えのある物体が空を飛んでいた。

　エチゴヤ商会で魔改造された高速飛空艇だ。

「マスター、爆発していると告げます」

　ナナが指摘したように、飛空艇は空中で小爆発を起こしながら、大魔女の塔の方に落ちていく。

　誰だれが乗って──そこまで考えて、飛空艇に知り合いを示す青い光点が幾つも光っているのに気付いた。

　それが誰かと把握するよりも先にオレは駆け出した。

　飛空艇は高度を落とし、通りに並ぶ家々の屋根を擦こすりそうになりながらも、風魔法の支援を受けてギリギリで耐え、そのまま大魔女の塔の前に不時着した。

　飛空艇の先端ハッチから身を乗り出して、最後まで風魔法を使っていた人物が顔を上げた。

　要塞都市の強烈な日差しを受けて、お日様色の髪に陽光が流れる。

「……サトゥーさん」

　オレを捉とらえた瞳が驚きから喜びに変わる。

「サトゥーさぁああああん！」

　ハッチから飛び出してオレの下まで一直線に駆けてきて、その勢いのまま首元に抱き着いてきた。

「お久しぶりです、ゼナさん」

　彼女はセーリュー伯爵領の魔法兵ゼナ・マリエンテール嬢だ。

　今日のゼナさんはレオタードみたいに身体のラインにぴったりな服を着ている。オレが耐Ｇスーツ代わりに博士達に提供した黄金鎧よろい用のインナーだ。上に薄手のカーディガンのようなモノを羽織っている。

「サトゥー？」

「「「マスター！」」」

　ゼナさんの次にハッチから顔を出したムーノ伯爵次女のカリナ嬢が、後ろから次々に顔を出したナナ姉妹達に押されて落ちそうになっている。全員、ゼナさんと同じ衣装だ。

　もう一つのハッチから顔を出して、パタパタと手を振っているのはヒカルだ。

　どんな理由で、シガ王国から遥はる々ばると要塞都市までやってきたのか知らないけれど、とりあえずは落ち着ける場所に移動してから、ゆっくりと聞かせてもらおう。

　まずは、ぎるてぃ宣言している鉄壁ペアと、現状に気付いて真っ赤な顔で固まってしまったゼナさんの対応からかな？
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　その頃ころ、オレの与あずかり知らない場所で、次の事件は起きていた。




「大変です！　シャロリック殿下がどこにもいらっしゃいません！」

　フジサン山脈の麓ふもとにある修道院で、修道女の一人が院長室に駆け込んだ。

「また抜け出されたのですか？　殿下にも困った事」

「院長様！　急いでお捜ししないと！」

「大丈夫ですよ。殿下のお身体ではそう遠くには行けません。今日は出入りの馬車も来ていませんでしたし、街道沿いの木陰でへばっておられますよ」

　焦る修道女と対照的に院長はおっとりと答える。

「すぐに行って参ります。殿下が本当に失しつ踪そうされたら、修道院の責任になってしまいます。もしそんな事になったら──ああっ！」

　この修道院では問題のある貴人を預かる事で寄進を得ている。預かっている貴人に何かあれば、信用問題となってしまう。この副業で僅わずかな運営資金を補っている修道院としては、最悪の事態を回避しなくてはならない。

　修道院の会計を預かる修道女は必死の形相で院長室を飛び出した。




　ところが──。

　すぐに見つかるという院長の予想に反して、第三王子の行方は杳ようとして知れず、修道院の人員に加え、近くの村人まで動員して捜索がなされたが、日が暮れる頃になっても見つかる事はなかった。

「院長様、どういたしましょう？」

「落ち着きなさい。まずは王都に伝令を」

「分かりました。足の速い者に書状を持たせて走らせます」

「待ちなさい」

　慌てて部屋から飛び出そうとした修道女を院長が止める。

「伝でん書しよ鳩ばとを使いましょう」

「ですが、伝書鳩はトフモの街の神殿までしか……」

「分かっています。トフモの街の守護様に殿下の失踪をお伝えして、王都に連絡を入れていただきましょう。それが一番早いです」

　院長は説明しながら伝書鳩用の小さな紙に詳細を書き記し、落ち着きのない修道女にその紙を託した。

「では、すぐに鳩の用意をさせます」

　バタバタと駆け出した修道女を見送り、院長は頰ほおに手を当てた。

　人のいなくなった院長室で、院長は窓際に移動する。

「これで良かったのかしら？」

　院長は日の落ちた暗い裏庭に向かって呟つぶやいた。

　背後で鳴った金属音に振り返ると、他ほかに誰もいないはずの部屋の机にビロードの巾きん着ちやくが置かれてあった。

「あらあら」

　巾着の中には溢あふれるほどの黄金の輝きがあった。

「これで冬が越せるわね。修道院の子達にもお腹なかいっぱい食事が用意してあげられるわ」

　院長は巾着袋を金庫へしまうと、神に祈りを捧ささげる為ために礼拝堂へと向かった。

　修道院から姿を消したシャロリック第三王子の無事を祈る為に。
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「ジョン！　ジョンスミス！　早く解読を行え」

　フジサン山脈から遠く離れたシガ王国最西部の山奥に、気の短そうな男の声が響いた。

　貴族服の青年に叱しつ責せきされた黒髪で隻腕の少年が、遺跡に刻まれた不思議な文字を解読する。

「待ってくれ、字が掠かすれてて読みにくいんだ」

「ええい、これだから平民は！」

「ソーケルの旦だん那な、もうちょっと落ち着けよ」

　無ぶ精しよう髭ひげの探索者が貴族服の青年に呼びかける。

「私は落ち着いている！　お前達は殿下から課せられた『聖せい骸がい動どう甲かつ冑ちゆう』の探索任務が、シガ王国にとってどれほど大切なものか分かっておらんのか！」

「聖骸動甲冑ねぇ、王祖様の伝説にあるアレだろ？　本当にあるのかねぇ？」

「あるに決まっているだろう！　殿下が王家に秘された勇者文字の機密文書を手に入れてくださったのだぞ！」

　疑う探索者の言葉に気分を害したソーケルががなり立てる。

「分かった分かった。それなら、それこそ慎重にしないとな」

「そうですよー、ヤサクのー言う通りですー。焦ってー読み間違えたらー大変ですよー？」

　女性神官がおっとりした声で探索者──ヤサクのフォローをする。

「──ヤサク」

「なんだ、タン？　──うげっ」

　仲間の魔法剣士に呼ばれて振り返ったヤサクが、仲間の視線の先にあるモノを見て絶句した。

「もしかして、ワイバーン？」

「違う、あれは竜だ」

　魔法使い風の美女の問いを魔法剣士が正す。

「りゅ、竜だと?!　な、なんとかしろ！　その為にお前達を雇っているんだぞ！」

「そう言われても、竜を相手にするのはなあ」

　狼ろう狽ばいする貴族服の青年と対照的にヤサクは緊張感なく答えた。

「それでもミスリルの探索者か！　『天破の魔女』リーングランデの下で鳴らした腕を見せてみろ！」

「そう言われても、俺は斥候だからなあ。──タン、お前ならやれるか？」

「勝てるとは言わん。だが、相手にとって不足なし」

　ヤサクに声を掛けられた魔法剣士が愛剣に手を掛ける。

「まったくー、戦闘狂にはー、困ったものですー」

「それじゃ、最初に大きいのをぶちかますから、後は頼んだわよ」

　神官が強化魔法を唱え、魔法使いがブースト系のスキルやアイテムを使う。

　絶望的な相手を前にしても、彼らの顔に怯おびえはない。

　相手は竜。それが下級竜だったとしても、かつてビスタール公爵領で現シガ八剣の「草刈り」リュオナ、「紅の貴公子」ジェリル、「風刃」バウエンの三人を擁する派遣軍が子供扱いされたほどの強敵だ。

　竜が空を旋回し、魔法使いの詠唱が終盤に近付いた。

　一触即発の気配に、ぴりぴりと肌がざわつく。

「──待った！」

　その両者の間に飛び出したのは、遺跡を解読していた少年だ。

「邪魔をするな平民！」

「だから待てって！　遺跡に書いてあるんだ！　竜を攻撃するな！　武器を捨て、この先に進む事を願えって書いてある」

「マジかよ？」

　ヤサクの問いに少年が頷うなずく。

「──ヤサク？」

　詠唱を終えた魔法使いが尋ねる。

「ええい、中止だ、中止！　魔法を破棄しろ、シェリオーナ」

「──本気か？」

「分かったわ」

　ヤサクの決定に、貴族服の青年は正気を疑ったが、魔法使いはその決定を支持して発動直前の魔法を破棄した。魔法剣士も剣を鞘さやに収める。

　魔力が拡散したのを感じたのか、竜が元いた峰へと戻った。

「やったな、ジョン！　正解だ！」

「痛い、痛いってば、この脳筋！」

　抱き寄せてバシバシと背中を叩たたくヤサクをジョンが必死で振り払う。

「ソーケルさん、竜がいる峰の根元、あの陰になっているところに入口がある」

「そうか、行くぞ」

　貴族服の青年は称賛の言葉も感謝の言葉もなく、先を促して移動を開始する。

「気にするな、貴族はあんなもんだ」

「分かってる。俺は報酬さえ貰もらえたらそれでいい」

　ヤサクに慰められた少年は淡々と答える。

「そういえばどんな報酬で釣られたんだ？」

「大したものじゃない。金と紹介状だ」

「紹介状？」

「ああ、貴族の紹介状がないと、義手を作ってもらえないんだ」

「なるほど、それでか。貴族なんかに近付かなそうな感じなのに、どうしてソーケルの依頼を受けたのか気になってたんだ」

「出会ったのは偶然だ。あいつが落とした紙に書かれてあった文字を読んじまったのがきっかけだ」

「文字って、勇者文字の事？　あんな難解な文字をどこで覚えたの？　やっぱり、サガ帝国？」

「サガ帝国の知り合いがいたんだ。この腕を失った時に俺を助けてくれた人だ」

「何をしている！　早く来ないか！　我らは殿下をお待たせしているんだぞ！」

「やば、お冠だ。仕方ない、へそを曲げられる前に急ごう」

　ヤサクに促され、少年達は亀き裂れつの奥にある入口に辿たどり着いた。

　彼らは前人未踏の遺跡へと足を踏み入れた。王祖ヤマトの時代に無敵を誇った伝説の「聖骸動甲冑」を求めて──。
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　もっとも、悪い事ばかりではない。




「セーラ、そろそろ飛空艇の時間だよ」

　シガ王国の公都にある空港で、青年貴族が巫女みこ服の少女──テニオン神殿の巫女セーラを呼んだ。

「はい、トルマ小お父じ様。行きましょう、あなた達」

　セーラはテーブルでオヤツを食べていたアシカ人の子供達を呼ぶ。

「みこ、すぐ行く」

「みこ、待って」

　ひょこひょこと首を振って歩く二人が、セーラの横に並ぶ。

　手を繫つないだ三人が、トルマに続いて大型飛空艇のタラップを登る。

「セーラ、こっちにおいで、発進の様子が見られるよ」

　トルマに呼ばれたセーラがアシカっ子達を連れて展望室へと入る。

　獣人差別者の多い北部出身の何人かがアシカっ子達を見て眉まゆを顰ひそめたが、展望室内にいる多くはオーユゴック公爵の孫娘であるセーラの存在に気を引かれていた。

「いよいよ、出発だね」

「はい、トルマ小父様」

「早くサトゥー殿に会いたいかい？」

「はい──いいえ！　私は王都に赴くようにとのテニオン様からの神託を受けたから行くのです！　決してサトゥーさんに会いたいからだとか、王都に行ったら偶然会えないかとか思っていません」

「そうだね。愛いとしい相手なら、神様が会わせてくれるさ」

　内心の思いがダダ漏れになっているセーラを、トルマは笑いを嚙かみ殺しながら茶化す。

「トルマ小父様！」

「ごめんごめん、それで神託って、どんな神託だったんだい？」

「曖あい昧まいでよく分からなかったんですけど、サトゥーさんに私の手助けが必要だってテニオン様が」

　実際には名指しではなく、「あなたの運命の相手が」というニュアンスの神託だったのだが、セーラにとっては同義だったので、分かりやすく名前を出したのだ。

「へー、魔王殺しともなると、神様が気にしてくれるのか」

　トルマが感心したように言う。

「みこ、飛んだ！」

「みこ、浮かんでる！」

　アシカっ子達に手を引かれて窓際に連れて行かれ、トルマとの会話はそこで終わった。

「船、どこ行く？」

「みこ、教えて」

「この飛空艇は王都に行くんですよ」

「ナナ、いる？」

「ナナのマしター、いる？」

「ええ、きっと」

　セーラがアシカっ子達の質問に頷く。

　そして、前方のフジサン山脈の向こう、王都がある方向を見つめる。

「……サトゥーさん、もうすぐ会えます」

　セーラが万感の思いを込めて呟つぶやいた。




　物語はシガ王国の王都へと集う。








あとがき






　こんにちは、愛あい七ななひろです。

　この度は「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第二四巻をお手に取っていただき、誠にありがとうございます！

　こうして無事に巻数を重ねる事ができているのも、応援してくださる読者の皆様のお陰です。

　これからもマンネリ打破を心がけ、常に今まで以上の面白さを追求して参りますので、今後とも変わらぬご支持をお願いいたします。




　さて、それではあとがきを読んでから買うか決める方のために、前巻のおさらいと本巻の見どころを語って参りましょう。

　前巻では西方諸国を離れ、樹海迷宮の中にある要よう塞さい都市を訪れ、ルルそっくりのロロと出会いました。ロロを手伝う形で勇者屋を盛り上げ、要塞都市に攻め込んだ死霊術士や上級魔族を神獣フェンリルとともに討伐したところまで。

　本巻はその続きから。

　勇者屋が発展するとともに、サトゥーの保護者気質なところが新たな問題を生みます。

　仲間達はサトゥーに頼られる存在を目指し、ロロもまた新たな従業員達を雇用して店長としての道を進んでいくことになるのです。

　今回はあとがきの最初でも語ったように「マンネリ打破」を合い言葉に、「いつもと似た流れ？」からの「そう来るか！」という驚きを幾つか潜ませてみました。

　本巻を読み終わった後には、ぜひ前巻から通しで読み返していただけると、より一層楽しんでいただけるかと思います。

　前巻と違い、今巻のエピソードはＷＥＢ版にはない「完全書き下ろし」なので、ＷＥＢ版既読の方も安心してご覧いただけるでしょう。

　大魔女とロロの関係は明かされるのか、馬人錬金術士はどうして勇者屋から引き抜かれたのか、死霊術士ザンザサンサはどうして要塞都市を襲ったのか、などなど前巻で残された謎が順番に明かされていくので、最後まで楽しんでいただけると自負しております。




　もちろん、本シリーズのテーマである観光パートも健在です。

　とある理由で要塞都市を離れたサトゥー一行は迷宮のある樹海に面した国々を歴訪し、異種族ならではの建造物やランドマークを見物し、異国の民族衣装に着替えて市場を冷やかしつつ、土地の名産に舌鼓を打ちます。

　最後に訪れた国の宮殿では、伝説の「あの遊戯」を楽しむことに。どんな遊戯かはぜひその目でご覧ください。以前、シガ王国の王都で得た「巫ふ山ざ戯け卿きよう」の特権も明らかになりますよ～。

　物語のエピローグでは、長らく出番のなかったあの人達にも出番が巡ってきたので、最後の最後まで期待を込めてご覧いただけますと幸いです。




　謝辞の前に三つほど告知を。

　あやめぐむさんによるコミカライズ版「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の一三巻が同時発売されています。セーラやカリナ嬢が活躍する小説版五巻の前半エピソードが収録されています。久々のセーラをぜひご堪能ください。

　また、本編コミックと同時に、素敵な作家陣による初のアンソロジー・コミックが発売されているので、ぜひともお手を伸ばしていただけますと幸いです。何人もの漫画家さん達がとっても楽しいお話を描いてくれているので、きっとご満足いただけるかと思います。

　そして、月刊ドラゴンエイジ２月号より「つむみ」さんによるスピンオフ「デスマーチからはじまる異世界幸腹曲」の連載が始まっていますので、そちらもよろしくお願いいたします。これを書いている時点ではキャラ設定画とネームだけですが、どのキャラも活き活きとしていてとっても可愛いので、きっと楽しんでいただけるに違いありません。

　最後にアンケートのお報せを。左記の二次元コードを読み取ると、ＷＥＢアンケートのページに移動できますので、読後の熱い想いをぶつけて頂けると幸いです。




　では恒例の謝辞を！

　担当編集のＩ氏やボスのＡさんにはいつも助けられています。二〇巻を過ぎた長寿作品にも拘かかわらず、スピンオフやアンソロジーや特装版といった展開で作品を盛り上げていただいて非常に感謝しています！　これからも末永くご指導ご鞭べん撻たつの程よろしくお願いいたします。

　デスマ世界に色鮮やかなイラストで彩りを与えて盛り上げてくださるｓｈｒｉさんにも、感謝を！　ビジュアル面の補助があってこその新文芸なのです！

　そして、カドカワＢＯＯＫＳ編集部の皆様を始めとして、この本の出版や製造、流通、販売、宣伝、メディアミックスに関かかわった全すべての方にお礼申し上げます。




　最後に、読者の皆様には最大級の感謝を!!

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます！




　では次巻、シガ王国「聖せい骸がい動どう甲かつ冑ちゆう」編でお会いしましょう！




https://kdq.jp/desuma24atogaki

[image: ]


愛七ひろ


















　サイレント・ウィッチ　沈黙の魔女の隠しごと　電子特別お試し版　（著：依空　まつり　イラスト：藤実　なんな）
















〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレット。無詠唱魔術を使える世界唯一の魔術師で、伝説の黒竜を一人で退けた若き英雄。

　だがその本性は──超がつく人見知り!?　無詠唱魔術を練習したのも人前で喋らなくて良いようにするためだった。

　才能に無自覚なまま〝七賢人〟に選ばれてしまったモニカは、第二王子を護衛する極秘任務を押しつけられ……？

　気弱で臆病だけど最強。引きこもり天才魔女が正体を隠し、王子に迫る悪をこっそり裁く痛快ファンタジー！








プロローグ　ウォーガンの黒竜









　──ケルベック伯爵領ウォーガン山脈に黒竜が現れた。




　その報告はケルベック伯爵領のみならず、リディル王国全土を揺るがし、人々を恐怖の渦に陥れた。

　竜は災害だ。家畜や人を襲い、時に街一つを壊滅させることすらある。中でも黒竜は、リディル王国史上でも二度しか登場していない伝説級の大災害であった。

　黒竜の炎は、地上のありとあらゆる物を焼き尽くす冥めい府ふの炎。

　国の魔術師達が束になって防御結界を張っても、その炎は結界ごと魔術師を焼き尽くし、黒竜が現れた土地は焦土と化すという。

　黒竜が出没したという過去二回の記録では、街が複数消え、王国は半壊状態になったとされていた。

「イザベルお嬢様、もうこのお屋敷も危険です。奥様のご実家へ避難を」

　侍女のアガサの言葉に、ケルベック伯爵令嬢イザベル・ノートンは険しい顔で首を横に振った。

「いいえ、わたくしは最後までこの屋敷を離れません」

　イザベルはまだ一五歳になったばかりの娘だ。

　だが凛りんと前を見据えるその横顔には、代々この土地を竜から守ってきた伯爵家の人間としての矜きよう持じがあった。

　リディル王国で最も竜害が多い東部地方にて、長年、竜と対たい峙じし続ける一族。それがケルベック伯爵家だ。

　ケルベック伯爵家の歴史は、竜との戦いの歴史。

　イザベルはこの年までに、何度も竜害を目の当たりにし、その惨劇を身をもって味わっている。

　伯爵家を慕ってくれる領民達の育てた作物が食い荒らされ、建物が壊され、時に人や家畜が犠牲になるところを、何度も何度も何度も何度も、その目で見てきたのだ。

「騎士達が最前線で戦っているのです。それに、お父様も現場で指揮をとられている。娘のわたくしが民を見捨てて逃げるなど、あってはならないことですわ」

　イザベルはキッパリ言いきると、可か憐れんな顔に少しだけ悲しそうな笑みを浮かべ、侍女を見つめる。

「アガサ。長年、我が家に仕えてくれてありがとう。貴女あなたには、暇いとまを出します」

「いいえ、いいえ、お嬢様……このアガサも最後までお供します」

　竜害に耐え続けてきたのは、伯爵家の人間だけではない。この地に住む全すべての民が、伯爵家と共に竜と戦い続けてきたのだ。

　イザベルに仕えるアガサもまた、若い娘ながらに肝が据わっていた。

　決意に満ちたアガサに、イザベルは泣きそうな顔で「ありがとう」と礼を告げる。

　いずれ黒竜が騎士団を突破したら、ケルベック伯爵領は焦土と化すだろう。それでもイザベルは、最後の最後までこの屋敷を守り続けるつもりだった。

　父が留守にしている今、この屋敷を守るのは自分の使命なのだ。

「イザベル様……っ！　アガサ姉さんっ、大変だ……っ！」

　ノックも無しに扉を開けて室内に駆け込んできたのは、アガサの弟で馬丁のアランだった。

　最悪の報しらせを覚悟するイザベルとアガサに、アランは頰を紅潮させて告げる。

「王都から来た魔術師が……黒竜を撃退した！」

　アランの言葉に、イザベルは我が耳を疑った。

　竜退治に長たけた竜騎士団が、王都から応援に来たことは知っている。それと、その竜騎士団に一人の魔術師が同行していることも。

　竜騎士団に同行しているのは、リディル王国の魔術師の頂点に立つ七賢人が一人。その名も……。

「〈沈黙の魔女〉だ！　〈沈黙の魔女〉が、たった一人で黒竜を撃退したらしい！」

　興奮を隠せない様子のアランを、姉のアガサが眉まゆをひそめて窘たしなめる。

「アラン、それは些いささか誇張がすぎますよ。いくら優れた魔術師だからって、一人で黒竜を追い払うだなんて……」

「本当なんだって！　〈沈黙の魔女〉は竜騎士団も連れずに、たった一人でウォーガン山脈に入って、黒竜を撃退したんだ！」

　竜の鱗うろこは非常に硬く、魔力耐性も高い。故に、並の魔術は簡単に弾はじいてしまうと言われている。

　竜を倒すなら鱗の薄い眉み間けんか、或あるいは眼球を狙ねらうしかない。

　だが、飛行する竜を相手にそれがいかに困難かは言うまでもなかった。

　実戦に長けた竜騎士団でも、竜退治には非常に苦戦すると聞く。

（それを……たった一人で？）

　俄にわかには信じ難い心ここ地ちで、イザベルはアランに訊たずねた。

「……被害は？」

「死傷者ゼロです！」

　イザベルの愛する領民が誰一人犠牲になることなく、歴史的な災害を回避することができたのだ。これを奇跡と言わずして、何と言おう。

　あぁ、とイザベルが感極まった声をあげたその時、アガサがハッと顔を上げて窓の外を凝視した。

「お待ちください、あれは……っ」

　アガサの視線の先を目で追えば、空に黒い何かが見えた。

　最初は鳥の群れかと思ったそれは、次第に大きくなっていく。

　その輪郭が鮮明になった時、イザベルは全身の血が音を立ててひいていくのを感じた。

　イザベルは窓を開けるとバルコニーに飛び出す。

　そしてアガサが止めるのも聞かず、手すりから身を乗り出して空を見上げた。

「あれは……っ、翼竜っ……」

　翼竜は竜の中でも下位種で、知性が低く、火を吐くこともない。だが、その機動力から繰り出される鋭い爪の一撃は人間にとって充分な脅威だ。

　ある程度大きく育った翼竜は基本的に群れたりはしないが、己よりも上位種である大型竜が近くにいる時、翼竜は大型竜をボスにして群れをなす傾向がある。

　おそらく空に見える翼竜の群れは、ウォーガン山脈の黒竜をボスにして集まったのだろう。

　そして黒竜がいなくなったことで統率が取れなくなった翼竜達は、黒竜を追い払った人間に怒り、牙きばを剝むこうとしている。

　イザベルは身を乗り出したまま翼竜の数を数える。その数が二〇を超えたところで、手すりから体を離し指を折るのをやめた。

　竜の弱点は眉間か目。ゆえに翼竜を駆逐する際は、地面に引きずり下ろさなくてはならない。

　縄付きの大型弓を撃って牛に縄を引かせ、地に引きずり下ろしたところでトドメを刺す。

　言葉にするのは簡単だが、一匹駆逐するだけで多大な労力が必要になるのだ。その過程で犠牲が出ることも少なくない。

　まして、竜と長年対峙してきたケルベック伯爵家でも二〇を超える翼竜だなんて前代未聞だ。

　ギャアギャアとつんざくような鳴き声が次第に大きくなり、灰色の空を翼竜の群れが覆っていく。

「お嬢様、中にお入りくださいっ！」

　アガサがイザベルの手を引いた瞬間、強い突風が二人の全身を襲った。屋敷に接近してきた翼竜が巻き起こした風だ。

　風に飛ばされぬよう、バルコニーの手すりを握りしめたイザベルは、確かに見た。翼竜のギョロリと大きな目が、己を捉とらえるのを。

　あぁ、とイザベルが絶望の吐息を漏らしたその時。




　空に、門が開いた。
















　城の門よりも翼竜の体よりも、なお大きなその門は白い光で出来ており、門の周囲には同じ輝きを持つ魔法陣がいくつも浮かんでいる。

　音もなく開いた門の奥から強い風が吹いた。その風は発光する門によく似た、白い光の粒子を纏まとっている。

　白く輝く風、春を告げる者──そんな二つ名を持つ風の精霊王シェフィールドの吐息。

　精霊王召喚。国内でも使い手は数えるほどしかいない、高度な魔術。

　精霊王の吐息は術者の命じるままに鋭い槍やりに形を変え、空を覆う厚い雲を切り裂きながら、翼竜の眉間を貫いた。

　翼竜達は断末魔の叫びをあげることすらなく、何が起こったのかも分からぬまま絶命し、一匹、二匹と地に落ちていく。

「あれ、は……」

　地に落ちる翼竜の巨体は、それだけで脅威だ。下に人や建物があれば被害が増える。

　だが眉間を貫かれて絶命した翼竜達の巨体はきらめく風に包まれて、まるで木の葉のようにヒラリヒラリと静かに地に落ち、積み重なっていった。

　恐ろしく静かで、正確な魔術。それを行使したのは、翼竜の死し骸がいの前に立つ小柄な人物だ。

　身に纏うは金糸の刺し繡しゆうを施したローブ。そのフードを目深に被かぶり、身の丈よりも長い黄金の杖つえを握りしめている魔術師。

　その足元では、使い魔らしき黒猫がローブの裾すそにじゃれついている。

　ローブの人物は黒猫を抱き上げると、竜の死骸に背を向けて歩きだした。

　リディル王国では、魔術師の杖の長さは、そのまま魔術師の格を表している。

　そして、身の丈ほどの長い杖を持つことが許されているのは、この国でたった七人──七賢人だけ。

　翼竜を撃ち落とした、あの小さな魔術師こそ、リディル王国が誇る魔術師の最高峰。

　七賢人が一人〈沈黙の魔女〉。

「まぁ……まぁぁ……」

　イザベルが知っている魔術とは、炎なり風なりが真まっ直すぐ対象に飛んでいくものである。すごいけれど、それだけだ。

　飛ひ翔しようする翼竜の眉間を正確に撃ち抜き、落下する巨体を音もなく一箇所に集める……こんな繊細で美しい魔術を、イザベルは見たことがない。

　イザベルは頰を薔ば薇ら色いろに染めて、救世主の起こした奇跡をバルコニーの上から見つめ続けた。







　同時刻、この光景を少し離れたところから眺めている男がいた。

　男の碧あおい目に映るのは、この静かで美しい魔術を行使した魔女の姿。

　ほうっと感嘆の吐息を漏らし、男は小さく呟つぶやく。

「やっと見つけた……僕が、夢中になれるもの」

　その声はまるで恋に落ちたかのように、熱を帯びていた。

















一章　同期が来たりて無茶を言う









　……ふにふに。

　ペンを握りしめたまま机に突っ伏して眠っていたモニカは、頰に柔らかい物が触れる感触で目を覚ました。

　重たい瞼まぶたをノロノロと持ち上げれば、こちらを見つめる黒猫の金色の目と目が合う。

　モニカの頰を肉球でふにふにと押していた黒猫は、モニカが目を覚ましたことに気づくと、ニンマリと目を細めて人間のように笑った。

「おいモニカ、朝だぞ。いつまで寝てるんだ。お前はアレか。王子様のキスが無いと起きないお姫様か？」

　喋しやべる猫に驚くでもなく、モニカは目を擦こすりながら上半身を起こした。

　モニカの使い魔であるこの黒猫は、人間の言葉を理解しているし、文字も読める。

　暇さえあれば、前足で器用にページを捲めくりながら冒険小説などを読んでいて、モニカよりもずっと読書家だ。王子様のキスなんて表現も、きっと本で読んで覚えたのだろう。

「……うぅ、おはよう、ネロ。もう朝？　……顔、洗ってくる……」

　モニカはマグカップに残った飲み残しの冷たいコーヒーを飲み干し、立ち上がる。

　そうして黒猫のネロに背を向けて玄関の扉を開けると、夏の終わりを感じさせる涼やかな風が頰を撫なでた。

　リディル王国のとある山の中にあるオンボロ小屋。それがモニカの暮らす家だ。

　周囲に他の民家は無く、一番近くの村までは徒歩で一時間以上かかる。

　家の裏手に回ったモニカは、小さい体を懸命に動かして井戸から水を汲くんだ。

　最近は水道技術の発展がめざましく、大都市のみならず、この付近の村にも水道が普及しているけれど、山の中腹にあるこの小屋には、流石さすがに水道は引いていない。

　都会育ちのモニカは、最初の内こそ不便に思ったりもしていたが、最近ではこの山小屋での暮らしにすっかり慣れていた。なにより、静かで人がいないのがいい。

　モニカは飲料用の水を桶おけに汲むと、ついでに物もの干ほし竿ざおに引っかけっぱなしにしていた衣類を回収して、小屋に戻った。

　そうして思い出したように部屋の隅に置かれた姿見を見る。

　少しは身なりに気を遣え、と知人に言われ、その人の手で無理やり持ち込まれた姿見は、このオンボロ小屋には不釣り合いに立派な品だった。

　そんな立派な鏡に映っているのは、着古したローブを身につけた、ボサボサ髪で瘦やせっぽっちの小柄な少女だ。

　今年で一七歳になるというのに、実年齢に比べて貧相な体は青白く、まるで死人のよう。

　適当に二つに分けて編んだ薄茶の髪は艶つやがなくパサパサで、藁わらの束よりも粗末な有様である。

　伸び放題の前髪の下にある丸い目には、くっきりと隈くまが浮いていた。

　正直、人前に出るのがはばかられるような酷ひどい有様だが、山小屋に引きこもっているモニカには、どうでもいい話である。

（あ、でも、今日は月に一度の物資を届けてもらう日だっけ……）

　人見知りが激しく、店での買い物が苦手なモニカは、麓ふもとの村の人間に頼んで、食料などを届けてもらっているのだ。

　やっぱり髪を編み直そうか少し迷っていると、小屋の扉がドンドンとノックされた。

「モニカ、食料届けにきたわよー！」

　快活な少女の声にモニカはビクッと肩を震わせ、ローブのフードを深々と被る。

　その間にネロはヒラリと棚に飛び乗った。

「客人か。じゃあオレ様、猫のフリしてるな。にゃぁ」

「う、うん」

　ネロに頷うなずき、モニカはビクビクしながら扉を開ける。

　扉の前には荷車が置かれており、そばには一〇歳ぐらいの少女が佇たたずんでいた。

　焦茶の髪を首の後ろで括くくった勝気そうな少女だ。この近くの村の少女で、名をアニーという。

　モニカのところに荷物を届けにきてくれるのは、もっぱらこの少女の役目だった。

　モニカは扉の陰からちょっとだけ顔を覗のぞかせて、ビクビクとしながら「こ、こんにちは」と声をかける。

　そんなモニカの態度にもアニーは慣れたもので、モニカを押しのけるように扉を大きく開けると、食料の包みを持ち上げた。

「荷物、中に運び込むから。扉、押さえててね」

「う、うん……っ」

　モニカがビクビクしながら頷くと、アニーは手際良く荷物を中に運び込んだ。

　モニカの暮らす小屋は家具こそ少ないが、テーブルの上も床の上も、紙の束や本が散らかっていて、足の踏み場もないような有様である。

　寝台なんてとっくに書類で埋め尽くされていて、横たわることもできない。

　だから、最近のモニカは椅子に座ったまま寝るのが習慣になっていた。

「相変わらず酷い家！　ねぇ、この紙の束は大事なもの？　捨てていいもの？」

「ぜ、全部、大事！」

　アニーは胡う散さん臭くさそうな目で、床を占領している紙の束に目をやった。

「ねぇ、これって数式よね？　何を計算しているの？」

　アニーは文字が読めるし、職人の娘なので数字に強い。まだ一〇を少し過ぎたぐらいの年だが、同年代の子どもと比べて頭の良い少女だ。

　そんなアニーでも、ここに記されているものは理解不能な数字の羅列にしか見えないようだった。

　モニカは俯うつむき、アニーと視線を合わせないようにしつつ答える。

「えっと、そっちのは……ほ、星の軌道の計算式……」

「じゃあこれは？　なんか、植物の名前がいっぱい書いてあるけど」

「……そ、それは……植物の肥料の配合を計算して、表にまとめたもので……」

「じゃあこれは？　なんか、魔法文字？　みたいなのが、書いてあるけど」

「……ミ、ミネルヴァの教授が提唱した、新しい複合魔術式の、試算……」

　ぶかぶかのローブの袖そでをいじりながら小声で答えるモニカに、アニーは猫目を丸く見開いた。

「魔術式？　モニカって魔術が使えるの？」

「……あ、えっと、その…………えっと……」

　モニカは口ごもり、視線を右に左に彷徨さまよわせる。

　棚の上で寝たふりをしているネロが「おいおい大丈夫かよ」とでも言いたげに、にゃあと鳴いた。

　モニカがいつまでもモジモジと指をこねていると、アニーは軽く肩をすくめて笑う。

「なぁーんて、使えるわけないよね。魔術が使えたら、こんな山の中で隠いん遁とん生活なんてしないで、王都で活躍してるはずだもん」

　魔術──それは魔力を用いて、奇跡を起こす術のことである。

　かつては貴族が独占していた秘術でもあったのだが、近年は庶民にも学ぶ機会が与えられるようになった。

　それでも魔術を学ぶための機関に入るには、相応の財力か才能が必要で、誰だれでも気軽に学べるようなものではない。もし庶民出身で魔術師になった者がいたなら、それは大出世と言って良いだろう。

　例えば上級魔術師なら貴族のお抱えか、或あるいは魔術師の花形とも言える魔法兵団に就職できる。

　こんな山小屋で暮らすモニカが魔術師のわけがない、というアニーの指摘はもっともだった。

「ねぇねぇ、モニカは知ってる？　三ヶ月前にね、東の国境が竜害にあったんだって」

　ローブの下でモニカの肩がピクリと震え、棚の上で寝たふりをしていたネロも片目を開けた。

　棚の下にだらりと垂れたネロの尻しつ尾ぽが、ゆらゆらと時と計けいの振り子のように揺れる。

「大型の翼竜がね、群れをなして人里に現れたんだって！　その数なんと二〇以上！」

　翼竜は名前の通り、翼を持った竜だ。竜の中でも知性の低い下位種だが、群れになると非常に手て強ごわい。狙ねらわれるのは家畜が多いのだが、飢えた翼竜が人間を襲うことも近年は珍しくなかった。

「そんでね！　そんでね！　その翼竜達の群を統率していたのが、なんと！　伝説の黒竜だったんだって！　その名も悪名高いウォーガンの黒竜！」

　竜の中でも黒竜や赤竜など、色の名前を持つ竜は上位種と呼ばれ、とりわけ危険視されている。

　その中で最も危険と言われているのが黒竜だ。

　黒竜の吐く特殊な炎、黒炎は上級魔術師の防御結界をも無慈悲に焼き尽くす禁忌の炎である。

　ひとたび黒竜が暴れだせば、国が焦土と化してもおかしくはない。まさに伝説級の危険生物。

「それでね！　竜騎士団が黒竜討伐に向かったらしいんだけど、そこに七賢人が一人、同行していたらしいの！　あっ、七賢人って分かる？　この国の魔術師のトップの七人でね、とにかくすごい魔術師なんだけど」

「へ、へぇ……」

「最年少の七賢人〈沈黙の魔女〉！　彼女がたった一人で黒竜を撃退して、翼竜を全部撃ち落としたんだって！」

　田舎いなか村では、この手の噂うわさ話ばなしは貴重な娯楽である。

　アニーの目は、それはもうキラキラと輝いていた……が、モニカはそれどころではなかった。

「〈沈黙の魔女〉はね、現存する魔術師の中で唯一の無詠唱魔術の使い手なんだって！　魔術はね、基本的に詠唱が絶対に必要なんだけど、〈沈黙の魔女〉はその詠唱を必要としないの！　詠唱無しで強力な魔術をバンバン使っちゃうんだって！」

　モニカは無言で胃を押さえた。胃が引き絞られるかのように痛い。

　気持ちの良い夏の朝でありながら、モニカは全身をぐっしょりと汗で濡ぬらしていた。

「そ、そうなんだ……」

　モニカがぎこちなく相あい槌づちを打つと、アニーは両手を頰に添えてうっとりと呟つぶやく。

「はぁ、あたしも一度でいいから見てみたいなぁ。本物の七賢人」

　こんな田舎では、七賢人はおろか中級以下の魔術師だって滅多にお目にかかれない。だからこそ、アニーは魔術師に対し、憧あこがれに近いものを抱いているのだろう。

　モニカはキリキリと痛む胃を押さえつつ、戸棚の革袋から銀貨を数枚取り出した。届けてもらった食料の代金とアニーの駄賃だ。

「こ、これ……いつも、ありがとう」

　ボソボソと礼を言って、モニカは銀貨をアニーの手に握らせた。

　アニーは銀貨の枚数を数えて首を捻ひねる。

「いつもながら、こんなに貰もらっていいの？　ここにある食料の二倍近い額だよ、これ」

「と、届けて、もらってる、から……余ったのは、アニーのお小遣いにして、いいよ」

　これが普通の子どもなら、わぁいと喜んで硬貨を懐にしまうところだが、アニーは賢い少女だった。

　分不相応な報酬に、アニーはモニカを探るような目で見る。

「モニカって、お仕事は何してる人なの？」

「え、えっと……計算？」

「数学の博士はかせなの？」

「そんな……感じ……かな。うん……」

　ここに持ち込まれた書類の山は、どれも統一感の無いものばかりだ。

　星の軌道、肥料の配合の他にも、人口統計やら、税収やら、商品の売上の推移やら、とにかくありとあらゆる数字に関する資料が、この山小屋には一見無秩序に、モニカにしか分からない秩序に則のつとり、並んでいる。

　アニーは数学の博士という説明に、それなりに納得してくれたらしい。

「ふぅん、じゃあ、昨日きのうからうちの村に来てる人も数学の博士なんだ」

「……え？」

「モニカの同僚って人がね、うちの村に来てたの。モニカの小屋に行きたいって言ってたから、あたしが道を教えたんだ。もうすぐ来ると思うよ」

　同僚。

　その一言に、モニカの顔はみるみる青ざめる。

　モニカはぶかぶかのローブの下で体をガタガタと震わせつつ、歯の根の合わぬ声でアニーに訊たずねた。

「そ、その人って、どっ、どっ、どんな、人っ……？」

「私です」

　よく通る声は、モニカの背後で響いた。

　モニカの喉のどがヒィッと鳴る。

　ギクシャクと振り向けば、そこには艶やかな栗くり色いろの髪を三つ編みにした美丈夫が扉にもたれて微笑ほほえんでいた。

　そのそばには、メイド服を身につけた金髪の美女が控えている。

　男の方が身につけているのは立派なフロックコートにステッキ、片かた眼鏡めがね。どこから見ても、洗練された上品な紳士である。

　なにより、どこか女性的な線の細い顔立ちは、大抵の女性ならうっとりと見み惚とれそうな程に整っていた。

　だが、モニカは恐怖に目を剝むき、必死で悲鳴を嚙かみ殺ころす。

「ルルルル、ルイ、ルイ……ス、さん……」

「人の名前を、ルルルル・ルイルイスなどと、愉快な名前にしないでいただけますかな？」

「ひぃっ、ごめっ、ごめんなさっ……」

　男は半ベソのモニカには目もくれず、アニーにニッコリ笑いかけた。

　そして少女の手を取り、そこに飴あめ玉だまを載せる。

「道を教えてくださり助かりました。お嬢さん」

「どういたしまして」

　美び貌ぼうの客人にアニーはニッコリと淑女らしい礼を返すと、飴玉をポケットに放り込む。

「それじゃあ、お仕事の話の邪魔をしちゃ悪いから、あたしはこれで失礼するわ。バイバイ、モニカ。また一ヶ月後に！」

　アニーはヒラヒラと手を振ると、いつもより淑しとやかな足取りで小屋を出て行った。

　荷車を引くガラゴロという音が遠ざかっていくのを絶望的な気持ちで聞きつつ、モニカは目の前の男を涙目で見上げる。

　フロックコートとステッキで擬態しているが、本来の彼は金糸の刺し繡しゆうを施したローブを身につけ、立派な杖つえを握りしめている魔術師である。背後に控えているメイド服の美女は、人間ではなく彼と契約している精霊だ。

「お、お久しぶりです……ルイス、さん」

　震える声で挨あい拶さつをすれば、男は胸に手を当てて、優雅に一礼をした。

「えぇ、お久しぶりです。七賢人が一人〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレット殿」




　　　　＊　＊　＊




　魔力を行使して奇跡を起こす魔法。その中でも、詠唱によって魔術式を編み、魔力を行使する術を魔術という。

　魔力の行使に長たけた精霊などの種族であれば、魔術式も詠唱も必要としないのだが、人間は詠唱をしなくては魔力を扱うことはできない。

　短縮詠唱という技術で詠唱を短縮することはできるが、それでも数秒の詠唱は必要なのだ。

　ところが、その不可能を可能にしてしまった一人の天才少女がいた。

　名をモニカ・エヴァレット。人見知りでまともに人間と話ができず、山小屋に引きこもっているこの少女こそ、リディル王国における魔術師の頂点、七賢人が一人〈沈黙の魔女〉である。

　モニカは現存する魔術式の全すべてを無詠唱にできるわけではないが、およそ八割程度の術を無詠唱で行使することができる。

　魔術師の最大の弱点は詠唱中に無防備になること。ともなれば詠唱時間が戦場において、いかに生死を左右するかは言うまでもない。

　上級魔術師の中には、短縮詠唱を使って詠唱時間を半分にする者もいるが、それでも無詠唱ができる者は世界でもモニカ一人しかいない。

　だからこそ、モニカ・エヴァレットは今から二年前、弱冠一五歳にして七賢人に選ばれたのだ。

　そんな天才少女が、無詠唱魔術を習得するに至った経緯は、実に単純明快である。

　超絶人見知りであがり症のモニカは、人前でまともに話すことができなかったのだ。

　アニーを相手にしていた時はまだましな方で、面識がない相手や苦手なタイプを前にすると、痙けい攣れんして声を発することすらできなくなる。最悪、吐くか卒倒する。当然、詠唱なんてできるはずがない。

　今から数年前、魔術師養成機関に通っていたモニカは、実技試験で詠唱ができず不合格になり、落第寸前の身であった。そこでモニカは考えた。試験官の前だと緊張して詠唱ができない。ならば、詠唱をせずに魔術を使えば良いのだ、と。

　普通なら人見知りとあがり症を克服する努力をするところだが、モニカの発想は斜め上をかっ飛んでいき、そして恐ろしいことに、そのまま才能を開花させてしまった。

　かくして、これっぽっちも感動的ではない理由でモニカは無詠唱魔術をマスターし、トントン拍子に七賢人になってしまったのである。

　まさに、斜め上の努力の行き着いた果てであった。







　この続きは現在配信中の『サイレント・ウィッチ　沈黙の魔女の隠しごと』にてお楽しみください
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Secrets of the Silent Witch
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